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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。
そのため、お客様の車にはない装
備の説明が記載されている場合が
あります。また、車の仕様変更に
より、内容がお車と一致しない場
合がありますのでご了承ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱
いについては、その商品に付属の
取扱説明書をお読みください。
イラストは、記載している仕様な
どの違いにより、お客様の車の装
備と一致しない場合があります。
本文中では、この車両独自の機能
説明（外部電源からの充電等）や
車両固有の注意などの記載部分で
は「プラグインハイブリッドシス
テム」、その他の記載は「ハイブ
リッドシステム」と表記していま
す。

● トヨタが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがあり
ます。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤ
を装着するなど、車の性能や機
能に適さない部品を装着すると、
故障の原因になったり、事故を
起こし、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

また、このような改造は Toyota 
Safety Sense のような先進安全装備に
も影響を与え、正しく作動しない危険や
作動すべきでない場面での作動をする恐
れがあり危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしない
でください。ハンドルには SRS 
エアバッグが内蔵されているた
め、不適切に扱うと、正常に作
動しなくなったり、誤ってふく
らみ、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

● 次の場合はトヨタ販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換

異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不
正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.9
も参照してください。

● フロントウインドウガラス、お
よび運転席・助手席のドアガラ
スに着色フィルム（含む透明
フィルム）などを貼り付けない
でください。視界をさまたげる
ばかりでなく、不正改造につな
がるおそれがあります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー
攻撃のリスクを高め、思わぬ事故

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

サイバー攻撃のリスクについて
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や個人情報の流出などにつながる
おそれがあります。
トヨタ純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してトヨタ
は保証いたしません。

故障診断コネクター などに、点
検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

本車両には、車両の制御や操作に
関するデータなどを記録するコン
ピューターが装着されています。
■ コンピュータに記録されるデー
タ※1

※1グレード／オプション装備により記録
されるデータ項目は異なります。

各機能の作動時や操作状況により、
主に次のようなデータを記録しま
す。
●車両の挙動に関する基本的なデータ
（エンジン回転数／電気モーター回転

数、アクセルペダルの操作状況、ブ
レーキペダルの操作状況、車速など）

●運転支援システムの作動状況（システ
ムの作動に付随して記録される車両の
挙動に関する基本的なデータも含みま
す）

●運転支援システムのセンサーのデータ
●画像データ（前方・後方・周辺カメラ

の画像）※2

※2車両には複数のカメラが付いていま
す。どのカメラが画像を記録している
かはトヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

●位置情報

コンピューターは会話などの音声
や車内の映像は記録しません。
また、お客様個人を特定できる種
類のデータ（氏名・性別・年齢な
ど）は車両に記録されません。
■ Toyota Safety Senseによる
データの記録・個人情報の取り
扱いについて

トヨタ自動車は Toyota Safety 
Sense により車両に記録された各
システムの作動状況・各センサー
のデータ・画像データ（前方・後
方カメラの画像）・位置情報を次の
場合に該当するときに限り、お客
様が販売店に入庫されたときに取
得するほか、トヨタ自動車のサー
バーに送信する形で取得します。
●一定の衝突や衝突に近い状態などが発
生した場合

●渋滞や悪路、悪天候などの特定の交通
環境にある道路を走行している場合

●新規開通道路、拡張された道路などの
特定の道路を走行している場合

●ハイブリッドシステム始動後の一定の
タイミング

Toyota Safety Sense によって

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

車両データの記録

A
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記録され、トヨタ自動車が取得し
たデータの取り扱いについての詳
細は、T-Connect ご契約時にご署
名いただいた留意事項説明をご覧
ください。
■ データの利用目的と第三者提供
について

コンピューターに記録されたデー
タは、事故解析・故障診断、自動
運転・先進安全・地図関連技術の
ための研究開発（技術・商品開発、
品質向上など）、データを利用した
商品・サービス（自動運転・先進
安全技術用の地図の提供、走行状
況の分析・道路インフラなど走行
環境の分析・交通状況の配信など
があります。以下、これらを「個
別サービス」といいます）および
事故に関するお客様対応、事故の
解決のための協議を目的に利用す
ることがあります。
なお、次の場合に、トヨタ自動車
は、取得したデータを第三者へ開
示または提供することがあります。
●お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

●警察／裁判所／政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

●トヨタ自動車が訴訟で使用する場合
●統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

Toyota Safety Sense によって
記録され、トヨタ自動車が取得し
たデータについては、上記に加え、
次の場合に第三者に提供すること
があります。
●お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合。トヨタ以外の第
三者が提供する車両記録データを利用

する個別サービスに申し込みされた場
合などであって、第三者がトヨタに代
わり、トヨタから第三者へのデータの
提供についてお客様の同意を取得した
場合も含みます。

●自動運転・先進安全・地図関連技術の
ための研究開発（技術、商品開発、品
質向上など）の目的で、自動運転ソフ
トウェア関連の会社などの第三者に提
供する場合

●地図関連技術のための研究開発の目的
で、地図作成会社などの第三者に画像
データと位置情報を提供する場合

●道路整備などの目的で、地方自治体な
どの第三者に画像データと位置情報を
提供する場合

●交通状況配信などの個別サービスの申
込者に対して、画像データと位置情報
を加工した情報を提供する場合

●トヨタと別途契約を締結した各自治体
の消防組織に対して、火災発生時また
は救急出動時に、現場付近の画像デー
タを提供する場合

知識
車両に記録されている画像情報は、
トヨタ販売店にて、消去することが可能
です。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

Toyota Safety Senseによって研究開
発、および個別サービスの提供を目的と
してトヨタのサーバーに送信する形で取
得しているデータの取得と利用を停止し
たい場合は、My TOYOTA より停止いた
だけます。詳細は、My TOYOTAのマイ
ページをご覧ください。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されていま

イベントデータレコーダー
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す。EDRは、一定の衝突や衝突に
近い状態（SRS エアバッグの作動
および路上障害物との接触など）
が発生した時に車両システムの作
動状況に関するデータを記録しま
す。EDR は車両の動きや安全シス
テムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合があり
ます。
EDR は次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が
発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDR は衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータと EDR
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDR で記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両または EDR へ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両または EDR 
に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
● EDR データの情報開示

次の場合を除き、トヨタは EDR で記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へRF 送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ
ぼす可能性があります。
● ハイブリッドシステム
● EFI コンピュータ
● Toyota Safety Sense
● ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

● SRSエアバッグ
● シートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販
売店にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をトヨタ販売店に
てご提供します。

保証および点検整備については、

RF 送信機の取り付けについて

保証および点検について
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別冊「メンテナンスノート」に記
載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

トヨタ販売店で専用の電子キーを
ご購入し、ご使用いただくことで、
プラスサポート（P.397）の機
能が利用可能になります。詳細に
ついては、トヨタ販売店にお問い
合わせください。

下記サイトより取扱説明書（デジ
タル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサ
リーパーツの取扱説明書をご使用
前にお読みいただき、記載された
内容に従って正しくお使いくださ
い。
商品の使用方法や安全にお使いい
ただく上での注意点を記載してお
ります。
なお、デジタル配信により印刷や
輸送にともなうCO2 排出量の低減
が見込まれます。
持続可能な社会を構築するために
トヨタはこれからも取扱説明書の
あり方を見直してまいります。
アクセサリーパーツ取扱説明書掲
載サイト：
お持ちのスマートフォンやタブ
レット、携帯電話等にてQR コー

ドを読み取りいただくか、URL よ
り閲覧してください。
URL：https://manual-
accessories.toyota/CAWeb/
index.html

なお、紙面で必要な場合はサイト
より印刷いただくか、トヨタ販売
店にご相談ください。

QR コードは（株）デンソー
ウェーブの登録商標です。

パワーコントロールユニットなど
の高電圧部位には、取り扱いに注
意することを示すラベルが貼付さ
れている場合があります。
記号の示す意味は次のとおりです。

プラスサポートについて

アクセサリーパーツ・用品につ
いて QR コードについて

高電圧部位に貼り付けられてい
る記号について

記号 意味

危険であることを示して
います。

高電圧部位であることを
示しています。
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手で触れてはいけない部
位であることを示してい
ます。

高温部位であることを示
しています。

記号 意味
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本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：
お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：
お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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■ 名称から探す
●五十音順さくいん：P.598
●アルファベット順さくい
ん：P.596

■ 取り付け位置から探す
●イラスト目次：P.14

■ 症状や音から探す
●こんなときは（症状別さくい
ん）：P.592

●車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）：P.594

■ タイトルから探す
●目次：P.2

検索のしかた



14 イラスト目次

イラスト目次
■外観

ドア ............................................................................................................ P.186

施錠／解錠...................................................................................... P.186, 189

ドアガラスの開閉..................................................................................... P.229

メカニカルキーでの施錠／解錠.............................................................. P.553

警告メッセージ......................................................................................... P.532

バックドア................................................................................................. P.192

施錠／解錠................................................................................................. P.194

車内から開ける★...................................................................................... P.196

車外から開ける.............................................................................. P.194, 196

警告メッセージ......................................................................................... P.532

充電ポート.................................................................................................... P.78

充電方法..................................................................................................... P.101

AC外部給電システム .............................................................................. P.132

ドアミラー................................................................................................. P.227

鏡面の角度調整......................................................................................... P.227

A

B
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D



15イラスト目次

ミラーの格納............................................................................................. P.228

曇りを取る（ミラーヒーター）................................................................ P.447

ワイパー..................................................................................................... P.276

凍結防止（ウインドシールドデアイサー）............................................. P.451

洗車時の注意（雨滴感知式ワイパー装着車）......................................... P.490

給油口 ........................................................................................................ P.280

給油方法..................................................................................................... P.280

燃料の種類・燃料タンク容量.................................................................. P.566

タイヤ ........................................................................................................ P.499

サイズ・空気圧......................................................................................... P.569

冬用タイヤ・タイヤチェーン.................................................................. P.442

点検・ローテーション ............................................................................. P.499

パンク時の対処......................................................................................... P.540

ボンネット................................................................................................. P.495

開け方 ........................................................................................................ P.495

エンジンオイル......................................................................................... P.566

オーバーヒート時の対処.......................................................................... P.560

警告メッセージ......................................................................................... P.532

ヘッドランプ・車幅灯・LED デイライト・フロント方向指示灯
......................................................................................................... P.260, 266

薄暮灯★ ..................................................................................................... P.266

サイド方向指示灯..................................................................................... P.260

尾灯 ............................................................................................................ P.266

尾灯・制動灯............................................................................................. P.266

リヤ方向指示灯......................................................................................... P.260

番号灯 ........................................................................................................ P.266

走行に関わる外装のランプ

（交換について：P.514）
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リヤフォグランプ★.................................................................................. P.275

後退灯

シフトポジションをRにする................................................................. P.254
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

P

Q
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■インストルメントパネル

パワースイッチ......................................................................................... P.250

ハイブリッドシステムの始動・モード切りかえ................................... P.250

ハイブリッドシステムの緊急停止.......................................................... P.518

ハイブリッドシステムが始動できないときの対処............................... P.551

警告メッセージ......................................................................................... P.532

シフトレバー............................................................................................. P.254

シフトポジションの切りかえ.................................................................. P.255

けん引時の注意......................................................................................... P.521

P ポジションスイッチ ............................................................................. P.255

メーター.......................................................................................... P.152, 156

見方・明るさの調整 ................................................................................. P.161

警告灯／表示灯......................................................................................... P.152

警告灯点灯時の対処 ................................................................................. P.525

マルチインフォメーションディスプレイ............................................... P.162

表示内容..................................................................................................... P.162

A

B

C

D

E



18 イラスト目次

エネルギーモニター ................................................................................. P.173

警告メッセージ表示時の対処.................................................................. P.532

方向指示レバー......................................................................................... P.260
ランプスイッチ......................................................................................... P.266

ヘッドランプ・車幅灯・LED デイライト・尾灯・番号灯.................. P.266

リヤフォグランプ★.................................................................................. P.275

ワイパー＆ウォッシャースイッチ.......................................................... P.276

冬季の注意................................................................................................. P.443

凍結防止（ウインドシールドデアイサー）............................................. P.451

洗車時の注意............................................................................................. P.488

ウォッシャー液の補充 ............................................................................. P.498

非常点滅灯スイッチ ................................................................................. P.517

ボンネット解除レバー ............................................................................. P.495

ハンドル位置調整レバー.......................................................................... P.216

調整方法..................................................................................................... P.216

オートエアコン......................................................................................... P.446

操作方法..................................................................................................... P.446

リヤウインドウガラスの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）.. P.447

シートヒーター......................................................................................... P.454

シートベンチレーター★ .......................................................................... P.454

オーディオ※

音楽を聴く※

電話をかける・受ける（ハンズフリー）※

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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■スイッチ類

ポジションメモリースイッチ★............................................................... P.233

手動光軸調整ダイヤル★ .......................................................................... P.269

アダプティブハイビームシステムスイッチ★........................................ P.269
オートマチックハイビームスイッチ ...................................................... P.272

ウインドシールドデアイサースイッチ .................................................. P.451

ステアリングヒータースイッチ★........................................................... P.454

アドバンストパーク（駐車支援システム）メインスイッチ★............. P.402

カメラスイッチ※

ODO TRIP スイッチ............................................................................... P.161

メーター照度調整スイッチ...................................................................... P.161

AC100V スイッチ ................................................................................. P.475

パワーバックドアスイッチ★................................................................... P.196

給油扉オープナースイッチ...................................................................... P.280
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ドアミラースイッチ ................................................................................. P.227

ドアロックスイッチ ................................................................................. P.189

パワーウインドウスイッチ...................................................................... P.229

ウインドウロックスイッチ...................................................................... P.231
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

メーター操作スイッチ ............................................................................. P.163

電話スイッチ※

走行支援スイッチ.......................................................................... P.330, 337

LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ .................................. P.302

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコントロール.............................................................. P.328

クルーズコントロール ............................................................................. P.337

オーディオスイッチ※

トークスイッチ※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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21イラスト目次

USB Type-C 端子※

充電用USB Type-C 端子...................................................................... P.466

アクセサリーソケット ............................................................................. P.465

AUTO EV ／ HV スイッチ........................................................................ P.60

ドライブモードセレクトスイッチ.......................................................... P.434

ブレーキホールドスイッチ...................................................................... P.264

EV ／ HVモード切りかえスイッチ.......................................................... P.60

パーキングブレーキスイッチ.................................................................. P.260

かける・解除する..................................................................................... P.260

冬季の注意................................................................................................. P.443

警告ブザー・警告メッセージ....................................................... P.262, 525

VSC OFF スイッチ ................................................................................. P.437
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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22 イラスト目次

■室内

SRS エアバッグ.......................................................................................... P.32

フロアマット................................................................................................ P.26

フロントシート......................................................................................... P.210

リヤシート................................................................................................. P.211

ヘッドレスト............................................................................................. P.213

シートベルト................................................................................................ P.29

コンソールボックス ................................................................................. P.460

ロックレバー............................................................................................. P.189

カップホルダー......................................................................................... P.460

アシストグリップ..................................................................................... P.474
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■天井

インナーミラー★...................................................................................... P.217

デジタルインナーミラー★ ...................................................................... P.218

サンバイザー※1....................................................................................... P.465

バニティミラー......................................................................................... P.465

パーソナルランプ..................................................................................... P.456

インテリアランプ※2............................................................................... P.456

ヘルプネットボタン※3

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。（P.42）

※2図はフロントですが、リヤにも装着されています。
※3別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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1-1. 安全にお使いいただくために
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排気ガスに対する注意.................38
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お子さまを乗せるときは.............39

チャイルドシート ........................40

1-3. 盗難防止装置
イモビライザーシステム.............54

オートアラーム ............................55
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、トヨタ販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロア
カーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状は
イラストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■運転席にフロアマットを敷くとき

●トヨタ純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

●運転席専用のフロアマットを使用す
る

●固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

まっすぐ座り、運転操作時に体
が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（P.210）

ペダルがしっかりと踏み込め、
ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（P.210）

ヘッドレストの中央が耳のいち
ばん上のあたりになるようにす
る（P.213）

シートベルトを正しく着用する
（P.30）

警告
■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

●ハイブリッドシステム停止およびシ
フトポジションが Pの状態で、各ペ
ダルを奥まで踏み込み、フロアマッ
トと干渉しないことを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢をとるには

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ず
シートベルトを正しく着用してく
ださい。（P.30）
シートベルトを正しく着用できな
い小さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用意
ください。（P.40）

後方が確実に確認できるように、
インナーミラー★・デジタルイン
ナーミラー★・ドアミラーを正し
く調整してください。（P.217, 
227）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

●背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

●フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

●公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

●他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

●飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

●運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

●長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ず
シートベルトを正しく着用して
ください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

●お子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

●背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.30）
通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

■お子さまを乗せるとき

P.50

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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● 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

知識
■お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使
用してください。（P.40）

●シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。
（P.29）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

知識
■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

警告
●プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
トヨタ販売店に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

●プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、トヨタ販売店以外でしな
いでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A
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アジャスターを下げる

2 解除ボタン を押しながら、
アジャスターを上げる

“カチッ”と音がして固定されるとこ
ろまで動かしてください。

前方・側方から強い衝撃を受けた
とき、フロント席・リヤ外側席の
シートベルトを引き込むことで適
切な乗員拘束効果を確保します。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

知識
■シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは、一度
しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動
したあとは、その後の衝突では作動しま
せん。

■予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって車両
との衝突の可能性が高いと判断されたと
き、シートベルトプリテンショナーの作
動準備を整えます。

シートベルトの高さ調節（フロ
ント席）

シートベルトプリテンショナー
（フロント席・リヤ外側席）

A

A 警告
■プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRS エアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合はシートベルトを再使用することが
できないため、必ずトヨタ販売店で交
換してください。お守りいただかない
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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■ SRS エアバッグの配置

フロント SRSエアバッグ（運転席SRSエアバッグ／助手席SRSエ
アバッグ）
運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和

SRSニーエアバッグ
運転者の衝撃緩和を補助

SRS サイドエアバッグ
フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和

SRS カーテンシールドエアバッグ
フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和

SRS エアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRS エアバッグシステム

A

B

C

D



33

1

1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

知識
■SRS エアバッグが作動すると

●SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●エアバッグ近辺の部品の一部分などだ
けでなくエアバッグ構成部品（ハンド
ルのハブ・エアバッグカバー・インフ
レーター）も数分間熱くなることがあ
ります。エアバッグそのものも熱くな
ります。

●フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

●ハイブリッドシステムと燃料供給を停
止します。（P.72）

●自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（P.436）

●室内灯が自動で点灯します。
（P.456）

●非常点滅灯が自動で点滅します。
（P.517）

■緊急通報について

●T-Connect の契約期間内は、次の場
合、自動的に緊急通報がヘルプネット
センターに送信されます。

･ SRS エアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 車両に一定以上の衝撃を受けた

オペレーターからの呼びかけに応答がな
くても、緊急車両などを手配することが
あります。詳しくは「マルチメディア取
扱説明書」を参照してください。

■正面からの衝撃で SRSエアバッグが作
動するとき

●次のエアバッグは、衝撃の強さが設定

値（移動も変形もしない固定された壁
に、車速約 20 ～ 30km/h で正面衝突
した場合の衝撃の強さに相当する値）
以上の場合に作動します。

･ フロント SRS エアバッグ
･ SRS ニーエアバッグ

●次の場合はエアバッグが作動する車速
は設定値より高くなります。

･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によっては次の部品のみが作
動する場合があります。

･ シートベルトプリテンショナー

●前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

■側面からの衝撃でSRSエアバッグが作
動するとき

●次のSRSエアバッグは、衝撃の強さが
設定値（約 1.5t の車両が、約20 ～ 
30km/h の速度で客室へ直角に衝突し
た場合の衝撃の強さに相当する値）以
上の場合に作動します。

･ SRS サイドエアバッグ
･ SRS カーテンシールドエアバッグ

●車両側面のどちらかに衝突があった場
合でも、左右のSRSカーテンシールド
エアバッグが作動します。

■車両下部からの衝撃で SRS エアバッグ
が作動するとき

●次のSRSエアバッグは、車両下部が固
いものにぶつかったときなどの状況で
作動する場合があります。

･ フロント SRS エアバッグ
･ SRS ニーエアバッグ
･ SRS サイドエアバッグ
･ SRS カーテンシールドエアバッグ
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■SRS エアバッグが作動しないとき

●次のSRSエアバッグは、側面や後方か
らの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速
を十分に引き起こす場合には、作動す
ることがあります。

･ フロント SRSエアバッグ
･ SRS ニーエアバッグ

●次のSRSエアバッグは、斜めから衝撃
を受けた場合や、客室部分以外の側面
に衝撃を受けたときに作動しない場合
があります。

･ SRS サイドエアバッグ
･ SRS カーテンシールドエアバッグ

●次のエアバッグは、前方や後方からの
衝撃・横転・または低速での側面から
の衝撃では、通常は作動しません。

･ SRS サイドエアバッグ

●次のエアバッグは、後方からの衝撃・
横転・または低速での前方や側面から
の衝撃では、通常は作動しません。

･ SRS カーテンシールドエアバッグ

■トヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くトヨタ販売
店へご連絡ください。

●いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき

●次のエアバッグはふくらまなかったが、
事故で車両の前部を衝突したとき、ま
たは破損・変形などがあるとき

･ フロント SRS エアバッグ
･ SRS ニーエアバッグ

●次のエアバッグはふくらまなかったが、
事故でドアおよびその周辺部分を衝突
したとき、または破損・変形・穴あき
などがあるとき
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･ SRS サイドエアバッグ
･ SRS カーテンシールドエアバッグ

●ハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRS エアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

●SRS サイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき

●SRS カーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

警告
■SRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

●助手席SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員がSRS エ
アバッグのふくらむ場所に近い場合
は特に危険です。シートの背もたれ
を調整して、シートをできるだけ
SRS エアバッグから離し、まっすぐ
に座ってください。

●お子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイル
ドシートまたはシートベルトを着用
させることをおすすめします。
（P.40）

●シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない
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警告
●お子さまを助手席SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

●運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

●ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

●ドアに向かってひざをついたり、窓
から顔や手を出したりしない

●ダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない

●ドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラーおよび
リヤピラー、ルーフサイドレール・
アシストグリップなどには何も取り
付けない
（速度制限ラベルを除くP.544）

●SRSニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

●エアバッグがふくらむ場所を覆うよ
うなアクセサリーを使用しないでく
ださい。エアバッグが作動する際、
アクセサリーが干渉するおそれがあ
ります。そのようなアクセサリーが
エアバッグが正常に作動するのをさ
またげ、システムを不能にしたり、
またはエアバッグが誤って作動した
りして、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
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警告
●SRS エアバッグシステム構成部品の
周辺およびフロントドアの周辺は、
強くたたくなど過度の力を加えない
でください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●SRS エアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているため、
ふれないでください。

●SRS エアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、ド
アやドアガラスを開けて空気を入れ
るか、安全を確認して車外に出てく
ださい。皮膚の炎症を防ぐため、残
留物はできるだけ早く洗い流してく
ださい。

●SRS エアバッグが収納されている部
分に傷が付いていたり、ひび割れが
あるときは、そのまま使用せず
トヨタ販売店で交換してください。

■改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改
造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●SRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

●次の部品周辺の修理・取りはずし・
改造

･ ハンドル

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ シート

･ シート表皮

･ フロントピラー

･ センターピラー

･ リヤピラー

･ ルーフサイドレール

･ フロントドアパネル

･ フロントドアトリム

･ フロントドアスピーカー

●フロントドアパネルの穴あけなどの
改造

●次の部品やその周辺の修理・改造

･ フロントフェンダー

･ フロントバンパー

･ 車内側面部

●次の部品、または装置の取り付け

･ グリルガード

･ 除雪装置

･ ウインチ

●サスペンションの改造

●CDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け
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排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に
有害な物質が含まれています。

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因になるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

バックドアを閉じてください。
バックドアが閉じているのに車内で排
気ガス臭がするときは、ドアガラスを
開けて空気を入れかえ、すみやかに
トヨタ販売店で点検整備を受けてくだ
さい。

■駐車するとき

●車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、ハイブリッドシステム
を停止してください。

●長時間ハイブリッドシステムが作動
したままにしないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

●降雪時や雪が積もった場所では、ハ
イブリッドシステムが作動したまま
にしないでください。まわりに積
もった雪で排気ガスが滞留して、車
内に侵入するおそれがあります。

■排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。
● お子さまにも必ずシートベル
トを着用させてください。
シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、適切なチャイルド
シートをご用意ください。
（P.40）

● 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに
乗せることをおすすめします。

● 走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作した
りしないように、チャイルド
プロテクター（P.191）・
ウインドウロックスイッチ
（P.231）をご使用くださ
い。

● 小さなお子さまには、パワー
ウインドウ・ボンネット・
バックドアやシートなど、体
を挟まれるおそれがある装備
類を操作させないでください。

警告
■お子さまを乗せるとき

●お子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた「チャイルドシート」
を参照してください。（P.40）
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知っておいていただきたいこと：
P.40
チャイルドシートを使用するとき
は：P.41
シート位置別チャイルドシートの
適合性について：P.44
チャイルドシートの取り付け方
法：P.48
･ シートベルトで固定する：P.49

･ ISOFIXロアアンカレッジで固
定する：P.51

･ トップテザーアンカレッジを使
用する：P.52

● チャイルドシートに関する注意
事項および法規について、優先
してお守りください。

● お子さまが成長し、適切にシー
トベルトが着用できるようにな
るまではチャイルドシートを使
用してください。

● お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートを
お選びください。

● すべてのチャイルドシートがす
べての車両に適合するわけでは
ありません。チャイルドシート
の使用・購入の際は、あらかじ
め取り付けるシート位置との適
合性を確認してください。
（P.44）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルド
シートを取り付ける前にお守り
いただきたいことや、チャイル
ドシートの種類および取り付け
方法などを記載しています。
● シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、チャイルドシート
をお使いください。お子さま
の安全のために、チャイルド
シートはリヤシートに取り付
けてください。
取り付け方法は、商品に付属
の取扱説明書に必ず従ってく
ださい。

● トヨタでは、より安全にお使
いいただくために、トヨタ純
正チャイルドシートの使用を
推奨しています。
トヨタ純正チャイルドシート
は、トヨタ車のために作られ
たチャイルドシートです。
トヨタ販売店で購入すること
ができます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告
■お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。
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■ 助手席にチャイルドシートを取
り付けるとき

お子さまの安全のために、チャイ
ルドシートはリヤシートに取り付
けてください。
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、助
手席シートを次のように調整し、
チャイルドシートを取り付けてく
ださい。
● 背もたれを可能な限り起こす
前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの
間にすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

● シートをいちばんうしろに下げ
る

● ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずす

取りはずしができない場合は、ヘッドレ
ストをいちばん上まで上げてください。

警告
●トヨタでは、お子さまの年齢や体の
大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

■チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

●チャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（P.44）。本書のチャイルドシート
固定方法およびチャイルドシートに
付属の取扱説明書をよくお読みの上、
確実に取り付け、使用方法をお守り
ください。

●チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

●チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、ラゲージルーム内に容易に
動かないように収納してください。

チャイルドシートを使用すると
きは
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警告
■チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席SRSエアバッグが
ふくらんだとき、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。
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警告

警告
●やむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、
助手席シートをいちばんうしろに下
げて取り付けてください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの
速度と力でふくらむので、お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRS エアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

●お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。
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■ シート位置別チャイルドシート
の適合性について

シート位置別チャイルドシートの
適合性（P.45）は、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付
け可能な座席位置を記号で表して
います。また、お子さまに合った
推奨チャイルドシートについても
選択することができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一
覧表」を確認してください。
（P.47）
次に記載されている、「シート位置
別チャイルドシートの適合性を確
認する前に」も併せて確認してく
ださい。

■ シート位置別チャイルドシート
の適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認
する
UN（ECE）R44※1または、
UN（ECE）R129※1 に適合
したチャイルドシートを使用し
てください。
適合したチャイルドシートに
は、次の認可マークが表示され
ています。
チャイルドシートに付いている
認可マークを確認してくださ
い。

法規番号の表示例

UN（ECE）R44認可マーク
※2

対象となるお子さまの体重の範
囲が記載されています。

UN（ECE）R129 認可マーク
※2

対象となるお子さまの身長の範
囲および使用可能な体重が記載
されています。

警告
●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席
に取り付けてください。

●助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について

A

B



45

1

1-2. お子さまの安全
安
全
・
安
心
の
た
め
に

2 チャイルドシートのカテゴリー
を確認する
チャイルドシートのカテゴリー
が次のどのカテゴリーに該当す
るのか、チャイルドシートの認
可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイル
ドシートに付属の取扱説明書を
確認頂くか、または販売業者へ
確認してください。

･ ユニバーサル「universal（汎
用）」

･ セミユニバーサル「semi-
universal（準汎用）」

･ リストリクティッド
「restricted（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車両）」

※1UN（ECE）R44、UN（ECE）
R129は、チャイルドシートに関す
る国連法規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

■ シート位置別チャイルドシート
の適合性

※1, 2, 3

※3

※3

※3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
車両のシートベルトで固定する
タイプの前向きに取り付けるユ
ニバーサル（汎用）カテゴリー
のチャイルドシートに適してい
ます。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（P.47）に記載された
チャイルドシートに適していま
す。
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※1シートをいちばんうしろに下げた状態
で取り付けてください。シートの高さ
調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な

くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※3ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

■ チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができ

i-Size チャイルドシートおよび
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式
が搭載可能な着座位置（有／無）

有

前向きのみ
有 有 有

アイサイズ着座位置（有／無） 無 有 無 有

搭載可能な横向きチャイルド
シートの治具（L1 ／ L2）

   

搭載可能なうしろ向きチャイル
ドシートの治具（R1／ R2X
／ R2 ／ R3）


R1, R2X, 
R2, R3


R1, R2X, 
R2, R3

搭載可能な前向きチャイルド
シートの治具（F2X ／ F2／
F3）


F2X, F2, 
F3


F2X, F2, 
F3

搭載可能なジュニアシートの治
具（B2／ B3）

 B2, B3  B2, B3
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ます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャ
イルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。

■ 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

チャイルドシートの隣の席を使用
するときは、肩部ベルトが確実に
肩を通り、腰部ベルトが腰骨ので
きるだけ低い位置に密着すること
を確認してください。チャイルド

シートの隣の席に座ったときに、
チャイルドシートの種類によって
は、乗員の体またはシートベルト
がチャイルドシートと干渉するた
めシートベルトが正しく着用でき

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

推奨チャイルドシート 適応範囲
搭載する
向き

着座位置

トヨタ純正

NEO G-Child i-Size

身長：～ 83cm
（体重：～ 13kg）

後向き  ○  ○

月齢 15か月以上かつ、
身長：76～ 100cm
（体重：～ 18kg）

前向き  ○  ○

トヨタ純正

NEO G-Child Junior
身長：100 ～ 150cm
（体重：15～ 36kg）

前向きのみ  ○  ○
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ず、十分な効果を発揮できない場
合があります。その場合は、他の
席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
● リヤシートにチャイルドシート
を取り付けるときは、お子様や
チャイルドシートがフロント
シートと干渉しないようにフロ
ントシートを調整してください。

● サポートベース付きのチャイル
ドシートを取り付けるときに、
チャイルドシートをサポート
ベースへ固定する際にチャイル
ドシートが背もたれと干渉する
場合は、チャイルドシートが干
渉しなくなるまで背もたれを調
整してください。

● シートベルトのショルダーアン

カーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、
シートを前方に動かします。

● ジュニアシートを取り付けると
きに、お子様がかなり直立した
姿勢になる場合は、背もたれの
角度を最も快適な位置に調整し
ます。また、シートベルトの
ショルダーアンカーがチャイル
ドシートベルトガイドより前に
ある場合は、シートを前方に移
動します。

チャイルドシートの取り付けについては、チャイルドシートに付属の取扱
説明書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法
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■ シートベルトで固定する
チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート

メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（P.44, 45）
1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助
手席シートを正しく調整してく
ださい。（P.41）

2 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.49

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.51

テザーベルトを固定する P.52

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（P.214）
3 チャイルドシートにシートベル
トを取り付け、プレートをバッ
クルに“カチッ”と音がする
まで挿し込む。ベルトがねじれ
ていないようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシート
にしっかりと固定させてください。

4 チャイルドシートにシートベル
トの固定装置が備わっていない
場合は、ロッキングクリップ
（別売）を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
トヨタ販売店にご相談ください。（ロッキ
ングクリップ品番：73119-22010）

5 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり

と固定されていることを確認し
てください。（P.50）

■ チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、
シートベルトをチャイルドシート
から取りはずす
バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

警告
■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

●シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

●チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。
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■ ISOFIXロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席に ISOFIX ロ
アアンカレッジが装備されていま
す。（ロアアンカレッジが装備され
ていることを示すタグがシートに
付いています）

■ ISOFIXロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート
メーカーが提供する「車種別適合

リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（P.44, 45）
1 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（P.214）
2 チャイルドシートをシートに取
り付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

3 取り付けたチャイルドシートを
前後左右にゆすり、固定されて
いることを確認する（P.50）

警告
●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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■ トップテザーアンカレッジにつ
いて

この車はリヤ外側席にトップテ
ザーアンカレッジが装備されてい
ます。
テザーベルトを固定するときに使
います。

トップテザーアンカレッジ

テザーベルト

■ テザーベルトをトップテザーア
ンカレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
1 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください
（P.214）

2 トップテザーアンカレッジに
フックを固定し、テザーベルト
を締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（P.50）
ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付けるときは、テザーベル
トは必ずヘッドレストの下へ通してくだ

警告
■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

● ISOFIX ロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

トップテザーアンカレッジを使
用する

A

B



53

1

1-2. お子さまの安全
安
全
・
安
心
の
た
め
に

さい。

フック

テザーベルト

警告
■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●テザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

●テザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外にかけないでください。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

●ヘッドレストを上げた状態でチャイ
ルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップテ
ザーアンカレッジに固定したあとに、
ヘッドレストを下げないでください。

A

B
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1-3. 盗難防止装置

パワースイッチをOFFにすると、
システムの作動を知らせるために
セキュリティ表示灯が点滅します。
登録されたキーを携帯し、パワースイッ
チを ACCまたは ONにするとシステム
が解除され、セキュリティ表示灯が消灯
します。

知識
■メンテナンスについて

イモビライザーシステムのメンテナンス
は不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆わ

れているとき

●キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

イモビライザーシステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外ではハイブリッドシステム
を始動できません。
車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。
このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
■イモビライザーシステムを正常に作
動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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■ ドアを施錠する前の確認
オートアラームの思わぬ作動、お
よび盗難を防ぐため、次のことを
必ず確認してください。
● 車内に人が乗っていないか
● ドアガラスが閉じているか
● 車内に貴重品などを放置してい
ないか

■ オートアラームを設定するには
ドア・バックドア・ボンネットを
閉め、スマートエントリー＆ス

タートシステム・ワイヤレスリモ
コンを使って施錠します。
30秒以上経過すると、自動的に
設定されます。
オートアラームが設定されるとセ
キュリティ表示灯は点灯から点滅
にかわります。

■ オートアラームを解除／停止す
るには

次のいずれかを行ってください。
● スマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモ
コンを使ってドアまたはバック
ドアを解錠する

● パワースイッチをACCまたは
ONにするか、ハイブリッドシ
ステムを始動する（数秒後に解
除・停止します）

知識
■オートアラームの設定について

ボンネットを開けていても、すべてのド
アが閉じていれば、オートアラームは設
定できます。

■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

■T-Connect（ご契約のお客様のみ）

●うっかり通知機能によって、施錠のし

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検
知した場合に音と光で警報する
機能です。
オートアラームを設定すると、
次のような状況でオートアラー
ムが作動します。
● 施錠されたドアまたはバック
ドアが、スマートエントリー
＆スタートシステム・ワイヤ
レスリモコンを使わずに解錠
されたり、開けられたとき

● ボンネットが開けられたとき
T-Connect をご利用のお客様へ
は、オートアラームが作動した
場合 E メールやスマートフォン
アプリでお知らせすることがで
きます。
詳しくは、別冊「マルチメディ
ア取扱説明書」を参照してくだ
さい。

オートアラームを設定／解除／
停止する
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忘れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガ
ラスの閉め忘れなどを、ご指定の E
メールアドレスやスマートフォンアプ
リへお知らせすることができます。
うっかり通知機能は車内の電子キー検
知を使用しているため、スマートエン
トリー＆スタートシステムが正しく作
動しない場合は、うっかり通知機能が
正しく働かないことがあります。

●リモート確認機能によって、ドアの開
閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状
態、電子キーの車内への置き忘れなど
をスマートフォンアプリで確認できま
す。

詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

■オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。オートアラームを
解除・作動を停止する操作を行ってくだ
さい。

●メカニカルキーでドアを解錠したとき

●車内に残った人が、ドア・バックドア・
ボンネットを開けたり、解錠したとき

●施錠後、バッテリーあがりなどで補機
バッテリーの充電や交換をしたとき

（P.555）

■オートアラーム作動によるドアロック
機能

次のような場合、車内への不正な侵入を
防止するため自動的にドアが施錠される
ことがあります。

●車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

●オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

●バッテリーあがりなどで充電・交換し
たとき

■カスタマイズ機能

機能の一部は設定を変更することができ
ます。（カスタマイズ一覧：P.570）

注意
■オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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2-1. プラグインハイブリッドシステムについて

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ガソリンエンジン

電気モーター

この車のプラグインハイブリッド
システムは、次の各モードで作動
します。
メーターでプラグインハイブリッドシス

テムの作動状況を確認することができま
す。（P.152）

プラグインハイブリッドシステムの特徴

プラグインハイブリッドシステムは、電気自動車の経済性とハイブリッ
ド車の実用性とを併せ持ったシステムです。

● 外部電源から駆動用電池に充電した電気を使用して、EV 走行を楽し
むことができます。※

● 駆動用電池の残量が減少した場合は、ガソリンエンジンを併用するハ
イブリッド車として走行するように自動制御され、長距離のドライブ
も可能としています。

※EV走行距離は、駆動用電池の残量や車速、エアコンの使用状況などにより変化し
ます。また、走行状況により、ガソリンエンジンを併用することがあります。

システムの構成部品

A

B

プラグインハイブリッドシステ
ムの作動モードについて
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■ EVモード

充電を実施して駆動用電池に充分
な残量がある状態のとき※1は、
駆動用電池に蓄えられた電気を使
用して、EV 走行します。※2

車両が EVモードのときは、EVドライ
ブモード表示灯が点灯します。
※1駆動用電池残量計の表示で、駆動用電
池の残量を確認できます。
（P.156）

※2一部の状況では EV走行が解除され、
エンジンを併用した走行となります。
（P.64）

■ AUTO EV／ HV モード

通常は駆動用電池に蓄えられた電
気を使用して EV走行しますが、
登坂路や急加速時など、大きな力
が必要なときは、アクセルペダル
を大きく踏み込むことで、ガソリ
ンエンジンが始動して力強く加速
します。

車両が EV走行可能な状態のとき、
スイッチを操作することで EV
モードとAUTO EV／ HV モード
を切りかえることができます。
（P.60）
車両がAUTO EV ／ HV モードのとき
は、AUTO EV ／ HV モード表示灯が点
灯します。

■ HVモード

HVモード時は、ガソリンエンジ
ンと電気モーターを併用して走行
します。（P.63）
･ EVモードまたは AUTO EV／
HV モードでの EV走行に必要
な電池残量がなくなると、自動
でHVモードに移行します。

･ EV走行するための駆動用電池
残量を温存したいときなどには、
スイッチ操作により、任意のタ
イミングでHV モードに切りか
えることもできます
（P.60）。※高速道路や登坂路
を走行するときは、電気消費量
を抑えるために、HV モードで
走行することをおすすめします。

車両がHVモードのときは、HVモード
表示灯が点灯します。
※HVモードに切りかえた場合でも、EV
走行可能距離が低下する場合がありま
す。
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■ バッテリーチャージモード
（P.61）

EV 走行に必要な駆動用電池の残
量がなくなったとき、スイッチ操
作でバッテリーチャージモードに
切りかえることにより、ガソリン
エンジンで発電した電気を駆動用
電池に充電することができます。※
･ プラグインハイブリッドシステ
ムの状況により、バッテリー
チャージモードに切りかえるこ
とができない場合があります。
（P.62）
･ バッテリーチャージモードでの
走行時は、車両の走行状況に
よって充電にかかる時間がかわ
ります。

車両がバッテリーチャージモードのとき
は、バッテリーチャージモード表示灯が
点灯します。
※バッテリーチャージモードに切りかえ
ると、走行しながら駆動用電池に充電
することができますが、発電のために
ガソリンエンジンが作動するため、
HVモードでの走行時にくらべて、燃
料の消費量が増えます。

スイッチ操作により、任意のタイ

ミングでプラグインハイブリッド
システムの作動モードを切りかえ
ることができます。
■ EVモード・AUTO EV ／ HV 
モード・HVモードを切りかえ
るには

AUTO EV／ HV スイッチまたは
EV／HV モード切りかえスイッ
チを押すと、次のように作動モー
ドが切りかわります。
EV モードのときは、EV ドライブモード
表示灯が点灯します。

AUTO EV ／ HV モードのときは、
AUTO EV ／ HV モード表示灯が点灯し
ます。

HVモードのときは、HVモード表示灯
が点灯します。

 AUTO EV／ HV スイッチ

※EV 走行するために必要な駆動用電池
の残量がないときは、AUTO EV ／
HV モードを選択することはできませ

プラグインハイブリッドシステ
ムの作動モードを切りかえるに
は

現在のモード
切りかえ後の
モード

EVモード
AUTO EV ／ HV 

モード

AUTO EV ／ HV 
モード

EV モード

HVモード
AUTO EV ／ HV 
モード※
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ん。

 EV／HV モード切りかえスイッ
チ

※EV 走行するために必要な駆動用電池
の残量がないときは、EVモードを選
択することはできません。

■ バッテリーチャージモードに切
りかえるには

EV ／ HV モード切りかえスイッ
チを押し続ける
バッテリーチャージモード表示灯が点滅
したら、スイッチから手を離します。

バッテリーチャージモードへの切りかえ
が完了すると、バッテリーチャージモー
ド表示灯が点灯します。

駆動用電池が満充電※になると、バッテ
リーチャージモードは自動で解除され、
HV モードに遷移します。

バッテリーチャージモード中に AUTO 
EV ／ HV スイッチまたは EV／ HV
モード切りかえスイッチを押すと、バッ
テリーチャージモードが解除されます。

※バッテリーチャージモードでの規定充
電量は、普通充電での満充電量の約
80% になります。

知識
■プラグインハイブリッドシステムの作
動モードを変更できないとき

次の状況のときは、AUTO EV ／ HV ス
イッチまたは EV／HVモード切りかえ
スイッチを操作しても、プラグインハイ
ブリッドシステムの作動モードを変更で
きません。（その場合は、スイッチを操作
するとマルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます）

●EV 走行するために必要な駆動用電池の
残量がないとき（EVモードまたは
AUTO EV ／ HV モード）

●駆動用電池が満充電に近いとき（バッ
テリーチャージモード）

■スイッチ操作で EV モードからほかの
モードに切りかえたとき

●HVモードまたはバッテリーチャージ
モードに切りかえた状態でパワース
イッチをOFF にすると、作動モードの
切りかえが解除され、次の始動時には
EVモードの状態にもどります。※

●AUTO EV／HVモードに切りかえた状
態でパワースイッチをOFF にすると、
次の始動時も AUTO EV ／ HV モード
のまま始動します。※

※EV 走行するために必要な駆動用電池の

現在のモード
切りかえ後の
モード

EVモード HVモード

AUTO EV ／ HV 
モード

HVモード

HVモード EV モード※
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残量がないときは、HV モードになり
ます。

■バッテリーチャージモードについて

●システム保護などの理由により、次の
ようなことが起こる場合があります。

･ バッテリーチャージモードに移行でき
なかったり、解除されたりする

･ バッテリーチャージモードに切りかえ
てもガソリンエンジンが始動しない、
または停止する

●エアコンの消費電力が大きいときや冷
却水温度が高いときなど、システムの
負荷が大きい状況では、バッテリー
チャージモードによる充電にかかる時
間が通常より長くなったり、駆動用電
池への充電が実施されなくなったりす
る場合があります。

■ EV モード時
EVモード時は EV走行（電気モー

ターのみでの走行）※ できますが、
一部の状況では EV走行が解除さ
れ、ガソリンエンジンを併用した
走行となります（P.64）。また、
駆動用電池の残量が少なくなると、
自動的にHVモードに切りかわり
ます。EVモードでの走行状態を長
く続けるために、次のような点に
ご留意ください。
● 急加速や急減速を避け、スムー
ズな運転を心がけてください。
急加速をくり返すと、駆動用電
池の残量が早く減少します。ま
た、急加速や速度により EV走
行が解除されます。

● なるべく控えめな速度で走行し
てください。車速が高くなると
EV走行できる距離は大幅に低
下します。

※メーターで EV 走行可能距離を確認で
きます。（P.156）

■ AUTO EV／ HV モード時
通常走行では電気モーターのみで
EV走行※しますが、アクセルペ
ダルを大きく踏み込むと、ガソリ
ンエンジンが始動します
（P.64）。また、駆動用電池の残
量が少なくなると、EVモード時と
同様に自動でHVモードに切りか
わります。AUTO EV ／ HV モー
ドは、登坂路や急加速が必要なと
きなど、大きな力が必要な走行状
況に適していますが、ガソリンエ
ンジンが始動しやすくなるため、
通常は EVモードでの走行をおす
すめします。
※メーターで EV走行可能距離を確認で
きます。（P.156）

警告
■バッテリーチャージモードを使用す
るとき

バッテリーチャージモードを駐車中に
使用するときは、次のことをお守りく
ださい。

バッテリーチャージモードの使用中は
ガソリンエンジンが作動するため、お
守りいただかないと思わぬ事故の原因
となり、重大な健康障害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●燃えやすいものや可燃物の付近など
に車を停めない

●車庫内や雪が積もった場所など、換
気が悪く囲まれた場所では、バッテ
リーチャージモードを使用しない

各モードでの走行時・減速時の
制御について
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■ HV モード時
一般的なハイブリッド車と同じよ
うに使用することができます。
HVモード時は、走行状況に応じ
て、主に次のように制御されます。
● 停車中はガソリンエンジンを停
止※します。

● 発進時は電気モーターを使って
発進します。

● 通常走行時は、ガソリンエンジ
ンと電気モーターを効率よく制
御し、燃費効率が最適になるよ
うに走行します。また、必要に
応じて電気モーターを発電機と
して動かし、駆動用電池へ充電
します。

● アクセルペダルを大きく踏み込
んだときは、ガソリンエンジン
と電気モーターの両方の動力に
より力強く加速します。

※駆動用電池の充電が必要なときやエン
ジン暖機中など、ガソリンエンジンが
自動停止しないことがあります。
（P.64）

■ 減速時・制動時（回生ブレーキ）
車輪が電気モーターを発電機とし
て動かし、駆動用電池へ充電しま
す。
この回生ブレーキ機能を積極的に
活用して駆動用電池に電気を蓄え
ることで、EV走行できる距離をの
ばすことができます。
また、HVモード時も燃料消費を
抑えるために、回生ブレーキ機能
の活用が有効です。

知識
■回生ブレーキについて

●次の場合、車の運動エネルギーを電気
エネルギーに変換し、駆動用電池へ充
電すると共に減速力を得ることができ
ます。

･ シフトポジションがDまたは Bで走行
中に、アクセルペダルから足を離した
とき

･ シフトポジションがDまたは Bで走行
中に、ブレーキペダルを踏んだとき

●シフトポジションをBにすると回生ブー
ストが作動します。回生ブースト作動
時の回生ブレーキ力を切りかえること
ができます。（P.258）

■EV 走行できる距離

カタログに記載の充電電力使用時走行距
離（プラグインレンジ、国土交通省審査
値）は、一定の条件における国土交通省
指定のパターン走行モードで測定された
ものです。

走行条件が異なれば実際の EV走行距離
はカタログ値と異なりますが、これは一
般のガソリンエンジン車でも同様です。

●メーターに表示される、EV走行可能距
離の表示を目安にしてください。
（P.156）

●EV 走行距離は、駆動用電池の充電状態
や、車速などの状況により変化します。

●駆動用電池の残量が十分にあっても、
一部の状況では EV走行が解除され、
エンジンを併用した走行となります。
（P.64）

■EV インジケーターについて

ガソリンエンジン停止中や、電気モー
ターの動力のみで走行しているときに、
EV インジケーターが点灯します。

EV インジケーターの作動／非作動を設定
できます。（P.167）
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■駆動用電池の残量が減少し、EVモード
からHVモードに切りかわったあとは

長い下り坂を連続して走行するなどして
駆動用電池の充電量が回復すると、EV走
行可能距離がメーターに表示され、自動
で EVモードに復帰します。

EV走行可能距離が表示されているのに
EVモードに切りかわらないときは、EV
／ HVモード切りかえスイッチを押して
EVモードに切りかえることができます。

■EV モード・AUTO EV ／ HV モード時
のガソリンエンジンの作動について

駆動用電池の残量が十分にあり、EV 走行
可能距離（P.156）がメーターに表示
されていても、一部の状況では自動で EV
走行（電気モーターのみでの走行）が解
除され、ガソリンエンジンを併用した走
行に切りかわります（再度 EV走行が可
能な状態になった場合は、自動的に EV
走行に復帰します）。

EV走行が自動的に解除される状況には、
主に次のようなものがあります※1。

●車速が約 135km/h 以上のとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
きや急加速時など、一時的にパワーが
必要なとき※2

●ハイブリッドシステムが高温のとき
炎天下に駐車したあとや、登降坂・高
速走行後など

●ハイブリッドシステムが低温のとき

●外気温が約 -10 ℃を下まわる状態で暖
房を使用したとき

●フロントデフロスタースイッチ
（P.446）を押したとき

●ガソリンエンジンの始動が必要である
とシステムが判断したとき

※1状況により、上記のほかにも EV走行
が解除される場合があります。

※2AUTO EV ／ HV モードのとき。EV
モード時も、駆動用電池の状況によっ
てガソリンエンジンが始動します。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“システム保護のためエンジン始
動 自動停止するまで EV走行不可”が
表示されたとき

ハイブリッドシステム保護などの理由に
より、EV走行が自動的に解除されます。
その場合は、自動的に EV走行に復帰す
るまで、ガソリンエンジンを併用した走
行を続けてください。状況によってはガ
ソリンエンジンを併用した走行がしばら
く続くこともありますが、異常ではあり
ません。

■ガソリンエンジンの自動停止について

車両の状態に応じて、ガソリンエンジン
が自動的に始動・停止します。ただし、
次の状態では自動停止しないことがあり
ます。※

●ガソリンエンジン暖機中

●駆動用電池充電時

●駆動用電池の温度が高いとき、または
低いとき

●フロントデフロスタースイッチ
（P.446）を押したとき
※状況により、上記のほかにもガソリン
エンジンが自動停止しない場合があり
ます。

■プラグインハイブリッド車特有の音と
振動について

プラグインハイブリッド車は READYイ
ンジケーターが点灯し、走行可能な状態
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でも、通常の車のようにエンジン音や振
動がないことがあるため、走行可能な状
態であることに気が付かない場合があり
ます。安全のため、駐車時は確実にパー
キングブレーキをかけ、シフトポジショ
ンを Pにしてください。

ハイブリッドシステム始動後は、次のよ
うな音や振動が発生する場合があります
が、異常ではありません。

●エンジンルームからのモーター音

●ハイブリッドシステム始動時や停止時
に聞こえる、車両後方および駆動用電
池からの音

●ハイブリッドシステム始動時および停
止時に車両後方および車両床下から聞
こえる“コトン”、“カチッ”など
の高電圧リレーの音

●バックドアを開けたときに聞こえる作
動音

●ガソリンエンジンの始動・停止時や低
速走行時、およびアイドリング中にト
ランスミッション付近から聞こえる音

●急加速時のエンジン音

●ブレーキペダルを踏んだときや、アク
セルペダルをゆるめたときに聞こえる
回生ブレーキの音

●ガソリンエンジンの始動・停止による
振動

●空調システムおよび駆動用電池冷却
（P.95）の作動にともなう駆動用電
池付近からの音

■メンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は
必ずトヨタ販売店にご相談ください。

特に廃車する場合は、トヨタ販売店を通
じて駆動用電池の回収を行っていますの
で、ご協力ください。

EVモードまたはAUTO EV／
HV モードを利用可能にするため
に、車両のご使用前には、あらか
じめ外部電源から駆動用電池を充
電してください。
駆動用電池の充電が完了していなくても
車両は使用可能ですが、残量が十分にな
いと、EVモードまたはAUTO EV ／
HV モードを利用できなかったり、EV 
走行できる距離が短くなったりします。

知識
■燃料補給について

プラグインハイブリッド車は、外部から
の充電により蓄えた電気を使用して走行
することができますが、EVモードまたは
AUTO EV ／ HV モード中でも一部の状
況（P.64）ではガソリンエンジンを使
用するほか、HVモード中は走行の動力源
としてガソリンエンジンを併用するため、
燃料の補給は不可欠です。燃料計を確認
し、残量が少なくなったときはすみやか
に燃料を補給してください。（P.280）

■車を長期間使用しなかったとき

●車を長期間使用しなかった場合は、補
機バッテリーや駆動用電池が充電不足

充電について（P.78）
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になっている可能性があります。駆動
用電池が極端に充電不足になるのを防
ぐため、外部電源から充電するか、少
なくとも 2 ～ 3ヶ月に一度はハイブ
リッドシステムを始動し、ガソリンエ
ンジンの作動が自動的に停止したあと、
パワースイッチをOFF にしてくださ
い。（READY インジケーターが点灯
後、約10秒経過してもガソリンエン
ジンが作動しない場合は、そのままパ
ワースイッチをOFF にしても問題あり
ません）

･ マルチインフォメーションディスプレ
イに“補機バッテリー（始動用）充電
不足　取扱書を確認してください”が
表示された場合は、P.533の記載に
従って対処してください。

･ 補機バッテリーがあがってしまってい
る場合は、「補機バッテリーがあがった
ときは」（P.555）の記載に従って、
対処してください。

●車両に普通充電ケーブルを接続したま
ま長期間放置すると、システムチェッ
クなどの制御が働くことにより、補機
バッテリーの電力消費量が増加します。
普通充電ケーブルを接続しておく必要
がないときは、車両から取りはずして
おいてください。

ガソリンエンジンが停止した状態
での走行時、車両の接近を周囲の
人に知らせるため、車速に応じた
音階で通報音を鳴らします。車速
が約 25km/h をこえると消音しま
す。

知識
■車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が
聞こえにくくなることがあります。

●周囲の騒音が大きい場合

●雨または強風の場合

また、車両接近通報装置は車両前側にあ
るので、車両前方と比較して、車両後方
は聞こえにくくなることがあります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“車両接近通報装置故障 販売店で
点検を受けてください”が表示された
とき

車両接近通報装置に異常があるおそれが
あります。トヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

本システムは走行の状況や交通情
報をもとに作動し、優れた実燃費
に貢献する機能です。先読みエコ
ドライブの詳細については、別冊
「マルチメディア取扱説明書」 を参
照してください。
■ 先読み減速支援
過去のドライバーの行動をデータ
ベースに蓄積し、どこで減速・停
止をするかを予測します。減速・
停止行動を蓄積した地点に対して
減速支援を行うことで、駆動用電
池の充電量を増やすことができま
す。
● アイコンの強調表示後、マルチ
インフォメーションディスプレ
イ上のエコアクセルガイド
（P.164）の「アクセル操作
の目安 」の表示が消えること
で、余分な加速をし続けないよ
うに支援します。（アクセル
OFF案内）

車両接近通報装置

先読みエコドライブ★

A
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● アクセルOFF 案内に従ってアク
セルペダルを離した際に、走行
状況に応じてエンジンブレーキ
力を高めます。

■ 先読みEV／HV モード切りかえ
制御

駆動用電池の残量や交通情報、高
速道路などルートの状況に即して
EV走行とHV走行を自動で切り
かえ、エネルギー効率のよい走り
を実現しています。また、本機能
が実施された場合、目的地到着時
に作動結果をナビ画面でお知らせ
します。

知識
■先読みEV／HVモード切りかえ制御に
ついて

●本機能はHV モード、もしくはバッテ
リーチャージモード選択中は実施され
ません。

●本機能はナビの案内稼働中、かつその
ルート上に車両がいる場合に実施され
ます。（駐車場などでは実施されませ
ん）
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イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

高電圧ケーブル（オレンジ色）

普通充電インレット

車載充電器

サービスプラグ

駆動用電池

電気モーター

パワーコントロールユニット・DC／DCコンバータ

エアコンコンプレッサー

プラグインハイブリッドシステムの注意

ハイブリッドシステムには、駆動用電池・パワーコントロールユニッ
ト・オレンジ色の高電圧ケーブル・電気モーターなどの高電圧部位（最
高約 650V）や、冷却用ラジエーターなどの高温部位がありますので、
ご注意ください。ご使用前に、ここで説明している内容をよくお読みい
ただき、正しく取り扱ってください。なお、高電圧部位には、取り扱い
上の注意喚起のため 表示を含んだラベルが貼付されています。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F

G

H
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知識
■ガス欠になったとき

ガス欠でハイブリッドシステムが始動で
きないときは、燃料残量警告灯
（P.530）が消灯するまで給油してから
再始動してください。少量の給油では始
動できない場合があります。（給油量の目
安は車両水平状態で約8.0L です。

車両の傾きによって給油量はかわります。
傾いているときは、少し多めに給油して
ください）

■電磁波について

●高電圧部位や高電圧配線は、電磁シー
ルド構造になっています。従来の車や
電気製品とくらべて、電磁波が多いと
いうことはありません。

●アマチュア無線の一部（遠距離通信）
において、受信時に雑音が混入する場
合がありますので、あらかじめご了承
ください。

■磁力による影響について

大型スピーカーなど、強い磁力を発生す
るものをラゲージルーム付近に取り付け
たり、ラゲージルームに置いたりすると、
ハイブリッドシステムに悪影響をおよぼ
す場合があります。

■駆動用電池（リチウムイオン電池）に
ついて

駆動用電池には寿命があります。
駆動用電池の容量（蓄電能力）は、ほか
の充電式電池などと同様に時間の経過や
使用状況にともない低下します。低下の
程度は運転のしかた、充電のしかたなど、
お客様の使用状況や環境（外気温等）に
より大きく異なります。
これらはリチウムイオン電池本来の特性
であり、不具合ではありません。なお、
電池の容量が低下すると EV 走行できる
距離が減少しますが、車両性能などが著
しく低下するものではありません。

容量低下を抑えるためには、P.100 の
「駆動用電池の容量低下について」に記載
されていることを心がけてください。

■極寒の環境での始動について

外気温の影響により駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ -30 
℃以下）、ハイブリッドシステムが始動で
きなくなることがあります。
その場合は気温の上昇を待つなど、駆動
用電池の温度が上がってから再度始動操
作をしてください。

■適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気
車両安全）に基づいた水素排出量に適合
しています。

警告
■高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用して
います。

次のことをお守りいただかないと、や
けどや感電など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）およびそのコネクターの取り
はずし・分解などは絶対に行わない
でください。

●高電圧部位にふれないでください。
特に走行後は高温になっており危険
です。
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警告
●サービスプラグが駆動用電池に設置
してあります。サービスプラグは絶
対にさわらないでください。サービ
スプラグは、トヨタ販売店での車両
の修理時などに、駆動用電池の高電
圧を遮断するためのものです。

■事故が発生したとき

次のことをお守りいただかないと、感
電など重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●続発事故防止のため安全な場所に停
車して、パーキングブレーキをかけ、
シフトポジションを P にして、プラ
グインハイブリッドシステムを停止
する

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）などには、絶対にさわらない

●車室内および車室外に、はみ出して
いる電気配線には絶対にさわらない

●液体の付着やもれがある場合は絶対
にさわらない
駆動用電池の電解液（炭酸エステル
を主とする有機電解液）が目や皮膚
にふれると失明や皮膚傷害のおそれ
があり危険です。万一、目や皮膚に
付着した場合はただちに多量の水で
洗い流し、早急に医師の診察を受け
てください。

●駆動用電池の電解液がもれている場
合は、車両に近付かない
万一、駆動用電池が破損しても、電
池内部の構造により大量に電解液が
流出することはありませんが、流出
すると蒸気を発生します。蒸気は目
や皮膚に刺激性があり、吸引すると
急性中毒を起こすおそれがあり危険
です。

●火気や高温のものを絶対に近付けな
い
電解液に引火するおそれがあり危険
です。

●万一、車両火災が発生したときは、
ABC消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから
大量にかけてください。

●前輪が接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の
状態によっては、火災のおそれがあ
り危険です。（P.521）

●車の下の路面などを確認し、液体の
もれ（エアコンの水以外）が見つ
かった場合、燃料系統が損傷してい
る可能性があります。そのままハイ
ブリッドシステムを始動すると燃料
に引火するおそれがあり危険ですの
で、始動しないでください。
この場合は、トヨタ販売店に状況を
連絡するときに併せてお伝えくださ
い。

■駆動用電池について

●この車両には、リチウムイオンバッ
テリーが搭載されています。
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警告
●絶対に転売・譲渡・改造などをしな
いでください。廃車から取りはずさ
れた駆動用電池は事故防止のため、
トヨタ販売店を通じて回収を行って
いますので、ご協力ください。
適切に回収されないと、次のような
ことが起こり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

･ 不法投棄または放置され、環境汚染
となるばかりか、第三者が高電圧部
位にふれてしまい、感電事故が発生
する

･ 装備された車両以外で駆動用電池を
使用（改造などを含む）し、感電事
故、発熱・発煙・発火・爆発事故、
電解液漏出事故などが発生する
特に、転売・譲渡などを行うと、相
手にこれらの危険性が認識されず、
事故につながるおそれがあります。

●駆動用電池を取りはずさないままで
お車を廃棄された場合、高電圧部
品・ケーブル・それらのコネクター
にふれると、深刻な感電の危険があ
ります。お車を廃棄するときには、
トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄し
てください。駆動用電池は適切に廃
棄しないと、感電を引き起こし、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

車両床下に強い衝撃を受けたときは、
すぐに安全な場所に停車し下まわりを
点検してください。
床下に駆動用電池の液もれや損傷が見
られる場合、絶対に車両にふれず、す
みやかにトヨタ販売店にご連絡くださ
い。
また、床下に異常が見られない場合で
も、駆動用電池が損傷しているおそれ
があります。車両床下に強い衝撃を受
けたときは、トヨタ販売店で駆動用電
池の点検を受けてください。

■改造について

車高を下げると、床下にある駆動用電
池が衝撃を受けやすくなり、電池を損
傷し、発火や車両火災などが発生し、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。車高
を下げる改造は絶対に行わないでくだ
さい。

注意
■燃料について

●プラグインハイブリッド車では、車
の使用状況によっては燃料がタンク
内に長期間滞留し、燃料の品質が変
化することがあります。燃料系の部
品やエンジンに影響をおよぼす可能
性があるため、12ヶ月ごとに 20L 
以上（12ヶ月間の給油量が合計
20L以上になるように）燃料補給を
行ってください。
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事故により衝撃を受けたときなど
は、ハイブリッドシステムを停止
して高電圧を遮断します。また、
フューエルポンプ制御により燃料
供給を停止し、燃料もれを最小限
に抑えます。
この場合、ハイブリッドシステム
を再始動させることができなくな
るためトヨタ販売店へご連絡くだ
さい。

ハイブリッドシステムの異常やお
知らせしたい事項が発生すると自
動で表示されます。
警告メッセージは、マルチイン
フォメーションディスプレイに表
示されます。表示された画面の指
示に従ってください。

知識
■警告灯が点灯したときや、警告メッ
セージが表示されたとき、または補機
バッテリーとの接続が断たれたとき

ハイブリッドシステムを再始動できない
おそれがあります。

もう一度始動操作をしても READY イン
ジケーターが点灯しない場合はトヨタ販
売店にご連絡ください。

注意
●一定のあいだ燃料が補給されておら
ず、燃料タンクにある燃料の品質の
変化が予想されるときは、パワース
イッチをONにしたとき、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに“
長期間燃料が補給されていません 燃
料を補給してください”というメッ
セージが表示されます。メッセージ
が表示された場合は、すみやかに燃
料を補給してください。

緊急停止システム

警告メッセージ
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主に EV モード・AUTO EV／
HV モードは市街地走行時に使用
し、HV モードは高速走行時に使
用することで、電気や燃料の節約
につながります。（P.62）

エコドライブモードを使用すると、
通常にくらべてアクセルペダルの
踏み込みに対するトルクの発生が
ゆるやかになります。また、エア
コン（暖房／冷房）の作動を抑え、
電気や燃料の節約につながります。
（P.434）

メーター内のハイブリッドシステ
ムインジケーターの表示をエコエ
リアの範囲に保つことで、より環
境に配慮した走行が可能です。
（P.158）

信号待ちや渋滞のときなどは、シ
フトポジションをD にしましょ

う。また、駐車するときは、シフ
トポジションをP にしましょう。
シフトポジションをN にしても、
燃費向上の効果はありません。N 
では、ガソリンエンジンが回転し
ていても駆動用電池は充電されな
いため、エアコンなどを使用して
いると駆動用電池の残量が低下し
ます。

● 急加速・急減速を控え、スムー
ズな運転を心がけましょう。ゆ
るやかに加速・減速することで、
より効果的に電気モーターを使
用でき、余分なガソリン消費を
抑えることができます。

● 加速のくり返しは、駆動用電池
の残量を低下させ、結果、燃費
が悪化するため控えましょう。
走行中、アクセルペダルを少し
もどすことで駆動用電池の残量
を回復させることができます。

減速時は、早めに、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギー
をより多く回収することができま
す。

加速・減速のくり返しや、長い信
号待ちは電気・燃料の消費量が多
くなります。お出かけ前に交通情
報を確認するなどして、なるべく
渋滞を回避するようにしましょう。

プラグインハイブリッド車
運転のアドバイス

環境に配慮した経済的な運転の
ためには、次のことを心がけて
ください。

EVモード・AUTO EV／ HV 
モードとHVモードの効果的な
使い方

エコドライブモードの利用

ハイブリッドシステムインジ
ケーターの利用

シフトポジションの変更

アクセルペダル・ブレーキペダ
ルの操作

減速時のブレーキ操作

渋滞
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また渋滞の際は、ブレーキペダル
をゆるめて微前進し、アクセルペ
ダルをあまり踏まないようにしま
しょう。余分な電気消費や燃料消
費を抑えることができます。

● 速度を抑え、一定速度で走行し
ましょう。また、料金所手前で
は早めにアクセルをもどし、ゆ
るやかなブレーキ操作を行いま
しょう。減速時に発生する電気
エネルギーをより多く回収する
ことができます。

● EVモード・AUTO EV／ HV 
モードで高速走行をすると、著
しく電力を消費します。高速道
路を下りてから、次に外部電源
から充電する場所までの距離が
長い場合、高速道路はHV モー
ドで走行し、高速道路を下りた
あと EV モード・AUTO EV／
HV モードに切りかえることを
おすすめします。（P.60）

● 必要時以外は冷房・除湿スイッ
チをOFF にしましょう。余分
なガソリン消費を抑えることが
できます。

夏季：外気温が高いときは、内気循環
モードに設定しましょう。エアコンへの
負荷が減り、電費・燃費向上につながり
ます。

冬季：過剰または不要な暖房は避けてく
ださい。また、ステアリングヒーター
★・シートヒーター（P.453）の活用
も効果的です。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

タイヤ空気圧はこまめに点検しま
しょう。タイヤ空気圧が適切でな
いと、EV 走行できる距離が短く
なったり、HV モード時の燃費悪
化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が
大きいため、乾燥した路面では電
気・燃料の消費量が大きくなりま
す。季節、道路状況に応じて適切
なタイミングでタイヤを交換しま
しょう。

重い荷物が積まれていると、それ
だけ余分なエネルギーが必要とな
ります。不要な荷物は、積んだま
まにせずに降ろしましょう。
また、大型ルーフキャリアの装着
も重い荷物と同様にエネルギー消
費の原因になります。

この車はガソリンエンジンの始動
／停止を自動的に行いますので、
暖機運転は必要ありません。

高速道路での運転

エアコンのON／OFF

タイヤ空気圧の点検

荷物

走行前の暖機運転
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メーターに表示される値
（P.164）は、主に次のような
情報から推定しています。
● 現在の駆動用電池残量
● 電力消費率（単位電力量で EV 
走行できる距離）の学習値

● 過去のエアコンシステムの電力
消費量

電力消費率は走行のしかたによっ
て変化します。電力消費率の学習
は車両の充電を行うたびに車両が
自動的に行っており、EV走行可能
距離の推定に反映されます。この
ため、前回までの走行のしかたに
より、満充電状態で表示される EV 
走行可能距離が前回と異なる場合
があります。
学習値が安定するまでのあいだ
（新車時から約 1 ～ 2ヶ月ほど）
は充電するごとに EV走行可能距
離が大きく変化する場合がありま
すが、異常ではありません。

エアコンをONにしているときは
電力消費量が多くなることを考慮
して、過去のエアコン電力消費量
のデータを基に、EV走行可能距離
（エアコン使用時）を推定していま
す。

EV 走行できる距離は、運転のし
かた・道路状況・天候や気温・電
装品の使用状況・乗員数などに大
きく左右されます。
次のことに気を付けて運転してい
ただくと、より EV 走行できる距
離を伸ばすことが可能です。
■ 発進するときは、ゆるやかにア
クセルペダルを踏んで加速する

目安として、最初の5秒で時速
20km/h 程度になるように加速し
てください。
マルチインフォメーションディス
プレイに表示されるエコアクセル
ガイドを活用して、やさしい発進
を心がけるだけで電費／燃費の向
上につながります。（P.164）
走行モードをエコドライブモードにする
と、アクセルペダルの踏み込みに対する
トルクの発生がゆるやかになり、やさし
いアクセル操作がしやすくなります。

同時にエアコンの制御はエコ空調モード
（P.448）に切りかわり、エアコンの
作動が控えめになります。

■ 車間距離を十分にとり、不要な
加減速をしない

走行中は、一定の速度で走行する
ことを心がけましょう。車間距離
が短いと、むだな加減速をくり返

EV走行可能距離について

メーターに表示される EV 走行
可能距離は、現在どのくらい EV 
走行（電気モーターのみでの走
行）が可能かの目安を示してお
り、表示の距離を実際に走行で
きない場合があります。

EV走行可能距離が表示されてい
るときでも、一部の状況では EV 
走行が解除され、エンジンを併
用した走行となります。
（P.64）

表示値について

EV走行できる距離を伸ばすため
のヒント
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すことになり、電費／燃費が悪化
する原因となります。
■ 信号などで停車する前は、早め
にアクセルペダルから足を離す

回生ブレーキの作動により、車の
運動エネルギーを電気エネルギー
に変換し、駆動用電池に充電する
ことができます。
ハイブリッドシステムインジケー
ターで回生の状況を確認すること
ができます。（P.158）
減速時にブレーキペダルを軽く踏
むことで回生量が増加し、より多
くの電気エネルギーを回収できま
す。
ブレーキペダルを強く踏みすぎると、回
収量の表示がいっぱいになってしまい、
回収できる上限をこえてしまうため、早
めのブレーキ操作を心がけてください。

■ エアコンを適切に使用し、ステ
アリングヒーター★・シート
ヒーターも活用する

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

EVモードでは電気エネルギーに
よって冷房・暖房されます。（約 -
10 ℃以下の極低温時を除く）
冷やしすぎたり、暖めすぎたりし
ないようにすると、電力消費を抑
え、電費の向上につながります。
エコ空調モードを使用すると、自
動的に控えめなエアコン制御にな
ります。（P.448）
ステアリングヒーター・シート
ヒーターは、少ない電力で直接体
を暖められる、効率のよい暖房装
置です。

エアコンと併せて使用することで、設定
温度を控えめにでき、電費／燃費の向上
につながります。

■ タイヤの空気圧を点検する
空気圧が規定値より不足すると、
電費／燃費が悪化する原因となり
ます。

規定値より 50kPa（0.5kg/cm2）不足
した状態で数％程度悪化します。

■ 高速道路を走行するときは、EV
／HVモード切りかえスイッチ
を活用し、HVモードで走行す
る

EVモードで高速道路を走行する
と、電力消費量が著しく増加しま
す。
■ 不要な荷物を積まないように心
がける

100kg の荷物を載せて走行する
と、約3％程度電費／燃費が悪化
します。
空気抵抗も電費／燃費に大きく影
響するため、ルーフキャリアなど
の外装品は、使用しないときは取
りはずしましょう。
また、冬用タイヤは走行抵抗が大
きく、電費／燃費の悪化する原因
ですので、必要がなくなったらす
みやかに標準タイヤにもどしてく
ださい。
■ ご自身の電費／燃費を把握して
おきましょう

日々の電費／燃費を把握すると、
エコドライブ効果が実感できます。
マルチインフォメーションディス
プレイに表示される電費／燃費グ
ラフ、エコアクセルガイド／エコ
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ジャッジなどを活用してください。

車両の充電が正しく完了したかど
うかは、次のことで確認できます。
● 充電ポートの充電インジケー
ターが消灯する

● パワースイッチがOFF の状態で
ドアを開けると、マルチイン
フォメーションディスプレイに
“充電結果のお知らせ　充電完
了しました”と表示される
（P.97）
接続する電源（100V・200V）
やタイマー充電機能の使用に関わ
らず、上記のことが確認できれば
正しく充電されています。
充電に関するメッセージについ
て：P.127

充電が完了したときの表示につ
いて
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2-2. 充電について

普通充電インレット

普通充電インレット照明

充電インジケーター（P.80）

充電リッド（P.78）

充電ポート

普通充電ケーブル（P.81）

■ 充電リッドの開け方
ドアを解錠することで、充電リッ
ドをアンロックする。（P.186, 
192）
充電リッドの車両後端（図に示す
位置）を押し、充電リッドを開け
る。

押して手を離すと、充電リッドが少し開
きます。その後、手で全開にします。

充電に関する装備について

充電装備と名称

A

B

C

D

E

F

充電リッドの開閉
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■ 充電リッドの閉め方
充電リッドを閉め、充電リッドの
車両後端（図に示す位置）を押す
ドアを施錠すると、充電リッドもロック
されます。

知識
■充電リッドのロックについて

●次のような場合には、充電リッドが
ロックされます。

･ ワイヤレスリモコンでドアを施錠する
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠する

･ メカニカルキーでドアを施錠する

●ドアのセキュリティ機能で施錠された
場合、 充電リッドが閉まっていれば、連
動してロックされます。（P.188）

●ドアが施錠されている状態で、普通充
電リッドを閉めた場合は、充電リッド
がロックされません。その場合は、ド
アを再度施錠することで、普通充電
リッドをロックすることができます。

■リッドリフターについて

●充電リッドを閉める前に、リッドリフ
ターが押し込まれている状態だと、充
電リッドが閉まりません。その場合は、
ドア解錠状態でリッドリフターを押し
て飛び出ている状態にしてから、充電
リッドを閉めてください。

■充電リッド開閉検知スイッチ部につい
て

●充電リッドが開いているときは、充電
リッド開閉検知スイッチ部（図に示す
位置）にふれないよう注意してくださ
い。誤ってふれると、車両が充電リッ
ドの開閉状態を誤表示したり、充電コ
ネクターが正常にロック・アンロック
出来なくなるおそれがあります。
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■充電リッドが開かないとき

トヨタ販売店にご相談ください。

点灯・点滅パターンの変化により、次のように充電に関する状況をお知ら
せします。

※1充電が終了したら、消灯します。
※2AC 外部給電システムについては、P.132を参照してください。
※3一定時間点滅したあと、消灯します。
※4一定時間点滅したあと、点灯します。

充電インジケーター

点灯・点滅パターン 車両の状況

点灯

･ 充電中※1

･ AC外部給電中※2

･ 駆動用電池ヒーター（P.95）の作動中

点滅（通常）※3
充電スケジュール（P.109）が登録されている状態で、
普通充電ケーブルを車両に接続したとき

速い点滅※3
電源または車両の異常などにより充電、または給電が停止
（P.126）したとき

遅い点滅※4 AC 外部給電※2の開始操作後の AC 外部給電準備中
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普通充電ケーブルについて

普通充電ケーブルの機能や正し
い取り扱い方法などについて説
明しています。

警告
■普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットを取り扱うとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットの分解・修理・改造をしない

普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットに異常が認められた場合は、た
だちに使用を中止してトヨタ販売店に
ご連絡ください。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに強い衝撃を与えたり落とし
たりしない

●普通充電ケーブルを無理に折り曲げ
たり、ねじったり、引っ張ったり、
引きずるなどの負担をかけない

●普通充電ケーブルを鋭利なもので傷
付けたりしない

●電源プラグの端子を折り曲げたり異
物を付けたりしない

●普通充電コネクター・電源プラグを
水に浸けない

●普通充電ケーブルを熱器具等の高温
物に近付けない

●普通充電ケーブル・電源プラグコー
ドに負荷をかけない（コントロール
ユニット・普通充電コネクターに普
通充電ケーブルを巻き付けるなど）

●コンセント・電源プラグに負荷がか
かる状態で使用したり、放置したり
しない（コントロールユニットが接
地せず、宙吊りになっているなど）

注意
■普通充電ケーブルの取り扱いに関す
る注意

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、普通充電ケーブルや普
通充電インレットの故障につながるお
それがあります。

●普通充電コネクターは、斜めになっ
たり傾いたりしないよう、普通充電
インレットにまっすぐ挿し込む

●普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけたり、こじったりしない。
また、体や荷物などをぶつけないよ
うに注意する

●普通充電ケーブルを踏んだり、つま
ずいたりしないように注意する

●普通充電コネクターを取りはずす前
に、普通充電コネクターがアンロッ
クされていることを確認する
（P.87）

●普通充電ケーブルを取りはずしたあ
とは、すみやかに所定の位置に片付
ける

●普通充電コネクターを取りはずした
あとは、充電リッドを確実に閉める

■普通充電ケーブルや関連部品などを
取り扱うとき

P.101
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普通充電コネクター

ロック解除ボタン

電源プラグ

電源プラグコード※

コントロールユニット

電源インジケーター（P.83）

充電インジケーター（P.83）

エラーインジケーター（P.83）

注意
■寒冷時の注意

寒冷時は、普通充電ケーブル・電源プ
ラグコードが通常より固くなることが
あるため、固くなった状態で無理な力
をかけないでください。普通充電ケー
ブル・電源プラグコードの損傷につな
がるおそれがあります。

各部の名称

A

B

C

D

E

F

G

H
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※ 接続する電源電圧（200Vまたは 100V）に合わせて、電源プラグコードを交換す
る必要があります。（P.84）

普通充電ケーブルに取り付けられ
ているコントロールユニットは、
次のような安全機能を備えていま
す。
■ 漏電検知機能
充電中に漏電を検知すると、自動
的に電気を遮断し、漏電による感
電や火災などを未然に防ぎます。
漏電検知機能により電気が遮断された場
合は、エラーインジケーターが点滅しま
す。

（電気が遮断された場合の対処方法につい
ては、P.83 を参照してください）

■ 自動チェック機能
漏電検知機能の作動に問題がない
か、充電開始前に自動でシステム
チェックが実施されます。
システムチェックの結果、漏電検知機能
の異常が検出されると、エラーインジ
ケーターの点滅でお知らせします。
（P.83）

■ 温度検知機能
電源プラグに温度検知機能が搭載
されており、充電中、コンセント
側のゆるみなどにより電源プラグ
部が発熱した場合に、充電電流を
制御することで発熱を抑制します。

■ 車両との通電の条件
電源プラグがコンセントに挿して
あっても、普通充電コネクターが
車両に接続されていないと、普通
充電コネクターに通電されない構
造になっています。

■ 各インジケーターの働き
3つのインジケーターで、それぞ
れ次の状態を示します。

電源インジケーター
コントロールユニットに通電していると
きに点灯します。

充電インジケーター
充電中に点灯します。

エラーインジケーター
漏電が発生したとき、またはコントロー
ルユニットに異常が発生したとき点滅し
ます。

■ 充電時に異常が発生したとき
コントロールユニット上のインジケーターの点灯・点滅状態の組み合わせ
により、異常の内容をお知らせします。
エラーインジケーターが点灯・点滅したときは、いったん電源プラグをコンセントから

安全機能について

コントロールユニット上のイン
ジケーターについて

A

B

C
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抜き、再度コンセントに挿し込んで、エラーインジケーターが消灯するか確認してくだ
さい。

電源インジケーターが点灯し、エラーインジケーターが消灯していれば、そのまま充電
が可能です。
それ以外の場合には次の表に従って対処してください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電源プラグを100V 用、または
200V 用に交換したい場合は、次
の手順で電源プラグコードを交換
してください。

1 普通充電ケーブル（P.82）
と交換用電源プラグコードを用
意する

状況
電源インジ
ケーター

エラーインジ
ケーター

原因・対処

充電システム
エラー

消灯
消灯または点

灯
漏電を検知して充電を中断しているか、
普通充電ケーブルが故障しています。
→ トヨタ販売店にご相談ください。点灯 点滅

電源プラグ温
度検知異常

点滅 点滅
電源プラグの温度検知部品が故障してい
ます。
→ トヨタ販売店にご相談ください。

電源プラグ温
度上昇検知

点滅 消灯

コンセントと電源プラグとの接触不良な
どにより、電源プラグの温度上昇を検知
しました。
→ 電源プラグがコンセントに確実に挿し
込まれているか確認してください。点
滅が解消しない場合も、電流を制限し
て充電が行われます。

普通充電ケー
ブル寿命予告

点灯 点滅
普通充電ケーブルの充電回数が、使用可
能な上限に近付いています。
→ トヨタ販売店にご相談ください。

普通充電ケー
ブル寿命

点灯 点灯
普通充電ケーブルの充電回数が、使用可
能な上限をこえています。
→ トヨタ販売店にご相談ください。

電源プラグコードの交換★
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2 解除キーを取り出す
取り出した解除キーをなくさないように
ご注意ください。

3 保護キャップを取りはずす

4 コントロールユニットの解除穴
に解除キーを挿し込む

解除キーは図の向きで挿し込んでくださ
い。

5 コントロールユニットの解除穴
に解除キーを奥まで挿し込んだ
まま、電源プラグコードのナッ
ト部をまわして、電源プラグ
コードを取りはずす

電源プラグコードを取りはずしたら、解
除キーを抜いてください。

電源プラグコードを取りはずしたまま放
置しないでください。電源プラグコード
が接続されていないと、コントロールユ
ニットの内部に水などが入り、故障につ
ながるおそれがあります。

6 コントロールユニット接合部の
突起と、電源プラグコードコネ
クターの溝とを合わせて挿し込
み、電源プラグコードのナット
部をまわして取り付ける

電源プラグコードを取り付ける前に、接
続部に異物が付着していないか確認して
ください。異物が付着している場合は、
必ず取り除いてください。異物が付着し
ている状態で接続すると、水などが入り、
故障につながるおそれがあります。

“カチッ” という音がして固定される
まで、取りはずしたときと逆方向にまわ
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します。

7 取りはずした電源プラグコード
に、保護キャップと解除キーを
取り付ける

紛失を防ぐため、解除キーは保護キャッ
プに確実に取り付けてください。また、
解除キーが保護キャップから意図せず脱
落しないよう、ご注意ください。

電源プラグコードは、ほこりや水などが
かからない安全な場所に保管してくださ
い。

安全にお使いいただくために、日
常的に次の事項を点検してくださ
い。

警告
■電源プラグコードを交換するとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●電源プラグコードの交換作業は、ぬ
れた手で行わない
また、雨や水のかかる場所で行わな
いでください。

●電源プラグ・普通充電コネクターを
接続した状態で、電源プラグコード
の交換作業を行わない

●コントロールユニットから電源プラ
グコードを取りはずした状態で放置
しない

●電源プラグコードをコントロールユ
ニットに取り付けるときは、接続部
に異物が付着していないことを必ず
確認する

●電源プラグコードの交換時には、“
カチッ” という音がするまで電源プ
ラグコードのナット部をしっかりま
わす

●電源プラグコードを交換する際は、
必ず解除キーを使用する

注意
■電源プラグコードについての注意

電源プラグコードは充電以外の用途で
使用しないでください。電源プラグ
コードの損傷につながるおそれがあり
ます。

普通充電ケーブルの点検・お手
入れ

警告
■日常点検について

定期的に次のことを確認してください。

点検をしないで使い続けると、思わぬ
事故の原因となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに破損などがないこと

●コンセントに破損がないこと
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普通充電コネクターは、普通充電
インレットに挿し込んだ状態にお
いて、ドアの施錠状態・解錠状態
に連動してロック・アンロックさ
れます。
■ ロックするときは
普通充電インレットに普通充電コ
ネクターを挿し込んだ状態で、ド
アを施錠すると、普通充電コネク
ターがロックされます。
ドアが施錠されている状態で、普
通充電コネクターを挿し込んだ場
合は、自動的にロックされます。
■ アンロックするときは
スマートエントリー＆スタートシ
ステムやワイヤレスリモコンなど
でドアの解錠操作をすると、普通
充電コネクターがアンロックされ
ます。

知識
■普通充電コネクターのロック機能につ
いて

●普通充電コネクターをロック・アン
ロックくり返し操作すると、普通充電
コネクターのロックシステムがシステ

警告
●コンセントの挿し込みがゆるくなっ
ていないこと

●充電中に電源プラグが極端に熱くな
らないこと

●電源プラグの刃が変形していないこ
と

●電源プラグにほこり等の汚れがない
こと

電源プラグはコンセントから抜いて点
検してください。また、点検の結果、
普通充電ケーブルに異常が見つかった
場合は、ただちに使用を中止して、
トヨタ販売店にご相談ください。

■普通充電ケーブルのお手入れについ
て

汚れたときは固くしぼった布で汚れを
ふき取ったあと、乾いた布でから拭き
してください。

なお、水洗いは絶対に行わないでくだ
さい。普通充電ケーブルを水洗いする
と、充電時に火災や感電事故が発生し、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■長期間普通充電ケーブルを使用しな
いとき

電源プラグをコンセントから抜いてお
いてください。電源プラグやコンセン
トにほこりがたまり、過熱や発火の原
因となります。

また、普通充電ケーブルは水気がない
場所で保管してください。

普通充電コネクターのロッ
ク・アンロック

普通充電中の充電コネクターの
取り外しや、第三者による充電
ケーブルの持ち去りなど、いた
ずらの防止に寄与することがで
きます。

普通充電コネクターをロック・
アンロックするには
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ムを保護するために、一時的に作動し
ないことがあります。この場合は、普
通充電コネクターを普通充電インレッ
トに再び接続する前に、少し待ってく
ださい。

●普通充電コネクターのロック機能は、
普通充電ケーブルの盗難防止を保証す
るものではありません。また、すべて
のいたずら行為に効果を発揮するもの
ではありません。

■AC外部給電システム（P.132）を
使用するとき

普通充電コネクターと同様に、ヴィーク
ルパワーコネクタをロック・アンロック
することもできます。

■普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込めないとき

コネクターロックピンが出ていないか確
認してください。

コネクターロックピンが出ている場合は、
ドアの解錠操作をしてコネクターをアン
ロックし、コネクターロックピンが出て
いない状態にしてください。

■普通充電コネクターをアンロックでき
ないとき

通常の操作で普通充電コネクターをアン
ロックできないときは、コネクターロッ
ク緊急解除レバーを操作して、普通充電
コネクターをアンロックすることができ
ます。

緊急時以外は、この方法でアンロックさ
せないでください。

異常が解消しない場合は、ただちに

トヨタ販売店で点検を受けてください。
1 バックドアを開ける（P.194, 
195）

2 ラゲージルーム内の図に示すカバーを
取りはずす

3 緊急解除レバーを矢印の方向に動かす
※

普通充電コネクターが解錠され、普通充
電コネクターの取りはずしが可能になり
ます。
※必ず矢印の方向に操作してください。
操作し始めた際に“カチッ”という
音がしても、緊急解除レバーが動かな
くなるまで動かしてください。また、
矢印の向き以外に力をかけると、コネ
クターロック緊急解除レバーが損傷す
るおそれがあります。

コネクターロック緊急解除レバーを操作
したあとは、「カチッ」と音が鳴るまで押
しもどしてください。



89

2

2-2. 充電について
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

4 カバーをもとどおりに取り付ける

この方法は、緊急時の一時的な対処です。
異常が解消しない場合は、すみやかに
トヨタ販売店で点検を受けてください。

通常の操作で普通充電コネクターを解錠
できるときは、緊急解除レバーを操作し
ないでください。

警告
■普通充電インレットに普通充電コネ
クターを接続するとき

●コネクターロック部に手を入れない
でください。コネクターロックピン
に挟まれ、けがをするおそれがあり
危険です。

注意
■普通充電コネクターをロックすると
き

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、コネクターロックシス
テムの故障の原因となります。

●普通充電コネクターがこの車両に適
合していることを確認する

異なるタイプの普通充電コネクターや、
挿入部が破損・変形した普通充電コネ
クターなどは、ロックできない可能性
があります。

●普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけない

普通充電コネクターを取りはずすとき
は、必ずコネクターをアンロックして
ください。
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知識
■契約電力について

自宅の電源で充電する際は、契約電力※

をご確認ください。

200V 電源で充電する場合は、100V 換
算での契約容量が必要となります（例え
ば 200V 電源で 16A の場合、100V 換
算で 32Aとなります）。必要な電力に応
じた契約電力でないと、充電時にブレー
カーが作動する場合があります。
※電力会社との電気契約の変更が必要に
なる場合があります。電気契約に関す
るご相談については、ご契約中の電力
会社にお問い合わせください。

■充電環境について

●必要な電力に対応した普通充電器（ス
タンド）、または普通充電ケーブルを使

用して、充電を行ってください。
･ 200V 電源で16A に対応した普通充
電器（スタンド）または普通充電ケー
ブルを使用した場合、約 3kWで充電さ
れます。

･ 家庭の 100V 電源で 6A に対応した普
通充電ケーブルを使用した場合、約
0.6kW で充電されます。

●自宅で普通充電器（スタンド）を使用
して充電するには、普通充電器（スタ
ンド）の設置が必要です。普通充電器
（スタンド）の設置については、販売業
者にお問い合わせください。

■ 200V 電源を使用する場合
● 200Vの充電用コンセントには、
必ず専用回路を設置してくださ
い。

● AC200V で 16A（100V 換算
で32A）の電流が流れてもブ
レーカーが作動しない（電流が
遮断されない）コンセントに接
続してください。※

※電力会社との電気契約の変更が必要と
なる場合があります。電気契約に関す
るご相談については、ご契約中の電力
会社にお問い合わせください。

● 分岐回路内に専用の漏電遮断器
が設置されていることを確認し
てください。

もし設置されていない場合は、必ず設置
した上で車両の充電を行ってくださ
い。※

※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

接続可能な外部電源につい
て

この車両を充電するための外部
電源は、ここで説明する要件を
備えている必要があります。
充電作業を行う前に、あらかじ
め次の事項をご確認ください。

警告
■電気事故についての警告

車両の充電を行うときは、必ず本書に
記載されている注意事項をお守りくだ
さい。

必要要件を満たしていない電源を使用
したり、記載されている禁止事項を守
らずに充電を行ったりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

電源について
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● BEV ／ PHEV 専用コンセント
に接続してください。

BEV ／ PHEV 専用コンセント
の例

推奨コンセント型式：パナソニック製
WK4322（200V）

200Vコンセント極配置※

JIS C 83032 極 接地極（アース）付コ
ンセント
20A 250V

接地極（アース）
※図は代表的な形状を示したもので、実
際のコンセントとは形状が異なる場合
があります。

■ 100V 電源を使用する場合※

※100V 電源で充電する際は、普通充電
ケーブルの電源プラグを 100V 用の
ものに交換してください。（P.84）

● ブレーカーの容量を確認してく
ださい。この車の充電時には、

100V で最大6A の電流が流れ
ます。余裕をみて、20A のブ
レーカーを備えたコンセントに
接続することを推奨します。※

ブレーカーの容量に余裕がないと、ほか
の電気製品を接続した際にブレーカーが
作動して、電流が遮断される可能性があ
ります。
※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

● 回路上に漏電遮断器が設置され
ていることを確認してください。
（主幹含む）
もし設置されていない場合は、必ず設置
した上で車両の充電を行ってくださ
い。※

※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

● 屋外で充電する場合は、軽負荷
電動車両充電用コンセントに接
続してください。※

※日々の充電にあたっては、電源プラグ
のひんぱんな抜き挿しが必要となるた
め、抜止形の防雨形100V コンセン
トでは耐久性が十分でない場合があり
ます。

A

B

C
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一般回路用の軽負荷電動車両充
電用コンセントの例

推奨コンセント型式：パナソニック製
WK4632（100V）

100Vコンセント極配置※

JIS C 83032 極 接地極（アース）付コ
ンセント15A 125V

接地極（アース）
※図は代表的な形状を示したもので、実
際のコンセントとは形状が異なる場合
があります。

● 普通充電ケーブルのコントロー
ルユニットをフックに引っかけ
ることにより、コンセントや電
源プラグに荷重がかからないよ
うにしてください。

知識
■自宅の電源（コンセント）と普通充電
ケーブルを使用して充電するとき
（200V 電源の使用時）

より安全に充電を行うために、次のよう
な充電設備を設置することをおすすめし
ます。※

電線

分電盤

分岐専用回路内高速高感度形漏電遮断

器

万一、漏電が発生したときに住宅全体が
停電する可能性を低減します。また、漏
電発生時における人体への影響を最小限
に抑えることができます。

BEV ／ PHEV 専用コンセント

（P.90）

BEV ／ PHEV 専用コンセントは日々の
使用に対する耐久性が確保されており、
充電中に電源プラグがコンセントから脱
落するのを防ぎます。
※手元スイッチを使うと、スイッチ操作
でコンセントへの電気が遮断できるた
め、電源プラグの抜き挿しをより安全
に行うことができます。

■自宅の電源（コンセント）と普通充電
ケーブルを使用して充電するとき
（100V 電源の使用時）

より安全に充電を行うために、次のよう
な充電設備を設置することをおすすめし
ます。

A

B

C

A

B

C

D
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電線

分電盤

高速高感度形漏電遮断器

漏電発生時における人体への影響を最小
限に抑えることができます。

軽負荷電動車両充電用コンセント

（P.91）

一般的な抜止形の防雨形 100V コンセン
トでは、ひんぱんな抜き挿し使用による
耐久性が十分ではない場合がありますが、
軽負荷電動車両充電用コンセントは耐久
性が確保されています。

充電中に電源プラグがコンセントから脱
落するのを防ぐため、フックを併用して
いただくことをおすすめします。

フック

普通充電ケーブルのコントロールユニッ
トをフックに引っかけることにより、コ
ンセントや電源プラグに荷重がかからな
いようにしてください。

警告
■電源についての警告

充電時に使用する外部電源については、
必ず次のことをお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●安全のため、必ず接地極（アース）
付きのコンセントに接続してくださ
い。

●必ずブレーカーおよび漏電遮断器が
設置されたコンセントを使用してく
ださい。

ブレーカーがないと、ショートなど異
常時の過電流に対して安全を確保でき
ません。

A

B

C

D

E

●抜止形のコンセントは耐久性が十分
ではない場合があるため、充電用コ
ンセントとしては常用しないでくだ
さい。

●コンセントと電源プラグは、必ず直
接接続してください。

コンセントとのあいだに分岐アダプ
ターを接続したり、変換アダプターな
どを接続したりしないでください。

●必ず普通充電ケーブルで届く範囲の
コンセントに接続し、延長コードは
使用しないでください。

延長コードを使用すると、異常発熱や
漏電検知機能（P.83）が働かなくな
るなどの原因になります。
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■ 普通充電（P.101）
AC コンセントと普通充電ケーブ
ル、または普通充電器（スタンド）
などで行う充電方法です。
タイマー充電を設定することで、ご希望
の日時に充電を行うことも可能です。
（P.109）

■ バッテリーチャージモード
（P.61）
プラグインハイブリッドシステム
をバッテリーチャージモードに切
りかえることにより、ガソリンエ
ンジンの作動によって発電した電
気で、駆動用電池を充電すること
ができます。
バッテリーチャージモードでの最大充電
量は、普通充電での満充電量の約80%
になります。

■ ソーラー充電システム★
（P.121）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

駐車中、車両のルーフに搭載され
たソーラーパネルで発電した電力
を駆動用電池に蓄えることができ
る、充電補助システムです。

この車両には、充電に連携する各
種の機能が搭載されています。

警告
●分岐用コンセントには接続しないで
ください。

充電方法について

この車は、次の方法で駆動用電
池を充電することができます。

充電方法の種類

充電に連携する機能について
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■ マイルームモード（P.119）
車両に普通充電ケーブルを接続し
た状態のとき、外部電源からの電
力※で、車両のエアコンやオー
ディオなどの電装品を使用できま
す。
※状況により、駆動用電池の電力が消費
される場合があります。

■ 駆動用電池ヒーター
外気温が低い場合、車両に普通充
電ケーブルが接続されていると、
駆動用電池が一定以上の温度にな
るように、自動で昇温します。
● マルチインフォメーションディ
スプレイの“充電設定”で“
電池昇温”がONに設定され
ているときに作動します。
（P.167）

● タイマー充電時（P.109）
は、充電開始時刻に合わせて作
動します。

■ 駆動用電池冷却
駆動用電池の温度が高いとき、車
両に普通充電ケーブルが接続され
ていると、充電前に駆動用電池を
冷却し、保護します。
● マルチインフォメーションディ
スプレイの“充電設定”で“
電池冷却”がONに設定され
ているときに作動します。
（P.167）

● 100V での充電時には作動しま
せん。

知識
■駆動用電池の温度調整システム（駆動
用電池ヒーター・駆動用電池冷却）に
ついて

●充電開始の時点で駆動用電池の温度が
低いまたは高い場合にのみ、作動しま
す。

●充電中以外でも作動する場合がありま
す。

●タイマー充電時（P.109）は、タイ
マー設定内容に応じて作動します。

■駆動用電池ヒーターについて

●駆動用電池ヒーターの作動中は、充電
インジケーターが点灯します。

●車両から普通充電ケーブルをはずす、
または普通充電ケーブルを接続したま
ま、およそ3日が経過すると、システ
ムが自動で停止します。

●充電中に駆動用電池ヒーターが作動す
ると、通常よりも充電時間が長くなる
場合があります。

●駆動用電池ヒーターの作動中にシフト
ポジションを P以外にすると、駆動用
電池ヒーターの作動が停止します。

●駆動用電池が満充電の状態であっても、
駆動用電池の温度によっては駆動用電
池ヒーターが作動する場合があります。

･ 駆動用電池ヒーターが作動すると、駆
動用電池の残量が低下するため、駆動
用電池の残量を補うために再度充電を
行うことがあります。

･ 再充電中に普通充電コネクターを取り
はずすと、“普通充電コネクター操作
により充電停止しました”と表示され
ることがあります。（P.128）

■駆動用電池冷却について

●駆動用電池冷却の待機中、または作動
中のときは、充電インジケーターが点
灯します。
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●駆動用電池冷却は、最大で約30 分作動
します。

●駆動用電池の残量が少ないときは、駆
動用電池が高温であっても、駆動用電
池冷却が作動しない場合があります。

●駆動用電池が満充電に近い場合、駆動
用電池冷却が作動しない場合がありま
す。

●駆動用電池冷却の作動中に次の操作を
行うと、駆動用電池の冷却作動が停止
します。

･ ボンネットを開けたとき
･ パワースイッチをOFF 以外にしたとき
･ “今すぐ充電”（P.109）を実施し
たとき

●駆動用電池冷却は、駆動用電池と外部
電源からの電力を利用します。

･ 駆動用電池冷却の作動中は、通常の充
電時のように駆動用電池残量が増加し
ないことがあります。

･ 駆動用電池冷却の作動中も、普通充電
器（スタンド）からは充電中と認識さ
れます。
よって、充電時間に応じて課金される
普通充電器（スタンド）では、駆動用
電池冷却の作動中にも課金が発生しま
す。

出発前・ドライブ中など、車両の
状況に応じて充電機能を使い分け
ると便利です。
■ お出かけの前に
EV 走行するために、お出かけの
前には普通充電で駆動用電池を充
電しましょう。（P.101）

■ ドライブの途中で
ドライブ中に駆動用電池の残量が
少なくなったら、最寄りの充電設
備で駆動用電池を充電しましょう。
近くに充電設備がない場合は、必
要に応じてバッテリーチャージ
モードで駆動用電池を充電するこ
とができます。（P.61）※

※駐車中にバッテリーチャージモードを
使用するときは、車両の近くに可燃物
がなく、換気のよい場所であることを
確認してください。（P.62）

充電に関するアドバイス

この車両の充電機能を活用する
方法や、充電に関する情報の確
認方法などを説明しています。

上手に充電するには
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■ お出かけ先で（ソーラー充電シ
ステム装着車）

駐車中などの必要条件を満たして
いる場合に、太陽光発電を行い駆
動用電池を充電できます。
（P.121）

■ 帰宅したら
次回のドライブのために、駆動用
電池を充電しておきましょう。
充電スケジュールを登録しておけば、深
夜・早朝などのご希望の時間に駆動用電
池を充電できます。なお、タイマー充電
は、毎日、またはご希望の曜日の同じ時
刻に、自動で充電されるように設定する
ことも可能です。（P.109）

ソーラー充電システム装着車の場合、駆
動用電池が満充電の状態では、ソーラー
充電システムによる駆動用電池への充電
が実施されません。数日間ドライブの予
定がないときは、お出かけの直前まで充
電を控えることで、ソーラー充電システ
ムの機能を効果的に利用できます。

車両のマルチインフォメーション
ディスプレイで、充電に関する各
種の情報を確認できます。
■ 充電中は
充電中にパワースイッチがOFF の
状態でいずれかのドアを開けると、
現在の充電状態と充電完了までに
必要な時間の目安が一定時間表示
されます。
駆動用バッテリーの残量や外気温、普通
充電器（スタンド）の仕様、外部電源の
供給電圧などの条件により、実際の充電
時間とは異なることがあります。

充電電流が小さくなり、充電時間が長く
なると、充電完了するまでの時間が表示
されない場合があります。

■ 充電が終わったあとは
充電終了後、パワースイッチが

充電に関する情報を確認するに
は
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OFF の状態でいずれかのドアを開
けると、充電結果についてのメッ
セージが一定時間表示されます。
また、充電停止となる操作をした
ときや、充電できない状況が発生
した場合などには、メッセージが
表示されます。
表示されたメッセージの指示に
従って、それぞれ必要な操作を
行ってください。（P.127）

知識
■充電中のメーター表示について

充電中にパワースイッチをONにしたあ
と、マイルームモード（P.119）を選
択しない状態が約 100 秒間続くと、パ
ワースイッチが自動でOFF になります。

知識
■安全機能について

●車両に普通充電ケーブルが接続されて
いるときは、パワースイッチを操作し
てもハイブリッドシステムを始動する
ことはできません。

●READYインジケーターが点灯している
ときに普通充電ケーブルを接続すると、
ハイブリッドシステムは自動的に停止
し、走行できなくなります。

充電の前に知っておいてい
ただきたいこと

充電を行う前に、必ず次の事項
をご確認ください。

警告
■充電するときの警告

ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー／植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
充電の操作はご自身ではなさらず、ほ
かの方にお願いしてください。

●充電時は、普通充電器（スタンド）、
普通充電ケーブルに近付かないでく
ださい。

充電により、ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。

●充電中は車内にとどまらないでくだ
さい。

充電により、ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。

●ものを取るときなどに、ラゲージ
ルームなど含めた車内に入り込まな
いでください。

充電により、ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。
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必ず次の点をご確認ください。

● パーキングブレーキが確実にか
かっていること（P.260）

● パワースイッチがOFF になって
いること（P.250）

● ヘッドランプ・非常点滅灯・室
内灯などのランプ類が消灯して
いること

ランプ類が点灯していると、それらの機
器に電力が消費され、充電時間が長くな
ります。

充電の前に、普通充電ケーブル各
部の状態に異常がないかご確認く
ださい。（P.86）

知識
■充電中は

●車両の状態により、充電が開始される
までの時間が異なる場合がありますが、 
異常ではありません。

●ラゲージルーム付近から冷却用ファン
の音が聞こえることがあります。

●充電中は、空調システムおよび駆動用
電池冷却の作動にともない、駆動用電
池付近から音が聞こえることがありま
す。

●充電中・充電完了後は、車載充電器が
搭載されているラゲージルーム周辺が
温かくなることがあります。

●コントロールユニットの表面が温かく
なることがありますが、異常ではあり
ません。

●電波の状況によっては、ラジオに雑音
が入ることがあります。

■急速充電について

この車両は、急速充電器での急速充電に
は対応していません。

警告
■車両に普通充電ケーブルが接続され
ているとき

シフトポジションを Pから切りかえな
いでください。
万一、普通充電ケーブルが故障してい
た場合、シフトポジションがP からほ
かのシフトポジションに切りかわるこ
とがあり、車両が動いて思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

■充電に関する留意事項

この車は一般家庭用の AC コンセント
に接続して駆動用電池を充電できます。
ただし、一般的な電気製品と次の点が
大きく異なるため、取り扱いを誤ると
火災や感電事故が発生し、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●200V での普通充電時は、長時間に
わたって大電流が流れる（P.90）

●お客さまの充電環境によっては、充
電作業が屋外で行われる

注意
■充電に関する留意事項

充電作業は、本書で説明している内容
をよくお読みいただいた上で、正しい
手順に沿って行ってください。

●お子さまなど、不慣れな方だけで充
電作業を行わないでください。

また、普通充電ケーブルは幼児の手の
届かない場所で保管してください。

●普通充電器（スタンド）で充電する
場合は、機器の使用手順に従って作
業を行ってください。

普通充電前の重要確認事項

普通充電ケーブルの点検
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■公共の普通充電器（スタンド）で充電
する場合は、タイマー充電の設定状態
を確認してください。

●充電スケジュールが登録されていると
きは一時的にOFF にするか、“今すぐ
充電”をON にしてください。
（P.113, 117）

●充電スケジュールがON になっている
と、普通充電ケーブルを接続しても充
電が開始されません。また、充電が開
始しなくても、普通充電ケーブルを接
続したことで課金される場合がありま
す。

■駆動用電池の容量低下について

駆動用電池は使用していくうちに、徐々
に電池容量が低下していきます。低下す
る割合は車の使い方、使用環境により異
なります。電池容量の低下を抑えるため
に、次のことを心がけてください。

●満充電状態での高温炎天下での駐車は
極力避ける

●EV 走行中にひんぱんな急加速、急減速
をしない

●EV 走行の最高車速付近（P.64）で
の走行を控える

●長期間、運転をしないときは駆動用電
池の残量を少なくしておく
自動的に EV モードまたは AUTO EV
／ HV モードから HV モードに切りか
わるのを確認してから、パワースイッ
チをOFF にしてください。

●充電は走行開始前に満充電になるよう、
タイマー充電（P.109）を活用する

なお、電池の容量が低下すると EV 走行
できる距離が減少しますが、車両性能な
どが著しく低下するものではありません。

■充電後に駆動用電池の残量が低下する
とき

次の場合、システムの保護のために、充
電完了後の駆動用電池の残量が通常より

も少なくなる（満充電後の EV 走行可能
距離が短くなる）※ことがあります。

●気温が低い、または高い環境で充電し
たとき

●高負荷走行の直後、かつ炎天下で充電
したとき

上記に該当しないのに、充電完了後の駆
動用電池残量が大幅に低下したときは、
トヨタ販売店で点検を受けてください。
※この場合、駆動用電池の残量表示が満
充電になっていても、通常よりも早く
残量が低下します。

■駆動用電池への充電量が減少するとき

エアコンの使用、または駆動用電池ヒー
ターの作動等により駆動用電池への充電
電力が小さくなった場合、駆動用電池へ
の充電量もしくは駆動用電池残量が減少
することがあります。

■充電時間が長くなるとき

次のような場合は、充電時間が通常より
長くなることがあります。

●低温または高温の環境下にあるとき

●高負荷走行の直後などで駆動用電池の
温度が高いとき

●車両の電力消費量が大きいとき（ヘッ
ドランプが点灯しているときなど）
（P.266）

●マイルームモード（P.119）を使用
しているとき

●充電中に停電したとき

●普通充電器（スタンド）で供給電力を
調整しているとき

●外部電源の供給電圧が低下したとき

●車両を長期間放置したことなどにより、
補機バッテリーの充電量が低下したと
き

●車両の充電電流設定で充電電流上限を
変更したとき（200V での普通充電時
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のみ）（P.104）

●駆動用電池ヒーター（P.95）が作動
したとき

●充電前に駆動用電池冷却（P.95）が
作動したとき

●接続先のコンセントなどに問題がある
とき

●充電関連部品の温度が高いとき

■普通充電電力について

この車両は最大約 3kWの普通充電が可能
です。

ただし、使用する普通充電器（スタン
ド）、または普通充電ケーブルによって
は、充電電力が制限される場合がありま
す。

100V 電源での充電は、充電電力が小さ
いため、充電時間が長くかかります。
また、100V 電源での充電時に、外部電
源の供給電圧低下などにより充電電力が
低下した場合、充電を停止する可能性が
あります。
200V 電源での充電をおすすめします。

普通充電のしかた

ここでは、普通充電ケーブルを
使用して普通充電する手順を説
明しています。
充電設備を利用する際は、普通
充電器（スタンド）の取り扱い
方法もご確認ください。
充電スケジュールが登録されて
いるときは、“今すぐ充電”を
ONにしてから充電を実施して
ください。（P.113, 117）

注意
■普通充電関連部品を取り扱うとき

普通充電関連部品の損傷を防ぐため、
取り扱いの際は次のことをお守りくだ
さい。

●充電を中断・終了するときは、電源
プラグを抜く前に普通充電コネク
ターを抜く。

●普通充電ケーブルを抜くときは、普
通充電コネクターがアンロックされ
ていることを確認する。

●普通充電コネクターの保護キャップ
を無理に引っ張らない。

●充電中に普通充電コネクターを揺す
るなど振動を与えない
充電を停止することがあります。

●普通充電インレットに普通充電コネ
クター・ヴィークルパワーコネクタ
以外のものを挿し込まない。

●普通充電インレットに普通充電コネ
クター以外のものを挿し込まない。

●電源プラグをコンセントに抜き挿し
するときは、必ず電源プラグ本体を
持って操作する。
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P.99

1 普通充電ケーブルを用意する
2 普通充電ケーブルの電源プラグ
を外部電源のコンセントに挿し
込む

必ず電源プラグ本体を持って、確実に奥
まで挿し込んでください。

手元スイッチがある場合は、スイッチを
ONにしてください。

コントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯していることを確認して
ください。（点灯していないときは、
P.83 を参照してください）

コンセントや電源プラグへの負荷を軽減
するために、電源プラグを挿していると
きは、ひもなどを使って、コントロール
ユニットをフック等に引っかけて使用し

てください。

3 車両のドアを解錠して、充電
リッドを開ける（P.87）

充電リッドを開けると、充電インレット

照明 が点灯します。

注意
●ケーブルが引っかかったり、絡んだ
状態から無理に引っ張らない
絡んだ場合は、ほどいてから使用し
てください。

●普通充電インレットの分解・修理・
改造などをしない
修理が必要な場合は、必ずトヨタ販
売店にご相談ください。

充電前の重要確認事項

充電するときは

A
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4 普通充電コネクターの保護
キャップをはずし、ケーブルに
かけて固定する

5 普通充電コネクターを普通充電
インレットに挿し込む

普通充電コネクターの下側にあるガイド
の位置を合わせて、まっすぐにいっぱい
まで挿し込みます。

“カチッ”という音がして、普通充電
コネクターが確実に接続されたことを確
認してください。

ドアを施錠すると普通充電コネクターが
ロックされます。
ドアが施錠されている状態で、普通充電
コネクターを挿し込んだ場合は、自動的
にロックされます。(P.87)

6 充電ポートの充電インジケー
ターが点灯していることを確認
する

充電インジケーターが点灯していないと
きは、充電が開始されていません。
（P.80）

充電インジケーターが通常の速さで点滅
しているときは、充電スケジュールが登
録されています。（P.109）

充電時にコントロールユニット上のエ
ラーインジケーターが点滅したときは、
P.83の記載を確認し、対処してくださ
い。

充電が完了すると、充電インジケーター
が消灯します。

充電完了前に何らかの理由により充電が
停止したときも、充電インジケーターが
消灯します。その場合は、P.124の記
載をご確認ください。

知識
■普通充電コネクターが接続されている
とき

普通充電コネクターが接続された状態で
ドアを開けるまたはパワースイッチを
ONにすると、メーターの充電コネク
ター接続表示灯（プラグ形状）が点灯し、
充電コネクターが接続されていることを
お知らせします。
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■普通充電コネクターの接続後に充電
ポートの充電インジケーターが点滅し
たとき

充電スケジュール（P.109）が登録さ
れている状態になっており、充電を開始
することができません。タイマー充電を
キャンセルして充電を開始したいときは、
次のいずれかの操作を行ってください。

●“今すぐ充電”をONにする
（P.113, 117）

●充電インジケーターが通常の速さで点
滅しているあいだに、接続した普通充
電コネクターを取りはずして、すぐに
接続し直します。この操作をすると、
充電電流の設定が一時的に初期設定に
なります。（P.104）

■普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込めないとき

P.88

■安全機能について

普通充電コネクターを普通充電インレッ
トに挿し込んだ状態でも、ロック解除ボ
タンを押しているあいだは、充電が開始
されません。

なお、充電中に数秒程度ロック解除ボタ
ンを押し続けると充電が中止されます。
充電を再開したいときは、いったん普通
充電コネクターを抜いてから再度、普通
充電コネクターを挿し直して、充電ポー
トの充電インジケーターが点灯すること
を確認してください。

■充電時間が長くなるとき

P.100

■充電しているとき

パワースイッチをONにしてマルチメ
ディアディスプレイ上にエネルギーモニ
ターを表示すると、エネルギーモニター
上に普通充電コネクターが表示され、充
電中の電気の流れが表示されます
（P.174）。

■200V での充電時に家庭のブレーカー
が落ちる場合は

マルチインフォメーションディスプレイ
またはマルチメディアディスプレイで、
充電電流の上限値を変更することができ
ます。※1

●マルチインフォメーションディスプレ
イでの設定操作

1 を選択する

2  “ 車両設定”を選択し、 を
押し続ける

3 “充電設定”を選択し、 を押す

“充電設定”画面が表示されます。

4 “充電電流”を選択し、 を押す

“充電電流”画面が表示されます。

5 “8A”を選択し、 を押す

●マルチメディアディスプレイでの操作

1 メインメニューの にタッチする

2 “車両カスタマイズ”にタッチする
3 “充電”にタッチする
4 “充電電流”にタッチする
5 “8A”にタッチし、“OK”にタッ
チする

充電時の最大電流が選択した電流以下に
制限されます。※2

充電電流の上限値を変更しても、充電時
に家庭のブレーカーが落ちる場合は、接
続した電源が充電に必要な要件を満たし
ているか確認してください。（P.90）
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充電電流の設定は充電中でも変更可能で
すが、反映されるまでに時間がかかる場
合があります。

充電中に充電電流の設定を変更すると、
家屋の照明がちらついたり、ブレーカー
が落ちる可能性があります。
※1カスタマイズ設定で充電電流の設定を
変更しても、100V 充電時の最大電流
は6A から変更されません。

※2充電電流を制限すると、充電完了まで
の時間は長くなります。

■充電電流の設定を一時的に初期設定に
変更したいとき

普通充電コネクターを接続してから約 15
秒以内に取りはずし、すぐに接続し直す
と、充電電流の設定を一時的に初期設定
に変更することができます。

また、充電スケジュールが登録されてい
る状態で、充電インジケーターが通常の
速さで点滅しているときにこの操作を行
うと、“今すぐ充電”がONになりま
す。（P.104）

警告
■充電するときの警告

充電するときは、必ず次のことをお守
りください。お守りいただかないと、
思わぬ事故の原因となり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●必ず充電に必要な要件を満たす電源
に接続する（P.90）

●充電前に普通充電ケーブル・電源プ
ラグ・コンセントに変形・破損・水
分・腐食・ほこり等の異物がないこ
とを確認する

●充電前に普通充電インレットに変
形・破損・腐食・ほこり等の異物が
ないか、または雪・氷が付着してい
ないことを確認する

付着している場合は、普通充電コネク
ターを接続する前にしっかりと取り除
いてください。

●挿し込みがゆるくなったコンセント
は使用しない

●過熱するおそれがあるため、普通充
電ケーブルを束ねたり巻いたりした
状態で充電しない

●普通充電コネクター・普通充電イン
レットの端子に金属製の鋭利なもの
（針金など）でふれたり、手でふれた
り、異物でショートさせたりしない

●屋外では必ず防雨形コンセントを使
用する

防雨スイッチプレートを確実に閉めて
ください。閉まらない場合は、新しい
プレートに交換してください。

●充電を中断するときは、普通充電器
（スタンド）の取り扱い方法に従う

●充電中に発熱・発煙・異臭・異音な
どを発見したときは、ただちに充電
を中止する

●コンセントが水没または雪に埋もれ
ている場合は、電源プラグは挿さな
い

●雨や雪の中で充電を行うときは、ぬ
れた手で電源プラグの抜き挿しを行
わない。また、コンセントや電源プ
ラグをぬらさない

●落雷の可能性がある天候のときは充
電を行わない

●普通充電ケーブルをドアやバックド
アで挟まない
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警告
●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットを車両で踏まない

●電源プラグはコンセントにいっぱい
まで挿し込む

●普通充電コネクターと普通充電イン
レットとのあいだに、変換アダプ
ターを接続しない

●必ず普通充電ケーブルで届く範囲の
コンセントに接続し、延長コードは
使用しない

●普通充電システムを使用するときは、
ボンネットを閉める

冷却ファンが急にまわり出すことがあ
ります。ファンなど回転部分にふれた
り、近づいたりすると、手や着衣（特
にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）
が巻き込まれたりして、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●普通充電ケーブルの接続後、 どこか
に巻き付いていないか確認する。

●普通充電ケーブルを接続しても、コ
ントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯しない場合は、すぐ
に普通充電ケーブルを取りはずして
ください。

■充電時にコントロールユニット上の
エラーインジケーターが点灯・点滅
したときは

電源経路に漏電が発生しているか、普
通充電ケーブル・コントロールユニッ
トに異常がある可能性があります。

P.83 の記載内容を確認し、対処して
ください。対処してもエラーインジ
ケーターが消灯しない場合は、ただち
に充電を中止し、普通充電ケーブルを
取りはずして、トヨタ販売店にご連絡
ください。そのまま充電を続けると、
思わぬ事故の発生や重大な傷害につな
がるおそれがあり危険です。

■車載充電器について

ラゲージルームの下部に車載充電器が
あります。車載充電器については、次
のことを必ずお守りください。お守り
いただかないと、やけどや感電など重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●充電時は高温になります。やけどを
するおそれがあるため、ふれないで
ください。

●分解・修理・改造しないでください。
修理が必要な場合は、必ずトヨタ販
売店にご相談ください。

注意
■充電時の注意

普通充電インレットに電源プラグを挿
し込まないでください。
普通充電インレットが故障するおそれ
があります。
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1 車両のドアの解錠操作をして、
普通充電コネクターをアンロッ
クする（P.87）

ドアの解錠操作をすると、充電インレッ
ト照明が点灯します。

2 ロック解除ボタンを押しながら
手前に引いて、普通充電コネク
ターを取りはずす

充電中（充電インジケーターの点灯中）
にロック解除ボタンを押すと、充電が停
止します。

3 普通充電コネクターの保護
キャップを取り付ける

4 充電リッドを閉める
充電リッドをロックするときは、車両の
ドアを施錠します。（P.186, 194）

5 長期間使用しないときは、コン
セントから電源プラグを抜く

必ず電源プラグ本体を持って抜いてくだ
さい。

取りはずした普通充電ケーブルは、すみ
やかに片付けてください。（P.108）

電源プラグを挿したままにするときは、
1ヶ月に 1回は電源プラグに汚れやほこ

注意
■自家用発電機の使用について

充電用電源に自家用発電機は使用しな
いでください。

安定した充電ができなかったり、電圧
が足りず、充電が停止したりするおそ
れがあります。

充電が継続できる場合でも、ラゲージ
ルーム付近から音が聞こえることがあ
ります。

■充電設備について

電力設備などが併設された環境では、
ノイズにより安定した充電ができな
かったり、電圧が足りず、充電が停止
するおそれがあります。

充電したあとは
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りがないか点検してください。

知識
■周囲の温度が低温または高温のとき

充電が完了して駆動用電池残量計
（P.156）が満充電の状態になっていて
も、パワースイッチをONにすると残量
表示がわずかに低下することがあります
が、異常ではありません。

■普通充電コネクターをはずすとき

ロック解除ボタンを押して、レバーが上
がることを確認してから普通充電コネク
ターを手前に引いてください。

ロック解除ボタンを押してもレバーが上
がらないときは、普通充電コネクターが
ロックされています。その場合は、ス
マートエントリー＆スタートシステム、
またはワイヤレスリモコンなどでドアの
解錠操作をし、普通充電コネクターをア
ンロックしてください。（P.87）

■普通充電コネクターをアンロックでき
ないとき

P.88

警告
■充電後の警告

長期間使用しないときは、電源プラグ
を抜いておいてください。

電源プラグやコンセントにほこり等の
汚れがたまると、故障や火災などが発
生し、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意
■充電後の注意

●普通充電ケーブルは幼児やお子さま
の手の届かない場所で保管してくだ
さい。

●コンセントから電源プラグを取りは
ずしたあとは、普通充電ケーブルを
ほこりや水などがかからない安全な
場所に保管してください。

普通充電ケーブルを足や車両で踏んだ
りすると、普通充電ケーブルや電源プ
ラグが損傷する原因となります。

●普通充電インレットから普通充電コ
ネクターを取りはずしたあとは、必
ず充電リッドを閉めてください。

充電リッドを開けたまま放置すると、
普通充電インレットに水や異物が入り、
車両故障につながるおそれがあります。
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知識
■カレンダー設定について

タイマー充電は、マルチインフォメー
ションディスプレイに表示される日時に
従って実行されます。別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してください。

充電スケジュールを登録しようとしたと
きに、カレンダー設定の確認画面が表示
された場合は正しい日付になっているか
確認し、誤っている場合は必ず修正して
ください。

カレンダーの内容が誤っていると、タイ
マー充電機能が正しく作動しなくなりま
す。

充電スケジュールの登録時には、
次の各機能の設定が可能です。
■ 充電モードの選択
次の 2種類から充電モードを選択
できます。
 開始

設定した時刻※に普通充電が開始
され、満充電になると充電が終了
します。
 開始終了
設定した開始時刻と終了時刻に
従って普通充電を実施します。※
※駆動用電池の状態により、普通充電が

開始される時刻に誤差が生じる場合が
あります。

■ 繰り返し設定
ご希望の曜日を選択することで、
繰り返しタイマー充電が行われる
ように設定できます。タイマー充
電を実施したい曜日を1つ以上選
択してください。
■ 今すぐ充電のON・OFF
充電スケジュールの登録内容を変
更することなく充電を行いたいと
きは、“今すぐ充電”をONに
することで、充電スケジュールが
一時的に無効になり、普通充電コ
ネクター接続後、普通充電を開始
することができます。
充電スケジュールが登録されてお
り、かつ今すぐ充電がONの時に
普通充電コネクターを取り外した
場合、今すぐ充電がOFF になりま
す。
■ 次回充電予定
登録済みの充電スケジュールのう
ち、現在時刻以降で最も近い充電
スケジュールを「次回充電予定」
と呼びます。
タイマー充電は、次回充電予定に
従い、普通充電を実施します。

マルチインフォメーションディス
プレイ、またはマルチメディア
ディスプレイで、充電スケジュー
ルを登録できます。
● マルチインフォメーションディ
スプレイでの設定操作：

タイマー充電機能を使う

充電スケジュールを登録してお
くことで、ご希望の時刻に普通
充電を実施することができます。

充電スケジュール設定でできる
こと

充電スケジュールを登録するに
は
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P.111
● マルチメディアディスプレイで
の設定操作：
P.114

知識
■タイマー充電機能について

●走行中に充電スケジュールの設定操作
を行うことはできません。

●充電スケジュールは、最大で15件まで
登録できます。

●充電モードを“開始／終了”に設定し、
開始時刻と終了時刻を同時刻に設定し
た場合、開始時刻から 24時間充電を
実施します。

■タイマー充電機能を正しく作動させる
ために

次のことをご確認ください。

●時計が正しい時刻に調整されているこ
と

●カレンダーが正しい年月日に設定され
ていること （P.167）

●パワースイッチがOFFになっているこ
と

●充電スケジュールの登録後に普通充電
コネクターを接続すること

普通充電コネクターを接続した時点の充
電スケジュールを基に、充電の開始時刻
が決定されます。

●開始時刻よりも前に普通充電コネク

ターを接続すること

充電モードを“開始”に設定したとき
は、設定した開始時刻を過ぎてから普通
充電コネクターを接続すると、次の充電
スケジュールが参照されます。

充電モードが“開始・終了”の場合は、
開始時刻を過ぎてから普通充電コネク
ターを接続すると、すぐに充電を開始し、
終了時刻まで充電を実施します。

●普通充電コネクターの接続後、充電
ポートの充電インジケーターが点滅す
ることを確認する（P.80）

●電力遮断機能（タイマー機能を含む）
を持つコンセントで使用しない

常に電力が供給されているコンセントを
使用してください。タイマー機能などで
電力が遮断されるコンセントでは、設定
されている時間帯に電力が遮断されるた
め、意図どおりに充電が行われない場合
があります。

■普通充電コネクターが車両に接続され
たままの状態のとき

●充電モードを“開始”に設定したとき
は、連続する複数の充電スケジュール
が登録されていても、充電完了後に普
通充電コネクターを取りはずして再接
続するまで、次のタイマー充電は実施
されません。また、駆動用電池が満充
電のときは、タイマー充電は実施され
ません。

●充電モードを“開始・終了”に設定し
たときは、満充電となる前に終了時刻
に到達した場合、終了時刻以降で最も
近い充電スケジュールを次回充電予定
に更新して、満充電となるまでタイ
マー充電を繰り返し実施します。

■スマートフォンとの連携について

T-Connect にお申込みいただいた方は、
T-Connect 対応アプリで、充電スケ
ジュールの変更を行うことができます。
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T-Connect サービスの詳細については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

■タイマー充電が無効になるとき

タイマー充電の待機中に次の操作を行っ
たときは、タイマー充電を一時的にキャ
ンセルして、充電を開始します。

●マイルームモード（P.119）を開始
したとき

●“今すぐ充電”をONにしたとき
（P.113, 117）

●タイマー充電を一時的にキャンセルす
る操作を行ったとき（P.104）

■駆動用電池ヒーター（P.95）／駆動
用電池冷却（P.95）について

駆動用電池の温度によっては、タイマー
充電の待機中に駆動用電池ヒーターまた
は駆動用電池冷却機能が作動し、充電イ
ンジケーターが点灯する場合があります。

充電スケジュール操作を行うとき
は、メーター操作スイッチを使用
します。

メーター操作スイッチ
（P.163）

マルチインフォメーションディ
スプレイ

■ “タイマー充電”画面を表示す
るには

1 を選択する

2  “ 車両設定”を選択し、
を押し続ける

3 “充電設定”を選択し、 を
押す

“充電設定”画面が表示されます。

4 “タイマー充電”を選択し、
を押す

“タイマー充電”画面が表示されます。

■ 充電スケジュールを登録するに
は

1 “タイマー充電”画面を表示
する（P.111）

2 “充電スケジュール”を選択
し、 を押す

“充電スケジュール”画面が表示され
ます。

マルチインフォメーションディ
スプレイでの設定操作

A

B
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3 “追加”を選択し、 を押す
“充電モード”画面が表示されます。

4 “開始”または“開始・終了
”を選択し、 を押す

充電モード“開始”では、充電開始時
間を設定できます。

充電モード“開始・終了”では、充電
開始時間および充電終了時間を設定でき
ます。

5 充電開始時間を選択し、 を押
す

手順 4で充電モード“開始・終了”を
選択した場合は、続けて充電終了時間を
設定します。

6 繰り返し設定を有効にしたい曜
日を選択し、 を押す

を押すたびに、繰り返し設定のON 
／ OFF が切りかわります。

設定をONにすると、選択した曜日にタ
イマー充電が繰り返し実施されます。複
数の曜日に対して、繰り返し設定をON
にすることも可能です。

ご希望の設定に変更したら、“完了”

を選択し、 を押す

設定の保存を確認する画面が表示されま
す。

7 “保存”を選択し、 を押す

設定した内容が保存されます。

設定の終了後、車両に普通充電コネク
ターを接続すると、設定内容に従ってタ
イマー充電が実施されます。

■ 充電スケジュールのON ・ OFF
を切りかえるには

登録済みの充電スケジュールを無
効（OFF）にしたり、再度有効
（ON）にしたりできます。
1 “タイマー充電”画面を表示
する（P.111）

2 “充電スケジュール”を選択
し、 を押す

登録済みの充電スケジュールが一覧表示
されます。

3 ON・OFF を切りかえたい設定
の行を選択し、 を押す

を押すたびにON・OFF が切りかわ
ります。

OFF に設定すると充電スケジュールが無
効になり、タイマー充電が実施されなく
なります。

■ 充電スケジュールの登録内容を
変更するには

登録済み充電スケジュールの登録
内容を変更したり、削除したりす
ることができます。
1 “タイマー充電”画面を表示
する（P.111）

2 “充電スケジュール”を選択
し、 を押す

登録済みの充電スケジュールが一覧表示
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されます。

3 変更したい充電スケジュールを
選択し、それぞれ必要な操作を
行う

● 変更

を長押しし、“変更”を選択しま
す。その後、“充電スケジュールを登録
するには”（P.111）の手順 4以降
の操作要領で、ご希望の設定内容に変更
します。

“保存”を押すと、変更内容が保存さ
れます。

● 削除

を長押しし、“削除”を選択しま
す。
削除を確認する画面が表示されます。

“はい”を選択し、 を押すと、選択
した充電スケジュールが削除されます。

登録内容の削除を中止するときは、“い

いえ”を選択して を押します。

■ “今すぐ充電”をONにするに
は

次の 2つのうち、いずれかの方法
で“今すぐ充電”の設定を変更
できます。
 “タイマー充電”画面での操作
1 “タイマー充電”画面を表示
する（P.111）

2 “今すぐ充電”を選択し、
を押す

を押すたびに、“今すぐ充電”の
ON ／ OFF が切りかわります。

 エンディング画面での操作
1 パワースイッチをOFFにする
マルチインフォメーションディスプレイ
にエンディング画面※が表示されます。
（タイマー充電の待機中にドアを開けた場
合にも、同様の画面が表示されます。）
※マルチインフォメーションディスプレ

イの で“今回の走行”が“タ
イマー充電”に設定されていないと、
エンディング画面でタイマー充電が表
示されません。その場合は、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの設定
内容を確認してください。（P.167）

2 を押して“今すぐ充電”
をONにする

を押すたびに、“今すぐ充電”の
ON ／ OFF が切りかわります。

設定の終了後、車両に普通充電コ
ネクターを接続すると、普通充電
が開始されます。（P.101）※

※充電スケジュールが登録されており、
かつ今すぐ充電がONの時に普通充電
コネクターを取り外した場合、 今すぐ
充電がOFF になります。
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上記の方法でも“今すぐ充電”
をONにできないときは、充電イ
ンジケーターが通常の速さで点滅
しているあいだに、接続した普通
充電コネクターを取りはずして、
すぐに接続し直すと“今すぐ充電
”がONになります。
また、この操作をすると、充電電
流の設定が一時的に初期設定にな
ります。（P.104）
■ “次回充電予定”を表示するに
は

1 “タイマー充電”画面を表示
する（P.111）

2 “次回充電予定”を選択し、
を押す

“次回充電予定”画面が表示されます。

知識
■充電スケジュールの設定操作が中断さ
れるとき

車両が次の状態になると、充電スケ
ジュールの設定操作が中断されます。

●設定を確定する前にパワースイッチを
操作したとき

●車両が走行し始めたとき

●充電スケジュール設定よりも優先度が
高い画面が表示されたとき

■充電中に充電スケジュールを変更した
とき

充電スケジュールを変更すると、次回充
電予定が更新され、充電が停止すること
があります。充電スケジュール変更後は、
次回充電予定をご確認ください。
充電を継続したい場合は、“今すぐ充電
”をONにしてください。

※マルチメディアディスプレイの詳しい
操作方法については、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してくださ
い。

タイマー充電に関する設定操作は、
充電スケジュール画面上で行いま
す。
■ “充電スケジュール”画面を表
示するには

1 パワースイッチをONにする※
※ACCでは充電スケジュールの設定操作
を行うことはできません。

2 メインメニューの にタッチ
し、“充電スケジュール”に
タッチする

“充電スケジュール”画面が表示され

警告
■設定操作を行うときの警告

ハイブリッドシステムが作動した状態
で操作を行う場合、車庫内など囲まれ
た場所では、十分に換気をしてくださ
い。換気をしないと、排気ガスが充満
し、排気ガスに含まれる一酸化炭素
（CO）により、重大な健康障害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意
■設定操作を行うとき

ハイブリッドシステムが停止した状態
で設定操作を行うときは、補機バッテ
リーあがりにご注意ください。

マルチメディアディスプレイで
の設定操作※
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ます。

■ “充電スケジュール”画面の見方

充電スケジュール
1週間の範囲で、登録済みの充電スケジュールが連続する線の形で一覧表示されます。

追加ボタン
充電スケジュールを新規登録するときにタッチします。（P.116）

編集ボタン
登録済みの充電スケジュールの内容を変更・削除したいときにタッチします。
（P.116, 117）

“今すぐ充電”ボタン
タッチすると“今すぐ充電”がONになります。（P.117）

もどるボタン
タッチすると、“充電スケジュール”画面が終了します。

A

B

C

D

E
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■ 充電スケジュールを登録するに
は

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.114）

2 “追加”にタッチする
“タイマー設定を追加”画面が表示さ
れます。

3 充電モードを選択する
“開始設定”または“開始／終了設定
”を選択します。

4 表示された画面上のボタンに
タッチし、画面を操作してご希
望の時刻を設定し、“OK”に
タッチする

充電モードが“開始設定”のときは普
通充電を開始する時刻を、“開始／終了
設定”のときは普通充電を開始および終
了したい時刻を設定します。

5 “繰り返し”にタッチし、繰
り返し設定を有効にしたい曜日

を選択し、“OK”にタッチす
る

複数の曜日に対して、繰り返し設定を
ONにすることも可能です。

チェックボックスにタッチするたびに、
選択した曜日の繰り返し設定のON／
OFF が切りかわります。

6 すべての設定が終了したら、“
保存”にタッチする

充電スケジュールが登録され、“充電ス
ケジュール”画面にアイコンが追加され
ます。

■ 充電スケジュールのON・OFF
を切りかえるには

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.114）

2 “編集”にタッチする
“タイマー設定リスト”画面が表示さ
れます。

3 画面に表示されているリストの
中から、ON ／ OFF を切りか
えたい充電スケジュールの

または にタッチする
ON ／ OFF を切りかえたい充電スケ
ジュールが画面上に表示されていないと
きは、リスト表示を上下にスクロールし
て、対象の充電スケジュールを表示させ
ます。

ボタンにタッチするたびに充電スケ
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ジュールの （ON）／ （OFF）が
切りかわります。

■ 充電スケジュールの登録内容を
変更するには

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.114）

2 “編集”にタッチする
“タイマー設定リスト”画面が表示さ
れます。

3 “タイマー設定リスト”画面
の“編集”にタッチする

4 画面に表示されているリストの
中から、登録内容を変更したい
充電スケジュールにタッチする

● 登録内容を変更するときは：
“充電スケジュールを登録するには”
（P.116）の手順 3以降の操作要領
で、ご希望の設定内容に変更する

設定を変更すると、“充電スケジュール
”画面のアイコンの表示もかわります。

● 登録内容を削除するときは：
“削除”にタッチする

削除を確認するメッセージが表示されま
す。

“削除”にタッチすると、選択した充
電スケジュールが削除されます。

充電スケジュールを削除すると、“充電
スケジュール”画面のアイコンも削除さ
れます。

■ “今すぐ充電”をONにするに
は

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.114）

2 “今すぐ充電”の にタッ
チする

ボタンにタッチするたびに、“今すぐ充

電”の （ON）／ （OFF）が切
りかわります。

設定の終了後、車両に普通充電コ
ネクターを接続すると、普通充電
が開始されます。（P.101）
上記の方法でも“今すぐ充電”
をONにできないときは、充電イ
ンジケーターが通常の速さで点滅
しているあいだに、接続した普通
充電コネクターを取りはずして、
すぐに接続し直すと“今すぐ充電
”がONになります。
また、この操作をすると、充電電
流の設定が一時的に初期設定にな
ります。（P.105）
■ “次回充電予定”を表示するに
は

パワースイッチをOFFにする
設定された充電スケジュールに従って、
次回充電予定が表示されます。※
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※メニュー内の“ACC カスタマイズ”
のスイッチがOFF に設定されていな
いと、エンディング画面が表示されま
せん。その場合は、マルチメディア
ディスプレイの設定内容を確認してく
ださい。

“OK”にタッチした場合：次回充電予
定画面が閉じます。

“今すぐ充電”にタッチした場合：今
すぐ充電がONになります。

知識
■充電スケジュールをすべてOFF にした
とき

“充電スケジュール”画面上にアイコン
は表示されません。

“タイマー設定内容”画面でONにす
ることで、アイコンが表示されます。

■充電スケジュールの設定操作が中断さ
れるとき

車両が次の状態になると、充電スケ
ジュールの設定操作が中断されます。

●設定を確定する前にパワースイッチを
操作したとき

●車両が走行し始めたとき

●充電スケジュール設定よりも優先度が
高い画面が表示されたとき

■充電中に充電スケジュールを変更した
とき

充電スケジュールを変更すると、次回充

電予定が更新され、充電が停止すること
があります。充電スケジュール変更後は、
次回充電予定をご確認ください。
充電を継続したい場合は、“今すぐ充電
”をONにしてください。

警告
■設定操作を行うときの警告

ハイブリッドシステムが作動した状態
で操作を行うため、車庫内など囲まれ
た場所では、十分に換気をしてくださ
い。換気をしないと、排気ガスが充満
し、排気ガスに含まれる一酸化炭素
（CO）により、重大な健康障害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意
■設定操作を行うとき

ハイブリッドシステムが停止した状態
で設定操作を行うときは、補機バッテ
リーあがりにご注意ください。
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1 車両に普通充電ケーブルを接続
して、充電を開始する
（P.102）
2 充電の実施中にパワースイッチ
をONにする

マルチインフォメーションディスプレイ
にマイルームモードの起動を確認する画
面が表示されます。

3 メーター操作スイッチの ま
たは を押して“YES”を選
択し、 を押す

マイルームモードが開始され、車内でエ
アコンやオーディオなどが利用可能にな
ります。

マイルームモードを使用しないとき

は、“NO”を選択して を押します。

マイルームモードを停止するとき
は、パワースイッチをOFFにしま
す。

マイルームモードを開始すると、
マルチインフォメーションディス
プレイに駆動用電池の残量表示画
面が自動的に表示され、矢印の大

きさで、マイルームモード使用中
の電力収支（電気供給量と電力消
費量とのバランス）の目安を確認
することができます。

放電状況

充電状況
普通充電ケーブルからの電気供給量が車

内の消費電力より多いときは が大き
くなり、電気供給量より消費電力が大き

いときは、 が大きくなります。

電気供給量と電力消費量の釣り合いがと
れているとき（電力の収支がゼロと判断

されたとき）は、 と の矢印が同じ
大きさで表示されます。

知識
■充電中のメーター表示について

充電中にパワースイッチをONにしたあ
と、マイルームモードを選択しない状態
が約100秒間続くと、パワースイッチが
自動でOFF になります。

■マイルームモードの使用中は

次のようなことが起こる場合があります。

●駆動用電池の残量が下限に達すると、
エアコンが自動的に停止する

その場合は、駆動用電池の残量が増える
までエアコンを操作できなくなります。
いったんパワースイッチをOFF にし、駆
動用電池の残量が回復したあとで、マイ

マイルームモードを使う

車両に普通充電ケーブルを接続
した状態のとき、外部電源から
の電力により、エアコンやオー
ディオなどの電装品を使用する
ことができます。

マイルームモードを開始するに
は

マイルームモード使用中の電力
収支に関する情報の表示

A

B

B

A

A B
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ルームモードを使用してください。

●外気温が低いときには、エアコンの作
動が制限され、暖房が効きにくくなる
ことがある。

●パワーステアリング警告灯（黄色）・エ
ンジン警告灯などの警告灯および表示
灯が点灯することがありますが、異常
ではありません。
また、周囲が暗いときはヘッドランプ
が点灯します。（P.266）

■充電スケジュール（P.109）が登録
されているとき

タイマー充電の待機中にマイルームモー
ドを開始すると、タイマー設定が無効に
なり、充電が開始されます。

■駆動用電池が満充電の状態でマイルー
ムモードを使用するとき

駆動用電池が満充電、かつ電力が供給さ
れている普通充電コネクターが接続され
た状態で、パワースイッチをONにする
と、“充電リッドが開いています”とい
うメッセージがマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されます。その場

合は、メーター操作スイッチの を押す
ことで、マイルームモードの設定画面が
表示され、“マイルームモード”を選択
することができます。

駆動用電池が満充電の状態でマイルーム
モードを使用すると、駆動用電池量の電
力が消費されることがあります。その場
合は、再度充電を行うことがあります。

■マイルームモードに関するメッセージ
が表示されたとき

マイルームモードを開始しようとしたと
き、またはマイルームモードの使用中に、
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されたときは、それ
ぞれ次のように対処してください。

●“駆動用電池残量不足 マイルームモー
ド起動不可”

マイルームモードの開始に必要な駆動用
電池の残量がない状態です。
駆動用電池の残量が増えるまでしばらく
待ってから、マイルームモードを開始し
てください。

●“駆動用電池残量不足 マイルームモー
ドを終了します”

駆動用電池の残量が不足しています。
マイルームモードの使用を中止して、駆
動用電池を充電してください。

●“駆動用電池残量低下 使用電力抑制下
さい”

駆動用電池への充電量よりも車内の電力
消費量が多く、駆動用電池の残量が低下
しています。※

･ 車内の電力消費状況が改善されない場
合は、マイルームモードが終了します。

･ マイルームモードを継続したいときは、
エアコンやオーディオなどの電源を
OFF にして、駆動用電池の残量を増や
してください。

※マルチインフォメーションディスプレ
イに表示される駆動用電池の残量表示
画面で、マイルームモード中の電力収
支の状況を確認できます。（P.119）

警告
■マイルームモードの使用上の警告

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な健康障
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●お子さまや介護を必要とする方、
ペットを車内に残さないでください。
システムの自動停止等により車室内
が高温または低温になり、熱中症・
脱水症状・低体温症になるおそれが
あります。また、ワイパーなどが使
用できる状態になるため、誤操作に
よる事故につながるおそれもありま
す。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車両のルーフに搭載されたソー
ラーパネル（ソーラールーフ）で
太陽光発電を行います。
● 駐車中（普通充電中・外部電源
供給中を除く）は駆動用電池を
充電します。

● 走行中・外部電源供給中は駆動
用電池の消費を低減します。
太陽光発電した電力により補機
バッテリー系統の消費を補うこ
とで、駆動用電池の電力消費を
抑え、EV 走行距離の向上に貢
献します。

警告
●車両の周囲の安全を十分に確認して
から使用してください。

ソーラー充電システム★

車両のルーフに搭載された大型
ソーラーパネル（ソーラールー
フ）により太陽光発電を行い、
その電力を駆動用電池および補
機バッテリー系統へ供給するシ
ステムです。
充電設備がない駐車場や災害等
で停電した場合でも、太陽光さ
えあれば、特別な操作をするこ
となく、駆動用電池の充電※が
可能になります。
※ソーラー充電システムによる充電量
は、季節や天候などの条件により異
なります。

ソーラー充電システムの働き
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ソーラールーフ

補機バッテリー

ソーラー ECU

駆動用電池

マルチインフォメーションディス
プレイやマルチメディアディスプ
レイで、ソーラー充電システムに
関する情報を確認することができ
ます。（P.173）

知識
■ソーラー充電システムについて

●次の場合は、ソーラー充電システムに
よる駆動用電池への充電は行われませ
ん。

･ パワースイッチがOFF以外のとき
･ 駆動用電池ヒーター（P.95）の作動
中

･ 普通充電中
･ 駆動用電池が満充電状態のとき
･ 駆動用電池が電欠状態のとき

●次の場合は、ソーラー充電システムに
よる太陽光発電、駆動用電池および補
機バッテリー系統への電力供給を停止
します。

･ ソーラー充電システムの温度保護機能

が働いているとき
･ ソーラー充電システムが故障したとき
･ 駆動用電池の温度が約 -5 ℃以下のとき

●太陽光発電量は、季節や気候、天候、
車両の角度、周囲環境などの状況によ
り異なります。

●ソーラールーフの一部にでも影がか
かっていると、極端に発電量が低下す
る場合があります。

●ソーラールーフの性能を十分に発揮さ
せるために、次のことをお守りくださ
い。

･ ルーフは定期的に清掃する（特に落ち
葉や鳥のふんなどは極端な発電量低下
につながります）

･ ルーフに雪が積もったときはすみやか
に取り除く

･ シールやステッカーなどをルーフに貼
り付けない

必要がない場合は、ルーフキャリアなど
の装備も取り付けないことをおすすめし
ます。

●駆動用電池が満充電の状態では、ソー
ラー充電システムによる充電が行われ
ません。日中に外部電源からの充電を
行う必要がないときは、日没まで可能
な限りソーラー充電システムで充電し
ておき、夜間に外部電源からの充電を
行うことで、ソーラー充電システムの
機能を効果的に利用できます。

●夏場、炎天下の長時間放置は車内が高
温になり、温度保護機能が働きやすく
なります。

●ソーラールーフにガラスコーティング
を施すと光の屈折率が変わり、発電量
が低下する可能性があります。 

●ソーラールーフ内に小さな点や線、し
みのようなものが見えることがありま
すが、発電機能や安全性には問題あり
ません。

ソーラー充電システムに関する
情報表示

A

B

C

D
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■スマートフォンとの連携について

T-Connect にお申込みいただいた方は、
T-Connect 対応アプリで、ソーラー発電
に関する情報を確認することができます。

T-Connect サービスの詳細については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

注意
■ソーラー充電システムの故障を防ぐ
ために

●次のことをお守りください。

･ ソーラールーフを改造しない

･ ソーラールーフに太陽光を集光しな
い

･ ソーラールーフの上に乗ったり、も
のを載せたりしない

･ 車室内の天井部分からソーラールー
フに強い衝撃を与えたり、先のと
がったもので力を加えたりしない

●ソーラールーフが破損したときは、
破損個所にはふれず、ただちに
トヨタ販売店に修理を依頼してくだ
さい。

■ルーフに荷物を積むとき

P.248
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次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。
■ 電源プラグを外部電源に接続してもコントロールユニット上の電源イン
ジケーターが点灯しない

上記のチェックで解消しない場合、普通充電ケーブル（電源プラグコード
を含む）に断線等の可能性がありますので、ただちに充電を中止して、
トヨタ販売店にご連絡ください。

正常に充電できないときは

正しい手順に従って作業しても充電が開始されない場合は、それぞれ次
の事項をご確認ください。
マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示された場合
は、P.127も併せて参照してください。

正常に普通充電できないとき

考えられる原因 対処方法

電源プラグがコンセントに正しく接続され
ていない

電源プラグがコンセントに正しく接続され
ているか確認してください。

停電している 停電の解消後、再度充電してください。

手元スイッチがOFF になっている
手元スイッチが設定されている場合は、ス
イッチをONにしてください。

建物側のブレーカーが作動して電気が遮断
されている

ブレーカーの接続状態を確認し、異常がな
い場合はほかのコンセントで充電可能かご
確認ください。ほかのコンセントが近くに
ない場合はトヨタ販売店にご相談くださ
い。充電できた場合、最初に接続したコン
セントの異常が考えられます。建物・設備
の管理者、または電気工事業者にご連絡く
ださい。
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■ コントロールユニット上のエラーインジケーターが点滅している

■ 普通充電コネクターを接続しても充電ポートの充電インジケーターが点
灯しない

考えられる原因 対処方法

漏電検知機能、または自己診断機能が作動
して電気が遮断された

電圧が不足している場合や、ノイズの影響
を受けた場合などに、エラーインジケー
ターが点滅することがあります。いったん
電源プラグをコンセントから抜き、正常な
電源に接続しなおしてください。
（P.83）

充電が開始されない場合は、ただちに充電
を中止してトヨタ販売店にご連絡くださ
い。

考えられる原因 対処方法

普通充電コネクターが普通充電インレット
に確実に接続されていない

普通充電コネクターの接続状態を確認して
ください。

･ 普通充電コネクターを接続するときは、
ロック解除ボタンにふれないように注意
し、“カチッ”と音がするまで挿し込
んでください。ロック解除ボタンを押し
ながら挿し込むと、正しく接続されない
おそれがあります。

･ 普通充電コネクターの接続後は、ロック
解除ボタンが押し込まれておらず、充電
ポートの充電インジケーターが点灯して
いることを確認してください。

普通充電コネクターが確実に接続されてい
るのに充電ポートの充電インジケーターが
点灯しない場合は、システムに異常がある
おそれがあります。ただちに充電を中止し
て、トヨタ販売店にご連絡ください。

すでに駆動用電池が満充電になっている
駆動用電池が満充電の場合、充電は行われ
ません。

普通充電器（スタンド）が作動しない
普通充電器（スタンド）に問題がある場合
は、設備の管理者にご連絡ください。
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■ 充電ポートの充電インジケーターが点滅して充電できない

※充電ポートの充電インジケーターの点灯・点滅については、P.80 を参照してくださ
い。

次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。
■ 希望の時刻に充電できない

※時計の設定については、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

考えられる原因 対処方法

充電ポートの充電インジケーターが通常の
速さで点滅しているとき※：充電スケ
ジュールが登録されている

タイマー充電を実施したい場合は、設定し
た時刻になるまでそのままお待ちくださ
い。充電を開始したい場合は、“今すぐ
充電”をONにしてください。
（P.113, 117）

充電ポートの充電インジケーターが速い点
滅をしているとき※：外部電源、または車
両に異常が発生している

パワースイッチがOFF の状態でドアを開
けると、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。表示
されたメッセージの指示に従って、それぞ
れ対処してください。（P.127）

タイマー充電機能が正常に作動しないとき

考えられる原因 対処方法

車両のカレンダー、時刻が正しく設定され
ていない

カレンダーの設定内容を確認し、正しい年
月日に設定してください。（P.167）

時計の設定内容を確認し、正しい時刻に設
定してください。※

車両に普通充電コネクターが接続されてい
ない

タイマー充電を使用する際は、あらかじめ
普通充電コネクターを接続しておいてくだ
さい。

設定した開始時刻を過ぎてから普通充電コ
ネクターを接続した

充電モードが“開始”の場合は、設定し
た開始時刻よりも前に普通充電コネクター
を接続してください。

充電モードを“開始・終了”に設定した
場合は、終了時刻よりも前に普通充電コネ
クターを接続すれば、開始時刻を過ぎてい
ても充電します。
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■ スマートフォンのアプリケーション※ から充電スケジュールの変更が
できない

※ご利用には T-Connect へのお申し込みが必要です。T-Connect サービスの詳細に
ついては、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

■ 充電スケジュールを登録してあるのに充電が開始される

充電後にパワースイッチがOFF の
状態でドアを開けると、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに

メッセージが表示されます。
その場合は、メッセージの指示に
従って、それぞれ必要な処置を

考えられる原因 対処方法

スマートフォンが通信圏外にある
電波状態を確認し、通信圏外になっている
場合は電波の状況がよい場所へ移動してく
ださい。

考えられる原因 対処方法

“今すぐ充電”がONになっている
タイマー充電する際は、“今すぐ充電”
をOFF に設定してください。（P.113, 
117）

充電スケジュールがOFF になっている
充電スケジュールがOFF に設定されてい
ないか確認してください。（P.112, 
116）

充電モードが“開始・終了”に設定され
ており、かつ開始時刻と終了時刻のあいだ
に普通充電コネクターを接続した

充電モードが“開始・終了”のときは、
開始時刻を過ぎて普通充電コネクターを接
続すると、終了時刻まで充電が実施されま
す。充電スケジュールを確認してくださ
い。

充電ポートの充電インジケーターが通常の
速さで点滅しているときに普通充電コネク
ターを抜き挿しした

充電インジケーターが通常の速さで点滅し
ているときに普通充電コネクターを抜き挿
しすると、タイマー充電がキャンセルされ
ます（P.104）。いったん普通充電コネ
クターを取りはずして、再度、接続し直し
てください。

マイルームモードを作動させた

マイルームモードを作動させると、充電ス
ケジュールが登録されていても、充電が開
始されます。タイマー充電を実施したい場
合は、機能を停止してから、接続し直して
ください。

充電に関するメッセージが表示されたときは
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行ってください。

■ “充電コネクター操作により充電停止しました”と表示されたとき

※駆動用電池ヒーター（P.95）が作動すると、電力が消費されます。また、マイ
ルームモード（P.119）の使用も、電力を消費します。

■ “充電完了しました（駆動用電池温度による制限）”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

普通充電中に普通充電コネクターを取りは
ずした 普通充電中に普通充電コネクターを取りは

ずすと、充電は中断されます。充電を継続
する場合は、再度コネクターを接続してく
ださい。

普通充電で満充電になったあと、電力を消
費する機能※が作動したことで低下した
駆動用電池残量を補うための再充電時に、
普通充電コネクターを取りはずした

普通充電中に普通充電コネクターのロック
解除ボタンを押した

普通充電中にロック解除ボタンを押し続け
ると、充電が停止します。充電を続ける場
合は、普通充電コネクターを接続し直して
ください。

考えられる原因 対処方法

駆動用電池が高温の状態が続いたため、駆
動用電池の保護のために充電が終了した

ご希望の充電量に到達していないときは、
駆動用電池が冷えてから再度、充電を行っ
てください。
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■ “停電または電源プラグ抜けにより充電停止しました”と表示されたと
き

考えられる原因 対処方法

外部電源からの電源供給に問題がある

次の点をご確認ください。

･ 電源プラグが抜けていないか

･ 手元スイッチがOFF になっていないか

･ コントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯しているか

･ ブレーカーが落ちていないか

以上の点に問題がない場合は、建物のコン
セントなどに問題がある可能性がありま
す。電気工事業者に点検を依頼してくださ
い。（充電設備のご利用時に問題が生じた
場合は、設備の管理者にご連絡ください）
電源経路に問題がないのに充電できない場
合は、システムの異常が考えられます。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

なお、コントロールユニット上のエラーイ
ンジケーターが点滅している場合は、漏電
の可能性があります。トヨタ販売店にご相
談ください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止した

●普通充電器（スタンド）の仕様により、
電源供給が停止されることで充電中止と
なることがあります。例えば、次のよう
な場合があります。普通充電器（スタン
ド）の取り扱い説明をご確認ください。

･ 普通充電器（スタンド）の停止ボタンを
押した

･ 普通充電器（スタンド）にタイマー充電
機能がある

･ 普通充電器（スタンド）が車両のタイ
マー充電機能に対応していない

●この車両に装備されている普通充電ケー
ブルでの充電が可能かご確認ください。
トヨタ純正の普通充電ケーブルを使用し
ても充電できない場合は、トヨタ販売店
にご相談ください。
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■ “充電設備の要因により充電停止しました”と表示されたとき

■ “AC供給電源の要因により充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

普通充電器（スタンド）が車両に適合して
いない

この車両に装備されている普通充電ケーブ
ルでの充電が可能かご確認ください。
トヨタ純正の普通充電ケーブルを使用して
も充電できない場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止した

考えられる原因 対処方法

外部電源からの電源供給に問題がある

次の点をご確認ください。

･ 電源プラグがしっかりと挿し込まれてい
るか

･ 延長コードを使用したり、分岐用コンセ
ントに接続したりしていないか

･ 専用回線に接続されているか

･ 停電が発生していないか

･ 外部電源の供給電圧が低下していないか

以上の点に問題がない場合は、建物のコン
セントなどに問題がある可能性がありま
す。電気工事業者に点検を依頼してくださ
い。（充電設備のご利用時に問題が生じた
場合は、設備の管理者にご連絡ください）
電源経路に問題がないのに充電できない場
合は、システムの異常が考えられます。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止した

この車両に装備されている普通充電ケーブ
ルでの充電が可能かご確認ください。
トヨタ純正の普通充電ケーブルを使用して
も充電できない場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。
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■ “電装品の電力消費大のため充電停止しました”と表示されたとき

■ “システムの要因により充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

車両の電装品によって電力が消費されてい
る

次の点をご確認の上、再度充電してくださ
い。

･ ヘッドランプやオーディオなどがONに
なっている場合は、OFF にしてくださ
い。

･ パワースイッチをOFF にしてください。

以上を実施しても充電できない場合は、補
機バッテリーの充電不足が考えられます。
ハイブリッドシステムを約15分以上作動
させて、補機バッテリーを充電してくださ
い。

考えられる原因 対処方法

充電システムに異常が発生した トヨタ販売店で点検を受けてください。
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2-3. 外部給電システムについて

次の 2種類からご希望のモードを
選択して、AC外部給電を行うこ
とができます。
■ EV給電モード
駆動用電池に蓄えられている電力
を使用して AC外部給電を行いま
す。外部給電可能な駆動用電池の
残量を下まわると、外部給電を終
了します。
■ HV給電モード
AC 外部給電中に外部給電可能な

駆動用電池の残量を下まわると、
エンジンが作動して外部給電を継
続します。燃料残量警告灯が点灯
すると、外部給電を終了します。

必ず、給電作業前に次の点をご確
認ください。
● HV給電モードのときは、AC外
部給電中にエンジンが作動する
おそれがあるので、車庫内等、
換気の悪い場所を避け、換気の
よい場所に駐車すること

● 地面が固く平らな場所に駐車す
ること

輪止めの使用をおすすめします。輪止め
はトヨタ販売店で購入することができま
す。

● ボンネットが閉まっていること
● パーキングブレーキがかかって
いること

● シフトポジションがPになって
いること

● パワースイッチがOFF になって
いること

● 給電中はオートアラームを設定
することができません。盗難を
防ぐために、車内やラゲージ
ルーム内に貴重品などを放置し
ないこと

AC外部給電システムにつ
いて

普通充電インレットに給電用コ
ネクター（ヴィークルパワーコ
ネクタ）※を取り付け、外部給
電開始操作を行うことで、
AC100V で消費電力の合計が
1500W以下の電気製品を使用
することができるシステムです。
車両から屋外での外部給電が可
能という点で一般家庭のコンセ
ントと異なるため、取り扱いに
は注意が必要です。
ご使用前に、必ずここで説明し
ている内容をよくお読みいただ
いた上で、正しく取り扱ってく
ださい。

AC外部給電を使用している場
合は、アクセサリーコンセント
を使用することができません。
※安全にお使いいただくために、
トヨタ純正ヴィークルパワーコネク
タを使用してください。

AC外部給電モードについて

駐車中に使用するときの重要確
認事項
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ヴィークルパワーコネクタ

ロック解除ボタン

電源スイッチ

車外コンセント

防水カバー

防水ゴム

■ マルチインフォメーションディ
スプレイでの操作

1 ブレーキペダルを踏まずにパ
ワースイッチを押して、ONに
する（パワースイッチを1回も
しくは2回押す※）
（P.253）

マルチインフォメーションディスプレイ

に“パワーON”と表示されているこ
とを確認してください。
※ACCカスタマイズ機能の設定状態によ
り異なります。

ブレーキペダルを踏んだままパワース
イッチを押し、READYインジケーター
が点灯した場合、AC 外部給電システム
は使用できません。

ONにしたあとは、シフトポジションを
変更しないでください。シフトポジショ
ンがPでないと、AC外部給電システム
を使用できません。

2 始動操作に関するアドバイス画
面が表示されたときは、 を押
して前の画面にもどす

一定時間、メーター操作スイッチを操作
しないと、始動操作に関するアドバイス
画面が再表示されます。

その場合は、そのつど を押して前の
画面にもどしてください。

ヴィークルパワーコネクタ各部
の名称

AC外部給電を使用するには

A

B

C

D

E

F
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3 を選択し、  “車両設定
”を選択して、 を押し続ける

4 “外部給電”を選択し、 を
押す

外部給電モードの選択画面が表示されま
す。

5 外部給電モードを選択し、 を
押す※1, 2

外部給電モードの選択画面上に、各モー
ドでの外部給電可能時間の目安が表示さ
れます。※3

※1外部給電に必要な燃料が不足している
ときは、HV給電モードを選択できま
せん。

※2駆動用電池の残量が低下しているとき
は、EV給電モードを選択できませ
ん。

※3使用する電気製品や使用環境などによ
り、表示されている時間と実際の外部
給電可能時間が異なる場合がありま

す。

 EV給電モードを選択した場合
6 操作ガイド画面の表示に従う

燃料残量警告灯が点灯していると、操作
ガイド画面の前に、警告画面が表示され
ます。そのままAC外部給電を行うと、
駆動用電池の残量不足、かつ燃料不足に
より、走行できなくなるおそれがありま
す。AC外部給電を行う前に給油するこ
とをおすすめします。
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 HV給電モードを選択した場合
6 使用上の注意に関する画面を確
認して を押し、操作ガイド
画面の表示に従う

7 ヴィークルパワーコネクタを用
意する

ヴィークルパワーコネクタに異常がない
ことを確認してください。（P.145）

8 ヴィークルパワーコネクタの防
水カバーを開け、使用する電気
製品の電源プラグを車外コンセ
ントに接続する

電源プラグは奥までしっかり挿し込んで

ください。（P.139）

9 防水ゴムに電源コードを通し、
防水カバーを閉じる

防水カバーがロックされたことを確認し
てください。（P.142）

10充電リッドを開ける（P.78）
充電リッドを開けると、充電インレット
照明が点灯します。

11ヴィークルパワーコネクタを普
通充電インレットに接続する

ヴィークルパワーコネクタの下側にある
ガイドの位置を合わせて、まっすぐに
いっぱいまで挿し込み、“カチッ”と
いう音がして、確実に接続されたことを
確認してください。

ドアを施錠するとヴィークルパワーコネ
クタがロックされます。
ドアが施錠されている状態で、ヴィーク
ルパワーコネクタを挿し込んだ場合は、
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自動的にロックされます。（P.87）

12ヴィークルパワーコネクタの電
源スイッチを2回連続で押す

充電ポートの充電インジケーターが点灯
します。（P.80）

電源スイッチを 2回連続で押す間隔が 3
秒以上空いたり、2回よりも多く押した
りした場合は、AC外部給電は開始され
ません。

充電インジケーターは一定時間点滅する
場合があります。点滅中は AC外部給電
が開始されていないため、点灯にかわる
までお待ちください。（AC外部給電が開
始されないときは：P.148）

13充電インジケーターが点灯した
ら、接続した電気製品の電源を
ONにする

AC外部給電中は、マルチインフォメー
ションディスプレイまたはマルチメディ
アディスプレイの表示で、現在の外部給
電状況をお知らせします。

■ マルチメディアディスプレイで
の操作

1 ブレーキペダルを踏まずにパ
ワースイッチをONにする（パ
ワースイッチを1回もしくは2
回押す※）（P.253）

マルチインフォメーションディスプレイ
に“パワーON”と表示されているこ
とを確認してください。
※ACCカスタマイズ機能の設定状態によ
り異なります。

ブレーキペダルを踏んだままパワース
イッチを押すと、ハイブリッドシステム
が始動してしまい、AC外部充電システ
ムが使用できません。

ONにしたあとは、シフトポジションを
操作しないでください。シフトポジショ
ンがPでないと、AC外部給電システム
を使用できません。

2 メインメニューの にタッチ
する

3 “外部給電”にタッチする
4 外部給電モードを選択する※1, 
2

外部給電モードの選択画面上に、外部給
電可能時間の目安が表示されます。※3

※1外部給電に必要な燃料が不足している
ときは、HV給電モードを選択できま
せん。

※2駆動用電池の残量が低下しているとき
は、EV給電モードを選択できませ
ん。

※3使用する電気製品や使用環境などによ
り、表示されている時間と実際の外部
給電可能時間が異なる場合がありま
す。

EV給電モードを選択した場合：操作ガ
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イドの画面の表示に従ってください。

燃料残量警告灯が点灯していると、操作
ガイド画面の前に、警告画面が表示され
ます。そのまま AC外部給電を行うと、
駆動用電池の残量不足、かつ燃料不足に
より、走行できなくなるおそれがありま
す。AC外部給電を行う前に給油するこ
とをおすすめします。

HV給電モードを選択した場合：使用上
の注意に関する画面を確認して [OK] を
押し、操作ガイド画面の表示に従ってく

ださい。

5 ヴィークルパワーコネクタを用
意する

ヴィークルパワーコネクタに異常がない
ことを確認してください。（P.145）

6 ヴィークルパワーコネクタの防
水カバーを開け、使用する電気
製品の電源プラグを車外コンセ
ントに接続する

電源プラグは奥までしっかり挿し込んで
ください。（P.139）

7 防水ゴムに電源コードを通し、
防水カバーを閉じる
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防水カバーがロックされたことを確認し
てください。（P.142）

8 充電リッドを開ける（P.78）
充電リッドを開けると、充電インレット
照明が点灯します。

9 ヴィークルパワーコネクタを普
通充電インレットに接続する

ヴィークルパワーコネクタの下側にある
ガイドの位置を合わせて、まっすぐに
いっぱいまで挿し込み、“カチッ”と
いう音がして、確実に接続されたことを
確認してください。

ドアを施錠するとヴィークルパワーコネ
クタがロックされます。
ドアが施錠されている状態で、ヴィーク
ルパワーコネクタを挿し込んだ場合は、
自動的にロックされます。

10ヴィークルパワーコネクタの電
源スイッチを2回連続で押す

充電ポートの充電インジケーターが点灯
します。（P.80）

電源スイッチを 2回連続で押す間隔が 3

秒以上空いたり、2回よりも多く押した
りした場合は、AC外部給電は開始され
ません。

充電インジケーターは一定時間点滅する
場合があります。点滅中は AC外部給電
が開始されていないため、点灯にかわる
までお待ちください。（AC外部給電が開
始されないときは：P.148）

11充電インジケーターが点灯した
ら、接続した電気製品の電源を
ONにする

AC外部給電中は、マルチインフォメー
ションディスプレイまたはマルチメディ
アディスプレイの表示で、現在の外部給
電状況をお知らせします。

知識
■外部給電モードの選択画面の表示方法

次の手順でも外部給電モードの選択画面
を表示することができます。
1 充電リッドを開け、ヴィークルパワー
コネクタを普通充電インレットに接続
する

2 ブレーキペダルを踏まずにパワース
イッチを押して、ON にする（パワー
スイッチを 1回もしくは2回押す※）
（P.253）

マルチインフォメーションディスプレイ
に“パワーON”と表示されていること
を確認してください。
※ACC カスタマイズ機能の設定状態によ
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り異なります。

1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 車両のドアの解錠操作をして、
ヴィークルパワーコネクタをア
ンロックする（P.87）

ドアを解錠すると、充電インレット照明
が点灯します。

3 ロック解除ボタンを押しながら
手前に引いて、ヴィークルパ
ワーコネクタを取りはずす

パワースイッチが自動でOFF になりま
す。

ロック解除ボタンを押すだけでも、AC
外部給電は停止します。また、パワース
イッチを押して、AC外部給電を停止す
ることもできます。

4 車外コンセントから電源プラグ
を取りはずす

ヴィークルパワーコネクタと電気製品を
片付けてください。

5 充電リッドを閉める
充電リッドをロックするときは、車両の
ドアを施錠します。（P.78）

■ 電源プラグを接続するとき
各電気製品の取扱説明書に記載さ
れている注意事項に従ってくださ
い。
電源プラグをコンセントに接続す
る前に、電気製品の電源がOFF に
なっていることを確認してくださ
い。
1 防水カバーを開けて電気製品の
電源プラグをコンセントの奥ま
でしっかり挿し込む

電源プラグが半挿しの状態にならないよ
うにしてください。

次の場合は、延長ケーブルなどを
使用し、電源プラグを確実に接続
してご使用ください。
● 電源プラグが大きくコンセント
の奥までしっかり挿し込めない

● 電源プラグが重くコンセントか
ら抜けるおそれがある

アース線のある電気製品を使用す
るときは、市販の変換アダプター
を使用してアース線を変換アダプ
ターのアース端子に接続する

AC外部給電を停止するときは

電気製品の電源プラグを接続す
るとき



140 2-3. 外部給電システムについて

AC外部給電システムの使用中は、
マルチインフォメーションディス
プレイやマルチメディアディスプ
レイに外部給電中画面が表示され、
外部給電可能時間※1などの情報
を確認することができます。
マルチメディアディスプレイに表
示されるエネルギーモニターから
も、AC外部給電システムの作動
状況※2を確認することができま
す。（P.173）

※1表示される時間は 400W消費時の目
安であり、電気製品の使用状況や、使
用環境などにより実際の外部給電可能
時間が異なる場合があります。

※2エネルギーモニターの見方について
は、P.173 を参照してください。

知識
■ヴィークルパワーコネクタが接続され
ているとき

ヴィークルパワーコネクタが接続された
状態でドアを開けるまたはパワースイッ
チをONにすると、メーターの充電コネ
クター接続表示灯 ( プラグ形状 ) が点灯
し、ヴィークルパワーコネクタが接続さ
れていることをお知らせします。

■AC外部給電システムについて

●AC100Vで消費電力の合計が1500W
以下の電気製品を使用してください。
規定容量をこえる電気製品を使用する
と、保護機能が働き、給電機能が停止
することがあります。

●消費電力が大きな電気製品（ホットプ
レートなど）の中には、コンセントを
単独で使うことを必須としているもの
があります。その場合は、他の電気製
品と併用しないでください。

●複数の電気製品に給電する場合、電気
製品によっては正常に作動しない可能
性があります。その場合は、単独で電
気製品を使用してください。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、大きな電流が流れ、瞬
間電力が 1500Wをこえるときがあり
ます。この場合は、保護機能が働き、
給電機能が停止することがあります。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。

●コンセントの使用中、ラゲージルーム
付近から冷却用ファンの音がすること
がありますが、異常ではありません。

●AC外部給電を開始した時点で、いった
んエアコンがOFF になります。AC外
部給電中にエアコンを使用したい場合
は、エアコンの操作スイッチを操作し
て、エアコンを作動させてください。※

※AC外部給電システムの使用中にエアコ
ンを使用すると、マルチインフォメー

AC外部給電に関する情報の表示
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ションディスプレイやマルチメディア
ディスプレイに表示される外部給電可
能時間と実際の外部給電時間が異なる
場合があります。

■エアコンの使用について

外気温が低いときには、エアコンの作動
が制限され、暖房が効きにくくなる場合
がありますが、故障ではありません。

■正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような電気製品は、消費電力の合計
が 1500W以下でも正常に作動しないお
それがあります。

●起動時の電力が大きい電気製品

●取扱説明書などに記載されている消費
電力よりも大きな供給電力を必要とす
る電気製品

●精密なデータ処理をする計測機器

●きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

●タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

■アイドリングストップ条例について

HV給電モードでの使用時は、外部給電可
能な駆動用電池の残量を下まわると、自
動でエンジンが始動し、充電を行います。
一部の自治体では、駐車または停車中に
エンジンを始動した場合、アイドリング
ストップに関する条例にふれる可能性が
あります。AC外部給電システムの使用に
ついては関係する自治体に確認した上で、
適切に使用してください。

■スマートフォンとの連携について

T-Connect にお申込みいただいた方は、
T-Connect 対応アプリで、AC 外部給電
システムに関する情報を確認したり、一
部の操作を行ったりすることができます。

T-Connect サービスの詳細については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参

照してください。

■外部給電システムの使用中は

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠・解錠することはでき
ません。

●ワイヤレスリモコンでドアの施錠・解
錠をすることができます。使用する電
気製品から発生するノイズにより、正
常に作動しない場合があります。

●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません”
と表示されたりすることがあります。
電子キーを携帯していることを確認し
てください。

●給電中に周囲が暗くなると、自動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラン
プを消灯したいときは、P.266を参照
してください。

■AC外部給電中のいたずらなどを防ぐた
めに

普通充電コネクターと同様に、ヴィーク
ルパワーコネクタを接続した状態でドア
を施錠すると、ヴィークルパワーコネク
タをロックできます。（P.87）

■ヴィークルパワーコネクタをアンロッ
クできないとき

P.88

警告
■安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●トヨタ純正ヴィークルパワーコネク
タを使用してください。
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警告
●給電システムの使用中は、お子さま
や介護を必要とする方、ペットを車
内に残さないでください。エアコン
を使用していても、システムの自動
停止等により室内が高温、または低
温になる場合があり、熱中症・脱水
症状・低体温症になるおそれがあり
ます。

●お子さまなど、不慣れな方だけで給
電作業を行わないでください。また、
ヴィークルパワーコネクタは幼児の
手の届かない場所で保管してくださ
い。

●ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをヴィー
クルパワーコネクタの端子・コンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

●ヴィークルパワーコネクタの改造・
分解・修理・塗装などはしないでく
ださい。修理についてはトヨタ販売
店にご相談ください。

●コンセントに液体やほこりが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

●コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをし、プラグの刃に
ふれないようにしてください。コー
ドを引っ張って電源プラグを抜くと、
電源プラグやコードが損傷するおそ
れがあります。

●車外コンセントが水没または雪に埋
もれている場合は、電源プラグを挿
さない
すでに電源プラグが挿してあり、抜
く必要がある場合は、まずパワース
イッチをOFF にし、ヴィークルパ
ワーコネクタを車両から取りはずし
たあと、電源プラグを抜いてくださ
い。

●車外コンセントに電源プラグを接続
したあとは、防水カバーを閉じる
確実にロックがかかるまで閉じてく
ださい。防水カバーがロックできな
いような大きな電源プラグは使用し
ないでください。

●ヴィークルパワーコネクタの上に重
量物を置いたり、ものを引っかけた
りしない

●コードやコンセントに異常な発熱を
感じたらただちに使用を中止してく
ださい。また、コードやコンセント
の発熱を防ぐために、次のことをお
守りください。
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警告
･ コンセントに、分岐用コンセントを
複数接続しない

･ コードリールを使用する場合、コー
ドはリールからすべて引き出す

●アース線のある電気製品を使用する
ときは、市販の変換アダプターを使
用してアース線を変換アダプターの
アース端子に接続してください。

●電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、
ヴィークルパワーコネクタを交換し
てください。交換についてはトヨタ
販売店にご相談ください。

●コンセントは、照明器具などの電気
製品と直接接続して使用するもので
す。家屋などへ電気を供給する用途
として使用しないでください。また、
家屋などに設置されている非常時の
給電システム（外部電源と接続がで
きる専用設備、外部電源からの供給
回路が電力会社からの電気配線と分
離されている設備など）に接続する
場合は、当該システムの製造業者ま
たは販売業者にご相談ください。

●コンセントの使用中はパーキングブ
レーキをしっかりとかけて、シフト
ポジションをP から切りかえないで
ください。車両が動いて思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

●落雷の可能性がある天候のときは給
電を行わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。使用中に車両を
移動させたり、傾けたりしないでく
ださい。

●給油や洗車は行わないでください。

●ボンネットが閉まっていることを確
認してください。

状況によっては、エンジンが自動で始
動するため排気管付近に近付いたり、
荷物を置いたりしないでください。

また、エンジンルーム内に顔や手を近
付けないでください。ラジエーター冷
却用のファンが急にまわりだすことが
あります。ファンの回転部分にふれた
り、近付いたりすると、手や着衣（特
にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）
が巻き込まれるおそれがあります。

●燃えやすいものの近くに停めて使用
しないでください。

過熱した排気管で発火するおそれがあ
ります。

●腐食性のガスまたは溶液の発散する
場所では使用しないでください。
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警告
●破損したヴィークルパワーコネク
タ・コード・電源プラグ・コンセン
トは使用しない
使用中は不要な荷重がかからないよ
うにし、コードなどを足や車両で踏
まないようにしてください。

●ヴィークルパワーコネクタと普通充
電インレットは、必ず直接接続する
ヴィークルパワーコネクタと普通充
電インレットとのあいだに、変換ア
ダプターや延長コードなどを接続し
ないでください。

●普通充電インレットに普通充電コネ
クター・ヴィークルパワーコネクタ
以外のものを挿し込まない

●ヴィークルパワーコネクタに破損箇
所がないか確認する

●ヴィークルパワーコネクタ・電源プ
ラグ・車外コンセントに変形・破
損・水分・腐食・ほこり等の異物が
ないことを確認する

●ヴィークルパワーコネクタ・普通充
電インレットに変形・破損・腐食・
ほこり等の異物がないか、または
雪・氷が付着していないか確認する
付着している場合は、ヴィークルパ
ワーコネクタを接続する前にしっか
りと取り除いてください。

●ヴィークルパワーコネクタの端子部
がぬれないようにする

●ヴィークルパワーコネクタの端子・
車外コンセント・普通充電インレッ
トの端子に金属製の鋭利なもの（針
金など）でふれたり、手でふれたり、
異物でショートさせたりしない

●ヴィークルパワーコネクタの車外コ
ンセントに水や液体・雪がかからな
いようにする

●HV給電モードでの使用時は、駆動用
電池の残量減少により、自動的にガ
ソリンエンジンが作動します。

車庫内など換気が悪い場所や囲まれた
場所（雪が積もった場所）などでは、
酸素欠乏や排気ガスの充満、滞留を防
ぐため、給排気を可能とする関連装置
などを適切に設置して、使用してくだ
さい。設置できない場合は使用しない
でください。

●AC外部給電中は、ヴィークルパワー
コネクタを無理に引き抜かない
車両やヴィークルパワーコネクタの
破損、感電の原因となります。

●AC外部給電中に発熱・発煙・異臭・
異音などを発見したときは、ただち
にAC外部給電を中止する

■接続する電気製品について

●使用する電気製品に付属の取扱説明
書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

●電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

●特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

●水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

●防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

●水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

●車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあります。
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警告
■電源周波数について

●工場出荷時、車両側の電源周波数は、
50Hz に設定されています。
コンセントと電源周波数が異なる電
気製品を使用しないでください。誤
作動や故障などの原因になるおそれ
があります。電気製品によっては、
電源周波数の切りかえ（50/60Hz）
機能があるので、車両と電気製品の
電源周波数を同じにしてください。
車両側の電源周波数切りかえが必要
な場合は、トヨタ販売店にご相談く
ださい。

●特に電子レンジは使用中に発熱する
おそれがあるため、必ずコンセント
と電源周波数が合っていることを確
認してください。

■ヴィークルパワーコネクタを取り扱
うとき

●強い衝撃を与えたり落としたりしな
い

●水にぬれたときや汚れがあるときは、
乾いた布でふく

●水洗いしたり、水やほかの液体に浸
けたりしない
水やほかの液体に浸けた場合は使用
しないでください。

●シールなどを貼り付けない

●警告ラベルを汚したり、はがしたり
しない

●お子さまにはさわらせない

●対応していない、ほかの車両には接
続しない

■ご使用前の点検について

次のことを確認してください。点検を
しないで使い続けると、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●ヴィークルパワーコネクタに破損な
どがないこと
異常がある場合はただちに使用を中
止して、トヨタ販売店にご連絡くだ
さい。

●電源プラグに破損・変形などがない
こと
異常がある場合はただちに使用を中
止してください。

●車外コンセントに汚れや破損などが
ないこと

■ヴィークルパワーコネクタを清掃す
るとき

●水洗いによる清掃は行わないでくだ
さい。ヴィークルパワーコネクタ内
部に水が浸入すると、使用時に火災
や感電事故が発生し、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ヴィークルパワーコネクタが汚れた
ときは、固くしぼった布で汚れをふ
き取ったあと、乾いた布でからぶき
してください。

●ガソリン等の溶剤・酸またはアルカ
リ性の溶剤は使用しないでください。

注意
■ショートや故障を防ぐために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、正常に作動し
なかったり、車両や電気製品が損傷し
たりするおそれがあります。
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注意
●車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や焼損のおそれがあり
ます。

●振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。車両の振
動や、炎天下での駐車時の熱などに
より、電気製品が故障するおそれが
あります。

●使用中はヴィークルパワーコネクタ
を揺するなどの不要な振動を与えな
いでください。
外部給電を停止することがあります。

●晴天であっても、防水カバーを確実
に閉めた状態で使用してください。

●ヴィークルパワーコネクタを挿し込
んだあとは、ヴィークルパワーコネ
クタに無理な力をかけたり、こじっ
たりしない。また、体や荷物などを
ぶつけないように注意する

●ヴィークルパワーコネクタを抜くと
きは、ヴィークルパワーコネクタが
アンロックされていることを確認す
る。

●普通充電インレットの分解・修理・
改造などをしない
修理が必要な場合は、必ずトヨタ販
売店にご相談ください。

■車両を長時間駐車して外部給電を行
うとき

●長時間給電をするときは、エンジン
始動中に排気管から水が出ることが
ありますが、異常ではありません。

●HV給電モードでの使用時、特に外気
温が低いときは、排気管の中にある
水が凍り、エンジンが始動しにくく
なったり、排気管からにおいが発生
する場合があります。その場合は、
いったん外部給電作業を中断して、
15から 30分ほど走行してくださ
い。

■ヴィークルパワーコネクタをロック
するとき

P.87

■AC外部給電システムを使用したあと
の注意

●必ず電気製品の電源を切ってから、
ヴィークルパワーコネクタを取りは
ずしてください。
電気製品の電源をOFF にしないま
ま、先に車両からヴィークルパワー
コネクタを取りはずすと、電気製品
が正常に終了せず、電気製品の故障
につながるおそれがあります。

●普通充電インレットからヴィークル
パワーコネクタを取りはずしたあと
は、必ず充電リッドを閉めてくださ
い。充電リッドを開けたまま放置す
ると、普通充電インレットに水や異
物が入り、車両故障につながるおそ
れがあります。

●車両から離れる際は、ドアを確実に
施錠したことを確認してください。

■ヴィークルパワーコネクタを使用し
ないとき

衝撃やほこりから保護するため、すみ
やかに車両から取りはずして保管して
ください。
なお、長期間使用しないときは、水気
がなく、直射日光があたらない場所に
保管してください。
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次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。
■ 外部給電モードの選択画面（P.133）が表示されない

■ HV給電モードを選択できない

■ EV給電モードを選択できない

正常にAC外部給電できないときは

正しい手順に従って作業しても外部給電が開始されない場合は、それぞ
れ次の事項をご確認ください。

正常にAC外部給電できないとき

考えられる原因 対処方法

ヴィークルパワーコネクタがしっかりと接
続されていない

ヴィークルパワーコネクタを接続してから
パワースイッチをONにする際、しっかり
と接続されていないと外部給電モードの選
択画面が表示されません。
いったんヴィークルパワーコネクタを取り
はずし、再度、“カチッ”と音がするま
で確実に挿し込んでください。

ブレーキペダルを踏みながらパワースイッ
チを操作している

ブレーキペダルから足を離してパワース
イッチを操作してください。

パワースイッチが ACC になっている
パワースイッチがOFF の状態から、ブ
レーキペダルを踏まずに、パワースイッチ
をONにしてください。

シフトポジションが P以外にある
シフトポジションがPになっていること
を確認してください。

考えられる原因 対処方法

燃料が不足している
燃料残量警告灯（P.530）を確認し、
点灯している場合はすみやかに燃料を補給
してください。

考えられる原因 対処方法

駆動用電池の残量が不足している
駆動用電池の残量を確認し（P.156）、
残量が少なくなっているときは、駆動用電
池を充電してください。（P.101）
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■ ヴィークルパワーコネクタの電源スイッチを押してもAC外部給電が開
始されない

考えられる原因 対処方法

電源スイッチを2回押す間隔が長すぎる、
または電源スイッチを 2回よりも多く押
している

電源スイッチは、約 3秒以内に2回連続
で押してください。（P.133）

消費電力の合計が 1500Wを超えている

電気製品の電源プラグを抜き、消費電力の
合計が1500W以下になっているかを確
認後、パワースイッチをOFF にし、はじ
めから操作をやり直してください。

電気製品が故障などで作動しない

電気製品の電源プラグを抜き、電気製品自
体が故障していないか確認後、パワース
イッチをOFFにし、はじめから操作をや
り直してください。
それでも作動しない場合は電気製品の取扱
説明書を確認してください。

特に外気温が高いときなど、駆動用電池が
高温になっている

いったんヴィークルパワーコネクタを取り
はずしてから車両を日陰などへ移動した
り、エアコンを使用するなどして車内温度
を下げ、しばらくしてから、パワースイッ
チをOFF にし、はじめから操作をやり直
してください。

特に外気温が低いときなど、駆動用電池が
低温になっている

いったんヴィークルパワーコネクタを取り
はずしてからしばらく走行したり、エアコ
ンを使用するなどして車内温度を上げ、し
ばらくしてから、パワースイッチをOFF
にし、はじめから操作をやり直してくださ
い。
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コンセントがショートしている

電気製品の電源プラグを抜き、下記項目を
確認後、はじめから操作をやり直してくだ
さい。

●ピンなどの異物が挿さっていないか

●飲料水、雨水、雪などが付着していない
か

●ほこりやごみが付着していないか

駆動用電池の残量が不足している

駆動用電池の残量を確認してください
（P.156）。
残量が少なくなっているときは、ヴィーク
ルパワーコネクタを取り外し、ブレーキペ
ダルをしっかり踏みながらパワースイッチ
を押して、駆動用電池の残量を回復させて
ください。または、普通充電を実施し、駆
動用電池の残量を回復させてください
（P.101）。

考えられる原因 対処方法
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走行に関する情報表示

3-1. 計器の見方
警告灯／表示灯 .........................152

計器類.........................................156

マルチインフォメーションディスプ
レイ..........................................162

エネルギーモニター／燃費画面／
ソーラー充電情報画面...........173
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3-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーター・ドアミラー・オーバーヘッドコンソールパネルの警告灯／表
示灯でお車の状況をお知らせします。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（P.525）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（P.525）

充電警告灯※2（P.525）

高水温警告灯（P.525）

油圧警告灯※2（P.526）

ハイブリッドシステム過熱警
告灯※2（P.526）

エンジン警告灯※1

（P.526）
SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯※1

（P.526）
ABS＆ブレーキアシスト警告
灯※1（P.526）

（赤色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.527）

（黄色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.527）

PCS 警告灯※1（P.527）
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※1作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはハ

イブリッドシステムを始動すると消灯
します。点灯しない場合や点灯したま
まのときはシステム異常のおそれがあ
ります。トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

※2メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※3オーバーヘッドコンソールパネルに表
示されます。

システムの作動状況を表示します。

（黄色）

LTA表示灯（P.527）

（黄色）

LDA表示灯（P.527）

（黄色）

PDA表示灯（P.527）

（黄色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.528）

（黄色）

クルーズコントロール表示灯
（P.528）

運転支援情報表示灯※1

（P.528）
クリアランスソナーOFF 表示
灯※1（P.529）

スリップ表示灯※1

（P.529）

ペダル誤操作警告灯※2

（P.529）

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.529）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（P.530）

燃料残量警告灯（P.530）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯（P.530）

リヤ席シートベルト非
着用警告灯
（P.530）
リヤ席シートベルト非
着用警告灯※3

（P.530）

警告
■安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRS エアバッグなどの安全装
置の警告灯が、パワースイッチをON
にしても点灯しない場合や点灯したま
まの場合は、事故にあったときに正し
く作動せず、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.260）

尾灯表示灯（P.266）

ハイビーム表示灯（P.271）

AHS表示灯★（P.269）

AHB 表示灯（P.272）

リヤフォグランプ表示灯★

（P.275）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※1

（P.250）
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PCS警告灯※2, 3

（P.293）

（緑色）

LTA表示灯（P.305）

（白色）

LTA表示灯（P.305）

（黄色点滅）

LTA 表示灯（P.305）

（緑色）

LDA表示灯（P.314）

（黄色点滅）

LDA 表示灯（P.314）

（黄色）

LDA OFF 表示灯（P.314）

（緑色）

PDA表示灯（P.319）

（白色）

PDA表示灯（P.319）

（緑色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.335）

（白色）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（P.335）

（緑色）

クルーズコントロール表示灯
（P.339）

（白色）

クルーズコントロール表示灯
（P.339）

クリアランスソナーOFF 表示
灯※2, 3（P.369）

クリアランスソナー検知表示
灯★（P.369）

（点滅）

スリップ表示灯※3

（P.437）

VSC OFF 表示灯※2, 3

（P.437）

運転支援情報表示灯※2, 3

（P.349, 365, 377, 382, 
386）
ドアミラーインジケーター※1, 
4（P.349, 365, 377）
ブレーキホールドスタンバイ
表示灯※3（P.264）

ブレーキホールド作動表示灯
※3（P.264）

セキュリティ表示灯※5

（P.54, 55）

充電コネクター接続表示灯
（P.103）

READY インジケーター
（P.250）

低温表示灯※6（P.160）

ITS Connect アイコン★

（P.342）

ITS Connect アイコン★

（P.342）

ITS Connect アイコン★

（P.342）

プラスサポート表示灯★

（P.397）

EVインジケーター（P.63）

パーキングブレーキ表示灯
（P.260）

EVドライブモード表示灯※7

（P.59）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※2システムが OFF のときに点灯します。
※3作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはハ
イブリッドシステムを始動すると消灯
します。点灯しない場合や点灯したま
まのときはシステム異常のおそれがあ
ります。トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

※4ドアミラーに表示されます。
※5オーバーヘッドコンソールパネルに表
示されます。

※6外気温が約 3℃以下のとき、約10秒
間点滅後に点灯します。

※7現在のプラグインハイブリッドシステ
ムの作動モードに従って、表示される
表示灯がかわります。

知識
■ドアミラーインジケーターについて

作動確認のため BSM 機能 ／ RCTA 機
能をONにしたとき（P.349, 378）
インジケーターが点灯します。

システムが正常であればインジケーター
は数秒後に消灯します。点灯しない場合
や点灯したままのときはシステム異常の
おそれがあります。トヨタ販売店で点検
を受けてください。

■制動灯表示灯について

ブレーキペダルの操作や運転支援システ
ムの作動により、制動灯が点灯したとき
に点灯します。

■クリアランスソナーOFF 表示灯につい
て

クリアランスソナー検知表示灯がある車
両（P.152, 369）は、クリアランス
ソナー機能のON／OFF の状態に関わら
ずシフトポジションを Rにすると消灯し
ます。

AUTO EV ／ HV モード表示
灯※7（P.59）

HVモード表示灯※7

（P.59）
バッテリーチャージモード表
示灯※7（P.60）

エコドライブモード表示灯
（P.434）

スポーツモード表示灯
（P.434）

カスタムモード表示灯
（P.434）

制動灯表示灯
（P.155）
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 メーターリング中央時

外気温（P.160）

ハイブリッドシステムインジケーター
ハイブリッドシステムの出力や回生レベルを示します。（P.158）

シフトポジション表示
選択されているシフトポジションを表示します。（P.254）

時計
GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

EV走行可能距離／ EVエネルギー残量表示
カスタマイズメニューから項目を切りかえることができます。（P.167）
EV 走行可能距離：

計器類

走行に関する各種の情報がメーターに表示されます。

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F
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現在の駆動用電池残量で走行可能なおよその距離を表示します。(P.159)
EV エネルギー残量表示：
駆動用電池の残量を示します。（P.159）

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。（P.159）

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

駆動用電池残量計
駆動用電池の残量を示します。（P.159）

オドメーター／トリップメーター
オドメーター：
走行した総距離を表示します。
トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A／トリップB の
2 種類で使い分けることができます。

 メーターリング移動時

外気温（P.160）

マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関するさまざまな情報を表示します。（P.162）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.532）

ハイブリッドシステムインジケーター
ハイブリッドシステムの出力や回生レベルを示します。（P.158）

時計

G

H

I

J

A

B

C

D
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GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

シフトポジション表示
選択されているシフトポジションを表示します。（P.254）

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

EV走行可能距離／ EVエネルギー残量表示
カスタマイズメニューから項目を切りかえることができます。（P.167）
EV 走行可能距離：
現在の駆動用電池残量で走行可能なおよその距離を表示します。(P.159）
EVエネルギー残量表示：
駆動用電池の残量を示します。(P.159）

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。（P.159）

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

駆動用電池残量計
駆動用電池の残量を示します。（P.159）

オドメーター／トリップメーター
オドメーター：
走行した総距離を表示します。
トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A／トリップB の
2 種類で使い分けることができます。

知識
■メーター・ディスプレイの作動条件

パワースイッチがONのとき

■ハイブリッドシステムインジケーター
について

E

F

G

H

I

J

K
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チャージエリア

回生※ブレーキ機能により、エネルギー
を回収している状態を示します。

回生した電力は、駆動用電池を充電しま
す。

エコエリア

エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

インジケーターのバー表示をエコエリア
に保つことで、エコ運転が可能です。

パワーエリア

全開走行時など、エコ運転の範囲をこえ
ている状態を示します。

ハイブリッドエコエリア（HVモード

時）

ガソリンエンジンの動力を使用しない状
況を多く含む状態を示します。

ガソリンエンジンは、各種の条件により
自動的に停止・再始動します。

EV走行エリア（EVモード・AUTO 

EV ／ HV モード時）

電気モーターのみで走行している状態を
示します。
※ここでの「回生」の意味は、運動エネ
ルギーを電気エネルギーに変換するこ
とです。

次の場合、ハイブリッドシステムインジ
ケーターは作動しません。

●READYインジケーターが点灯していな
いとき

●シフトポジションがDまたはB以外のと
き

■駆動用電池残量計について

現在の駆動用電池の残量を示します。

●EV モードでの EV走行に使用される電

池残量は緑色で、HVモードで使用され
る電池残量は青色で表示されます。

●駆動用電池の残量表示は走行に伴って
減少し、駆動用電池を充電、または回
生ブレーキ（P.63）による電気エネ
ルギー回収、ガソリンエンジンによる
発電が実施されると増加します。

●緑色の表示領域がないときはHVモード
で走行し、EVモードに切りかえること
はできません。EV走行を楽しむために
は、駆動用電池の充電を実施してくだ
さい。（P.78）

駆動用電池が満充電のとき

EVモード用の駆動用電池残量がない

とき

■航続可能距離について

●運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、
実際に走行できる距離とは異なります。

●燃料給油量が少量（約 5L 以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示と共に更
新することができます。（P.160）

●「給油してください」と表示されたとき
は、燃料残量が少ないため、航続可能
距離の計算ができません。その場合は、
すみやかに給油してください。

■EV 走行可能距離について

●エアコンの作動中はEV走行可能距離の

A

B

C

D

E

A

B
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横に が表示され、エアコンを使用
した場合の EV走行可能距離にかわり
ます。

●システムの電力消費により、走行して
いなくても EV走行可能距離が減少す
る場合があります。

●EV 走行可能距離について、詳しくは
P.75の記載を参照してください。

■燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。
少量給油後に燃料計と航続可能距離の表
示が更新されない場合、次の操作を行う
ことで表示を更新することができます。
1 車両を平坦な場所に停車させる
2 ODO TRIP スイッチ（P.161）を
押してオドメーター／トリップメー
ターの表示をオドメーター表示に切り
かえる

3 パワースイッチをOFF にする
4 ODO TRIP スイッチを押したまま、
パワースイッチをON にする

5 そのまま約5 秒間ODO TRIP スイッ
チを押し続け、オドメーターが点滅を
開始したら手をはなす

オドメーターが約 5 秒間点滅したあと通
常の表示にもどれば、更新は終了です。

■外気温度表示について

●外気温度を－ 40 ℃～ 60℃のあいだ
で表示します。

●外気温度が約 3 ℃以下のときは、外気

温表示の横に が点滅し、そのあと点
灯します。

●次の場合は、正しい外気温度が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫・

トンネルの出入り口付近など）

●“--”または“E”が表示されたときは、
システム異常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

■オープンソースソフトウェアについて

Copyright (c) 2009-2018 ARM 
Limited.

Licensed under the Apache License, 
Version 2.0 (the "License"); you may 
not use this file except in 
compliance with the License.

You may obtain a copy of the 
License at

http://www.apache.org/licenses/
LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or 
agreed to in writing, software 
distributed under the License is 
distributed on an "AS IS" BASIS, 
WITHOUT WARRANTIES OR 
CONDITIONS OF ANY KIND, either 
express or implied. See the License 
for the specific language governing 
permissions and limitations under 
the License.

警告
■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。
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マルチインフォメーションディス
プレイの表示／非表示を切り替え
ることができます。

ODO TRIP スイッチを押すごと
に、オドメーター／トリップメー
ター A／トリップメーター Bの順
に表示が切りかわります。
トリップメーターの表示中にス
イッチを押し続けると、走行距離
が0にもどります。

メーター照度を調整できます。

1 暗くする
2 明るくする

知識
■メーター照度調整について（昼照度と
夜照度）

メーターの照度には昼照度と夜照度があ
り、それぞれの明るさのレベルを調整す
ることができます。

昼照度と夜照度は、次のときに切りかわ
ります。

●昼照度：周囲が明るいときに車幅灯が
点灯しているとき、または車幅灯が消
灯しているとき

●夜照度：周囲が暗いときに車幅灯が点
灯しているとき

注意
■ハイブリッドシステムや構成部品へ
の損傷を防ぐために

マルチインフォメーションディスプレ
イに「エンジン冷却水高温　安全な場
所に停車して取扱書を確認してくださ
い」が表示されたときは、オーバー
ヒートのおそれがあるため、ただちに
安全な場所に停車してください。完全
に冷えたあと、エンジンを確認してく
ださい。（P.560）

メーター表示の切りかえ

ODO TRIP スイッチの操作につ
いて

メーター照度を調整するには
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■音声対話サービスでのオドメーター／
トリップメーター操作について

音声対話サービスを使用して、オドメー
ター・トリップメーターの表示を切りか
えることができます。音声対話サービス
については、「マルチメディア取扱説明
書」を参照してください。

マルチインフォメーションディス
プレイには、次の情報が表示され
ます。

メニューアイコン（P.163）

情報表示部
メニューアイコンを切りかえることによ
り、さまざまな情報を表示することがで
きます。
また、車両の状況に応じて、各種の注意
喚起やアドバイスなどが割り込み表示さ
れます。

RSA（ロードサインアシスト）
表示

RSA（ロードサインアシスト）が作動し
ているとき、認識した標識を表示します。
（P.325）

マルチインフォメーション
ディスプレイ

マルチインフォメーションディ
スプレイは、燃費に関する情報
や、走行に関する各種の情報な
どを表示します。また、メー
ター操作スイッチの操作で、各
システムの設定などを変更する
こともできます。

画面の見方

A

B

C
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運転支援システム情報表示部
（P.166）

知識
■マルチインフォメーションディスプレ
イの作動条件

パワースイッチがONのとき

■液晶ディスプレイについて

P.160

メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。

／ ：メニューの切りか
え・ページの切りかえ・カーソ
ル移動
／ ：表示項目の切りか

え・ページ送り・カーソル移動

短押し：決定
長押し：リセット・詳細項目表
示

ひとつ前の画面にもどる／メー
ターリングの移動

電話の発着信・履歴表示
ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムに関しては「マル

チメディア取扱説明書」を参照してくだ
さい。

メーター操作スイッチを操作して
アイコンを選択することで、各ア
イコンに関連付けられた情報を表
示することができます。
項目によっては状況に応じて自動で表示
されます。

表示を切りかえるには

D

A

B

C

D

警告
■走行中の警告

安全のため、メーター操作スイッチは
できるだけ走行中に操作しないでくだ
さい。メーター操作スイッチは、安全
な場所に停車して操作してください。
走行中に操作すると、ハンドル操作を
誤るなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。また、走行中は画
面を見続けないでください。

メニューアイコン一覧

アイコン 表示される画面

走行情報表示画面
（P.164）

運転支援機能情報表示画面
（P.166）

オーディオ連携画面
（P.166）

車両情報表示画面
（P.167）

設定画面（P.167）

警告メッセージ表示画面
（P.172）
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電費や燃費に関するさまざまな情
報を表示します。
■ 電費／燃費グラフ
EVモードまたはAUTO EV／
HV モードとHVモードとで表示
される内容がかわります。
 EVモード・AUTO EV／ HV 
モード時

瞬間電費
現在の瞬間電費を表示します。

平均電費
始動後・通算のうち、いずれかの平均電
費を表示します。※1, 2, 3

画面の「電費グラフ」で選択した電
費が表示されます。
※1表示される電費は参考として利用して
ください。

※2始動後平均電費は、ハイブリッドシス
テムを始動するたびに、表示がリセッ
トされます。

※3通算平均電費の表示中に を押し続
けると、リセットされます。

 HVモード時

瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

平均燃費
始動後・リセット間・給油後のうち、い
ずれかの平均燃費を表示します。※1, 2, 3

画面の「燃費グラフ」で選択した燃
費が表示されます。
※1表示される燃費は参考として利用して
ください。

※2始動後平均燃費は、ハイブリッドシス
テムを始動するたびに、表示がリセッ
トされます。

※3リセット間平均燃費の表示中に を
押し続けると、リセットされます。

■ エコアクセルガイド／エコ
ジャッジ

走行状況に適したアクセル操作の
目安や、走行状況を評価して採点
結果を表示します。

走行情報表示画面について

A

B

A

B
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エコアクセルガイド

エコジャッジ

● エコアクセルガイドの見方

エコエリア
エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

アクセル操作の目安
発進・安定走行などの各走行状況に適し
たアクセル操作範囲の目安が、エコエリ
アの下側に青く表示されます。

現状のアクセル開度
エコアクセルガイドの表示は、発進・安
定走行などの走行状況に応じて変化しま
す。

アクセルペダルの操作を示す表示が、ア
クセル操作の目安をこえないように走行
することで、環境に配慮した走行が、よ
り容易に行えます。

● エコジャッジの見方
なめらかな発進加速（エコ発進）・

急な加減速のない安定した走行
（安定走行）・スムーズな停車（エ
コ減速）という3 つの観点から、
走行状況をそれぞれ5 段階で評価
し、車両が停車するたびに100 
点満点で採点結果を表示します。

採点結果

エコ発進の状況

安定走行の状況

エコ減速の状況
走行中は 3 つの走行状況がそれぞれのア
イコンで表示されます。
各採点項目のゲージは、それぞれ次の意
味を示しています。

未評価

評価が低い

評価が高い
発進後、車速が約30km/h をこえるま
で、エコジャッジの表示は開始されませ

A

B

A

B

C

A

B

C

D

A

B

C
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ん。
エコジャッジは発進するたびにリセット
され、新たに評価が開始されます。

■ 始動後走行時間／ EV 走行比率

始動後 EV 走行比率
ハイブリッドシステムを始動してから現
在までに EV 走行できた割合をグラフ表
示します。※

始動後走行時間
ハイブリッドシステムを始動してから現
在までの走行時間を表示します。※

※ハイブリッドシステムを始動するたび
に、表示がリセットされます。

■ ソーラー充電情報画面★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

P.176

知識
■電費について

EV走行時の電力消費率を表す数値で、ガ
ソリンエンジン車の燃料消費率に相当し
ます。この車では、電力 1キロワット時
（1kWh）あたりの走行キロ数（km/
kWh）が、「電費」として各画面上に表示
されます。

■エコアクセルガイド／エコジャッジの
作動条件

次の場合、エコジャッジとエコアクセル

ガイドの作動が停止します。

●ハイブリッドシステムインジケーター
が作動していないとき

●レーダークルーズコントロールを使用
しているとき

次のシステムの作動状況を表示し
ます。
● LTA（レーントレーシングアシ
スト）（P.302）

● LCA（レーンチェンジアシ ス
ト）★（P.307）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）（P.311）

● PDA（プロアクティブドライビ
ングアシスト）（P.316）

● レーダークルーズコントロール
（P.328）

● クルーズコントロール
（P.337）

● ITS Connect★（P.342）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ナビゲーションシステム連携表
示

ナビゲーションシステムと連携し
て次の情報を表示します。
● 目的地案内
● コンパス

オーディオシステムの作動状況を
マルチインフォメーションディス

A

B

運転支援システム表示画面につ
いて

オーディオ連携画面について
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プレイに表示できます。

■ ドライブインフォメーション
表示される数値は参考として利用してく
ださい。

ドライブインフォタイプ

ドライブインフォ項目

ドライブインフォタイプとドライ
ブインフォ項目の組み合わせを
から選択して表示させることが

できます。（P.171）

表示できる組み合わせは次のとお
りです。
● 始動後
･ 距離：ハイブリッドシステム始動後の
走行距離を表示

･ 走行時間：ハイブリッドシステム始動
後の経過時間を表示

･ 平均車速：ハイブリッドシステム始動
後の平均車速を表示

● リセット間

･ 距離：リセット後の走行距離を表示※

･ 走行時間：リセット後の経過時間を表
示※

･ 平均車速：リセット後の平均車速を表
示※

※リセットするには、リセットしたい項
目を表示中にメーター操作スイッチの

を長押しします。

■ エネルギーモニター
P.173

メーター操作スイッチを操作して
ご希望の項目を選択することで、
車両の設定や画面の表示内容など
を変更することができます。
■ 設定変更のしかた

1 メーター操作スイッチの ま
たは、 を押して を選択す
る

2 メーター操作スイッチの ま
たは を押して、設定を変更
したい項目の位置にカーソルを
移動する

機能のON／ OFF やブザー音量などを

設定する項目では、 を押すたびに機能
のON／OFF、または調整値が切りかわ
ります。

機能の作動内容を変更できる項目では、

を押し続けることで、設定画面を表
示できます。設定画面が表示されたら、
メーター操作スイッチを操作して、いず
れかの設定を選択、または時間などを希
望の値に設定します。

3 設定が完了したら、メーター操
作スイッチの を押す

■ LDA（レーンディパー
チャーアラート）（P.311）

次の設定を変更することができま
す。

車両情報表示画面について

A

B

設定画面について
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● 機能のON／OFF
レーンディパーチャーアラートの作動／
非作動を変更することができます。

● 低車速支援
低車速支援機能の作動／非作動を変更す
ることができます。

● 警報手段
警報の手段を変更することができます。

● 警報タイミング
車線逸脱警報機能の作動タイミングを変
更することができます。

■ BSM（ブラインドスポッ
トモニター）（P.349）

次の設定を変更することができま
す。
● 機能のON／OFF
ブラインドスポットモニターの作動／非
作動を変更することができます。

● 支援タイミング
接近車両の検知を知らせるタイミングを
変更することができます。

● 明るさ
ドアミラーインジケーター（P.349）
の明るさを変更することができます。

● ブザー警報
ブラインドスポットモニター作動時のブ
ザー警報の作動／非作動を変更すること
ができます。

■ PCS（プリクラッシュセー
フティ）（P.293）

次の設定を変更することができま
す。
● 機能のON／OFF
プリクラッシュセーフティの作動／非作
動を変更することができます。

● 警報タイミング
衝突警報の作動タイミングを変更するこ
とができます。

■ PDA（プロアクティブドラ
イビングアシスト）（P.316）

次の設定を変更することができま
す。
● 機能のON ／ OFF
プロアクティブドライビングアシストの
作動／非作動を変更することができます。

● 支援感度
ブレーキやハンドル操作を支援する感度
を変更することができます。

● SA（操舵アシスト）機能のON
／OFF

操舵アシストの作動／非作動を変更する
ことができます。

● DA（減速アシスト）機能のON
／OFF

減速アシストの作動／非作動を変更する
ことができます。

● OAA（障害物先読みアシスト）
機能のON／OFF

障害物先読みアシストの作動／非作動を
変更することができます。

■ クリアランスソナー
（P.369）

次の設定を変更することができま
す。
● 機能のON／OFF
クリアランスソナーの作動／非作動を変
更することができます。

クリアランスソナー検知表示灯がある車
両 (P.152, 369) は、シフトポジショ
ンがRのときは、クリアランスソナー機
能のON/OFF を切りかえることができ
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ません。

● 音量
クリアランスソナー、RCTA、RCDの
ブザー音量を一括で変更できます。

■ RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）（P.377）

次の設定を変更することができま
す。
● 機能のON ／ OFF
RCTA 機能の作動／非作動を変更するこ
とができます。

● 音量
RCTA、RCD、クリアランスソナー機能
作動時のブザー音量を変更することがで
きます。

■ 後方車両接近告知（P.355）
● 機能のON／OFF
後方車両接近告知の作動／非作動を変更
することができます。

● 支援タイミング
後方車両接近告知の作動タイミングを変
更することができます。

■ RCD（リヤカメラディテク
ション）（P.382）

RCD 機能の作動／非作動を変更す
ることができます。

■ PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）（P.386）

パーキングサポートブレーキ機能
の作動／非作動を変更することが
できます。

■ SEA（安心降車アシスト）
（P.365）

● 機能のON／OFF

安心降車アシスト機能の作動／非作動を
変更することができます。

● 感度
車両／自転車を検知する感度を変更する
ことができます。

● ミラー点灯のON／OFF
ドアミラーインジケーターの作動／非作
動を変更することができます。

■ 周辺車両接近時サポート
（P.357）
周辺車両接近時サポートの作動／
非作動を変更することができます。

■ RSA（ロードサインアシ
スト）（P.325）

次の設定を変更することができま
す。
● 機能のON／OFF
ロードサインアシストの作動／非作動を
変更することができます。

● 告知手段
最高速度・赤信号・車両進入禁止の各標
識を認識したときの警報方法をそれぞれ
変更することができます。

● 告知車速
最高速度標識の認識時、標識が示す制限
速度に対して警報を実施する超過速度を
変更することができます。

■ クルーズ（P.328）

次の設定を変更することができま
す。
● 加速度設定
設定した車速への加速度を変更すること
ができます。

● 速度設定
設定速度の変化量を変更することができ



170 3-1. 計器の見方

ます。（P.331）

● ガイド文言表示
ガイド文言の表示／非表示を変更するこ
とができます。

● カーブ速度抑制
カーブ速度抑制の設定を変更することが
できます。

■ 車両設定

● 充電設定
次の設定を変更することができます。

･ タイマー充電
充電スケジュールの登録や変更などの操
作を行うことができます。（P.109）

･ 充電電流
充電時の電流値を変更することができま
す（200V 電源での充電時のみ）。
（P.104）

･ 電池冷却
駆動用電池冷却（P.95）の作動／非
作動を変更することができます。

･ 電池昇温
駆動用電池ヒーター（P.95）の作動
／非作動を変更することができます。

● 外部給電
AC 外部給電システムの外部給電モード
を選択することができます。（P.132）

● 休憩提案（P.313）
LDA の休憩提案機能の作動／非作動を変
更することができます。

● LCA（レーンチェンジアシス
ト）★（P.307）

レーンチェンジアシストの作動／非作動
を変更することができます。

● ITS Connect ★（P.342）
ITS Connect の設定を変更することが
できます。

● クルーズ（ITS）★（P.334）
通信利用型レーダークルーズコントロー
ルの作動／非作動を変更することができ
ます。

● FCTA（フロントクロストラ
フィックアラート）★
（P.321）
次の設定を変更することができます。

･ 機能の ON／ OFF
フロントクロストラフィックアラートの
作動／非作動を変更することができます。

･ 注意喚起タイミング
フロントクロストラフィックアラートの
作動タイミングを変更することができま
す。

● 発進遅れ告知（P.323）
発信遅れ告知の設定を変更することがで
きます。

● 後退速度抑制（P.247）
後退速度の抑制制御（ドライブスタート
コントロール）の作動／非作動を変更す
ることができます。

● 回生ブレーキ設定
次の設定を変更することができます。

･ 減速度
回生ブースト使用時の回生ブレーキ力を
変更することができます。（P.258）

･ 減速度メモリ
回生ブレーキ力の設定を記憶することが
できます。（P.258）

● PBD（パワーバックドア）
★（P.195）

次の設定を変更することができます。

･ 機能
パワーバックドアの作動／非作動を変更
することができます。
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･ 開位置調節
パワーバックドアが全開したときの停止
位置を変更することができます。

･ 音量
パワーバックドア作動時のブザー音量を
変更することができます。

● リヤシートリマインダー
（P.190）
リヤシートリマインダー機能の作動／非
作動を変更することができます。

● デジタルキー★

デジタルキーの登録をすべて削除するこ
とができます。（P.183）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 表示設定

● 言語
表示される言語を選択することができま
す。

● 単位
燃費単位の単位を選択することができま
す。

● メータータイプ
ハイブリッドシステムインジケーター
（P.158）の表示／非表示を変更する
ことができます。

● EVインジケーター
EVインジケーターの作動・非作動を切
りかえることができます。

● EVドライブインフォ
メーターに表示する情報を「EVエネル
ギー残量表示」・「EV走行可能距離表示」
から選択することができます。
（P.156）

● （走行情報表示画面設定）

次の設定を変更することができます。

･ HV システムインジケーター
エコアクセルガイド（P.164）の作動
／非作動を変更することができます。

･ 燃費グラフ
燃費グラフ（P.164）に表示する平均
燃費の種類を選択することができます。

･ 電費グラフ
電費グラフ（P.164）に表示する平均
電費の種類を選択することができます。

● （オーディオ設定）

画面の表示・非表示を変更すること
ができます。

● （車両情報表示画面設定）
･ ドライブインフォタイプ
ドライブインフォメーション
（P.167）に表示する項目の種類を
「始動後」・「リセット間」から選択するこ
とができます。

･ ドライブインフォ項目選択
ドライブインフォメーション画面の上
段・下段に表示する項目を「平均車速」・
「走行距離」・「走行時間」から、それぞれ
選択することができます。

● 今回の走行
パワースイッチをOFF にしたときに表
示される情報を「ドライブインフォ」・
「タイマー充電」から選択することができ
ます。

● 割込表示
割り込み表示される項目の表示／非表示
を、項目ごとに変更することができます。

● カレンダー
カレンダーの設定を変更することができ
ます。

年・月・日を設定することができます。
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（マルチメディアシステムの設定で、時計
のGPS 補正をOFF にした場合にのみ、
設定が可能になります。）

● 表示設定初期化
メーターの表示設定を初期状態にもどす
ことができます。

知識
■設定画面の操作について

●設定画面操作中に次の状況になると操
作が一時中断されます。

･ 警告メッセージが表示されたとき
･ 走行し始めたとき

●車両に装着されていない機能の設定項
目は表示されません。

●設定変更の対象となる機能がOFF に
なっているときは、関連する設定項目
も選択不可になります。

車両に異常が発生した場合に、内
容・対処法などのメッセージを表
示します。（P.532）

状況に応じて運転者に提案メッ
セージを表示する機能です。提案
メッセージが表示されたときに
メーター操作スイッチを操作する
ことで、提案された内容を直接操
作することができます。
■ パワーバックドア★機能のON 
切り替え提案

パワーバックドアメインスイッチ
がOFF（ でパワーバックドア
の機能をOFF に設定していると
き）の状態で運転席のパワーバッ
クドアスイッチを操作したときに、
メインスイッチをON に変更する
提案メッセージを表示します。
このとき「はい」を選択すると、
メインスイッチがONに変更され
ます。
メインスイッチがONに変更されてから
再度パワーバックドアスイッチを操作す
ると、バックドアを開閉することができ
ます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ ヘッドランプ消灯提案
パワースイッチをOFFにしたあと
にヘッドランプを点灯したままし
ばらく車内にいると、ヘッドラン
プの消灯を提案するメッセージを
表示します。

警告
■ディスプレイの設定を変更するとき

ハイブリッドシステムが作動している
状態で操作を行うため、車庫内など囲
まれた場所では、十分に換気をしてく
ださい。換気をしないと、排気ガスが
充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭
素（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意
■ディスプレイの設定を変更するとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが作動している状態で実施し
てください。

警告メッセージ表示画面につい
て

提案サービス機能



173

3

3-1. 計器の見方
走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

■ 窓閉め提案（ワイパー連動）
雨が車内に入ることを防ぐために、
ドアガラスが開いている状態でワ
イパーが動き始めるとドアガラス
を閉める提案メッセージを表示し
ます。このとき「はい」 を選択す
ると、開いているすべてのドアガ
ラスが閉まります。
■ 窓閉め提案（高速走行時）
ドアガラスが開いている状態で一
定以上の車速になると、ドアガラ
スを閉める提案メッセージを表示
します。このとき「はい」を選択
すると、開いているすべてのドア
ガラスが閉まります。

知識
■カスタマイズ機能

提案サービス機能の作動／非作動を変更
できます。（カスタマイズ一
覧：P.570）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

マルチメディアディスプレイ

マルチインフォメーションディ
スプレイ

メーター操作スイッチ

車両の駆動状況、ハイブリッドシ
ステムの作動状況、およびエネル
ギーの回収状況を確認できます。
■ 表示のしかた
 マルチインフォメーションディ
スプレイ

メーター操作スイッチを使用して

エネルギーモニター／燃費
画面／ソーラー充電情報画
面★

ハイブリッドシステムの状態や
燃費・ソーラー充電★に関する
情報を、マルチインフォメー
ションディスプレイおよびマル
チメディアディスプレイに表示
します。

システムの構成部品

エネルギーモニターの見方

A

B

C
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マルチインフォメーションディス
プレイにエネルギーモニターを表
示させる
マルチインフォメーションディスプレイ
の操作方法については、P.162 を参照
してください。

 マルチメディアディスプレイ

メインメニューの にタッチし、
サブメニューの“エネルギーフ
ロー”にタッチする
マルチメディアディスプレイの操作方法
については、別冊「マルチメディア取扱
説明書」を参照してください。

■ 表示について
エネルギーの流れに応じて矢印が
表示されます。エネルギーの流れ
がないときは、矢印は表示されま
せん。
矢印の色は次のように変化します。

青：電気エネルギーを回収・充電してい
るとき

橙：電気エネルギーを使用しているとき

赤：ガソリンエンジンの動力を使用して
いるとき

 マルチインフォメーションディ
スプレイ

図は説明のためにすべての矢印を掲載し
ており、実際の表示内容とは異なります。

エンジン

タイヤ

駆動用電池

 マルチメディアディスプレイ

図は説明のためにすべての矢印を掲載し
ており、実際の表示内容とは異なります。

エンジン

タイヤ

ソーラーパネル（ソーラールー
フ）★

普通充電コネクター／ヴィーク
ルパワーコネクター★ ※1

駆動用電池

アクセサリーコンセント※2

電気モーター
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1普通充電中（P.101）、または AC
外部給電中（P.132）にエネル
ギーの流れが表示されます。 

※2アクセサリーコンセントが使用可能な
ときに、エネルギーの流れが表示され
ます。

知識
■駆動用電池の表示について

駆動用電池に充電しているときは緑色に、A

B

C

A

B

C

D

E

F

G
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駆動用電池の電力が使用されているとき
は黄色に、それぞれ表示色がかわります。

■駆動用電池の残量警告について

●シフトポジションがNで、駆動用電池の
充電ができない状態が継続、もしくは、
駆動用電池の残量が一定未満まで低下
すると、ブザーが断続的に吹鳴します。
その後、さらに残量が低下したときは、
ブザー音が断続から連続にかわります。

●マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージとブザー音で警告され
たときは、画面の指示に従って対処し
てください。

■マルチメディアディスプレイ上のエン
ジンの表示について

ガソリンエンジンの暖機中はガソリンエ
ンジンのイメージが青色で表示され、暖
機が終了すると赤色にかわります。

マルチメディアディスプレイの操
作方法については、別冊「マルチ
メディア取扱説明書」を参照して
ください。
■ 画面を表示させるには

メインメニューの にタッチし、
サブメニューの“トリップイン
フォメーション”にタッチする
■ 瞬間燃費画面の見方
瞬間燃費画面以外が表示されたと
きは、“瞬間”にタッチします。
表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

履歴削除

過去 15分間の 1分ごとの燃費
（平均燃費）

瞬間燃費

ハイブリッドシステム始動後平
均車速

航続可能距離

ハイブリッドシステム始動後経
過時間

■ 燃費履歴画面の見方
燃費履歴画面以外が表示されたと
きは、“履歴”にタッチします。
表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

最新値表示

過去最高値表示

燃費画面の見方

40

A

B

C

D

E

F

A

B
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過去平均燃費表示

履歴削除

最新値更新

知識
■過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で“更新”にタッチする
と、平均燃費の値とグラフが更新され、
新たに平均燃費の記録を開始します。

■燃費データをリセットするには

“履歴削除”にタッチすると、燃費デー
タがリセットされます。

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、燃費や航
続可能距離などの情報を確認することが
できます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を示します。

表示される距離は、過去の平均燃費をも
とに算出されるため、表示される距離を
実際に走行できるとは限りません。

ソーラー充電システムの発電量な
どを確認することができます。

■ 表示のしかた
 マルチインフォメーションディ
スプレイ

マルチインフォメーションディス

プレイの から、ソーラー充

電に関する情報を表示することが
できます。
マルチインフォメーションディスプレイ
の操作方法については、P.162を参照
してください。

 マルチメディアディスプレイ

メインメニューの にタッチし、
サブメニューの“ソーラー発電
”にタッチする
マルチメディアディスプレイの操作方法
については、別冊「マルチメディア取扱
説明書」を参照してください。

■ ソーラー充電画面の見方（マル
チインフォメーションディスプ
レイ）

瞬間発電量

発電した電力の走行距離換算値
※

※前回走行終了時から現在までの換算値
を表示します。発電電力を走行距離に
換算した数値であり、実際に走行でき
る距離とは異なる場合があります。ま
た、オプションタイヤを装着した場合

ソーラー充電情報画面の見方
（ソーラー充電システム装着車）

C

D

E

A

B
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は、表示される値が実際に走行できる
距離とは異なります。

■ エネルギー画面の見方（マルチ
メディアディスプレイ）

エネルギー画面以外が表示された
ときは、“エネルギー”にタッ
チします
表示画面については実際の状況と
わずかに異なる場合があります。

現在の発電電力

本日の発電電力

累積発電電力

履歴削除
日ごとのデータをリセットできます。

日ごとの発電電力※

※特定の作業によりリセットされる場合
があります。

■ 距離画面の見方（マルチメディ
アディスプレイ）

距離画面以外が表示されたとき
は、“距離”にタッチします。
表示画面については実際の状況と
わずかに異なる場合があります。

現在の発電電力

本日の発電した電力の走行距離
換算値※1

累積の発電した電力の走行距離
換算値※1

履歴削除
日ごとのデータをリセットできます。

日ごとの発電した電力の走行距
離換算値※1, 2

※1発電電力を走行距離に換算した数値で
あり、実際に走行できる距離とは異な
る場合があります。また、オプション
タイヤを装着した場合、表示される値
は実際の値とは異なります。

※2特定の作業によりリセットされる場合
があります。

A

B

C

D

E

A

B

C

D
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4-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動（P.204）

･ ワイヤレス機能の作動（P.182）

メカニカルキー

キーナンバープレート

知識
■航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は 1～ 2 年です。

●電池残量が少なくなると、ハイブリッ
ドシステムを停止した際に車内から警
告音が鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。

●電子キーを長時間使用しないときは、

節電モードに設定することで、電池の
消耗を抑えることができます。
（P.205）

●電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

電池はお客様自身で交換することができ
ます（P.509）が、交換の際にキーが
破損するおそれがあるため、トヨタ販売
店での交換をおすすめします。

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の1m以
内に電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる操作をしなくても、車両周辺
に長時間いると、電池の消耗は早くな
ります。操作をしない場合は、車両周
辺に長時間いないことをおすすめしま
す。

●電池の消耗を抑えるため、車両周辺に
長時間いるときは、降車オートロック
機能を一時的に非作動にすることをお
すすめします。（P.187）

■電子キーの状態や、パワースイッチの
モードに関するメッセージが表示され
たとき

車内への電子キーの閉じ込みや、同乗者
による電子キーの持ち出し、電源の切り
忘れなどを防止するため、電子キーやパ

キー

キーの種類

A

B

C
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ワースイッチなどの状態の確認をうなが
すメッセージがマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されることがあり
ます。その場合は、表示内容に従ってす
みやかに対処してください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“キーの電池残量が少なくなって
います 電池を交換してください”が表
示されたとき

電子キーの電池残量が少なくなっていま
す。新しい電池と交換してください。
（P.509）

■電池の交換方法

P.509

■キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはトヨタ販売店
へご相談ください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“新しいキーが登録されました　
詳しくは販売店に問い合わせください
”と表示されたとき

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが 10
日ほど続きます。電子キーの登録をした
覚えがないにも関わらずメッセージが表
示されたときは、お持ちの電子キー以外
に登録されている電子キーがないかを
トヨタ販売店で確認してください。

■電子キーの取り扱いについて

注意
■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

●温度の高いところに長時間放置しな
い

●ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼らな
い

●テレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

●電気医療機器（マイクロ波治療機器
や低周波治療機器など）の近くに置
いたり、身に付けたまま治療を受け
ない
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キーには次のワイヤレス機能が搭
載されています。

全ドアを施錠する（P.186）

ドアガラスを閉める※

（P.186）

全ドアを解錠する（P.186）

ドアガラスを開く※

（P.186）

パワーバックドア★を開閉する
（P.195）

★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。
※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

メカニカルキーを取り出すには、
解除レバー をスライドさせて
キーを取り出す
メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、
メカニカルキーが必要になります。
（P.553）

知識
■メカニカルキーを紛失したとき

P.552

■不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。

注意
■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm以上離して携帯してください。
10cm以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.553

■電子キーを紛失したとき

P.552

ワイヤレス機能について

A

B

C

D

E

メカニカルキーを使うには

A
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。このようなフ

リー／オープンソースソフトウェアのラ
イセンス情報やソースコードの両方また
はどちらか片方は以下のURL で入手する
ことができます。

https://www.denso.com/global/en/
opensource/dkey/toyota/

デジタルキー★

スマートフォンに専用のデジタ
ルキーアプリをインストールす
ることで、スマートフォンを車
両の電子キーの代わりとして利
用できます。
また、デジタルキーアプリを
使って、家族や友人などとのあ
いだで、デジタルキーを共有す
ることもできます。

本書では、デジタルキーについ
ての基本的な情報のみを記載し
ています。システム全体の説明
や、デジタルキーをお使いいた
だく上での注意事項やアプリの
インストール方法などについて
は、デジタルキーのWeb サイ
トの説明を必ずご覧の上、正し
くご使用ください。
URL：https://toyota.jp/
digital_key/
QR コード：
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■デジタルキーの取り扱い

デジタルキーを使用するためには、
T-Connect に契約したうえで、デ
ジタルキー契約が必要となります。
デジタルキー契約はトヨタ販売店
でのみ行うことができます。
契約は有償（無料期間有）です。詳細は
販売店にお問い合わせください。

ダウンロードやご利用時にかかるパケッ
ト通信料はお客さまのご負担となります。

すべてのスマートフォンでの動作を保証
している訳ではありません。対応機種・
OSバージョンについては、デジタル
キーのWeb サイトをご覧ください。

● デジタルキーは本書に記載され
た使用方法および注意事項を
守ってご利用ください。

デジタルキーは以下の場合などでは使用
できなくなることがあります（詳細は、
https://toyota.jp/digital_key/ をご確
認ください）。そのため、電子キーを常に
携行することを推奨いたします。

･ スマートフォンが故障した場合
･ スマートフォンとサーバーが通信でき
ない場合

･ スマートフォンのバッテリー残量が無
くなった場合

･ システムメンテナンス等により一時的
にサービスが停止している場合

● スマートフォンのバッテリー残
量がなくなると、デジタルキー
としての使用もできなくなりま
す。スマートフォンのバッテ
リー残量が少ない場合はお出か
け前に必ず充電してください。

● デジタルキーは、スマートエン
トリー＆スタートシステムに関
連するシステムです。そのため、
車両のカスタマイズ機能でス
マートエントリー＆スタートシ
ステムを無効にしているときは、
デジタルキーも使用できなくな
ります。

● 電波環境によりデジタルキーが
不作動になる場合があります。
（デジタルキーのWeb サイト参
照）

● お客様が車両を売却するときは
デジタルキーを必ず削除してく
ださい。
削除方法はデジタルキーのWeb
サイトを参照ください。

● 14日間以上、車両の操作が無い
場合はデジタルキーが自動では
接続されません。その際は一度、
運転席のドアハンドルに触れて
下さい。

デジタルキーの使用条件

デジタルキーの注意事項
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● サーバーメンテナンス期間は
サービスを一部停止させて頂く
場合があります。ただし、登録
済みのデジタルキーは一定期間
ご利用いただけます。

● デジタルキーアプリで車両に登
録したスマートフォンは、車両
の電子キーと同様にドアの施錠
／解錠やハイブリッドシステム
の始動などが可能になるため、
スマートフォンの車内への置き
忘れや盗難などには特にご注意
ください。
万一、スマートフォンを紛失し
た、または盗難にあった場合は、
クルマのディスプレイでデジタ
ルキーを削除またはデジタル
キーの設定を無効にしてくださ
い。または、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。

● 点検や修理などでトヨタ販売店
にお越しの際は、電子キーを必
ずご持参ください。

● デジタルキーのみでは車両への
接近時の照明の点灯、パワー
バックドアのクローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能★、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムの降車オートロック機
能・接近時オートアンロック機
能など一部の機能を使用できま
せん。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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4-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ドアハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 ドアハンドル表面のロックセン
サー（ハンドルのくぼみ部）に
ふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

■ ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。
押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。※

2 全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスが開きます。※

※トヨタ販売店での設定が必要です。

知識

■降車オートロック機能※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

次の手順で車から離れることで、自動で
施錠することができます。
1 電子キーを携帯して降車し、すべての
ドアを閉める

車内に電子キーがあると施錠できません。
車内にあるすべての電子キーを携帯して
ください。
2 電子キーの作動範囲内（P.204）
でブザーが“ピピッ”と鳴るまで待
機する

降車オートロック待機状態になります。
3 降車オートロック待機状態になった
ら、電子キーの作動範囲から離れる

すべてのドアが施錠され、作動の合図で
お知らせします。（P.188）

約 1分間電子キーの作動範囲から離れな
かったときは、警告ブザーが鳴り、降車

ドア（フロントドア・リヤ
ドア）

スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコ
ン・ドアロックスイッチ・ロッ
クレバーを使って施錠・解錠で
きます。

車外から解錠／施錠するには
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オートロック待機状態が解除されます。
この場合は、ドアを開閉することで降車
オートロック待機状態にもどります。

■パワーバックドア★閉作動中降車オート
ロック機能

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

パワーバックドアの閉作動中※1 にも、
降車オートロック機能の手順ですべての
ドアを施錠することができます。※2

※1バックドアハンドルを使用したとき
は、機能は作動しません。

※2トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

■降車オートロック機能を一時的に非作
動にするには

降車オートロック待機状態のときに電子
キーを携帯し、ブザーが“ピッピー”
と鳴るまでドアハンドルを握り続けるこ
とで、降車オートロック機能を非作動に
することができます。

降車オートロック機能を一時的に非作動
にした場合、次の操作のあとドアを開閉
することで作動可能状態にもどります。

●ドアを施錠・解錠する

●ハイブリッドシステムを始動する

■接近時オートアンロック機能※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

次の条件を満たしているときに、電子
キーの作動範囲内に電子キーがあるとド
アを解錠することができます。

●すべてのドアが閉まっている

●すべてのドアが施錠されている

■接近時オートアンロック機能を一時的
に非作動にするには

すべてのドアが閉まっている状態のとき
に電子キーを携帯し、ブザーが“ピッ

ピー”と鳴るまでドアハンドル表面の
ロックセンサー部にふれ続けることで、
接近時オートアンロック機能を非作動に
することができます。

接近時オートアンロック機能を一時的に
非作動にした場合、ハイブリッドシステ
ムを始動することで作動可能状態にもど
ります。

■解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。切りかえ操作は、車内または車
から約1m以内の範囲で実施してくださ
い。
1 パワースイッチをOFF にする
2 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、

または （パワーバックド
ア装着車のみ）のいずれかを約 5 秒
間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと 5秒
以上間隔をあけてから手順 2を行ってく
ださい）
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オートアラームの誤作動防止のため、登
録後はいったんワイヤレスリモコンで解
錠し、ドアを開閉してください。

（ ボタンを押して30秒以内にド
アを開けなかった場合は、ドアが再び施
錠されオートアラームが設定されます）
オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を
行ってください。（P.55）

■作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は 1回、解
錠は 2回）

ドアガラスの開閉をブザーで知らせます。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。

セキュリティ機能で施錠されたとき、電
子キーの位置によって室内の作動範囲内
に電子キーがあると検知されると、再度
解錠されることがあります。

■ドアハンドル表面のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル表面のロックセンサーに指
でふれても施錠できないときは、手のひ
らでロックセンサーにふれてください。

手袋を着用しているときは、手袋をはず
してください。

■半ドア警告ブザー

次のような場合、半ドア警告ブザーが鳴
ります。すべてのドアを完全に閉めてか
ら、もう一度施錠してください。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムで施錠操作をしたときに、施錠しよ
うとしたドア以外のドアが開いていた

●ワイヤレス機能で施錠操作をしたとき
に、いずれかのドアが開いていた

■オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（P.56）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.206

■スマートエントリー＆ スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

●メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠ができます。（P.553）

●電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（P.509）

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3回）

運転席のドアハンド
ルを握ると運転席の
み解錠

助手席のドアハンド
ルを握ると全ドア解
錠

車外：“ピピッ”
（2回）

フロントドアのドア
ハンドルを握ると全
ドア解錠
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■補機バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解
錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠をしてください。（P.553）

■カスタマイズ機能

施錠・解錠時のブザー音量などを変更で
きます。
（カスタマイズ一覧：P.570）

■ ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する

■ ロックレバーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する
運転席ドアは、ロックレバーが施錠側に
なっていても、車内のドアレバーを引く
と開きます。

知識
■キーを使わずに外側からフロント席を
施錠するとき

1 ロックレバーを施錠側にする
2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

パワースイッチがACCまたは ONのと
きや、車内に電子キーが放置されている
ときは施錠されません。ただし、キーが
正しく検知されずに施錠される場合があ
ります。

■ フロントドアを開ける
ドアを解錠し、ドアハンドルを引
いて開ける

警告
■ワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレスリ
モコンによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラスに
挟まれたり巻き込まれたりするおそれ
があります。

車内から施錠／解錠するには

車外からドアを開けるには
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■ リヤドアを開ける
ドアを解錠し、ドアハンドルのド
ア開スイッチ を押してドアを開
ける
ドアハンドル裏面のドア開スイッチ

を確実に押してください。

知識
■リヤドアのドア開スイッチが作動する
条件

次の条件をすべて満たしたときに作動し
ます。

●車速が4km/h 未満のとき

●ドアが解錠されているとき

■リヤドアのドア開スイッチが作動しな
いとき

次のことを確認してください。

●補機バッテリーがあがっていないこと

●ドアが解錠されていること

ドア開スイッチを押してもドアが開かな

いときは、手動操作ボタンを押してドア
を開けることができます。ドアが開くま
で、確実にボタンを押し込んでください。

■寒冷時にリヤドアの手動操作ボタンを
使用するとき

寒冷時に手動操作ボタンが凍結している
と、通常より操作が重くなることがあり
ます。

■車両が衝撃を受けたとき

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、
約 10秒間リヤドアのドア開スイッチが
作動しなくなることがあります。その場
合は、手動操作ボタンを使用してくださ
い。

■短時間にリヤドアのドア開スイッチ操
作を繰り返したとき

モーターの過熱防止のために作動制限す
ることがあります。その場合は、操作を
控えてください。しばらくするともとの
状態にもどります。

■リヤシートリマインダー機能

リヤシートへの荷物の置き忘れなどを防
止するため、次の操作を行ってからパ
ワースイッチをOFFにするとブザーが鳴
り、約6秒間マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。

また、ドアを施錠したときにマルチイン
フォメーションディスプレイにメッセー
ジが表示され、ブザーと非常点滅灯が数
秒作動します。

パワースイッチをOFF にしてからリヤド
アを開けた場合は、ドアを施錠してもリ

A

A
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ヤシートリマインダー機能は作動しませ
ん。

●リヤドアを開閉したあと約10分以内に
ハイブリッドシステムを始動した

●ハイブリッドシステムが作動している
状態でリヤドアを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約2秒以
内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しません。

リヤシートリマインダー機能は、リヤド
アの開閉によりリヤシートに荷物などを
載せたと判断します。そのため、使い方
によってはリヤシートに荷物を置き忘れ
ていてもリヤシートリマインダー機能が
作動しないなど、実際の状況とは異なる
作動をする場合があります。

■半ドア走行時警告ブザー

全ドアまたはボンネットが確実に閉まっ
ていない状態のまま、車速が約5km/h
をこえると警告ブザーが鳴り、開いてい
るドアまたはボンネットがマルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。

■カスタマイズ機能 

リヤシートリマインダー機能の作動／非
作動を設定できます。（カスタマイズ一
覧：P.570）

施錠側にすると、リヤ席ドアが車
内から開かなくなります。

1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら
れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

警告
■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き車外に放り出されるなど、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

●走行中はドア内側のドアレバーを引
かない
特に、運転席はロックレバーが施錠
側になっていてもドアが開くため、
注意してください。

●お子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

■ドアを開閉するときの留意事項

傾斜した場所・ドアと壁などのあいだ
が狭い場所・強風など、周囲の状況を
確認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持して
ドアを開閉してください。

チャイルドプロテクター
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知識
■チャイルドプロテクター使用時のドア
の開け方

ドアを解錠して車外のドア開スイッチを
押すと開きます。万一、車内から開ける
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、
車外のドア開スイッチを押してください。

バックドア

バックドアは次の方法で施錠・
解錠および開閉することができ
ます。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行する前に

●走行前にバックドアが閉まっている
ことを確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。

●ラゲージルームでお子さまを遊ばせ
ないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
などを引き起こすおそれがあります。

●お子さまにはバックドアの開閉操作
をさせないでください。
不意にバックドアが開いたり、閉め
るときに手・頭・首などを挟んだり
するおそれがあります。

■走行中の留意事項

●走行中はバックドアを閉めてくださ
い。
開けたまま走行すると、バックドア
が車外のものにあたったり荷物が投
げ出されたりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●ラゲージルームには絶対に人を乗せ
ないでください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや
衝突したときなどに、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
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警告
■バックドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●バックドアを開ける前に、バックド
アに貼り付いた雪や氷などの重量物
を取り除いてください。開いたあと
に重みでバックドアが突然閉じるお
それがあります。

●バックドアを開閉するときは、十分
に周囲の安全を確かめてください。

●人がいるときは、安全を確認し、動
かすことを知らせる「声かけ」をし
てください。

●強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
バックドアが風にあおられ、勢いよ
く開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。

●パワーバックドア非装着車：半開状
態で使用すると、バックドアが突然
閉じて重大な傷害を受けるおそれが
あります。
特に傾斜した場所では、平坦な場所
よりもバックドアの開閉がしにくく、
急にバックドアが開いたり閉じたり
するおそれがあります。必ずバック
ドアが全開で静止していることを確
認して使用してください。

●パワーバックドア装着車：傾斜が急
な場所で半開状態で使用すると、
バックドアが突然閉じて重大な傷害
を受けるおそれがあります。必ず
バックドアが静止していることを確
認して使用してください。

●バックドアを閉めるときは、指など
を挟まないよう十分注意してくださ
い。

●パワーバックドア非装着車：バック
ドアは必ず外から軽く押して閉めて
ください。バックドアハンドルを
持ったままバックドアを閉めると、
手や腕を挟むおそれがあります。

●バックドアダンパーステー（パワー
バックドア非装着車）（P.195）、
またはスピンドルユニット（パワー
バックドア装着車）（P.201）を
持ってバックドアを閉めたり、ぶら
下がったりしないでください。手を
挟んだり、バックドアダンパース
テー（パワーバックドア非装着車）
またはスピンドルユニット（パワー
バックドア装着車）が破損したりし
て、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

●パワーバックドア非装着車：バック
ドアにキャリアなどの重いものを取
り付けると、開けたあとにドアが突
然閉じて、手・頭・首などを挟むお
それがあります。バックドアへのア
クセサリー用品の取り付けは、
トヨタ純正品を使用することをおす
すめします。
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■ スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 全ドアを解錠する
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

■ ワイヤレス機能を使用する
P.186

知識
■作動の合図

P.188

■解錠操作のセキュリティ機能

P.188

■ ドアロックスイッチを使用する
P.189

■ 開ける
バックドア解錠時に、バックドア
オープンスイッチを押したまま、

バックドアを持ち上げる

■ 閉める

バックドアハンドル を持って
バックドアを引き下げ、必ず外か
ら押して閉めてください。
引き下げるときは、バックドアハンドル

を持って、横方向に力をかけないよ
うに引き下げます。

知識
■ラゲージルームランプ

●バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

●パワースイッチがOFF の場合、ラゲー
ジルームランプが点灯したままのとき
は、約20分後に自動消灯します。

■バックドアが開かないとき

バックドアのロックを内側から解除する
ことができます。
1 カバーをはずす

車外から解錠／施錠するには

車内から施錠／解錠するには

バックドアを開閉するには（パ
ワーバックドア非装着車）

A

A
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傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

2 ネジをゆるめる

3 カバーをまわす

4 レバーを押す

5 取り付けるときは、取りはずしたとき
と逆の手順で取り付ける

■ ワイヤレス機能を使用して開閉
する

スイッチを約1秒押し続ける
ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し
ます。※

※カスタマイズ機能により、施錠時から
でも作動できるように設定できます。

バックドアを解錠してから操作してくだ
さい。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1秒間押し続けると、

注意
■ダンパーステーについて

バックドアにはバックドアを支えるた
めのダンパーステーが取り付けられて
います。ダンパーステーの損傷や作動
不良を防ぐため次のことをお守りくだ
さい。

●ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

●ロッド部を軍手などでふれない

●バックドアにトヨタ純正品以外のア
クセサリー用品を付けない

●ステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

バックドアを開閉するには（パ
ワーバックドア装着車）
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バックドアは反転作動します。

■ 車内からスイッチ操作で開閉す
る

スイッチを約 1 秒押し続ける
ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し
ます。

バックドアを解錠してから操作してくだ
さい。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1秒間押し続けると、
バックドアは反転作動します。

■ バックドアのスイッチを使用し
て開閉する

● 開ける
バックドア解錠時：バックドアオープン
スイッチを押す

バックドア施錠時：電子キーを携帯して、
バックドアオープンスイッチを押し続け
る

ブザーが鳴りバックドアが自動で開きま

す。

バックドアが開く途中でスイッチを押す
と、作動が停止します。作動が停止した
状態から再度スイッチを押すと、バック
ドアは自動で開きます。

● 閉じる

バックドア下部の スイッチを押す

ブザーが鳴りバックドアが自動で閉まり
ます。

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動が停止します。作動が

停止した状態から再度 スイッチを

押すと、バックドアは自動で開きます。

● バックドアから離れて閉じたあ
と全ドアを施錠する（クローズ
＆ロック［ウォークアウェイ］
機能）

1 バックドア以外のすべてのドア
を閉じて、電子キーを携帯して
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バックドア下部の スイッチ

を押す
通常ブザーとは異なるブザー音が断続的
に鳴り、クローズ＆ロック（ウォークア
ウェイ）機能が待機状態になります。

2 ブザーが鳴っているあいだに、
バックドアから十分に離れる

バックドアから離れたことを検知すると、
作動の合図でお知らせします。バックド
アから離れる方向、電子キーの位置や持
ち方、周囲の状況によって正しく検知で
きない場合があります。

バックドア以外のすべてのドアが施錠さ
れ、バックドアも閉まると同時に施錠さ
れます。すべてのドアが閉まり施錠され
ると、作動の合図でお知らせします。

約 30秒間バックドアから離れなかった
ときは、待機状態が解除されます。再度
作動させるには、手順 1からやり直して
ください。

作動が停止した状態から再度スイッチを
押すと、再びクローズ＆ロック（ウォー
クアウェイ）機能が待機状態になります。

● バックドアを閉じたあと全ドア
を施錠する（クローズ＆ロック
機能）※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

バックドア以外のすべてのドアを閉じて、
電子キーを携帯してバックドア下部の

スイッチを押す

通常ブザーと異なるブザー音が鳴り、パ
ワーバックドアが自動で閉まります。パ
ワーバックドア以外のすべてのドアが施
錠され、パワーバックドアも閉まると同
時に施錠されます。すべてのドアが閉ま
り施錠されると、作動の合図でお知らせ
します。（P.188）

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動が停止します。作動が

停止した状態から再度 スイッチを

押すと、バックドアは自動で閉まります。

■ バックドアハンドルを使用して
閉じる

バックドアハンドル を持って
バックドアを引き下げる
ブザーが鳴りバックドアクローズアシス
ト機能（P.198）が作動し、バックド
アが自動で閉まります。

A
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知識
■ラゲージルームランプ

●バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

●パワースイッチがOFFの場合、ラゲー
ジルームランプが点灯したままのとき
は、約20分後に自動消灯します。

■バックドアイージークローザー

バックドアが半ドア状態になったとき、
バックドアイージークローザーが作動し、
バックドアが自動で完全に閉まります。

パワースイッチがどの状態であっても、
バックドアイージークローザーは作動し
ます。

■パワーバックドアの作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

●パワーバックドアの作動がONのとき
（P.170）

●バックドアが解錠されているとき

ただし電子キーを携帯してバックドア
オープンスイッチを押し続けたときは
バックドアが施錠されていてもパワー
バックドアは作動します。（P.196）

●パワースイッチがONのとき開作動する
には、上記に加え、車速が約3km/h
未満で次のいずれかの条件を満たす必
要があります。

･ パーキングブレーキがかかっている
･ ブレーキペダルを踏んでいる
･ シフトポジションがPの位置にある

■パワーバックドアの作動について

●作動開始時にブザーが鳴り、非常点滅
灯が2回点滅します。

●パワーバックドアの作動がOFF のとき
は、パワーバックドアは作動しません
が手動で開閉できます。

●パワーバックドアが自動で開いている

ときに、人や異物などにより異常を感
知すると、作動が停止します。

■挟み込み防止機能

パワーバックドアの左右端部には、セン
サーが付いています。ドアを自動で閉め
ているときに、挟み込みなどによりセン
サーが押されると挟み込み防止機能が作
動し、その位置からドアは自動的に反対
方向に少し動き、作動が停止します。

■落下防止機構

バックドアが自動で開くときに無理な力
がかかると、バックドアが急激に落下し
ないようにブレーキをかけます。

■バックドアクローズアシスト機能

バックドアが開いているときに手動で
バックドアを下げると、バックドアク
ローズアシスト機能が作動し、自動で全
閉します。

■予約ドアロック機能について

パワーバックドアの自動閉作動中に、あ
らかじめ全ドアの施錠を予約する機能で
す。

次の操作をすると、パワーバックドア以
外のすべてのドアが施錠され、パワー
バックドアも閉まると同時に施錠されま
す。
1 バックドア以外のすべてのドアを閉じ
る

2 パワーバックドアの自動閉作動中にド
アハンドルのロックセンサーにふれて
スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる施錠操作を行う
（P.186）、またはワイヤレスリモ
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コンによる施錠操作を行う
（P.186）

すべてのドアが閉まり施錠されると、作
動の合図でお知らせします。（P.188）

●予約ドアロック機能使用時、施錠操作
をしたあとに、キーを車内にもどすと、
車内にキーが閉じ込められることがあ
ります。
予約ドアロック機能は、必ずキーを携
帯した状態で使用してください。

●予約ドアロック操作をしてパワーバッ
クドアが自動閉作動中に、挟み込み防
止機能が作動するなど停止操作が行わ
れると、予約ドアロック機能が解除さ
れすべてのドアが解錠されます。

●車から離れるときは、すべてのドアが
閉まり施錠されたことを確認してくだ
さい。

■クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能の作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能の作動の設定がONのとき

●自車のもう一つの電子キーを車室内に
置いていないとき

●バックドア以外のすべてのドアが閉じ
ているとき

●ブレーキペダルを踏んでいない

●パワースイッチがOFFのとき

●電子キーが作動検知エリア内にあると
き

■クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が正常に作動しない状況

次のような状況では作動しないことがあ
ります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき

●クローズ＆ロック機能が正常に作動し
ないとき

●クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が待機状態でバックドアからすば
やく離れたとき

■クローズ＆ロック機能※の作動条件
※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

●自車のもう一つの電子キーを車室内に
置いていないとき

●バックドア以外のドアがすべて閉じて
いるとき

●パワースイッチがOFF のとき

■クローズ＆ロック機能※が正常に作動し
ない状況

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

クローズ＆ロック機能は、次のような状
況では作動しないことがあります。

●電子キーを持った手でパワーバックド

ア下部の スイッチを押したとき

●地面に置いたかばんなどに電子キーを
入れたままパワーバックドア下部の

スイッチを押したとき

●パワーバックドア下部の スイッチ

から離れた位置から押したとき

■補機バッテリーを再接続したとき

パワーバックドアを適切に作動させるた
めに、初期設定としてバックドアを手動
で一度全閉にしてください。

■バックドアが開かないとき

バックドアのロックを内側から解除する
ことができます。
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1 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

2 ネジをゆるめる

3 カバーをまわす

4 レバーを押す

5 取り付けるときは、取りはずしたとき
と逆の手順で取り付ける

■カスタマイズ機能

パワーバックドアの全開時の開度などを

変更できます。（カスタマイズ一覧： 
P.570）

警告
■バックドアイージークローザーにつ
いて

●バックドアが半ドア状態になったと
き、バックドアイージークローザー
が作動し自動で完全に閉まります。
また、作動し始めるまでに数秒かか
ります。指などを挟まないように注
意してください。骨折など重大な傷
害を受けるおそれがあります。

●バックドアイージークローザーは、
パワーバックドアの作動がOFF のと
きにも作動するため、指などの挟み
込みには十分注意してください。

■パワーバックドアについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

●人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。
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警告
●自動開閉中にパワーバックドアの作
動をOFF にすると、作動が停止し手
動操作に切りかわります。この場合、
バックドアが急に開いたり閉じたり
するおそれがあるので、十分注意し
てください。

●自動開閉中に作動条件（P.198）
を満たさなくなったときは、ブザー
が鳴り、作動が停止し手動操作に切
りかわる場合があります。
この場合、坂道などの傾斜した場所
ではバックドアが急に開いたり閉じ
たりするおそれがあるので十分注意
してください。

●傾斜した場所では、開いたあとにド
アが突然閉じる場合があります。必
ずドアが静止していることを確認し
てください。

●次のような場合、システムが異常と
判断して自動作動が停止し、手動操
作に切りかわることがあります。こ
の場合、バックドアが急に開いたり
閉じたりするおそれがあるので、十
分注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ ハイブリッドシステム停止時でパ
ワーバックドアが自動作動している
ときに、パワースイッチをONにし
たりハイブリッドシステムを始動し
たりして、補機バッテリー電圧が急
に低下したとき

●バックドアにキャリアなどの重いも
のを取り付けると、自動で作動でき
ずにパワーバックドアが故障したり、
開いたあとにドアが突然閉じて、
手・頭・首などを挟むおそれがあり
ます。バックドアへのアクセサリー
用品の取り付けは、トヨタ純正品を
使用することをおすすめします。

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

●挟み込み防止機能は、バックドアが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれかたによっては作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。

■クローズ＆ロック（ウォークアウェ
イ）機能について

バックドアから離れると自動でバック
ドアが閉まり始めます。

周辺の安全を確かめ、障害物がないか、
身のまわりの品が挟み込まれる危険が
ないか確認してください。

注意
■スピンドルユニットについて

バックドアにはバックドアを支えるた
めのスピンドルユニットが取り付けら
れています。スピンドルユニットの損
傷や作動不良を防ぐため次のことをお
守りください。



202 4-2. ドアの開閉、ロックのしかた

マルチインフォメーションディス
プレイの から“ 車両設定
”を選択し、“PBD”を選択す
ることで、パワーバックドアの設
定を変更することができます。
（P.167）
パワーバックドアの設定を変更した場合、
パワースイッチをOFF にしても設定内
容はリセットされません。設定をもとに
もどすには、再度、マルチインフォメー

ションディスプレイの での設定操作
が必要です。

パワーバックドアを自動で開けた

注意
●ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をスピンドルユニットに付
着させない

●バックドアにトヨタ純正品以外のア
クセサリー用品を付けない

●スピンドルユニットに手をかけたり、
横方向に力をかけたりしない

■バックドアイージークローザーの故
障を防ぐために

バックドアイージークローザーの作動
中は無理な力をかけないでください。
無理な力をかけると、バックドアイー
ジークローザーの故障の原因になりま
す。

■パワーバックドアの故障を防ぐため
に

●パワーバックドアを作動させる前に、
凍結によるバックドアの貼り付きが
ないことを確認してください。バッ
クドアに無理な力がかかっている状
態で作動させると、故障の原因にな
ります。

●パワーバックドアの作動中は、バッ
クドアに無理に力をかけないでくだ
さい。

●パワーバックドア左右端部のセン
サー（P.198）を刃物などの鋭利
なもので傷付けないように注意して
ください。センサーが切断されると
自動で閉めることができなくなりま
す。

■クローズ＆ロック機能※について
※トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

クローズ＆ロック機能でパワーバック
ドアを閉じると、通常ブザーと異なる
ブザー音が鳴り作動します。

正常に作動開始したことを確認するた
め、通常ブザーと異なるブザー音が
鳴ったことを確認してください。

またパワーバックドアが完全に閉じ施
錠されると、すべてのドアが施錠され
たことを作動の合図でお知らせします。
（P.188）

車から離れるときは、作動の合図を確
認し、全ドアが施錠されたことを確認
してください。

パワーバックドアの設定を変更
するには（パワーバックドア装
着車）

バックドア自動開停止位置調整
について（パワーバックドア装
着車）
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ときに、開く位置を調整できます。
1 バックドアをお好みの位置で停
止させる（P.195）

2 バックドア下部の スイッチ

を約2秒間押し続ける
設定が完了するとブザーが 4回鳴りま
す。

次回パワーバックドアを開けると、その
位置でバックドアが停止します。

知識
■バックドア自動開停止位置を初期状態
の位置にもどすには

バックドア下部の スイッチを約 7 

秒間押し続けてください。

ブザーが4回鳴ったあと、さらに2回鳴
ります。次回パワーバックドアを開ける
操作をすると、初期状態の位置までバッ
クドアが開きます。

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ

からもパワーバックドアの自動開停止位
置の変更ができます。（P.167）

バックドア下部の スイッチまたはマ

ルチインフォメーションディスプレイの
うち、最後に設定した方の停止位置が優
先されます。
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知識
■アンテナの位置

車外アンテナ（フロントドア）

車外アンテナ（バックドア）

車室内アンテナ

車外アンテナ（アドバンストパーク 

リモート機能装着車）

■作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

フロントドアのドアハンドル・バックド
アオープンスイッチから周囲約70cm以
内で電子キーを携帯している場合に作動
します。（電子キーを検知しているドアハ
ンドルのみ作動します）

ハイブリッドシステム始動時またはパ

ワースイッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キーをポケットなどに携帯
していると、次の操作が行えま
す。必ず運転者がキーを携帯し
てください。

● ドアを解錠・施錠する※

（P.186）

● バックドアを施錠・解錠する
※（P.194）

● ハイブリッドシステムを始動
する（P.250）

※ドアを解錠・施錠すると、充電リッ
ド・普通充電コネクターも解錠・施
錠されます。（P.87）

A

B

C

D

A

B
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●車外から警告音が“ピー”と5秒鳴る
とき

●車内から警告音が“ポーン、ポーン”
と鳴り続けるとき

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“車室内にキーがあります” と
表示されたとき

車内に電子キーを置いたまま、スマート
エントリー＆スタートシステムでドアを
施錠しようとすると、警告メッセージが
表示されます。車内から電子キーを取り
出したあと、再度施錠してください。

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補
機バッテリーあがりを防止するため、節
電機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。またイルミ
ネーテッドエントリーシステムが作動
しない、接近時オートアンロック機能
による解錠が作動しない場合がありま
す。

･ 車の周辺に一定時間電子キーを放置し
た

･ 5日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

●14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

■電子キーを節電モードにするには

●節電モードに設定すると、電子キーに
よる、電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、

を 2回押し、電子キーのインジ
ケータが 4回光ることを確認してくださ
い。

節電モード中は、スマートエントリー＆
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

●長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す

■電子キーの機能が停止するとき

電子キーを置いたままにするなど、一定
時間電子キーの位置に変化がなかった場
合、電池の消耗を抑えるために電子キー
の機能が停止します。
この場合は、電子キーを持ち上げるなど
して位置を動かすことで、自動的に復帰
します。

状況 対処方法

いずれかのドアが開い
ているときにスマート
エントリー＆スタート
システムもしくは、ワ
イヤレス機能で施錠し
ようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

状況 対処方法

運転席ドアが開いてい
る状態でパワースイッ
チを ACCにした（パ
ワースイッチが ACC
のとき運転席ドアを開
いた）

パワースイッチ
をOFF にした
あと、運転席ド
アを閉める
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■機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、イモビ
ライザーシステムが正常に作動しない場
合があります。

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器

･ 他の電子キーや電波式ワイヤレスリモ
コン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いたとき

●コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステム

でドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

●ドアハンドルに電子キーを近付けて操
作する

●ワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合
は、メカニカルキーを使用してください。
（P.553）

また、スマートエントリー＆スタートシ
ステムでハイブリッドシステムが始動で
きない場合は、P.554 を参照してくださ
い。

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎて
いる、または地面の近くや高い場所に
ある

･ バックドアを開けるときに電子キーが
地面の近くや高い場所にある、または
リヤバンパー中央に近付きすぎている

･ ハイブリッドシステム始動時またはパ
ワースイッチの切りかえ時に、電子
キーがインストルメントパネルやフロ
ア上・ラゲージルーム・ドアポケット・
またはグローブボックス内などに置か
れている

･ ドア解錠時に電子キーと車両との間を
体でさえぎっている

●インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる
おそれがあります。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外では解錠できませ
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●車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、ハイブリッドシステムを
始動できることがあります。

●電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 30秒後に自
動で施錠します）

●ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

●手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

●ロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3回目以降はロック動作しません。

●電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から約 2m以上離れた場所
に置く（盗難に注意し保管してくださ
い）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（P.205）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
ドアを施錠すると警報は止まります。

●ロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作してください。

●すばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

●作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

■降車オートロック機能※1 についてご留
意いただきたいこと

※1トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

●車内に人が乗っている場合でも、車内
に電子キーがないときは降車オート
ロック機能が作動します。施錠したく
ないときは、降車オートロック機能を
一時的に非作動にしてください。
（P.187）
乗員を残して施錠するとオートアラー
ムが作動することがあります。

●洗車機などの大きな金属物が動くよう
な場所では、電子キーの位置が正しく
検知されないおそれがあります。降車
オートロック機能の誤作動を防ぐため
に、車から離れるときは車内に電子
キーを残さないでください。

●すべてのドアを閉めたあと（パワー

バックドア★閉作動中も含む※2）に次
の操作をすると、降車オートロック機
能が解除されます。

･ ブレーキペダルを踏む
･ パワースイッチを押す
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解
錠する

降車オートロック機能を作動させるには、
いずれかのドア（パワーバックドア★閉作
動中も含む※2）を開閉してください。

●電子キーのスイッチを押し続けている
場合、降車オートロック機能が正常に
作動しないおそれがあります。
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●降車オートロック待機状態のときにい
ずれかのドアを開けると、降車オート
ロック機能が解除されます。

●すべてのドアが閉じたときに電子キー
が作動範囲内にない場合でも、一定時
間内に電子キーが作動範囲内に入ると
降車オートロック機能が作動します。

●電池残量が少ないときは、降車オート
ロック機能が正常に作動しないおそれ
があります。

●降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（P.187）とき、ブザーが
鳴る前に次の操作をすると、降車オー
トロック機能は非作動になりません。

･ いずれかのドアを開ける
･ ブレーキペダルを踏む
･ パワースイッチを押す

降車オートロック機能を一時的に非作動
にするには、いずれかのドアを開閉した
あと、操作をやり直してください。

●降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（P.187）ときは、施錠さ
れていないドアのドアハンドルを握っ
てください。

●降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（P.187）ときにブザーが
鳴らない場合は、電子キーの位置を確
認してから再度ドアハンドルを握って
ください。

※2パワーバックドア★閉作動中降車オー
トロック機能（P.187）の設定を有
効にしている場合は同様にご留意くだ
さい。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが

できます。（P.574）

●電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（P.205）

■システムを正しく作動させるために

●電子キーを必ず携帯した上で作動させ
てください。また、車外から操作する
場合は電子キーを車両に近付けすぎな
いようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方に
よっては、電子キーが正しく検知され
ず、システムが正しく作動しないこと
があります。（誤って警報が鳴ったり、
キー閉じ込み防止機能が働かないこと
もあります）

■電子キーが正常に働かないときは

●ドアの施錠・解錠（P.553）

●ハイブリッドシステムの始動
（P.554）

■カスタマイズ機能

スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にするなどの変更ができます。
（カスタマイズ一覧：P.574）

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、次の操作の説明を参照してください。

●ドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドアの
施錠・解錠ができます。（P.182, 
553）

●ハイブリッドシステムの始動・パワー
スイッチのモード切りかえ：P.554

●ハイブリッドシステムの停
止：P.252
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運
転
す
る
前
に

警告
■電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器を装
着されている方は、スマートアンテ
ナ（P.204）から22cm 以内に
植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器が近
づかないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータまたは植込み型除細動
器の作動に影響を与える場合があり
ます。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
には、電波による影響について個別
に医療用電気機器メーカーなどにご
確認ください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与える場合が
あります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを作動しないようにすることもでき
ます。詳しくはトヨタ販売店にご相談
ください。
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4-3. シートの調整

■ マニュアルシート装着車

1 前後位置調整
2 リクライニング調整
3 シート全体の上下調整（運転席
のみ）

■ 運転席パワーシート装着車

1 前後位置調整
2 リクライニング調整
3 クッション前端の上下調整
4 シート全体の上下調整
5 腰部前後調整（ランバーサポー
ト）

知識
■シートを調整するとき

ヘッドレストが天井にあたらないよう注
意してください。

■パワーイージーアクセスシステム★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

パワースイッチのモード切りかえ・運転
席シートベルトの脱着に連動して、運転
席が動きます。（P.232）

フロントシート

シートの前後・上下位置などの
調整ができます。
正しい運転姿勢がとれるよう調
整してください。（P.27）

調整するには

警告
■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。
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運
転
す
る
前
に

■ 背もたれを倒す前に
1 車を安全な場所に駐車する
パーキングブレーキをかけ（P.260）、
シフトポジションをPにします。
（P.255）

2 フロントシートの位置・背もた
れの角度を調整する
（P.210）

フロントシートの位置によっては、背も
たれが後方に倒れていると、リヤシート
の操作時にあたる場合があります。

3 リヤシートのヘッドレストを下
げる（P.213）

4 リヤシートのアームレストを引
き出している場合は、格納する
（P.473）

助手席側のシートのみを操作する場合、
この手順は不要です。

■ 背もたれを倒す

ロック解除レバー を引きなが
ら、背もたれを倒す

警告
●シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

●マニュアルシート装着車は、シート
調整後はきちんと固定されているこ
とを確認してください。

■リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

リヤシート

レバーの操作で、背もたれを倒
すことができます。

背もたれを倒すには

A
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■ 背もたれをもとにもどす
シートベルトをシートベルトガイ
ド にかけて、シートとボデーの
あいだに挟まれないように操作し
てください。また、背もたれが
ロックされるまで確実にもどして
ください。

警告
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■背もたれを前倒しするときや、前倒
ししたあとは

●走行中に前倒しをしない

●平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトポジションを P
にする

●倒した背もたれの上やラゲージルー
ムに人を乗せて走行しない

●お子さまがラゲージルームに入らな
いよう注意する

●シートに人が乗っている状態で背も
たれを操作しない

●操作中は、可動部や結合部に手足を
挟まないように注意する

●お子さまに操作させない

A

■背もたれをもとの位置にもどしたあ
とは

●背もたれを前後に軽くゆさぶり、確
実に固定する

背もたれが確実に固定されていないと
きは、レバーに赤色が見えます。赤色
が見えていないことを確認してくださ
い。

●シートベルトがねじれたり、挟み込
まれていないか確認する
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運
転
す
る
前
に

■ フロント席

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

■ リヤ席（左右席）

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

■ リヤ席（中央席）

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

知識
■ヘッドレストの高さについて（フロン
ト席）

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシート
に装備されています。

警告
■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

●ヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

●ヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下調整するには

A

A

A
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■リヤ席について

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

■ フロント席・リヤ席（中央席）

解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げる
ヘッドレストが天井にあたって取りはず
しにくいときは、シートの高さや角度を
かえてください。（P.210）

イラストはフロントシートで代表してい
ます。

■ リヤ席（外側席）
1 ロック解除レバーを引きなが
ら、背もたれを倒す

ヘッドレストをはずすことができる位置

まで前に倒してください。

2 解除ボタン を押しながら、
ヘッドレストをはずす

■ フロント席・リヤ席（中央席）
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げる

さらに下げるときは、解除ボタン を
押しながら操作してください。

イラストはフロントシートで代表してい
ます。

ヘッドレストを取りはずすには

A

ヘッドレストを取り付けるには

A

A



215

4

4-3. シートの調整
運
転
す
る
前
に

■ リヤ席（外側席）
1 ロック解除レバーを引きなが
ら、背もたれを倒す

ヘッドレストをはずすことができる位置
まで前に倒してください。

2 ヘッドレストを取り付け穴に合
わせて、ロック位置まで押し下
げる

さらに下げるときは、解除ボタン を
押しながら操作してください。

A
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4-4. ハンドル位置・ミラー

1 ハンドルを持ち、レバーを下げ
る

2 ハンドルを上下・前後に動か
し、適切な位置にする

位置が決定したら、レバーを上げてハン
ドルを固定してください。

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告
■走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■ハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されていること
を確認してください。
固定が不十分だとハンドルの位置が突
然かわり、思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。また、
固定が不十分だとホーンが鳴らない場
合があります。

ホーン（警音器）を使うには
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運
転
す
る
前
に

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

レバーを操作することで、後続車
のヘッドランプによる反射光を減
少させます。

通常使用時

防眩時

インナーミラー★

ミラーの位置を調整することが
できます。

上下調整するには

警告
■走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

防眩機能を使うには

A

B
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

カメラインジケーター
カメラが正常に作動していることを示し
ます。

アイコン表示エリア
調整アイコン（P.220）・調整ゲージ
が表示されます。

選択／調整スイッチ
調整項目の設定を変更します。

メニュースイッチ
調整アイコンの表示や、調整項目の移動
を行います。

切りかえレバー
デジタルミラーモードと光学ミラーモー
ドの切りかえを行います。

デジタル防眩モードインジケー
ター

デジタルミラーモード時、防眩機能が
ONに設定されていることを示します。
（P.220）

デジタルインナーミラー★

車両後方カメラの映像をミラー
内のディスプレイに表示する装
置です。
切りかえレバーを操作すること
で、光学ミラーモードからデジ
タルミラーモードに切りかえる
ことができます。
ヘッドレストや荷物などで視界
をさえぎられずに後方を確認す
ることができます。
また、リヤ席を映さないことで
乗員のプライバシーを保護する
ことができます。
ドライブレコーダー装着車：車
両後方カメラの映像をドライブ
レコーダーに録画します。
詳しくは別冊「マルチメディア
取扱説明書」を参照してくださ
い。

警告
次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■デジタルインナーミラーをお使いに
なる前に

●走行前に必ずミラーの調整を行って
ください。（P.220）

･ 光学ミラーモードに切りかえて、鏡
面を後方が正しく映る位置に調整す
る

･ デジタルミラーモードに切りかえて、
ディスプレイに表示される映像を調
整する

●ディスプレイに表示される映像と鏡
面ミラーに映る範囲は異なりますの
で、あらかじめ違いを確認してくだ
さい。

各部の名称

A

B

C

D

E

F
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運
転
す
る
前
に

切りかえレバーを操作することで、
デジタルミラーモードと光学ミ
ラーモードを切りかえることがで
きます。

1 デジタルミラーモード
車両後方の映像を表示します。

ディスプレイに が表示されます。

2 光学ミラーモード
映像が消え、鏡面ミラーとして使用でき
ます。

知識
■デジタルミラーモードの作動条件

パワースイッチがONのとき

パワースイッチをONからOFF または
ACCにすると、数秒後に表示が消えま
す。

■デジタルミラーモードについて

●カメラに水滴やホコリが付いているな
どで、ディスプレイに表示される車両
後方の状態が見えにくい場合は、カメ
ラ洗浄用のウォッシャー（P.276）
を作動させてください。それでも見え
にくい場合は、光学ミラーモードに切
りかえてください。

●バックドアが開いているときは、デジ
タルインナーミラーの映像が正しく表
示されません。走行前に必ずバックド

アが閉まっていることを確認してくだ
さい。

●ディスプレイが反射して見えにくい場
合は、サンシェード★を閉めてくださ
い。

●夜間など暗いところでは、次のような
現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

･ 映像の色と実際の色が異なって見える
･ 後続車のライトの高さなどによっては、
後続車の周囲が白くぼやけて見える

･ 周辺を明るく見せるために映像が自動
的に調整されることにより、特有のち
らつきが発生する

映像が見えにくい場合や、ちらつきが気
になる場合は、光学ミラーモードに切り
かえてください。

●デジタルインナーミラー本体が発熱す
ることがありますが、異常ではありま
せん。

●体調・年齢などにより、ディスプレイ
に表示される映像に焦点が合うまで時
間がかかる場合があります。焦点が合
わせづらいと感じたときは、光学ミ
ラーモードに切りかえてください。

●主に同乗者がディスプレイを凝視する
と、車酔いを起こすおそれがあります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■システムに異常が発生したとき

デジタルミラーモード時に、図で示すシ
ンボルが表示されます。シンボルの表示
は数秒後に消えます。切りかえレバーを
操作し、光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

モードを切りかえるには
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■ ミラー本体の上下調整
運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
光学ミラーモードに切りかえて、
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

■ ディスプレイの調整（デジタル
ミラーモード）

デジタルミラーモードの調整や機
能のON ／ OFF ができます。
1 メニュースイッチを押す

調整アイコンが表示されます。

2 メニュースイッチをくり返し押
して、調整したい項目（調整ア
イコン）を選択する

3 または を押して、
設定を変更する

約5 秒以上スイッチ操作をしないと、調
整アイコンと各調整画面の表示が消えま
す。

調整するには

調整アイコン 設定内容

ディスプレイの明るさを
調整することができます。

ディスプレイの表示映像
を上下に調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
を左右に調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
の傾きを調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
を拡大／縮小することが
できます。
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運
転
す
る
前
に

※ 光学ミラーモード使用時の機能ですが、
デジタルミラーモード使用時にも設定
できます。

■ 自動防眩機能のON ／ OFF 切
りかえ（光学ミラーモード）

光学ミラーモードの自動防眩機能
のON ／ OFF を変更できます。
変更はデジタルミラーモード使用
時、光学ミラーモード使用時のい
ずれからでも行えます。
 デジタルミラーモード使用時
P.220
 光学ミラーモード使用時
1 メニュースイッチを押す

設定画面が表示されます。

2 または を押して、
自動防眩機能のON ／ OFF を
切りかえる

約5 秒以上スイッチを操作しない状態が
続くと、設定画面の表示が消えます。

知識
■ディスプレイの調整について（デジタ
ルミラーモード）

●約5 秒以上スイッチ操作をしないと、
調整アイコンと各調整画面の表示が消
えます。

●ディスプレイ表示の調整を限界値まで
行うと、映像がゆがむ場合があります
が故障ではありません。

●ディスプレイ表示が明るすぎると、目
が疲れることがあります。適度な明る
さに調整してください。
目が疲れた場合には、光学ミラーモー
ドに切りかえてご使用ください。

●ディスプレイ表示の明るさは、車両前
方の明るさに合わせて自動でかわりま
す。

●デジタル防眩モードは周囲が暗い場所
でのみ働き、周囲の照度環境によって
は映像の明るさが抑えられず、後続車
のヘッドランプのまぶしさが低減でき
ない場合があります。

●ドライブレコーダー装着車：デジタル
防眩モードをONにすると、夜間のド

自動防眩機能のON ／
OFF を切りかえることが
できます。※

ON にすることで、後続
車のヘッドランプのまぶ
しさに応じて反射光を自
動的に調整します。

パワースイッチをONに
したときは、常に自動防
眩機能がON になってい
ます。

デジタル防眩モードの
ON／OFF を切りかえる
ことができます。
ONにすることで、夜間
にディスプレイの表示映
像の明るさを抑えて表示
し、後続車のヘッドラン
プのまぶしさを抑えます。

調整アイコン 設定内容
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ライブレコーダーへの録画映像も暗く
なります。

■センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

■ デジタルインナーミラーのお手
入れについて

ミラー表面が汚れていると、映像
が見えにくくなることがあります。
あらかじめ、乾いたやわらかい布
などで汚れをそっとふき取ってく
ださい。
■ カメラのお手入れについて
カメラレンズに水滴、雪、泥など
の異物や汚れが付着していると、
鮮明な画像を見ることができませ
ん。この場合、カメラ洗浄用の
ウォッシャーでカメラレンズの汚
れを流してください。（P.276）

知識
■カメラについて

デジタルインナーミラーのカメラは、図
の位置にあります。

■ウォッシャー液によるカメラ洗浄につ
いて

●カメラ洗浄中は、噴射されるウォッ
シャー液により、車両後方の状態が見
えにくくなることがありますので、周

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■走行中の留意事項

●走行中は、デジタルインナーミラー
の位置やディスプレイに表示される
映像を調整しないでください。
デジタルインナーミラーの操作ス
イッチは、安全な場所に停車して操
作してください。走行中に操作する
と、ハンドル操作を誤るなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●必ず車両周辺の状況を直接確認して
ください。

デジタルミラーモード使用時は、ディ
スプレイ上に映る車両や障害物が実際
の大きさと異なる場合があります。後
退時は、必ず後方や周囲の安全を直接
確認しながら運転してください。また、
夜間など暗いところで後続車が接近し
たときは、周囲が暗く映る場合があり
ます。

■安全にお使いいただくために

煙が出る、異臭がするなど異常な状態
で使用すると、発火の原因になります。
ただちに使用を中止してトヨタ販売店
にご相談ください。

お手入れについて
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囲の状況に注意して運転してください。

●カメラ洗浄後にウォッシャー液がカメ
ラレンズ面に残った場合、夜間に後方
車両のヘッドランプの高さや傾きによ
り、車両後方の状態が見えにくくなる
ことがあります。この場合、光学ミ
ラーモードに切りかえてください。

●カメラ洗浄をしても、汚れによっては
完全にきれいにならない場合がありま
す。
この場合、大量の水でカメラの汚れを
流し、水で湿らせた柔らかい布でカメ
ラレンズの水滴をふき取ってください。

●カメラ洗浄は、カメラレンズ面に
ウォッシャー液を噴射するため、カメ
ラ周辺に付着した氷や雪などの映り込
むものについては、洗浄することがで
きません。

■冷却用のファンについて

デジタルインナーミラー内には、ミラー
冷却用のファンがあります。デジタルイ
ンナーミラーの使用中は、冷却用のファ
ンの音が聞こえることがあります。

注意
■デジタルインナーミラーの故障や誤
作動を防ぐために

●ミラーをふくときはシンナー・ベン
ジン・アルコールなどの溶剤を使用
しないでください。変色・劣化・故
障の原因になります。

●ミラーの近くでは、喫煙したりマッ
チやライターなどで火を起こしたり
しないでください。故障や車両火災
につながるおそれがあり危険です。

●ミラー本体の取りはずし・分解・改
造はしないでください。

●ミラーの通風口をふさがないでくだ
さい。ミラー内部に熱がこもり、故
障や車両火災につながるおそれがあ
り危険です。

排気口

吸気口

■カメラの故障や誤作動を防ぐために

●デジタルインナーミラーが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、
次のことにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、ものを
ぶつけるなど、強い衝撃を与えない
でください。カメラの位置・取り付
け角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。

･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流したあと、水
で湿らせたやわらかい布でカメラレ
ンズの水滴をふき取ってください。
カメラレンズを強くこするとカメラ
レンズが傷付いて、車両後方の状態
を鮮明に見ることができなくなるお
それがあります。

･ カメラのカバーは樹脂ですので、有
機溶剤・ボデーワックス・油膜取り
剤・ガラスコート剤などを付着させ
ないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

A

B
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デジタルミラーモード使用時に次のような症状で気になったときやお困り
になったときは、考えられる原因と処置を参考に、もう一度確認してくだ
さい。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

注意
･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

故障とお考えになる前に
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症状 考えられる原因 処置

ディスプレイに表
示される映像が見
にくい

ミラー表面が汚れている
乾いたやわらかい布などで汚れ
をそっとふき取ってください。

強い光（太陽やヘッドランプの
光など）がデジタルインナーミ
ラーにあたった

光学ミラーモードに切りかえて
ください。
（光があたっているときは、サン
シェード★を閉めてください）

･ 夜間など暗いところで使用し
た

･ テレビ塔・放送局・発電所な
ど、強い電波やノイズが発生
する場所の近くで使用した

･ カメラ付近の温度が高い、ま
たは低い

･ 外気温が低い

･ 雨天時など湿度が高い

･ 太陽やヘッドランプの光が直
接カメラのレンズにあたった

･ 蛍光灯・ナトリウム灯・水銀
灯などの照明の下で使用した。

･ 排気ガスが映り込んでいる

光学ミラーモードに切りかえて
ください。
（カメラおよびその周辺環境が改
善されてから、再びデジタルミ
ラーモードをご使用ください）

カメラのレンズに水滴、ほこり
などの異物や汚れが付着してい
る

･ カメラ洗浄用のウォッシャー
を作動させ、カメラレンズの
汚れを洗浄してください。
（P.276）

･ 光学ミラーモードに切りかえ
てください。

ディスプレイに表
示される映像がず
れている

バックドアが完全に閉まってい
ない

バックドアを閉めてください。

カメラ部に強い衝撃が与えられ
た

光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ディスプレイ上に

が表示され、
ディスプレイに表
示される映像が暗
くなった

システムに異常が発生した
光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

ディスプレイ上の

が消灯した

ディスプレイ上に

が表示された

デジタルインナーミラーの温度
が非常に高い
（徐々にディスプレイが暗くな
り、その後も温度が上がり続け
ると映像が消えます）

ミラーの温度を下げるために、
車室内の温度を下げることを推
奨します。

（ミラーの温度が下がると が
消えます）

ミラーの温度が下がっても

が消えない場合は、光学ミ
ラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

切りかえレバーが
正常に作動しない

切りかえレバーに異常が発生し
た

光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
（メニュースイッチを約10秒間
押し続けることで、光学ミラー
モードに切りかえることができ
ます）

症状 考えられる原因 処置
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知識
■寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

■ミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（P.447）

1 調整するミラーを選ぶ

左

右
2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを押す

上

右

下

左

知識
■鏡面調整の作動条件

パワースイッチがACCまたは ONのと
き

ドアミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ドアミラーを格納したまま走行しな
い

●走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

■ミラーヒーターが作動しているとき

鏡面が熱くなるのでふれないでくださ
い。

調整するには

A

B

A

B

C

D
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ミラーを格納する

ミラーをもとの位置にもどす
スイッチを中立の位置（AUTO）にする
とオート作動に切りかわり、スマートエ
ントリー＆スタートシステムやワイヤレ
スリモコンによるドアの施錠・解錠と連
動して作動します。

知識
■カスタマイズ機能

オート作動の設定を変更できます。（カス
タマイズ一覧：P.570）

ドアミラーを格納するには

警告
■ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。

A

B
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4-5. ドアガラスの開閉

スイッチを操作し、ドアガラスを
開閉できます。

1 閉める
2 自動全閉※

3 開ける
4 自動全開※
※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■ハイブリッドシステム停止後の作動

パワースイッチを ACCまたは OFF にし
たあとでも、約 45秒間はドアガラスを
開閉できます。ただし、そのあいだに運
転席ドアを開閉すると作動しなくなりま
す。

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ドアガラ
スを開閉することができます（ウインド
ウロックスイッチがOFF のときのみ操作
可能）。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

■巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

■ドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

●車を停止し、パワースイッチをONの状
態で、挟み込み防止機能や、巻き込み
防止機能が作動したあと約 4秒以内に、
パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続ける。または、「自
動全開」の位置で押し続けることでド
アガラスを開閉することができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 パワースイッチをONにする
2 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約6
秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全開」の位置で約4
秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
「自動全閉」の位置で引き続け、ドア
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を約 1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
はなすと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能

●メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（P.553）

●ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（P.186）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（P.55）
※トヨタ販売店での設定が必要です。

■窓開警告機能

パワースイッチがOFFでドアガラスが開
いていると、運転席ドアを開けたときに
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。

■カスタマイズ機能

ドアロック連動ドアガラス開閉機能など
の設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.577）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■ドアガラスを開閉するとき

●運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（P.231）

●ドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。

●車から離れるときはパワースイッチ
をOFF にし、キーを携帯してお子さ
まも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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お子さまが誤ってドアガラスを開
閉することを防止できます。
スイッチを押すと、インジケー
ター が点灯し、運転席以外のド
アガラスが非作動になります。

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■補機バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFFになる
ため、補機バッテリーを接続したあと、
再度ウインドウロックスイッチをONに
する必要があります。

警告
■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。また、挟
み込み防止機能は、スイッチを引き
続けた状態では作動しません。指な
どを挟まないように注意してくださ
い。

■巻き込み防止機能

●巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

●巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などが巻き込まないように注
意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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4-6. お好み設定

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のすべての操作を行ったとき、
運転席が乗り降りしやすい位置に
自動で調整されます。
● シフトポジションをPにする
● パワースイッチをOFF にする
● シートベルトをはずす
次のいずれかの操作を行ったとき、
運転席がもとの位置にもどります。
● パワースイッチをACCまたは
ONにする

● シートベルトを着用する

知識
■パワーイージーアクセスシステムの作
動について

●降車時に、シートの位置が最後方付近
にあるなど、パワーイージーアクセス
システムが作動しない場合があります。

●パワーイージーアクセスシステム作動
中にシート位置を調整すると、オート
作動が停止しマニュアル調整になりま
す。

●降車時、パワーイージーアクセスシス
テム作動中または作動後にシート位置
を調整すると、乗車時にパワーイー
ジーアクセスシステムは作動しません。

パワーイージーアクセスシ
ステム★／ポジションメモ
リー★／メモリーコール機
能★

自動で運転席を動かし、乗り降
りしやすい位置に調整したり、
お好みのドライビングポジショ
ンに調整したりします。

マイセッティングがON の場
合：
ドライビングポジションは、マ
イセッティングに登録した運転
者（3パターン）とゲスト（1
パターン）を登録できます。
マイセッティングに電子キーの
割り当てを登録することで、登
録した運転者ごとにドライビン
グポジションを自動で呼び出す
ことができます。（メモリーコー
ル機能）

マイセッティングがOFF の場
合：
ドライビングポジションは、2
パターンまで登録できます。
ドライビングポジションを電子
キーに登録することで、電子
キーごとにドライビングポジ
ションを自動で呼び出すことが
できます。（メモリーコール機
能）

マイセッティングについては、
P.236を参照してください。

運転席への乗り降りをしやすく
するには（パワーイージーアク
セスシステム）
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■挟み込み防止機能

シートが自動で動いているときに人やも
のが干渉すると、作動が停止します。

■カスタマイズ機能

パワーイージーアクセスシステムによる
設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.570）

■ 登録方法
1 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

2 パワースイッチをONにする
3 運転席をお好みの位置に調整す
る

4 SET ボタンを押しながら、ま
たはSET ボタンを押したあと
3秒以内に 1、2のうち登録し
たいボタンをブザーが鳴るまで
押す

すでに同じボタンに登録されている場合
は、上書きされます。

■ 呼び出し方法
1 シフトポジションがPにあるこ
とを確認する

2 パワースイッチをONにする

3 1、2のうち呼び出したいポジ
ションのボタンをブザーが鳴る
まで押す

知識
■ポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

●SET ボタンを押す

●1、2のボタンを押す

●シート調整スイッチのいずれかを操作
する

■挟み込み防止機能

シートが自動で動いているときに人やも
のが干渉すると、作動が停止します。

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

●ドライビングポジションの登録

●ドライビングポジションの呼び出し
（シフトポジションが Pにあるときのみ
操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■登録できるシート位置（P.210）

腰部調整（ランバーサポート）以外の位

ドライビングポジションを登録
する／呼び出すには（ポジショ
ンメモリー）
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置が登録できます。

■パワースイッチOFF 後の作動

運転席ドアを開けて180秒以内、または
運転席ドアを閉めて60秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、
シートの位置が調整されます。

■ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

■ポジションを呼び出すとき

ヘッドレストが天井にあたらないよう注
意してください。

■登録したシート位置が呼び出せないと
き

シート位置を特定の範囲内に登録した場
合、状況によってはシート位置を呼び出
せないことがあります。詳しくはトヨタ
販売店にご相談ください。

■ マイセッティングがOFFの場合
● 登録方法
お好みのポジションをあらかじめ
1、2のいずれかのボタンに登録
しておきます。
登録させたいキーのみ携帯して、

運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正
確に登録できません。
1 シフトポジションがP にあるこ
とを確認する

2 パワースイッチをONにする
3 登録させたいドライビングポジ
ション（1、2）を呼び出す

4 呼び出したドライビングポジ
ションのボタンを押しながら、
ドアロックスイッチの施錠側ま
たは解錠側を“ピー”とブ
ザーが鳴るまで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

● 呼び出し方法
1 ドライビングポジションを登録
した電子キーを携帯し、運転席
ドアをスマートエントリー＆ス
タートシステムまたはワイヤレ
スリモコンでドアを解錠してド
アを開ける

運転席が登録された位置へ動きますが、
シート位置は乗り込みやすくするために、
登録された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は、シートは動きま
せん。

警告
■シート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員
にあたったり、運転者の体がハンドル
に圧迫されたりしないよう注意してく
ださい。

乗車時にドライビングポジショ
ンを自動で呼び出すには（メモ
リーコール機能）
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2 パワースイッチをACCまたは
ONにするか、シートベルトを
着用する

運転席が登録したドライビングポジショ
ンに動きます。

● 解除方法
1 解除させたいキーのみ携帯し
て、運転席ドアを閉める

車内にキーが 2つ以上あると、正確に解
除できません。

2 シフトポジションがP にあるこ
とを確認する

3 パワースイッチをONにする
4 SET ボタンを押しながら、ド
アロックスイッチの施錠側また
は解錠側を“ピッピッ”とブ
ザーが鳴るまで押す

解除できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

■ マイセッティングがON（電子
キーで個人を特定）の場合

マイセッティングに電子キーの割
り当てを登録することで、登録し
た運転者ごとのドライビングポジ
ションを自動で呼び出すことがで
きます。
● 登録方法
運転を終了したあとにシフトポジ
ションをP にすると、現在のドラ
イビングポジションが登録されま
す。
● 呼び出し方法
1 マイセッティングに割り当てを
登録している電子キーを携帯
し、運転席ドアをスマートエン
トリー＆スタートシステムまた

はワイヤレスリモコンで解錠し
てドアを開ける

運転席が登録された位置へ動きますが、
シート位置は乗り込みやすくするために、
登録された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は動きません。

2 パワースイッチを ACC または
ON にする

運転席が登録したドライビングポジショ
ンに動きます。

● 解除方法
マイセッティングで運転者の登録
内容を初期化する
詳細については、別冊「マルチメディア
取扱説明書」を参照してください。

知識
■メモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

●電子キーごとにドライビングポジショ
ンを登録できるため、携帯するキーに
よっては呼び出されるドライビングポ
ジションが異なる場合があります。

●運転席以外のドアをスマートエント
リー＆スタートシステムで解錠した場
合は、ドライビングポジションの呼び
出しは行われません。その場合は、登
録したドライビングポジションのボタ
ンを押してください。

■挟み込み防止機能

シートが自動で動いているときに人やも
のが干渉すると、作動が停止します。
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次の認証デバイスから個人を特定
します。
● 電子キー
スマートエントリー＆スタートシステム
が電子キーを検出することで個人を特定
します。（P.204）

● デジタルキー★

スマートエントリー＆スタートシステム
がデジタルキーを検出することで個人を
特定します。（P.183）

● Bluetooth® デバイス

Bluetooth® 機器をマルチメディアシス
テムに接続することで個人を特定します。

Bluetooth® 機器の接続方法については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

電子キー検出して個人を特定したときは、
Bluetooth® 機器での個人の特定はしま
せん。

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは
登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. 
が所有権を有します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

認証デバイスから個人が特定され
たとき、次の機能の設定を再生し
ます。
● ドライビングポジション（メモ
リーコール機能）★

個人が特定されたあとに、次の操作を行
うと前回運転終了時（シフトポジション
を Pにしたとき）のドライビングポジ
ションを再生します。

･ 電子キーで個人を特定：スマートエン
トリー＆スタートシステムまたはワイ
ヤレスリモコンで解錠してドアを開け
る

･ デジタルキー★で個人を特定：スマー
トエントリー＆スタートシステムで解
錠してドアを開ける

● マルチメディア設定※

個人が特定されると、前回パワースイッ
チをOFF にしたときの表示設定を再生
します。

● 車両設定※（マルチインフォ
メーションディスプレイ、マル
チメディアディスプレイで設定
できる項目）

個人が特定されると、前回パワースイッ

マイセッティング

電子キーなどのデバイスから個
人を特定し、運転者ごとのドラ
イビングポジションや車両設定
を記憶しておくことで、次回乗
車時に再生します。

あらかじめ認証デバイスを割り
当てておくことで、運転者に合
わせたお好みの設定で乗車する
ことができます。

マイセッティングには、運転者
3 名分の設定を記憶することが
できます。

認証デバイスの割り当て／削除、
ドライバー名の設定、初期化方
法、運転者の手動切りかえ、記
憶してあるドライバーの削除に
ついては別冊「マルチメディア
取扱説明書」を参照してくださ
い。

割り当てる認証デバイスの種類

再生される機能
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チを OFF にしたときの車両設定を再生
します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※一部の設定項目を除く
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5-1. 運転にあたって

■ ハイブリッドシステムを始動す
る

P.250
■ 発進する
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトポジションをDにする

シフトポジション表示灯がDであること
をメーターで確認します。

2 パーキングブレーキがかかって
いるときは、パーキングブレー
キを解除する（P.260）

パーキングブレーキがオートモードのと
きは、自動でパーキングブレーキが解除
されます。（P.261）

3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する

■ 停車する
1 ブレーキペダルを踏む
2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトポジショ
ンを Pにします。（P.255）

■ 駐車する
1 ブレーキペダルを踏み、車を完
全に停止させる

2 パーキングブレーキが解除され
ているときは、パーキングブ
レーキをかける（P.260）

3 シフトポジションをPにする
（P.255）

シフトポジション表示灯が Pであること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押してハイブ
リッドシステムを停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足
を離す

6 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車する場合は、必要に応
じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはトヨタ販売店で購入すること
ができます。

■ 上り坂で発進する
1 ブレーキペダルをしっかり踏
み、シフトポジションをDにす
る

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。

2 パーキングブレーキをかける
（P.260）
3 ブレーキペダルから足を離し、
アクセルペダルをゆっくり踏み
車を発進する

4 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
する（P.260）

知識
■電気・燃料を節約する走り方

この車のシステム特性を理解し、ハイブ
リッドシステムの各機能を活用してくだ
さい。また、急加速を控えるなど、通常
のガソリン車と同様の心がけも必要です。

「プラグインハイブリッド車運転のアドバ
イス」（P.73）を参照してください。

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に
従って走行してください。

安全に走行するには
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■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

■エコアクセルガイド（P.164）

エコアクセルガイドの表示を参考に走行
することで、環境に配慮した走行がより
容易に行えます。また、エコアクセルガ
イドを活用することで、エコジャッジの
評価も高くなりやすくなります。

●発進時は：

エコアクセルガイドの範囲をこえないよ
うに、アクセルペダルをやさしく踏み込
み、目的の速度まで加速します。必要以
上の急加速を控えることで、エコ発進の
評価が高くなります。

●走行中は：

目的の速度まで加速したらアクセルペダ
ルをもどし、エコアクセルガイドの範囲
を目安にして、安定した速度で走行しま
す。エコアクセルガイドの範囲内に収ま
るように走行し続けると、安定走行の評
価が高くなります。

●停車時は：

停車時は、早めにアクセルペダルをもど
すことで、エコ減速の評価が高くなりま
す。

■ハイブリッドシステム出力の抑制につ
いて（ブレーキオーバーライドシステ
ム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが同

時に踏まれたとき、ハイブリッドシス
テム出力を抑制する場合があります。

●ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

■運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミボデー部
に取り付けることはできません。

警告
次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■発進するとき

READY インジケーターが点灯してい
る状態で停車しているときは、常にブ
レーキペダルを踏んでください。ク
リープ現象で車が動き出すのを防ぎま
す。

■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。
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警告
･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●ハイブリッド車は電気モーターでの
走行時にエンジン音がしないため、
周囲の人が車両の接近に気が付かな
い場合があります。車両接近通報装
置が作動していても、周囲の騒音な
どが大きい場合は車両の接近に気が
付かないことがありますので、十分
注意して運転してください。

●枯れ葉や紙くず、布きれなどの可燃
物の上を走行したり、可燃物付近に
車を停めたりしないでください。排
気管や排気ガスは高温になり、可燃
物が近くにあると火災になるおそれ
があり危険です。

●通常走行時は、走行中にハイブリッ
ドシステムを停止しないでください。
走行中にハイブリッドシステムを停
止してもハンドルやブレーキの操作
は可能ですが、補機バッテリーの残
量や使用状況によっては、車両が停
止する前にハンドルの操作力補助が
なくなり、ハンドル操作が困難にな
るおそれがあります。安全を確認し
た上で、すみやかに道路脇に停車し
てください。なお、通常の方法で車
両を停止することができないような
緊急時は、P.518 を参照してくださ
い。

●急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードを下げてくださ
い。フットブレーキを連続して使い
すぎると、ブレーキが過熱して正常
に機能しなくなります。（P.254）

●走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラー★・デジタル
インナーミラー★の調整をしないで
ください。運転を誤るおそれがあり
ます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

●すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

●渡河などの水中走行はしないでくだ
さい。電装品のショートやハイブ
リッドシステムの破損など、重大な
車両故障の原因になるおそれがあり
ます。

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

●急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どして、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

●水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

■シフトポジションを変更するとき

●前進側のシフトポジションのまま惰
性で後退したり、R のまま惰性で前
進することは絶対にやめてください。
思わぬ事故や故障の原因となるおそ
れがあります。
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警告
●車両が動いているあいだは、Pポジ
ションスイッチを押さないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフ
トポジションをRにしないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフ
トポジションを前進側のシフトポジ
ションにしないでください。トラン
スミッションにダメージを与えたり、
車両のコントロールができなくなる
おそれがあります。

●走行中にシフトポジションをNにす
ると、ハイブリッドシステムの動力
伝達が解除され、回生ブレーキが効
かなくなります。

●アクセルペダルを踏み込んだままシ
フト操作をしないでください。シフ
トポジションがPまたはN以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。シ
フトポジションの変更後は、メー
ター内のシフトポジション表示灯で
現在のシフトポジションを必ず確認
してください。

■継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を
受け、ブレーキパッドを交換してくだ
さい。必要なときにパッドの交換が行
われないと、ディスクローターの損傷
につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

■停車するとき

●不必要にアクセルペダルを踏み込ま
ないでください。
シフトポジションがPまたはN以外
にあると、車が急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、READYインジケーターが点
灯しているときは常にブレーキペダ
ルを踏み、必要に応じてパーキング
ブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながることを防ぐた
め、常にブレーキペダルを踏み、必
要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

●停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶・炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。
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警告
･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

●ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

●フロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やドアガラスを開けたまま放置しな
いでください。直射日光が曲面ガラ
スの内側に反射し、レンズの働きを
して火災につながるおそれがあり危
険です。

●車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトポジショ
ンをPにし、ハイブリッドシステム
を停止し、施錠してください。
READYインジケーターが点灯して
いるあいだは、車から離れないでく
ださい。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トポジションをPにした状態では、
車が動き思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

●READYインジケーターが点灯して
いるとき、またはハイブリッドシス
テム停止直後は排気管にふれないで
ください。やけどをするおそれがあ
ります。

■仮眠するとき

必ずハイブリッドシステムを停止して
ください。
READY インジケーターが点灯した状
態のまま仮眠すると、無意識にシフト
ポジションを切りかえたり、アクセル
ペダルを踏み込んだりして、事故やハ
イブリッドシステムの異常過熱による
火災が発生するおそれがあります。さ
らに、風通しの悪い場所に停めると、
排気ガスが車内に侵入し、重大な健康
障害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。
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警告
●電子制御ブレーキシステムが機能し
ないときは、他の車に近付いたりし
ないでください。また、下り坂や急
カーブを避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりもブレーキペダルを強く踏
む必要があります。また制動距離も
長くなります。ただちにブレーキの
修理を受けてください。

●ブレーキシステムは 2つ以上の独立
したシステムで構成されており、1
つの油圧システムが故障しても、残
りは作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

注意
■運転しているとき

●運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、ハイブリッドシステ
ム出力を抑制する場合があります。

●坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングの損傷を防ぐた
め、ハンドルをいっぱいにまわした
状態を長く続けないでください。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.540 を参照してください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは必ずトヨタ販
売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン・トランスミッション・ト
ランスアクスルなどのオイルやフ
ルードの量および質の変化

●各ベアリング・各ジョイント部など
の潤滑不良

冠水によりシフト制御システムが損傷
すると、シフトポジションがPに切り
かえられない、またはPから他のシフ
トポジションに切りかえられなくなる
可能性があります。
その場合はトヨタ販売店へご連絡くだ
さい。
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■ 急発進の抑制制御
アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切
りかえたとき、ハイブリッドシス
テム出力を抑制することがありま
す。

● Rに切りかえたとき※

● PまたはRから、Dなどの前進シ
フトポジションに切りかえたと
き※

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

■ 後退速度の抑制制御
後退時の速度が所定以下となるよ
うにハイブリッドシステム出力を
抑制※します。
後退速度の抑制制御が作動してい
るときは、マルチインフォメー
ションディスプレイに“速度抑制
中”が表示されます。

※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります。

知識
■ドライブスタートコントロールについ
て

●TRC の作動を停止（P.437）する
と、急発進の抑制制御も停止します。
急発進の抑制制御により、ぬかるみや
新雪などからの脱出が困難な場合は、
TRC の作動を停止してください。
（P.437）

●タイヤがスリップ（空転）していると、
後退速度の抑制制御が作動することが
あります。

●後退速度の抑制制御のON（作動）／
OFF（非作動）を切りかえることがで
きます。（P.570）

･ パワースイッチをONにしたときは、
後退速度の抑制制御は常にON（作動）
になっています。

･ 後退速度の抑制制御をOFF（非作動）
にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

注意
■駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トポジションをP にしてください。
パーキングブレーキをかけ、シフトポ
ジションを P にしておかないと、車が
動き出したり、誤ってアクセルペダル
を踏み込んだときに急発進するおそれ
があります。

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするた
めに、荷物を積むときは次のこ
とをお守りください。

警告
■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●できるだけ荷物はラゲージルームに
積んでください。

●シート背もたれより高いものをラ
ゲージルームに積まないでください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で荷物を積むときは、荷物を積み重
ねないでください。

●後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

●ラゲージルームに人を乗せないでく
ださい。乗員用には設計されていま
せん。乗員は、適切にシートベルト
を着用させ、座席に座らせてくださ
い。

●次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

●室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

注意
■ルーフに荷物を積むとき（ソーラー
充電システム装着車）

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、ソーラールーフが破損
したり、ルーフラックが脱落したりす
るおそれがあります。

●ソーラールーフにあたるようなルー
フラックは装着しない
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注意
●ソーラールーフに直接荷物を積まな
い
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5-2. 運転のしかた

1 普通充電ケーブル、または
ヴィークルパワーコネクタが車
両に接続されていないことを確
認する（P.101, 132）

2 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（P.260）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

3 ブレーキペダルをしっかり踏む
マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。
表示されないと、ハイブリッドシステム
は始動しません。

シフトポジションがN と表示されている
ときは、ハイブリッドシステムを始動で
きません。ハイブリッドシステムの始動
時は、シフトポジションを P にしてくだ
さい。（P.255）

4 パワースイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

READY インジケーターが点灯すれば、
ハイブリッドシステムは正常に始動して

います。

READY インジケーターが点灯するまで
ブレーキペダルを踏み続けてください。

パワースイッチのどのモードからでもハ
イブリッドシステムを始動できます。

5 READYインジケーターが点灯
したことを確認する

READYインジケーターが消灯している
状態では走行できません。

プラスサポート★をご使用の方は、
P.397も併せて参照してください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■パワースイッチ文字照明

状況に応じて、次のようにパワースイッ
チ文字照明が切りかわります。

●運転席または助手席ドアが開いている
ときは、パワースイッチ文字照明が点
灯します。

●パワースイッチがOFF のとき、電子
キーを携帯したままブレーキペダルを
踏むと、パワースイッチ文字照明が点
滅します。

●パワースイッチがACCまたはONのと
きは、パワースイッチ文字照明が点灯
します。

●パワースイッチをACCまたはONから
OFF にしたときは、パワースイッチ文

パワー（イグニッション）
スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、ハイブリッドシス
テムの始動またはパワースイッ
チのモードを切りかえることが
できます。

ハイブリッドシステムを始動す
るには
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字照明がしばらく点灯し、その後消灯
します。

■ハイブリッドシステムが始動しないと
き

●イモビライザーシステムが解除されて
いない可能性があります。（P.54）
トヨタ販売店へご連絡ください。

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

●メカニカルキーを使ってドアを解錠し
た場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムでハイブリッドシステ
ムを始動することができません。ハイ
ブリッドシステムを始動するには、
P.554を参照してください。または、
乗車中に電子キーを携帯し、施錠した
場合（P.189）はハイブリッドシス
テムを始動できます。

■外気温が低いとき

●ハイブリッドシステム始動時にREADY
インジケーターの点滅時間が長くなる
ことがあります。READY インジケー
ターが点灯すれば走行可能になります
ので点灯するまでそのままお待ちくだ
さい。

●極寒の環境などで駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－
30℃以下）、ハイブリッドシステムが
始動できなくなることがあります。
その場合は気温の上昇を待つなど、駆
動用電池の温度が上がってから再度始
動操作をしてください。

■ハイブリッド車特有の音と振動につい
て

P.64

■補機バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でハイブリッドシステムを始動すること

ができません。ハイブリッドシステムを
始動するには、P.555 を参照してくださ
い。

■電子キーの電池の消耗について

P.180

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.206

■ご留意いただきたいこと

P.206

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“スマートエントリー＆スタート
システム故障 取扱書を確認” が表示
されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■万一、READYインジケーターが点灯し
ないとき

正しい手順で始動操作を行っても
READY インジケーターが点灯しない場
合は、ただちにトヨタ販売店へご連絡く
ださい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“燃料キャップを確認してくださ
い” が表示されたとき

P.282

■ハイブリッドシステムに異常があると
き

P.72

■電子キーの電池交換

P.509

■パワースイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやハイブリッ
ドシステムの始動ができない場合があ
ります。
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●パワースイッチOFF 後、すぐに再始動
した場合は、ハイブリッドシステムが
始動しない場合があります。パワース
イッチOFF 後の再始動は、数秒待って
から操作してください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.554 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュア
ルモードのときは、パーキング
ブレーキをかける（P.260）

3 Pポジションスイッチを押す
（P.255）

シフトポジション表示灯が P であること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押す
ハイブリッドシステムが停止し、メー
ター表示が消えます。（シフトポジション
表示灯は、メーター表示が消えたあとも
数秒間表示されています）

5 ブレーキペダルから足を離し
て、メーターの“アクセサ
リー” や“パワーON” の表
示が消灯していることを確認す
る

知識
■シフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、パ
ワースイッチを操作してOFF にしようと
してもOFF にならないことがあります。
その場合は、パーキングブレーキをかけ
てからパワースイッチを操作するとOFF 
にすることができる場合があります。

システムが故障した場合は、すみやかに
お近くのトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
■ハイブリッドシステムを始動すると
き

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意
■ハイブリッドシステムを始動すると
き

もしハイブリッドシステムが始動しに
くい場合は、ただちにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

■パワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりな
どの違和感があるときは、故障のおそ
れがあります。すみやかにトヨタ販売
店にご連絡ください。

ハイブリッドシステムを停止す
るには
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ブレーキペダルを踏まずにパワー
スイッチを押すと、モードを切り
かえることができます。（スイッチ
を押すごとにモードが切りかわり
ます）

アクセサリー

パワーON
1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 ACC※

オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。
メーターに“パワーON” が表示され
ます。
※カスタマイズメニューでON/OFF を
切りかえることができます。
（P.571）

知識
■ACC カスタマイズが“OFF” のとき

●パワースイッチがOFF の状態でも、節
電機能が働くまでの一定時間はマルチ
メディアシステムが使用できます。

●安心降車アシスト作動時、ブザー吹鳴
に加え音声でも案内します。

■自動電源OFF 機能

●シフトポジションが Pにあるとき、約

警告
■緊急時のハイブリッドシステム停止
方法

●走行中にハイブリッドシステムを緊
急停止したい場合には、パワース
イッチを 2秒以上押し続けるか、素
早く 3回以上連続で押してくださ
い。（P.518）
ただし、緊急時以外は走行中にパ
ワースイッチにふれないでください。
走行中にハイブリッドシステムを停
止してもハンドルやブレーキの操作
は可能ですが、補機バッテリーの残
量や使用状況によっては、車両が停
止する前にハンドルの操作力補助が
なくなり、ハンドル操作が困難にな
るおそれがあります。安全を確認し
た上で、すみやかに道路脇に停車し
てください。

●走行中にパワースイッチを操作する
と、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告ブザーが鳴ります。

●走行中にハイブリッドシステムを緊
急停止したあと、走行中にハイブ
リッドシステムを再始動させる場合
は、シフトポジションをNにし、パ
ワースイッチを短く確実に押してく
ださい。

パワースイッチを切りかえるに
は

A

B
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20分以上パワースイッチをACCまた
は ON（ハイブリッドシステムが始動
していない状態）のままにしておくと、
パワースイッチが自動でOFF になりま
す。

●シフトポジションがPおよびパワース
イッチが ACCまたはON（ハイブリッ
ドシステムが始動していない状態）の
ときに補機バッテリーの残量が少なく
なると、ブザーが鳴りマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。そのままの状態を続
けると、パワースイッチが自動でOFF
になります。

ただし、自動電源OFF 機能は、補機バッ
テリーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。ハイブリッドシステムが作動し
ていないときは、パワースイッチをACC
またはONしたまま長時間放置しないで
ください。

※燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDを使用してください。

知識
■レーダークルーズコントロールを使っ
て走行しているとき

エンジンブレーキを目的に走行モードを
スポーツモードにしても、レーダーク
ルーズコントロールが解除されないため
エンジンブレーキは効きません。

■シフト操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示されたとき

誤操作やシステムの状況等によりシフト
ポジションが切りかわらない、またはシ
フト操作が無効にされたときには、切り
かえができない原因や、正しい操作方法
などに関するメッセージが、マルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。その場合は、メッセージに従って
操作し直してください。

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

●ハイブリッドシステム停止中は、パ
ワースイッチをACCまたは ONに
したまま長時間放置しないでくださ
い。

●ハイブリッドシステム停止中に、
メーターの“アクセサリー”また
は“パワーON”の表示が消灯して
いない場合、パワースイッチがOFF 
になっていません。パワースイッチ
をOFF にしてから車両を離れてくだ
さい。

トランスミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車またはハイブリッドシ

ステムの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※

B
急な下り坂など、強いエン
ジンブレーキが必要なとき
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■急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

P.247

シフトレバー
シフトレバーは、シフトポジション表示
灯の矢印に従って、ゆっくり確実に操作
してください。
N に切りかえるときは、矢印に沿って操
作したあと、しばらく保持します。
シフトレバーを操作したあとは、シフト
レバーから手を離してください。シフト

レバーが定位置（ ）にもどります。

Bへの切りかえは、シフトポジションが
Dのときのみ可能です。
Pから N・D・R、およびN・D・B・R
からPへ、またはD・BからR、および
Rから Dへ切りかえるときは、ブレーキ
ペダルを踏み、車が完全に停止している
状態で行ってください。

シフトポジション表示灯
メーター表示：
現在のシフトポジションが表示されます。

警告
■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

注意
■駆動用電池の充電について

シフトポジションがNでは、ガソリン
エンジンが回転していても駆動用電池
は充電されないため、Nで一定時間放
置すると駆動用電池の残量が低下し、
走行不能になるおそれがあります。

■シフト制御システムの異常が考えら
れるとき

次のような状態になったときは、シフ
ト制御システムの異常が考えられます。
安全で平坦な場所に停車し、パーキン
グブレーキをかけて、トヨタ販売店に
ご連絡ください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイにシフト制御システムに関する
警告メッセージが表示されたとき
（P.532）

●シフトポジションが選択されていな
い表示状態が、数秒以上続いている
とき

シフトポジションの切りかえ方
法と表示について

A

B
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シフトレバー表示：
現在のシフトポジションが点灯表示され
ます。
シフトレバーを操作したあとは、シフト
ポジション表示灯で、目的のシフトポジ
ションに切りかわったことを必ず確認し
てください。

Pポジションスイッチ
Pポジションに切りかえるには、車を完
全に停止させ、パーキングブレーキをか
け、P ポジションスイッチを押してくだ
さい。
シフトポジションをPにすると、スイッ
チが点灯します。
シフトポジション表示灯が Pであること
を必ず確認してください。

知識
■パワースイッチの各モードにおけるシ
フトポジション切りかえ

●パワースイッチがOFFまたはACCのと
きはシフトポジションの切りかえはで
きません。

●パワースイッチがONで、READYイン
ジケーターが消灯しているときは、N
のみに切りかえが可能です。

●READYインジケーターが点灯中は、P
から、D・N・R を選択できます。

●READYインジケーターが点滅している
ときは、シフトレバーを操作しても、P
から他のシフトポジションへ切りかえ
ることはできません。READYインジ
ケーターが点滅から点灯にかわってか
ら、再度シフトレバーを操作してくだ
さい。

■Pから他のシフトポジションに切りかえ
る

●ブレーキペダルをしっかり踏みながら、
シフトレバーを操作します。（ブレーキ
ペダルを踏まずにシフトレバーを操作

すると、ブザーが鳴りシフトポジショ
ンの切りかえができません）

●操作後は、シフトポジション表示灯で、
目的のシフトポジションに切りかわっ
たことを必ず確認してください。

●Pから直接、シフトポジションを Bに切
りかえることはできません。

■シフトポジションを切りかえられな
かった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションが切りかえられなかったこと
をお知らせします。適切な操作で、再度
シフトポジションを切りかえてください。

●ブレーキペダルを踏まずに、Pからシフ
トレバーを操作したとき

●アクセルペダルを踏んだまま、Pからシ
フトレバーを操作したとき

●ブレーキペダルを踏まずに、停車中ま
たは極低速走行中にNからシフトレ
バーを操作したとき

●アクセルペダルを踏んだまま、停車中
または極低速走行中にNからシフトレ
バーを操作したとき

●Pまたは Nから、Bを選択した

●走行中に、Pポジションスイッチを押し
た
極低速走行時は、Pに切りかわること
があります。

■シフトポジションが自動的にNに切りか
わった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションがNに切りかわったことをお
知らせします。適切な操作で、再度シフ
トポジションを切りかえてください。

●車両が前進しているときにRを選択した

低速走行時は Rに切りかわることがあり
ます。

●車両が後退しているときにDを選択した

C
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低速走行時は Dに切りかわることがあり
ます。

●R から Bを選択した

■走行中にNを選択した場合

一定以上の速度で走行中にNを選択した
場合、シフトレバーをNの位置で保持し
なくてもNに切りかわります。この場合
はブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに確認メッセージが
表示され、Nにかわったことを運転者に
知らせます。

■リバース警告ブザー

シフトポジションをRにするとブザーが
鳴り、Rにあることを運転者に知らせま
す。

■自動Pポジション切りかえ機能について

次のときは、自動的にシフトポジション
が Pに切りかわります。

●パワースイッチがON、かつシフトポジ
ションが P以外の状態で、車両を停止
させパワースイッチを押したとき（シ
フトポジションが Pに切りかわったあ
と、パワースイッチがOFF になりま
す）※

●シフトポジションがP以外の状態で、万
が一、運転席ドアを開け、次の条件を
すべて満たしているとき

･ パワースイッチがON
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ ブレーキペダルを踏んでいない

シフトポジションがPに切りかわったあ
と、車両を発進させるときは、シフトレ
バーを操作してください。

●走行中にハイブリッドシステムを緊急
停止したあと、停車したとき

●シフトポジションがP以外の状態で、補
機バッテリーの電圧が低下したとき

※停車直前など、極低速走行時にパワー
スイッチを押すと、自動的にシフトポ

ジションが Pに切りかわる場合があり
ます。必ず車両が完全に停止している
状態でパワースイッチを押してくださ
い。

■シフトポジションがPから切りかわらな
い場合は

補機バッテリーあがりの可能性がありま
す。補機バッテリーがあがってしまった
場合の対処法は、P.555 を参照してくだ
さい。

警告
■シフトレバーについて

●シフトレバーのノブを取りはずした
り、純正品以外のノブを取り付けた
りしないでください。また、ものを
ぶら下げたりしないでください。シ
フトレバーが定位置にもどらなく
なって、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
シフトレバーにふれないでください。

■Pポジションスイッチについて

●車が動いているときは、Pポジショ
ンスイッチにふれないでください。

停車直前など、極低速走行中にPポジ
ションスイッチを押すと、シフトポジ
ションが Pに切りかわることがあるた
め、車が急停止して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
Pポジションスイッチにふれないで
ください。
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● 次の操作を行うと、シフトポジ
ションがPに切りかわるまでの
間、自動Pポジション切り替え
機能を作動させずに、シフトポ
ジションをNに保持することが
できます。

1 ハイブリッドシステムが始動し
ているときにシフトレバーを操
作し、シフトポジションをNに
切りかえる

2 シフトレバーを定位置（ ）
にもどす

3 シフトレバーをNの位置に操作
しブザーが鳴るまで保持する

4 ブザーが鳴ったあと、5秒以内
にパワースイッチを押す

シフトポジションがNのままハイブリッ
ドシステムが停止します。※

ブザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに“N保持中 解除する
には Pスイッチを押してください”が
表示されたことを必ず確認してください。

● シフトポジションをN以外にす
るには、Pポジションスイッチ
を押して、一旦シフトポジショ
ンをPに切りかえてください。

● 必ずハイブリッドシステムが始

動している状態で操作してくだ
さい。
ハイブリッドシステム停止状態
では、シフトポジションをNに
保持できない場合があります。

※この状態を維持したい場合は、パワー
スイッチを操作しないでください。パ
ワースイッチを繰り返し操作すると、
自動的にシフトポジションが P に切り
かわったあと、パワースイッチが OFF 
になります。

シフトポジションをBに切りかえ
ると回生ブーストが作動し、アク
セルペダルの操作のみで加減速コ
ントロールを行い、アクセルペダ
ルからブレーキペダルへ踏みかえ
る頻度を減らすことができます。
アクセルペダルを緩めたときの減
速度を設定でき、アクセルペダル
から足を完全に離さずゆっくり緩
めることで、なめらかに減速する
ことができます。
■ 回生ブーストの設定変更
マルチインフォメーションディス
プレイの から“ 車両設定
”を選択し、“回生ブレーキ設定
”を選択することで、回生ブース
ト作動時の回生ブレーキ力を切り
かえることができます。また、“
減速度メモリ”を“ON”にする
と設定した回生ブレーキ力を記憶
することができます。（P.167）
“減速度メモリ”を“OFF”にする
と、パワースイッチをONにするたびに
回生ブレーキ力は“弱”にもどります。

注意
■車を降りるとき（運転席のみ）

シフトポジション表示灯が Pであるこ
とと、パーキングブレーキ表示灯が点
灯していることを確認してから、ドア
を開け、降車してください。

自動 Pポジション切り替え機能
を作動させずに、シフトポジ
ションをNに保持したいときは

回生ブーストについて
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■ 回生ブレーキ力設定の表示
シフトポジションをBにしたと
き、メーター内のシフトポジショ
ン表示灯に、設定されている回生
ブレーキ力 が表示されます。

1 弱
2 中
3 強
シフトポジションをBにしてもシ
フトポジション表示灯に設定した
回生ブレーキ力が表示されないと
きは、ブレーキシステムまたはハ
イブリッドシステムが故障してい
るおそれがあります。マルチイン
フォメーションディスプレイに表
示されるメッセージの内容に従っ
て対処してください。（P.533）

知識
■回生ブーストが使用できないとき

●次の場合は、システムが作動しません。
･ ブレーキシステムまたはハイブリッド
システムが故障しているとき

･ 回生ブレーキが制限されているとき

●次のような状態では、回生ブレーキが
制限されることがあります。

･ 駆動用電池の充電量が多いとき
･ 駆動用電池の温度が低いとき、または
極端に高いとき

･ 電気モータやパワーコントロールユ

ニットの温度が極端に高いとき
･ 回生ブーストを継続したとき

■回生ブレーキについて

●アクセルペダルを離しても車を停止さ
せることはできません。停車時はブ
レーキペダルを踏んでください。

●車速によって最大減速度は変わります。

■制動灯の点灯について

回生ブレーキ力が一定以上の場合、制動
灯が点灯します。

■カスタマイズ機能

回生ブースト使用時の回生ブレーキ力な
どを変更できます。（カスタマイズ一
覧：P.570）

P.434

A

走行モードの選択
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レバー操作により、次のように運
転者の意思を表示することができ
ます。

1 左折
2 左側へ車線変更（レバーを途中
まで動かして離す）

左側方向指示灯が 5回点滅します。

3 右側へ車線変更（レバーを途中
まで動かして離す）

右側方向指示灯が 5回点滅します。

4 右折

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったとき

トヨタ販売店で点検を受けてください。

■ マニュアルモード
手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

パーキングブレーキ表示灯
1 スイッチを引き、パーキングブ
レーキをかける

パーキングブレーキ表示灯が点灯します。
緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるとき、スイッチを引き
続けてください。

2 スイッチを押し、パーキングブ

方向指示レバー

操作のしかた

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除すること
ができます。
オートモードのときは、シフト
ポジションの操作に応じてパー
キングブレーキが自動で作動し
ます。また、オートモードのと
きでも手動でパーキングブレー
キをかける・解除することがで
きます。

操作のしかた

A
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レーキを解除する
･ ブレーキペダルを踏みながら操作して
ください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能によ
り、アクセルペダルを踏むことでパー
キングブレーキを解除することができ
ます。アクセルペダルを踏むときは
ゆっくり踏んでください。（P.261）

解除後、パーキングブレーキ表示灯が消
灯します。

パーキングブレーキ表示灯が点滅
した場合は、再度スイッチを操作
してください。（P.530）
■ オートモードをONにする
停車中に、ブザーが鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイ
にメッセージが出るまでスイッチ
を引き続ける。

オートモードをONにすると、
パーキングブレーキが次のように
作動します。
● シフトポジションをPからP以外
にすると、パーキングブレーキ
が解除され、パーキングブレー
キ表示灯が消灯します。

● シフトポジションをP以外からP
にすると、パーキングブレーキ
がかかり、パーキングブレーキ
表示灯が点灯します。

シフトポジションおよび Pポジ

ションスイッチは、停車した状態
でブレーキペダルを踏みながら操
作してください。
急なシフト操作を行ったときやブ
レーキペダルが十分に踏み込まれ
ていないときに、オートモードが
作動しない場合があります。その
場合は、手動でパーキングブレー
キを操作してください。
（P.260）
■ オートモードをOFFにする
停車中に、ブザーが鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイ
にメッセージが出るまでスイッチ
を押し続ける。

知識
■パーキングブレーキの作動

●パワースイッチがON以外では、パーキ
ングブレーキスイッチによる解除はで
きません。

●パワースイッチがON以外では、オート
モード（かける・解除する）は作動し
ません。

■パーキングブレーキ自動解除機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

●運転席ドアが閉まっているとき
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●運転席シートベルトを着用していると
き

●シフトポジションが前進もしくは後退
の位置にある

●エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯している

アクセルペダルを踏むときはゆっくり踏
んでください。

アクセルペダルを踏んでもパーキングブ
レーキが解除しない場合、手動で解除し
てください。

オートモードではシフトポジションを P
から P以外にすると、パーキングブレー
キが自動的に解除されます。

■パーキングブレーキ自動作動機能につ
いて

下記の条件をすべて満たしたとき、パー
キングブレーキが作動します。

●ブレーキを踏んでいない

●運転席のドアが開いている

●運転席のシートベルトを装着していな
い

●シフトポジションが Pもしくは N 以外
の位置にある

（アドバンストパーク装着車：アドバンス
トパーク作動中はシフトポジションが P
のみ。）

●エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯している。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB が連続で 操作されました 
しばらく お待ちください”と表示され
たときは

短時間に作動をくり返すと、システムの
過熱防止のために作動制限することがあ
ります。その場合は、操作を控えてくだ
さい。1 分程度でもとの状態にもどりま
す。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB 動作が途中で 停止しまし
た”または“EPB 現在 使用できませ
ん”と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作してもメッセージ
が消えない場合は、システムに異常があ
るおそれがあります。トヨタ販売店で点
検を受けてください。

■パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

■パーキングブレーキ表示灯について

●パーキングブレーキをかけたとき、パ
ワースイッチのモードによって、次の
ようにパーキングブレーキ表示灯が点
灯します。
ON：パーキングブレーキを解除するま
で点灯します。
ON以外：約 15 秒間点灯します。

●パーキングブレーキをかけた状態でパ
ワースイッチをOFF にしたとき、パー
キングブレーキ表示灯が約 15秒間点
灯したままになりますが、異常ではあ
りません。

■パーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードがON になります。

■駐車するとき

P.241

■パーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに“EPBが 
ロックされています”が表示されます。
（車速が 5km/h をこえたとき）
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■ブレーキ警告灯が点灯したときは

P.525

■冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.443

警告
■駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■パーキングブレーキスイッチについ
て

パーキングブレーキスイッチの周辺に
ものを置かないでください。ものとス
イッチが干渉して、思わぬパーキング
ブレーキの作動につながるおそれがあ
ります。

■パーキングブレーキ自動作動機能に
ついて

パーキングブレーキ自動作動機能を日
常のパーキングブレーキ操作のかわり
には絶対に使用しないでください。本
機能は運転者のパーキングブレーキか
け忘れによって起こる事故を軽減する
ための機能です。機能に頼ったり、安
全を委ねて駐車をしたりすると、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
■駐車するとき

車から離れるときは、シフトポジショ
ンをPにし、パーキングブレーキをか
けてください。
車が動かないことを確認してください。

■システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

■補機バッテリーがあがったとき

パーキングブレーキシステムを作動さ
せることはできません。（P.555）

■故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。この
場合は、ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。
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スイッチを押して、ブレーキホー
ルドシステムをONにする
ブレーキホールドスタンバイ表示灯

（緑）が点灯します。ブレーキ保持中

はブレーキホールド作動表示灯 （黄）
が点灯します。

知識
■システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

●運転席ドアが閉まっていない

●運転席シートベルトを着用していない

●マルチインフォメーションディスプレ
イに、“EPB動作が途中で停止しまし
た”や“EPB故障 販売店で 点検して

ください”が、表示されている

ブレーキホールドシステムがONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス
テムがOFF になり、ブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

■ブレーキ保持について

●ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●急坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレーキ
をかける必要があります。このときブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

●ブレーキ保持中にシステムをOFFにす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

●パーキングブレーキを自動的に作動さ
せたくない場合は、ブレーキホールド
スイッチを押してスタンバイ表示灯
（緑）が消灯したのを確認してからパ
ワースイッチをOFF にしてください。

■ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

●運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む

●ブレーキペダルを踏みながら、パーキ

ブレーキホールド

シフトポジションがDまたはN
でブレーキホールドシステムが
ONのとき、ブレーキペダルを
踏んで停車するとブレーキがか
かったまま保持されます。シフ
トポジションがDのとき、アク
セルペダルを踏むと同時に解除
され、スムーズに発進できます。

システムを作動させるには

A

B
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ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯
が消灯したことを確認してください。
（P.260）

■トヨタ販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド
スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“BrakeHold 故障 ブレーキを踏
み 解除ください 販売店で点検” 
“BrakeHold 故障 販売店で 点検して
ください”が表示されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

■ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したときは

P.529

警告
■急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。

また、勾配によってはシステム自体が
作動しないことがあります。

■すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

注意
■駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にパワースイッチをOFFにする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。パワースイッチを操作
するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトポジションを Pにして、パーキ
ングブレーキをかけてください。
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■ 点灯する

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へもどります。

上記の表のスモールランプは、薄暮灯★・車幅灯・尾灯・番号灯・インス
トルメントパネルランプを意味します。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわりま
す。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわります。

■ 消灯する

スイッチを 3 の位置で1秒以上保持すると、次のように作動し
ます。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯／消灯のしかた

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 LED デイライト（P.267）が
点灯

ヘッドランプ・スモールランプ
が点灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2
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消灯中に 1 または 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されま
す。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へもどります。

上記の表のスモールランプは、薄暮灯★・車幅灯・尾灯・番号灯・インス
トルメントパネルランプを意味します。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識
■AUTO モードの作動条件

パワースイッチがONのとき

■LED デイライト機能

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、ハイブリッドシス
テム始動後、パーキングブレーキを解除

し、ランプスイッチを にすると、
LED デイライトが自動で点灯します。
（車幅灯より明るく点灯します）
LED デイライトは夜間の使用を意図した
ものではありません。

■自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが

点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

■ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3
ヘッドランプ・スモールラン
プ・LEDデイライト
（P.267）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプ
が消灯※
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■ランプ消し忘れ防止機能

パワースイッチをOFFにすると、すべて
のランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、パワース
イッチをONにするか、一度ランプス

イッチを にしてから または

の位置にします。

■ランプ消し忘れ警告ブザー

パワースイッチがOFFのとき、ヘッドラ
ンプ・尾灯が点灯している状態で運転席
ドアを開けると、ランプ類の消し忘れを
警告するブザーが鳴ります。

■オートレベリングシステム（AHS 装着
車）

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数、荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

■節電機能

車両の補機バッテリーあがりを防止する
ため、パワースイッチがOFF の状態で
ヘッドランプまたは尾灯が点灯している
場合、節電機能が働き約 20分後すべて
のランプが自動消灯します。

パワースイッチをONにすると節電機能
は解除されます。

次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き、
約 20分後すべてのランプが自動消灯し
ます。

●ランプスイッチを操作したとき

●ドアを開閉したとき

■ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能
（雨滴感知式ワイパー装着車）

日中での走行時、ランプスイッチが

でワイパーを作動してしばらくする
と、自車が他車から見やすくなるように

ヘッドランプが自動点灯します。※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“ヘッドランプシステム故障 販売
店で点検してください”が表示された
ときは

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

■カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一
覧：P.570）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビーム
に切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でランプ類を長時間点灯しないでくだ
さい。

ハイビームにするには
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運
転

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

乗車人数や荷物の量などによる車
の姿勢の変化に合わせて、ヘッド
ランプの光軸を調整することがで
きます。

1 上向きに調整
2 下向きに調整
■ 目盛り設定の目安

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

● 車速に応じて、ハイビームの明
るさと照らす範囲を調整します。

● カーブを走行しているとき、進
行方向側をハイビームでより明
るく照らします。

● 前方車両の周辺を遮光したハイ
ビームを点灯します。（遮光ハイ
ビーム）

前方車両へのまぶしさを緩和しつつ、前
方視界の確保を補助します。

手動光軸調整ダイヤル★

乗員と荷物の条件 ダイヤ
ル位置乗員 荷物

運転者 なし 0

運転者と助手
席乗員

なし 0

全乗員 なし 1

全乗員
ラゲージルー
ム満載時

1.5

運転者
ラゲージルー
ム満載時

2

AHS（アダプティブハイ
ビームシステム）★

アダプティブハイビームシステ
ムは、フロントウインドウガラ
ス上部に設置された前方カメラ
により前方車両のランプや街路
灯などの明るさを判定し、ヘッ
ドランプの配光を制御します。

警告
■安全にお使いいただくために

アダプティブハイビームシステムを過
信しないでください。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動でハ
イビームとロービームを切りかえてく
ださい。

■アダプティブハイビームシステムの
誤作動を防ぐために

●システムをOFF にする必要があると
き：P.286

システムの制御
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ハイビームで照らす範囲

ロービームで照らす範囲

● 先行車との距離に応じて、ロー
ビームの照らす範囲を調整しま
す。

1 アダプティブハイビームシステ
ムスイッチを押す

2 ランプスイッチを または
にする

レバーがロービームの位置にあるとき、
アダプティブハイビームシステムが作動

し、AHS表示灯が点灯します。

知識
■システムの作動条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムが点灯し、システムが作動します。

･ 車速が約 15km/h 以上※

･ 車両前方が暗い
※車速が約 30km/h 以上になると、カー
ブ走行時に進行方向側を明るく照らし
ます。

●次の条件をすべて満たすと、前方車両
の位置に応じて遮光ハイビームに切り
かわります。

･ 車速が約 15km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいる
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少
ない

●次の条件のいずれかのとき、ロービー
ムに切りかわります。

･ 車速が約 12km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両の台数が多い
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多
い

■前方カメラの検知について

●次のような状況では、ハイビームが自
動で遮光ハイビームに切りかわらない
場合があります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき

アダプティブハイビームシステ
ムを使うには

A

B
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運
転

･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.290

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板・反射板（リフレクター）
などの反射物によりハイビームが遮光
ハイビームに切りかわる場合や切りか
わらない場合、または遮光範囲が変化
する場合があります。

●次の原因により、遮光範囲の追従速度
やロービームへの切りかえのタイミン
グが変化する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ヘッドランプの配光制御が運転者の感
覚に合わない場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき

･ システムを OFF にする必要があると
き：P.286

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.290

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧：P.570）

■ ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
AHS表示灯が消灯し、ハイビーム表示
灯が点灯します。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーをもとの位置にもど
します。

■ ロービームへの切りかえ
アダプティブハイビームシステム
スイッチを押す
AHS表示灯が消灯します。

手動制御に切りかえるには
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アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度スイッチを押します。

ハイビームの使用に問題がある、
または他の運転者・付近の歩行者
の迷惑になると思われるときに使
用します。
レバーを手前に引き、もとの位置
にもどす
レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度アダプティブ
ハイビームシステムが作動します。

1 オートマチックハイビームス
イッチを押す

2 ランプスイッチを または
にする

一時的なロービームへの切りか
え

AHB（オートマチックハ
イビーム）

オートマチックハイビームは、
フロントウインドウガラス上部
に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯など
の明るさを判定し、自動的にハ
イビームとロービームを切りか
えます。

警告
■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

■オートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

●システムをOFF にする必要があると
き：P.286

オートマチックハイビームを使
うには
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レバーがロービームの位置にあるとき、
オートマチックハイビームシステムが作
動し、AHB表示灯が点灯します。

知識
■ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。

･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少
ない

●次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多
い

■前方カメラの検知について

●次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき

･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.290

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

●次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき
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･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき

･ システムを OFF にする必要があると
き：P.286

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.290

■ ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
AHB表示灯が消灯し、ハイビーム表示
灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーをもとの位置にもどします。

■ ロービームへの切りかえ
オートマチックハイビームスイッ
チを押す
AHB表示灯が消灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度オートマチックハイビームスイッチ
を押します。

ハイビームの使用に問題がある、
または他の運転者・付近の歩行者
の迷惑になると思われるときに使
用します。
レバーを手前に引き、もとの位置
にもどす
レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度オートマチッ
クハイビームが作動します。

手動制御に切りかえるには

一時的なロービームへの切りか
え
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤフォグランプを点灯する

操作後に手を離すと の位置までも
どります。

再度操作すると、消灯します。

知識
■点灯条件

ヘッドランプが点灯しているときに使用
できます。

■リヤフォグランプについて

●リヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

●雨や霧、雪などで視界が悪いときに後

続車に自分の車の存在を知らせるため
に使用します。視界が悪いとき以外に
使用すると後続車の迷惑になる場合が
あります。必要なとき以外は使用しな
いでください。

リヤフォグランプ★

雨や霧などの悪天候下では、後
続車に自車の存在を知らせるた
めにリヤフォグランプを点灯さ
せます。

操作のしかた

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でランプ類を長時間点灯しないでくだ
さい。
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次のように レバーを操作す
ると、ワイパーまたはウォッ
シャーが作動します。
 間欠時間調整式ワイパー

1 停止

2 間欠作動

3 低速作動

4 高速作動

5 一時作動

間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。

6 間欠ワイパーの作動頻度（増）
7 間欠ワイパーの作動頻度（減）

8 フロントウインドウガラ
ス洗浄用のウォッシャー液を出
す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てフロントウインドウガラス洗浄用
ウォッシャーが作動します。（ワイパーが
数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らにもう 1回作動します。ただし、走行
中は液だれ防止作動は行いません）

9 カメラ洗浄用のウォッ
シャー液を出す★

レバーを前方へ押すと次のカメラ洗浄用
ウォッシャーが作動します。
･ デジタルインナーミラーのカメラ★

（P.222）
･ バックガイドモニターのカメラ★※

･ パノラミックビューモニターのバック
カメラ★※

ワイパー＆ウォッシャー

レバー操作でワイパーの作動を
自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりす
ることができます。

注意
■フロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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･ ドライブレコーダーの後方カメラ★※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※カメラ洗浄システムについては、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照し
てください。

 雨滴感知式ワイパー

1 停止

2 AUTO モード

3 低速作動

4 高速作動

5 一時作動

を選択しているとき、雨滴
量と車速に応じてワイパーが作動
します。

が選択されているときは、
次のようにツマミをまわして、雨
滴センサーの感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 フロントウインドウガラ
ス洗浄用のウォッシャー液を出
す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てフロントウインドウガラス洗浄用
ウォッシャーが作動します。（ワイパーが
数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らにもう 1 回作動します。ただし、走行
中は液だれ防止作動は行いません）

9 カメラ洗浄用のウォッ
シャー液を出す

レバーを前方へ押すと次のカメラ洗浄用
ウォッシャーが作動します。
･ デジタルインナーミラーのカメラ★

（P.222）
･ パノラミックビューモニターのバック
カメラ※

･ ドライブレコーダーの後方カメラ★※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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※カメラ洗浄システムについては、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照し
てください。

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

●ワイパーを 1回のみ作動

●フロントウインドウガラス洗浄用の
ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■車速による作動への影響

間欠時間調整式ワイパー

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。（間欠ワイパーの作動頻
度が最大に調整されているときは、低速
作動を続けます）

雨滴感知式ワイパー装着車

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。（雨滴センサーの感度調
整が最高に調整されているときは、低速
作動を続けます）

■雨滴感知センサー（雨滴感知式ワイ
パー装着車）

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに、正しく作動しないことがあります。

●パワースイッチがONのときにワイパー

スイッチを にすると、動作確認
のためワイパーが1 回作動します。

●AUTOモードのとき雨滴センサーの感
度調整を（高）側へ調整すると、動作
確認のためワイパーが 1回作動します。

●雨滴感知センサーの温度が85℃以上ま
たは -15 ℃以下のときは、AUTO 作動
しないことがあります。その場合は、
AUTOモード以外でワイパーを使用し
てください。

■フロントドア開連動ワイパー停止機能
（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTOモード選択中にシフトポジション
が Pにあり、ワイパーが作動していると
き、フロントドアを開けるとワイパーの
水しぶきが車両の近くにいる人にかかる
のを防ぐためにワイパーの作動が停止し
ます。フロントドアを閉めると作動を再
開します。

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。
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警告
■AUTOモード時のワイパー作動につ
いて（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTO モードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
作動するおそれがあります。ワイパー
で指などを挟まないように注意してく
ださい。

■フロントウインドウガラス洗浄用
ウォッシャーを使用するときの警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍り付き、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でワイパーを長時間作動しないでくだ
さい。
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5-4. 給油のしかた

● ドアとドアガラスを閉め、パ
ワースイッチをOFF にしてくだ
さい。

● 燃料の種類を確認してください。

知識
■燃料の種類について

●無鉛レギュラーガソリン

●バイオ混合ガソリン（レギュラー）

■バイオ混合ガソリンについて

エタノールの混合率10％以下、または
ETBE の混合率22% 以下のガソリン
（酸素含有率 3.7％以下）を使用すること
ができます。

給油口の開け方

お客様の車の燃料タンクは特殊
な構造になっており、給油前に
燃料タンク内の圧力を下げる必
要があります。そのため、給油
扉オープナスイッチを押してか
ら給油できるようになるまでに、
数秒かかります。

給油する前に

警告
■給油するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。また、給油口
に静電気を除去していない人を近付
けないでください。
静電気を帯電した人が給油口に近付
くと、放電による火花で燃料に引火
するおそれがあります。

●キャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

●気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

●喫煙しないでください。

●給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

●継ぎ足し給油をしないでください。

●正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。
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1 給油扉オープナースイッチを押
して、給油扉を開ける

スイッチを押してから約 10秒以内に、
給油扉が開きます。給油できるようにな
るまで、マルチインフォメーションディ
スプレイに、給油扉オープナーの作動状
況が表示されます。

給油口が開きます。

注意
■給油するとき

●指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリンや他の燃料（粗
悪ガソリン・軽油・灯油・高濃度バ
イオ混合ガソリン※）を使用したり、
燃料をこぼしたりしないでください。
次のような状態になるおそれがあり
ます。

･ エンジンの始動性が悪くなる

･ エンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

･ エンジン出力が低下する

･ 排気制御システムが正常に機能しな
い

･ 燃料系部品が損傷する

･ 塗装が損傷する
※エタノール混合率 10%をこえるも
の、または ETBE の混合率22%を
こえるもの

●約30分以内に給油を完了してくださ
い。約 30分以上経過すると内部の
フタが閉じます。内部のフタが閉じ
た状態で給油すると燃料がこぼれる
おそれがあります。給油扉オープナ
スイッチを再度押してください。

●ノズルなどで給油扉ロックを押さな
いでください。ロックが押されると
内部のフタが閉じ、燃料がこぼれる
おそれがあります。給油扉ロックが
押された場合は、給油扉オープナス
イッチを再度押してください。

■燃料について

P.71

給油口を開けるには
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2 キャップをゆっくりまわして開
け、ハンガーにかける

知識
■給油扉が開かないとき

トヨタ販売店にご相談ください。

キャップを“カチッ”と音がす
るまでまわして閉める
手を離すと、キャップが逆方向に少しも
どります。

知識
■マルチインフォメーションディスプレ
イに“燃料キャップを確認してくださ
い”が表示されたとき

キャップが締まっていないか、緩んでい
るおそれがあります。パワースイッチを
OFF にして、キャップをしっかりと締め
てください。メッセージが表示されたま
まの場合は、数秒後に再度パワースイッ

チをOFF にしてください。

給油口を閉めるには

警告
■キャップが正常に閉まらないとき

必ずトヨタ販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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5-5. 運転支援装置について

本取扱説明書では、Ver.3 までの情報を記載しています。Toyota 
Safety Sense 各機能の制御内容・取り扱い・警告／注意事項などの最
新情報については、トヨタ公式Web サイトにあるデジタル取扱説明書で
確認することができます。
ご使用前に必ずシステムのソフトウェアバージョンに合った取扱説明書を
お読みください。

知識
■ご使用にあたっての留意事項

●お客様の安全に関わる問題や法規上の問題が発生したときは、一時的に一部の機能を
作動不可にすることがあります。あらかじめご了承ください。

●T-Connect 利用契約が未契約／未更新の場合、無線通信によるソフトウェアアップ
デートは行われません。

システムのソフトウェアバージョンを確認した上で、トヨタ公式Web サ
イトにアクセスする必要があります。

ソフトウェアアップデートを確認する（Toyota Safety 
Sense 装着車）

T-Connect ご利用契約中のお客様は通信モジュール（DCM）を使っ
てソフトウェアアップデートを実施することで、システムのアップデー
ト・機能の変更／追加ができます。

警告
■安全にお使いいただくために

●Toyota Safety Sense は、ソフトウェアを更新することで各機能の取り扱い方法
が変わることがあります。正しい取り扱い方法を知らずにシステムを使用すると、
思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●トヨタ公式Webサイトにある、システムのソフトウェアバージョンに合ったデジ
タル取扱説明書をお読みいただいた上でご使用ください。

Toyota Safety Sense の取扱説明書での記載内容について

自車の Toyota Safety Sense のバージョンに合った取扱方法をお読
みいただくには
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■ マルチメディアディスプレイ※／スマートフォンでバージョンを確認す
る

運転支援機能の更新に関するお知らせ、または運転支援アップデートアプ
リケーションから現在のソフトウェアバージョンを確認することができま
す。

1 メインメニューの にタッチする

2 “運転支援アップデート”にタッチする
※マルチメディアのバージョンによっては表示されない場合があります。

■ 自車のToyota Safety Senseのバージョンに合った取扱方法をお読み
いただくには

1 パソコンやスマートフォンから、以下URLにアクセスする

2 事前に確認したバージョンが含まれたファイルを選択する

知識
■デジタル取扱説明書について

ご希望の場合、印刷した冊子を購入することもできます。詳しくはトヨタ販売店にお問
い合わせください。

ソフトウェアアップデートがある場合、マルチメディアディスプレイに通
知画面が表示されます。画面の指示に従ってください。
ソフトウェアを更新することで、各機能の取り扱い方法が変わったり、機
能が追加されたりすることがあります。
変更・追加された内容は、トヨタ公式Web サイトにあるデジタル取扱説
明書で確認することができます。

知識
■ソフトウェアアップデートについて留意事項

●一度ソフトウェアアップデートを実施すると、前のバージョンにもどすことはできま
せん。

URL QR コード

https://manual.toyota.jp/safetysu/

ソフトウェアを更新する
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●通信環境や更新内容によって、ソフトウェアアップデートに数時間かかることがあり
ます。パワースイッチをOFF にすると更新は中断されますが、再度ONにすると前
回の続きから再開します。

●ソフトウェアアップデートの実施中でも Toyota Safety Sense を使用することがで
きます。

●次のようなときは自動でソフトウェアアップデートを実施することがあります。
･ システムの不具合など、お客様の安全に関わる問題が発生したとき※

･ 法規上の問題が発生したとき※

･ 取り扱い方法や性能に影響がない、軽微な修正を行うとき
※すべての更新内容がインストールされ、ソフトウェアが最新の状態になることがあり
ます。

■運転支援機能の更新通知で確認できること

次の項目を確認、または実行できます。

●ソフトウェアのバージョン、更新内容、注意事項、使い方などの表示

●ソフトウェアの更新履歴表示へのリンク

●ソフトウェアの更新
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Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、運
転支援装置によって運転者を補
助し、安全で快適なドライブを
支援します。

警告
■Toyota Safety Sense について

Toyota Safety Sense は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■安全にお使いいただくために

●システムを過信しないでください。
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけてく
ださい。本システムはあらゆる状況
で動作するものではなく、支援には
限界があります。システムに頼った
り、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●お客様ご自身で作動テストを行わな
いでください。

対象や状況によってはシステムが正常
に作動せず、思わぬ事故につながるお
それがあります。

●走行操作に関して注意が必要な場合
や、システムに異常が発生したとき
には、警告メッセージ・警告ブザー
で注意をうながします。ディスプレ
イに警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従っ
てください。

●外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。また、路面状況な
どにより、システムの作動を感じに
くい場合があります。

■システムをOFF にする必要があると
き

次のときは、システムをOFFにしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●過積載やパンクで車両が傾いている
とき

●過度な高速走行をしているとき

●けん引時

●トラック／船舶／列車などに積載す
るとき

●車両をリフトで上げ、タイヤを空転
させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●洗車機を使用するとき

●センサーやセンサー周辺への衝撃な
どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

●センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき
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■ AHS（アダプティブハイビーム
システム）★

P.269
■ AHB（オートマチックハイビー
ム）

P.272
■ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.293
■ LTA（レーントレーシングアシ
スト）

P.302
■ LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

P.311
■ LCA（レーンチェンジアシス
ト）★

P.307
■ FCTA（フロントクロストラ
フィックアラート）★

P.321

■ PDA（プロアクティブドライビ
ングアシスト）

P.316
■ 発進遅れ告知機能
P.323
■ RSA（ロードサインアシスト）
P.325
■ レーダークルーズコントロール
P.328
■ クルーズコントロール
P.337
■ ドライバー異常時対応システム
P.340
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

複数のセンサーにより、システム
の作動に必要な情報を認識します。
■ 周囲の状況を検出するセンサー
 フロント

前方レーダー

前方カメラ

前側方レーダー★

警告
●応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき、タイヤパンク
応急修理キットで修理したとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●事故や故障などにより走行不安定な
とき

運転支援装置

Toyota Safety Sense で使用
するセンサー

A

B

C
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 リヤ

後側方レーダー

警告
■レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

A

●レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布で汚れをふき取ってくださ
い。

レーダー

レーダー専用カバー

●前側方レーダー装着車：前側方レー
ダー周辺のフロントバンパーは常に
きれいにしておく

●レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

●レーダー周辺への衝撃を避ける
レーダー／フロントグリル／フロン
トバンパーに衝撃を受けた際は、必
ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

●レーダーを分解しない

A

B
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警告
●レーダーやレーダー専用カバーを改
造、塗装したりしない。純正部品以
外に交換しない。

●次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはトヨタ販売
店にご相談ください。

･ レーダーを脱着や交換したとき

･ フロントバンパー／フロントグリル
を交換したとき

■ヒーター機能付レーダー専用カバー
について

レーダー専用カバーに雪が堆積する可
能性があるとシステムが判断した場合、
ヒーターが自動的に作動します。お手
入れなどでレーダー専用カバー周辺に
ふれるときは、十分に冷めてからにし
てください。やけどをするおそれがあ
ります。

■前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

●フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

約4cm

約 4cm

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

●フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●前方カメラに液体をかけない

●前方カメラに強い光を照射しない

A

B
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知識
■ご使用にあたっての留意事項

コネクティッドナビ（ディスプレイオー
ディオ）装着車：以下の機能を継続して
利用するためには、T-Connect 利用契約
の更新が必要です。

●LCA（レーンチェンジアシスト）★

P.307
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■センサーやシステムが正しく作動しな
いおそれがあるとき

●車両の高さや傾きが変わるような改造
をしているとき

●フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき、ひび割れ
や破損があるとき

●外気温が高温または低温のとき

●センサー前面に泥、雨滴、雪、虫、ゴ
ミなどが付着したとき

●悪天候時（雨・霧・雪・砂嵐など）

●前方に水／雪／土ぼこりなどの巻き上
げや水蒸気・煙があるとき

●夜間やトンネル内など暗い場所でヘッ
ドランプを点灯していないとき

●ヘッドランプのレンズが汚れて照射が
弱いとき

●ヘッドランプの光軸がずれているとき

●ヘッドランプが故障しているとき

●対向車のヘッドランプ光／太陽光／反
射光などが前方カメラに入射している
とき

●急激な明るさの変化があるとき

●テレビ塔／放送局／発電所／レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発
生する場所の近くを走行するとき

警告
●前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

●前方カメラに強い衝撃を加えない

●前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

●前方カメラを分解しない

●インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

●ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

●ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない

■フロントウインドウガラスの前方カ
メラ取り付け部について

フロントウインドウガラスが曇る可能
性があるとシステムが判断した場合、
ヒーターにより前方カメラ周辺のフロ
ントウインドウガラスの曇り取りが自
動的に作動します。お手入れなどで前
方カメラ周辺にふれるときは、十分に
フロントガラスが冷めてからにしてく
ださい。やけどをするおそれがありま
す。
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●ワイパーブレードがセンサーの視界を
さえぎっているとき

●周囲に次のようなレーダーの電波を反
射するものがあるとき

･ トンネル
･ トラス橋
･ 砂利道
･ 轍のある雪道
･ 壁
･ 大型トラック
･ マンホール
･ ガードレール
･ 鉄板

●周囲に段差や突起物があるとき

●超小型モビリティなどのように対象車
両の全幅が狭いとき

●空荷のトラックなど対象車両の前端・
後端面積が小さいとき

●低床トレーラーなど対象車両の前端・
後端が低い位置にあるとき

●対象車両の最低地上高が極端に高いと
き

●対象車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

●対象車両の一部が布で覆われているな
ど金属の露出が少ない車両のとき

●トラクター・サイドカーなど対象車両
が特殊な形状のとき

●対象車両との車間距離が極端に短く
なったとき

●対象車両の位置がずれているとき

●対象車両に雪や泥などが付着している
とき

●次のような道路を走行しているとき
･ 急なカーブや曲がりくねった道
･ 急な上り坂や下り坂など、路面勾配が
変化する道

･ 左右に傾きのある道
･ 路面に深いわだちがある道
･ 整備されていない荒れた道
･ 起伏や段差が多い道路

●ハンドル操作が不安定なとき

●車線内での自車の位置が一定でないと
き

●本システム部品もしくはブレーキ等の
関連部品が冷えている・過熱している・
ぬれているなど

●ホイールアライメントがずれていると
き

●凍結路・積雪路・砂利道などのすべり
やすい路面を走行するとき

●カーブの形状とは異なる経路で走行す
るとき

●カーブに対して進入速度が過度に高い
とき

●駐車場や車庫、カーエレベータなどに
出入りするとき

●駐車場内を走行するとき

●生い茂った草・垂れ下がった枝・垂れ
幕など自車に覆い被さるような障害物
がある場所を走行するとき

●風が強いとき

■車線を検知できないおそれがあるとき

●車線の幅が極端に狭い、または広いと
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き

●車線変更をした直後、または交差点を
通過した直後

●工事によって規制された車線、または
仮設の車線を走行しているとき

●周囲に車線もしくは類似の構造物、模
様、影があるとき

●同一車線上に複数の白線があるとき

●車線が明瞭でないとき、濡れた路面を
走行しているとき

●車線が縁石等の上に引かれているとき

●コンクリート路のような照り返しなど
で明るい路面を走行しているとき

■システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき

●本システムもしくはブレーキ、ステア

リング等関連システムに異常検出時

●VSC、TRC 等の安全システムが作動時

●VSC、TRC 等の安全システムがOFF の
とき

■ブレーキの作動音や踏み応えの変化に
ついて

●ブレーキが作動したときにブレーキの
作動音が聞こえたり、ブレーキペダル
の踏み応えがかわったりすることがあ
りますが異常ではありません。

●システムの制御によるブレーキ作動中
はブレーキペダルがお客様の想定より
も固く感じられたり、ブレーキペダル
が沈みこんだりすることがあります。
どちらの場合もブレーキの踏み増しは
可能です。必要に応じてブレーキを踏
み増ししてください。

■レーダーの取り扱い
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システムは次のものを作動対象と
して検出しています。（機能によっ
て、作動対象が異なります）
● 車両

● 自転車※

● 歩行者

● 自動二輪車※

● 壁
※人が乗車している場合のみを作動対象
としています。

■ 衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、“ピピピ・・・”
とブザー音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイにア
イコンとメッセージを表示し、回

PCS（プリクラッシュ
セーフティ）

進路上の作動対象（P.293）
をセンサーで検出し、衝突の可
能性が高いとシステムが判断し
たときに、警報やブレーキ力制
御により運転者の衝突回避操作
を補助します。また、衝突の可
能性がさらに高まったと判断し
たときは、自動的にブレーキを
作動させることで、衝突回避を
支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与します。
必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警
報タイミングを切りかえること
ができます。（P.302）

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 安全にお使いいただくために： 
P.286

■プリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

システムをOFFにする必要があると
き：P.286

システムの作動対象

機能一覧
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避操作をうながします。
作動対象が車両の場合、緩ブレー
キによる警告を行う場合もありま
す。

アクセルが強く踏み込まれている
とシステムが判断した場合は、図
で示すアイコンとメッセージがマ
ルチインフォメーションディスプ
レイに表示されます。

■ プリクラッシュブレーキアシス
ト

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、運転者のブレーキ
操作で不足しているブレーキ力を
増強します。
■ プリクラッシュブレーキ
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したときは、ブレーキが自動
でかかり、衝突回避を支援、ある
いは衝突被害の低減に寄与します。

■ 緊急時操舵支援
システムが次の条件を全て満たし
たと判断した場合、操舵支援を行
い、車両の安定性確保と車線逸脱
の抑制に寄与します。
作動時には衝突警報に加え、図で
示すシンボルがマルチインフォ
メーションディスプレイに表示さ
れます。
● 衝突する可能性が高い
● 自車線内に回避するための十分
なスペースがある

● 運転者の回避操舵があった
アクティブ操舵機能装着車：運転
者の回避操舵にかかわらず、ブ
レーキとハンドルの制御を行い、
衝突回避の支援や衝突被害の軽減
に寄与します。
作動時には衝突警報とディスプレ
イ表示で注意喚起を行います。

■ 交差点衝突回避支援（右左折）
次のような状況において衝突の可
能性が高いとシステムが判断した
とき、衝突警報およびプリクラッ
シュブレーキによる支援を行いま
す。
交差点の形状によっては正しく支
援できない場合があります。
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● 交差点で右折して対向車／対向
自動二輪車の進路を横切るとき

● 右左折中に、横断歩行者や、自
転車を検出したとき

■ 交差点衝突回避支援（出合頭車
両）

交差点など、側方から接近する車
両や自動二輪車との衝突の可能性
が高いとシステムが判断したとき、
衝突警報およびプリクラッシュブ
レーキによる支援を行います。
交差点の形状によっては正しく支
援できない場合があります。

■ 低速時加速抑制
低速走行時にアクセルペダルが強
く踏み込まれ、衝突の可能性があ
るとシステムが判断したとき、ハ
イブリッドシステム出力を抑制ま
たは弱いブレーキをかけることで
加速を抑制します。作動時には、
ブザー音が鳴り、マルチインフォ
メーションディスプレイに図で示
すアイコンとメッセージを表示し
ます。

警告
■プリクラッシュブレーキについて

●プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

●プリクラッシュブレーキは停止状態
を保持する機能ではありません。プ
リクラッシュブレーキの作動により
車両が停止したときは、必要に応じ
て速やかに運転者自らブレーキをか
けてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、プリクラッシュブ
レーキが作動しない、または作動が
解除される場合があります。
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知識
■プリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティがON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム

警告
●ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

■低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、
回避操作とシステムが判断し、低速時
加速抑制が作動しない、または作動が
解除される場合があります。

■緊急時操舵支援について

●緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御
が完了したとシステムが判断した段
階で作動を解除します。

●緊急時操舵支援は運転者の操作状態
によっては作動しない、または作動
中に解除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを大きく操作し
たり、ブレーキを踏んでいたり、方
向指示レバーを操作すると、運転者
の回避操作とシステムが判断し、緊
急時操舵支援が作動しない場合があ
ります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセル
ペダルを強く踏んだり、ハンドルを
大きく操作したり、ブレーキを踏ん
でいると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、緊急時操舵支援の作
動が解除される場合があります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドル
を保持したりシステムと逆方向にハ
ンドル操作した場合には、緊急時操
舵支援の作動が解除されます。
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が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

●補機バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

●シフトポジションがR のとき

●VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

●衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

●プリクラッシュブレーキアシスト

●プリクラッシュブレーキ

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約5 ～ 180km/h 約 5 ～ 180km/h

対向車両 約30 ～ 180km/h 約 80 ～ 220km/h

自転車 約5 ～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

歩行者 約 5～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約5～ 180km/h 約 5 ～ 80km/h

対向自動二輪車 約30～ 180km/h 約 30～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約30 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

自転車 約30 ～ 80km/h 約 30 ～ 80km/h

歩行者 約30～ 80km/h 約 30～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約30～ 180km/h 約 10～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約5～ 180km/h 約 5～ 180km/h

対向車両 約30～ 180km/h 約 80～ 220km/h

自転車 約 5～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h

歩行者 約 5～ 80km/h 約 5 ～ 80km/h
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プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

●緊急時操舵支援

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※下限速度：プリクラッシュブレーキでは回避が困難な速度

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

･ ブレーキペダルを踏む

●交差点衝突回避支援（右左折）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

●交差点衝突回避支援（出合頭車両）

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約5～ 180km/h 約 5 ～ 80km/h

対向自動二輪車 約30～ 180km/h 約 30～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、自転
車、歩行者、自動二輪車

約40～ 80km/h 約 40～ 80km/h

先行車両、静止車両、自転
車、歩行者、自動二輪車

アクティブ操舵機能★：※

～ 80km/h
アクティブ操舵機能★：※

～ 80km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約 5～ 40km/h 約 5 ～ 75km/h 約 10～ 115km/h

歩行者 約 5～ 30km/h  約 5～ 40km/h

自転車 約 5～ 30km/h  約 5～ 50km/h

対向自動二輪車 約 5～ 40km/h 約 5 ～ 75km/h 約 10～ 115km/h

作動対象 自車速度 相対速度
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前側方レーダー非装着車

相手車速度が自車速度以下の場合しか作動しません。

自車速度が約 40km/h 以上のときは、相手車速度が約 40km/h 以下の場合しか作動し
ません。

前側方レーダー装着車

●低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除されます。

･ アクセルペダルを離す

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

■作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

■衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき

･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）に近付いたと
き

･ カーブの道路脇に作動対象や物体など
が存在するとき

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両、自動二輪車
（側面）

約 5～ 60km/h
･ 自車速度以下

･ 約 40km/h以下
約 5～ 60km/h

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両、自動二輪車
（側面）

約 5～ 60km/h 約 50km/h 以下 約 5～ 60km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、歩行
者、自転車、壁

約 0～ 15km/h 約 0 ～ 15km/h
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･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止または進路変更したとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 右左折中に、対向車／対向自動二輪車
／横断歩行者／横断自転車が自車の前
方を通過したとき

･ 右左折中に、対向車／対向自動二輪車
／横断歩行者／横断自転車の手前を通
過しようとしたとき

･ 右左折中に、対向車／対向自動二輪車
／横断歩行者／横断自転車が自車進路
に入る手前で停止または進路変更した
とき

･ 交差点内で右折中、対向車／対向自動
二輪車が右折しているとき、または左
折しているとき

･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき

･ 道路上方／下方を移動するものがある
とき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）
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･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい
るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき

･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 斜めを向いている前方車両に近付いた
とき

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2人以上乗車している自転車、
前傾姿勢で乗車している自転車、また
は特殊な形状の自転車（チャイルド
シート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車の大きさが約 1m 以下、
または約 2m 以上のとき

･ 歩行者・自転車の全身の輪郭があいま
いなとき（レインコート・ロングス
カートを着用している場合など）

･ 歩行者が前かがみになっている、また
はしゃがんでいるとき

･ 歩行者・自転車の移動速度が速いとき
･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ ハイブリッドシステムを始動したあと、
走行を開始してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 右折中に、対向車／対向自動二輪車が
自車の走行する車線よりも 3 つ以上離
れた車線を走行しているとき

･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対
する正対方向から大きく外れていると
き

･ 右左折中に、歩行者や自転車が自車の
後方から追い抜くように前方にでてく
るとき

･ 交差点で出会い頭に大型トラック／け
ん引トレーラーなど全長の長い車両が
接近してくるとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では緊急時操舵支援が作動しないおそ
れがあります。

･ 作動対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、
または回避先に物があるとき

･ 対向車がいるとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では壁を作動対象として検知できず、
低速時加速抑制が作動しないおそれが
あります。

･ ガラス扉や網目状のフェンスなど壁の
背面が透けているとき

･ 壁が傾いていたり、高さが低いとき
･ 壁がポールなど幅の狭いもののとき
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･ 壁が生垣など草木のとき
･ 壁に路面などが映りこんでいるとき
･ 自車が壁に斜めに近づくとき

● PCSの作動／非作動は、カスタ
マイズメニューから切りかえる
ことができます。（P.570）

パワースイッチがONになるとシステム
はON になります。

● システムをOFF にすると、PCS
警告灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

● カスタマイズ設定から、PCS の
設定を変更することができます。
（P.570）

● 衝突警報の作動タイミングを変
更すると、緊急時操舵支援のタ
イミングも変更されます。
前側方レーダー非装着車：
（遅い）を選択した場合、

緊急時操舵支援はほとんどの場
合作動しません。
前側方レーダー装着車： （遅
い）を選択した場合、緊急時操
舵支援（アクティブ操舵機能を
除く）はほとんどの場合作動し
ません。

● レーダークルーズコントロール
制御中はユーザー設定に関わら
ず、衝突警報が （早い）の
タイミングで作動します。

● 車線が整備された道路を走行中
かつ、レーダークルーズコント
ロールの作動中に、車線や先行
車／周辺車を前方カメラやレー
ダーで認識し、車線維持に必要
なハンドルの操作を支援します。

高速道路や自動車専用道路で使用してく
ださい。

レーダークルーズコントロールが作動し
ていないとき LTAは作動しません。

渋滞のときなど車線が見えにくい、また
は見えない場合、先行車／周辺車の軌跡
を利用して支援を行います。

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは注意喚起が行われ、
機能が一時的に解除されます。

機能が解除されたときはハンドルをしっ
かり握り直してください。

PCSの設定を変更する

LTA（レーントレーシング
アシスト）

LTAの機能
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● 車両が車線から逸脱した場合、
ディスプレイの表示および、ブ
ザーにより注意をうながします。

ブザー吹鳴時は、道路状況を確認の上、
ハンドルを慎重に操作して、車線内の中
央付近にもどってください。

知識
■機能の作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

●システムが車線を認識しているとき、
または先行車／周辺車の軌跡を認識し
ているとき

●レーダークルーズコントロールが作動
しているとき

●車線の幅が約 3～ 4mのとき

●方向指示レバーを操作していないとき

●急カーブを走行していないとき

●一定以上の加減速がないとき

●大きな操舵力でハンドルを操作してい
ないとき

●手放し運転に対する注意喚起
（P.304）が行われていないとき

●車線中央付近を走行しているとき

警告
■LTAをお使いになる前に

●LTAを過信しないでください。LTA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●LTAを使用しないときは、LTAス
イッチでシステムをOFF にしてくだ
さい。
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■機能の一時解除

●機能の作動条件（P.303）が満たさ
れなくなった場合、一時的に機能が解
除されますが、ふたたび作動条件が満
たされると、自動的に復帰します。

●機能作動中に、作動条件が満たされな
くなった場合、“ピピッ”とブザー音
で、一時的に機能が解除されたことを
お知らせする場合があります。

●機能によるステアリング制御は、運転
者のハンドル操作によって修正するこ
とができます。

■LTA 中の車線逸脱警報について

●LDA の警報手段をハンドル振動に変更
していても、LTA 作動中は車線逸脱時
にブザーによる警報を実施します。

●車線変更に相当するハンドル操作を検
知した場合、システムは車線逸脱とは
判断せず、警報も作動しません。

■手放し運転に対する注意喚起について

●手放し運転をしているとシステムが判
断したとき、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示され注意喚起を行います。ハンド
ルを握ったとシステムが判断すると、
注意喚起を停止します。システムを使
用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってくださ
い。

●操作しない状態が続くと注意喚起が行
われ、機能が一時的に解除されます。
運転者のハンドル操作が小さい状態が

続いたときも同様に注意喚起が行われ
ます。

■手放し運転に対する注意喚起が正常に
作動しないおそれがあるとき

●車両の状態やハンドル操作状態、路面
状況によっては注意喚起が行われない
おそれがあります。

●LCA 装着車：次の状況では、手放しを
検知する性能が低下または検知できな
くなるおそれがあります。

･ ハンドルにカバーを取り付けたとき
･ 運転者が手袋をしているとき
･ ハンドルに異物が付着しているとき
･ 部分ウッド部、革の継ぎ目、スポーク
部等のセンサ線が無い部分を握ってい
るとき

●LCA 装着車：次の状況では、手放しを
していても手放し運転警告が作動せず、
LTA が継続することがあります。

･ ハンドルに手以外の物が接触している
とき

･ ハンドルに、物や腕等を広い範囲で近
づけるとき

LTA の ON／ OFFを切り替える
には LTAスイッチを押す
LTA が ONのときは LTA 表示灯が点灯
します。

システムのON／OFF を変更す
る
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LTA の作動状態を示しています。

警告
■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

●先行車／周辺車が車線変更したとき
（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車も車線変更するおそれがあります）

●先行車／周辺車がふらついたとき
（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車もふらついて走行しレーンをはみ
出すおそれがあります）

●先行車／周辺車が車線から逸脱した
とき（先行車／周辺車の動きに合わ
せて自車も車線から逸脱するおそれ
があります）

●先行車／周辺車がレーン内を右、ま
たは左に片寄って走行したとき（先
行車／周辺車の動きに合わせて自車
も片寄って走行しレーンをはみ出す
おそれがあります）

●周囲に移動物、構造物があるとき
（移動物、構造物と自車の位置によっ
ては自車がふらついて走行するおそ
れがあります）

●横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.290

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.291

●システムをOFF にする必要があると
き：P.286

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

白色 灰色／白色 灰色

LTAがスタンバイ中
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緑色 緑色 緑色

LTAが作動中

黄色点滅 黄色点滅 緑色

車両が点滅している側の車線から逸脱し
ている

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

LTAと連携し、車線変更に必要な
ハンドル操作を支援します。
高速道路や自動車専用道路で使用してく
ださい。

ステアリング制御は、運転者のハンドル
操作によって修正することができます。

分岐・合流路での車線変更は作動の対象
外です。

知識
■機能の作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

●LTA が作動しているとき

●カスタマイズメニューでレーンチェン
ジアシストをONに設定したとき

●自車速度が約 70 ～ 130km/hのとき

●システムが高速道路または自動車専用
道路（一部を除く）と認識していると
き

●システムが車線を変更する側の白線を
破線と認識しているとき

●車線を変更する先に車両が存在しない
とき

●ナビゲーションシステムの地図データ
が正常に取得できているとき

●大きな操舵力でハンドルを操作してい
ないとき

●手放し運転に対する注意喚起
（P.304）が行われていないとき

LCA（レーンチェンジアシ
スト）★

LCAの機能

警告
■LCAをお使いになる前に

●LCAを過信しないでください。

LCA は自動で運転する装置でも車線変
更先の並走車や急な接近車両等への注
意を軽減する装置でもないため、運転
者は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、ハンドル操作で進路を修正し、
安全運転を心がけてください。

また、車線変更してはいけない車線
（対向車線、 路肩等）に対して LCA を
使用しないでください。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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●ハイブリッドシステム始動後、システ
ムが一度でも車両後方の移動物を検知
しているとき

■機能の解除

次のような状況では、LCAが作動途中で
解除されることがあります。その際に、
ディスプレイの表示およびブザーにより、
機能が解除されたことをお知らせする場
合があります。

●作動条件が満たされなくなった場合
（P.307）

●システムが車線を認識できなくなった
とき

●方向指示レバーを 2段目の位置
（P.308）へ操作したとき

●方向指示レバーを車線変更をする方向
とは逆方向に操作したとき

●運転者によるハンドルやブレーキ、ア
クセルなどの操作をシステムが検知し
たとき

●手放し運転に対する注意喚起
（P.308）が行われているとき

急な接近車両を検出した場合には、ブ
ザー音、ディスプレイ表示で警報を行う
とともに、小さな操舵力をハンドルに加
えることで、接近車両へ近づかないよう
支援を行う場合があります。

■手放し運転に対する注意喚起について

手放し運転をしているとシステムが判断
したとき、ハンドル保持をうながすメッ
セージと図で示すシンボルがマルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
注意喚起を行います。ハンドルを握った
とシステムが判断すると、注意喚起を停
止します。システムを使用する際は注意
喚起にかかわらず、常にハンドルをしっ
かりと握ってください。

■手放し運転に対する注意喚起が正常に
作動しないおそれがあるとき

●車両の状態やハンドル操作状態、路面
状況によっては注意喚起が行われない
おそれがあります。

●次の状況では、手放しを検知する性能
が低下または検知できなくなるおそれ
があります。

･ ハンドルにカバーを取り付けたとき
･ 運転者が手袋をしているとき
･ ハンドルに異物が付着しているとき
･ 部分ウッド部、革の継ぎ目、スポーク
部等のセンサ線が無い部分を握ってい
るとき

●次の状況では、手放しをしていても手
放し運転警告が作動せず、LCA が継続
することがあります。

･ ハンドルに手以外の物が接触している
とき

･ ハンドルに、物や腕等を広い範囲で近
づけるとき

方向指示レバーを 1段目の位置で
保持すると、車線変更方向の表示
とともにシステムが作動します。
LCA を利用せず方向指示レバーを1段
目の位置で保持して車線変更する場合は
LCA のカスタマイズ設定をOFF として
ください。

LCAの作動方法
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1 1段目：LCA作動位置
2 2段目：LCA非作動位置

LCAのON／OFFは、カスタマ
イズメニューから切りかえること
ができます。（P.570）

LCAの作動状態を示しています。

警告
■LCA を使用してはいけない状況

●片側 1車線の道路を走行していると
き

●自車の走行車線と、車線変更先の車
線の間が白線の破線でないとき

システムのON／OFFを変更す
る

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

LCA表示
ステアリング
アイコン

状態

灰色矢印／緑色線

緑色

LCAがスタンバイ状態

青色矢印／白色線

LCAが作動中
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灰色

LCA作動中に自車に接近してくる車両を
検知した

灰色線 灰色

LCA作動中に車線を検知できなくなった

LCA表示
ステアリング
アイコン

状態
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車線または走路※からの逸脱の可
能性を警告するとともに、車線ま
たは走路※からの逸脱を避けるた
めのハンドル操作の一部を支援し
ます。

車線または走路※を前方カメラで
認識します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■ 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合にディスプ
レイの表示および、警報ブザーま
たはハンドルの振動により注意を
うながします。
道路状況を確認の上、ハンドルを慎重に
操作して、車線または走路※内の中央付
近にもどってください。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱警報機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■ 車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、逸脱を
避けるために必要なハンドル操作
の一部を支援します。
ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは、一定時間ディスプ
レイの表示と警報ブザーで注意喚起が行
われます。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱抑制機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

LDA（レーンディパー
チャーアラート）

基本機能
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■ 休憩提案機能
車両がふらついて走行していると
きに、ディスプレイの表示および
ブザーにより休憩をうながします。

知識
■各機能の作動条件

●車線逸脱警報／抑制機能

次の条件をすべて満たしたときに作動し
ます。
･ 車速が約 50km/h 以上のとき

車線の周囲に車両、自動二輪車、自転車、
歩行者を検知した場合は約 40km/h 以上
のときに作動することがあります。

対象が縁石、ガードレールなどの構造体
の場合は約 35km/h 以上のときに作動し
ます。（カスタマイズメニューで低車速支
援を作動にしたとき）
･ システムが車線または走路※を認識し
ているとき（車線または走路※が片側
しかないとき、認識している方向のみ
作動します）

･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
（方向指示灯方向に車両がいる場合は除
く）

･ 急カーブを走行していないとき
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

警告
■LDAをお使いになる前に

●LDAを過信しないでください。LDA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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･ VSC または TRC を OFFにしていない
とき

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■機能の一時解除

作動条件（P.312）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされると、
自動的に復帰します。

■車線逸脱警報／抑制機能の作動につい
て

●車速や路面の状況、逸脱の程度などに
より、車線逸脱抑制機能の作動を感じ
なかったり、車線逸脱抑制機能が作動
しなかったりすることがあります。

●カスタマイズで振動を選択していても
状況によって警報ブザーが吹鳴する場
合があります。

●走路※がはっきり見えない場合、または
直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報、抑制が作動しない場合がありま
す。

●意図的に歩行者や駐車車両を避けたと
判断した場合に警報、抑制が作動しな
い場合があります。

●となりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性を判断できない場合がありま
す。

●車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援は、運転者のハンドル操作によっ
て修正することができます。

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル操作をうながす
メッセージとアイコンのディスプレイの
表示、および警報ブザーにより注意喚起
を行います。システムを使用する際は注
意喚起にかかわらず、常にハンドルを

しっかりと握ってください。

●車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援中にハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態
だとシステムが判断したとき

ハンドル操舵支援の回数が増えるごとに、
警報ブザーの継続時間が長くなります。
ハンドルを操作したとシステムが判断し
ても一定時間警報ブザーが鳴り続けます。

■休憩提案機能について

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

●車速が約 50km/h 以上のとき

●車線の幅が約 3m以上のとき

車両の状態や路面状況によっては休憩提
案が行われない場合があります。

● LDAの作動／非作動は、カスタ
マイズメニューから切りかえる
ことができます。（P.570）

● カスタマイズ設定から、LDAの
設定を変更することができます。
（P.570）

LDAの設定を変更する
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車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援、または車線逸脱警報の作動状
態をディスプレイ表示で示します。

警告
■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

●アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体が
不明瞭または直線的でないとき

●横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.291

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.290

●システムの一部もしくは全てが作動
しないとき：P.292

●システムをOFF にする必要があると
き：P.286

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

黄色点灯

消灯 消灯 システムが非作動

消灯
灰色

消灯 システムが車線を認識していない

消灯
白色

消灯 システムが車線を認識している

黄色点滅 黄色点滅

消灯
点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能が作動中
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緑色 緑色 緑色

点灯している側の車線に対して車線逸脱
抑制機能が作動中

黄色点滅 黄色点滅 緑色

点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能／抑制機能が作動中

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態
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PDA（プロアクティブド
ライビングアシスト）

プロアクティブドライビングア
シストは、作動対象（P.317）
を検出した場合、対象に近づき
すぎないように、ブレーキやハ
ンドルの操作を支援します。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。

●プロアクティブドライビングアシス
トは日常のブレーキ操作、ステアリ
ング操作の一部を支援し、作動対象
に近づきすぎないように支援するこ
とを目的としていますが、支援の範
囲には限りがあります。

必要に応じて運転者自らブレーキやス
テアリング操作を行ってください。次
の項目をお読みいただき、システムを
過信せず安全運転に努めてください。
（P.318）

●プロアクティブドライビングアシス
トは前方への注意を軽減する装置で
はありません。システムが正常に機
能していても運転者が認識している
周囲の状況とシステムが検知してい
る状況が異なる場合があります。注
意義務は運転者にあり、危険性の判
断・安全の確保は運転者が行う必要
があります。システムに頼ったり、
安全を委ねる運転をしたりすると思
わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡事故につ
ながる恐れがあります。

●わき見運転やぼんやり運転などを許
容するシステムでも、視界不良を補
助するシステムでもありません。運
転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。周囲の状況を把握
し、安全運転を心がけてください。

■プロアクティブドライビングアシス
トをOFF にするとき

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.290

●システムをOFF にする必要があると
き：P.286
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プロアクティブドライビングアシストは、次のように自車が走行中の状況
に応じて、作動内容と作動対象を切りかえます。

知識
■システムの作動車速

●道路を横断する作動対象に対する支援

約 30km/h ～ 60km/h

●道路脇の作動対象に対する支援

約 30km/h ～ 60km/h

●先行車に対する減速支援

約 20km/h 以上

●カーブに対する減速支援

約 20km/h以上

●信号のある交差点に対する右左折時の
減速支援

約 30km/h～ 80km/h（信号のある交
差点で方向指示レバーを操作したとき）

●車線に対する操舵支援

約 10～ 140km/h

システムが作動する状況と対象

機能 状況 作動内容 作動対象

障害物先読みア
シスト（OAA）

道路を横断中の作動
対象を検知したとき

衝突の可能性を軽減するため、
ブレーキ操作の一部を支援しま
す。

●歩行者

●自転車運転者

道路脇の作動対象を
検知したとき

作動対象に近づきすぎないよ
う、周囲の状況に応じてハンド
ル操作やブレーキ操作の一部を
支援します。

ハンドル操作の支援は自車線か
ら逸脱しない範囲で行います。

●歩行者

●自転車運転者

●駐車車両

減速アシスト
（DA）

先行車を検出したと
き、または隣接車の
割り込みを検出した
とき

車間距離が近づきすぎないよう
にブレーキ操作の一部を支援し
ます。

●先行車

●自動二輪車

自車前方にカーブを
検出したとき

前方のカーブに対して自車の速
度が速いと判定した場合、ブ
レーキ操作の一部を支援しま
す。

なし

信号のある交差点で
右左折するとき

右左折する交差点に対して自車
の速度が速いと判定した場合、
ブレーキ操作の一部を支援しま
す。

なし

操舵アシスト
（SA）

車線を認識している
とき

運転操作を先読みして、ハンド
ル操作を支援します。

なし
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■システムの作動が停止するとき

●次のときシステムは作動を停止します。
･ レーダークルーズコントロール、また
はクルーズコントロールをセットした
とき

･ PCS が OFFのとき
･ システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.292

･ シフトポジションがP、Rまたは Nの
とき

･ 運転席シートベルトを着用していない
とき

●次のときブレーキ操作の支援は作動を
停止します。

･ 車速が約 15km/h 以下のとき
･ 周囲の状況からシステムが判断した目
標の速度に到達したとき

●次のときシステムは作動を停止する場
合があります。

･ 運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

･ 作動対象が遠ざかったとシステムが判
断した場合

･ 車線が検出できなくなった場合
･ ブレーキ操作を行った場合
･ アクセル操作を行った場合
･ 一定以上の操舵力でハンドルを操作し
た場合

･ 方向指示レバーを左折または右折の位
置へ操作したとき（信号のある交差点
に対する右左折時の減速支援を除く）

警告
■システムが正常に作動しないおそれ
があるとき

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.291

●作動対象などが自車進路内に入る手
前で停止したとき

●ガードレールや柵などの奥にいる作
動対象のすぐそばを通過するとき

●車線を変更して作動対象などを追い
こすとき

●車線変更や右左折している作動対象
などを追い抜くとき

●物体（ガードレール・電柱・木・壁、
柵、ポール、工事用コーン、ポスト
など）が周囲に存在するとき

●自車の前方に作動対象との区別がつ
きにくい模様・ペイントがあるとき

●道路上方に構造物（天井の低いトン
ネル・道路標識・看板など）がある
場所を走行するとき

●雪道、轍のある道路や凍結路を走行
するとき

●自車に向かって作動対象が近づいて
くるとき

●自車や作動対象がふらついていると
き

●作動対象の動きが変化したとき（方
向転換、急加速、急減速など）

●作動対象に急接近したとき

●先行車・自動二輪車が自車の中心軸
からずれているとき

●上方に構造物がある場所の下に作動
対象がいるとき

●作動対象の一部が他のもので隠れて
いるとき（大きな荷物や傘、または
ガードレールなど）

●作動対象が複数重なっているとき

●作動対象が太陽光や他車両からの
ヘッドランプなどの強い光を反射し
ているとき

●作動対象の色合いが白系統で、極端
に明るく見えるとき
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● プロアクティブドライビングア
シストの作動／非作動は、カス
タマイズ設定から切りかえるこ
とができます。（P.570）

● プロアクティブドライビングア
シストの設定は、カスタマイズ
設定から変更することができま
す。（P.570）

状況に応じて、ディスプレイに次のような表示灯やアイコンを表示しま
す。
アイコンの種類によっては、ディスプレイを運転支援機能情報に切り替え
ないと表示されません。

警告
●作動対象の色合いや明るさが背景に
溶け込んでいるとき

●作動対象が割り込んできたり、飛び
出してきたりしたとき

●横向き、斜め、または自車方向を向
いている前方車両に近付いたとき

●駐車車両が横向き、斜め向きのとき

●子供用自転車、大きい荷物を載せた
自転車、2人以上乗車している自転
車、または特殊な形状の自転車
（チャイルドシート装着車・タンデム
自転車など）

●歩行者・自転車運転者の大きさが約
1m 以下、または約 2m以上のとき

●歩行者・自転車運転者の全身の輪郭
があいまいなとき
（レインコート・ロングスカートを着
用している場合など）

●歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいる
とき

●歩行者・自転車運転者の移動速度が
速いとき

●歩行者がベビーカー・車いす・自転
車などを押しているとき

●周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、お
よび周囲が暗い（夜間やトンネル内
など）ため、作動対象が周囲に溶け
込んでいるとき

●車線幅が約4m以上あるとき

●車線幅が約2.5m以下のとき

●ハイブリッドシステムを始動したあ
と、走行を開始してしばらくのあい
だ

●右左折中および右左折後の数秒間

●進路変更中および進路変更後の数秒
間

●作動対象がカーブ進入前、カーブ走
行中およびカーブを曲がり切ってか
らの数秒間に存在するとき

●信号機の灯色が黄色のとき

●信号機が一灯式や二灯式のとき

プロアクティブドライビングア
シストの設定を変更する

システムの作動表示
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知識
■手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがディス
プレイに表示され注意喚起を行います。
ハンドルを握ったとシステムが判断する
と、注意喚起を停止します。システムを
使用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってください。

●道路を横断する作動対象に対する支援
または道路脇の作動対象に対する支援
が作動中に、手放し運転をしていると
システムが判断したとき

表示 意味

●白色：作動対象監視中

●緑色：道路を横断する作動対象に対する支援または道路脇の
作動対象に対する支援が作動中

道路を横断中、または道路脇の歩行者を検知して、ブレーキま
たはハンドルの操作を支援している

道路脇の車両を検知して、ブレーキまたはハンドルの操作を支
援している

●道路脇の作動対象へ近づきすぎないように、ハンドルの操作
を支援している

●操舵支援が作動中

先行車に対する減速支援が作動中

適正な車間距離を確保するよう注意喚起している

カーブに対する減速支援が作動中

信号のある交差点に対する減速支援が作動中
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さらに操作しない状態が続くとブザーが
鳴り、注意喚起が行われます。運転者の
ハンドル操作が小さい状態が続いたとき
も同様に注意喚起が行われます。

■先行車への減速支援終了後の注意喚起
について

先行車への減速支援が終了後、ドライ
バーによるブレーキまたはアクセル操作
が無く、先行車へ接近したとき、ディス
プレイ表示の点滅とブザーによって注意
喚起し、減速をうながします。ドライ
バーがブレーキまたはアクセルを操作し
たとシステムが判断した場合、注意喚起
を停止します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

● 運転者へ前方を交差する車両が
接近していることを、ディスプ
レイの表示で知らせます。

● 前方を交差する車両が接近して
いるにも関わらず、運転者が発
進しようとしている可能性があ
るとシステムが判断した場合、
さらに、ディスプレイ表示とブ
ザーによって注意喚起し、減速
をうながします。

･ マルチインフォメーションディスプレ
イ

FCTA（フロントクロスト
ラフィックアラート）★

自車が低速で交差点などへ進入
するとき、交差する車両の接近
を検知して運転者へ注意喚起を
行います。

システムの制御
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知識
■FCTAシステムの作動条件

システムは、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

●シフトポジションがP・R以外にあると
き

●自車速度が約 15km/h 以下のとき

●前方を交差する接近車両の速度が約10
～ 60km/h であるとき

●先行車がいないとき

●アクセルを強く踏み込んでいないとき

●ブレーキを強く踏み込んでいないとき

■検知対象となる車両の接近が無くても
システムが作動するおそれがあるとき

例えば次のような状況では、検知対象と
なる車両が存在しない場合でもシステム
が作動するおそれがあります。

●道路脇の構造物（ガードレール・標識・
電柱・街灯・木・草・壁など）に近付
いたとき

●路上駐車している車両等の横をすり抜
けるとき

●自車から遠方で車両や歩行者が交差す
るとき

●自車線脇の駐車場等を車両や歩行者が
移動しているとき

●自転車や歩行者が歩道を通行している
とき

●車両や歩行者が自車から遠ざかるとき

●交差車両が減速し停止するとき

●交差車両が自車直前で右左折するとき

●歩行者が自車に接近するとき

●対向車が右左折するとき

●交差車両より先に自車が交差点を通過
するとき

●信号待ち時に交差車両が接近するとき

●右左折など旋回時に交差車両が存在す
るとき

●前方から車両が接近し、すれちがうと
き

●後方から車両が接近し、追い抜かれる
とき

●自車が車両や歩行者と並走するとき

●自車側面に車両や歩行者が接近すると
き

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば次のような状況では、前側方セン
サーが対象となる車両を検出できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

●交差車両が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。FCTA は前方を
交差する車両の存在を運転者に知らせ
る補助的なシステムです。システムを
過信すると思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。注意喚
起の表示内容は、実際の交通状況と異
なる場合があります。一定時間経過後
に注意喚起が消えますが、周囲に車両
や歩行者がいないことを示すものでは
ありません。
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●交差車両が自車進行方向に対し斜めに
接近するとき

●交差車両が自車から遠方を交差すると
き

●自車と交差車両のあいだに障害物があ
るとき

●複数台の車両が狭い間隔で連続して接
近するとき

●センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.290

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.292

● FCTA の作動／非作動は、カス
タマイズ設定から切りかえるこ
とができます。（P.570）

● カスタマイズ設定から、FCTA
の設定を変更することができま
す。（P.570）

前の車に続いて停止中、先行車が
発進しても停止し続けた場合にお
知らせします。

交差点の先頭で停止中、信号が青
（方向指示器と同一方向の青矢印信
号も含む）にかわっても停止し続
けた場合にお知らせします。

知識
■作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作
動します。

●シフトポジションが P・R 以外でブレー
キペダルを踏んで、停止している、ま
たはシフトポジションがN で停止して
いるとき

●ブレーキホールドが作動中のとき

●レーダークルーズコントロールが作動
していて、制御停車中のとき

■発進遅れ告知機能が正しく作動しない
おそれがある状況

例えば次のような状況では、前方カメラ
とレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

●先行車がオートバイ・自転車などのと
き

FCTAの設定を変更する

発進遅れ告知機能

先行車の発進または信号が青に
かわったあと、自車が停止し続
けた場合、告知音とマルチイン
フォメーションディスプレイの
表示でお知らせする機能です。

先行車発進告知機能

信号切替り告知機能
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●車両や樹木、看板などにより信号を正
しく認識できないとき

●右左折や車線変更などのために、ハン
ドルを大きくまわしたとき

●センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.290

■先行車が発進していなくても告知する
場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発
進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

●先行車がいない状態での停止時に、交
差点の先にいる車両や自車の正面を横
切る車両などを先行車として認識した
とき

●自車と先行車とのあいだに、ほかの車
両が割り込んだり通過したりしたとき

■信号機が青にかわっていなくても告知
する場合があるとき

例えば次のような状況では、信号が青に
かわったと判断し、システムが作動する
場合があります。

●道路標識や看板などの信号機でないも
のを信号機と認識したとき

●歩行者用、または自転車用の信号機の
形状が自動車用と似ているとき

●交差側や遠くの交差点にある信号機な
ど、自車の対象ではない信号機を認識
したとき

●日照条件などにより、正しく自車対象
の信号機を判別できないとき

発進遅れ告知機能の作動／非作動
は、カスタマイズメニューから切
りかえることができます。
（P.570）

カスタマイズ設定から発進遅れ告
知機能の設定を切りかえることが
できます。（P.570）

システムのON／OFFを変更す
る

発進遅れ告知機能の設定を変更
する
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● 前方カメラまたはナビゲーショ
ンシステム（情報を取得した場
合）によって道路標識などを認
識すると、ディスプレイに表示
します。

● 複数の道路標識を表示できます。
車の仕様によっては表示される標識が制

限される場合があります。

知識
■標識表示の作動条件

次の条件を満たしたとき、標識の表示を
行います。

●システムが標識を認識しているとき

次の状況では、標識の表示が消えること
があります。

●一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

●右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

●終わりを示す補助標識を認識したとき

■表示機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

●標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが
あるとき

●電光標識のコントラストが低いとき

●標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

●前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

●運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

●標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

●先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

●システムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

●側道の速度標識が前方カメラの認識範
囲内に入ったとき

●ロータリー（環状交差路）を走行して

RSA（ロードサインアシ
スト）

前方カメラまたはナビゲーショ
ンシステム（情報を取得した場
合）を使って特定の道路標識や
信号などを認識し、ディスプレ
イ表示やブザーで運転者にお知
らせします。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●RSA は、道路標識などの情報を知ら
せることで運転の支援を行いますが、
支援の範囲には限りがあります。運
転者は常に道路標識などに従い、ご
自身で適切な運転操作をしてくださ
い。

■RSA を使用してはいけない状況

●システムをOFFにする必要があると
き：P.286

■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.290

ディスプレイ表示機能
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いるとき

●トラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき

●補助標識（区間の終わり、曜日、時間
など）があるとき

●工事などの通行規制区間に標識がある
とき

●標識の後ろに木・電柱・建物・看板な
どがあるとき

●ナビゲーションシステムの地図情報が
古いとき

●ナビゲーションシステムを利用できな
いとき

マルチインフォメーションディスプレイ
とナビゲーションシステムに表示される
最高速度標識が異なる場合があります。

次の状況では、システムが運転者
に告知（例えば、強調表示やブ
ザー吹鳴）します。
● 速度超過告知：自車の車速が
ディスプレイに表示されている
制限速度より一定の速度を超過
したときには、強調表示やブ
ザーにより注意をうながします。

● 車両進入禁止告知：進入禁止の
標識を認識し、自車が進入禁止
区域に進入したとシステムが判
定したときには、強調表示やブ
ザーにより注意をうながします。

● 赤信号告知：赤信号を認識して
いる場合に、信号を見落として
交差点に進入する可能性がある
とシステムが判定したときには、
強調表示やブザーにより注意を
うながします。

知識
■告知機能の作動条件

●速度超過告知に対する作動条件

次の条件を満たしたとき作動します。
･ 最高速度を表示しているとき

●車両進入禁止告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ 進入禁止標識を2つ以上認識している
とき

･ 進入禁止標識の間を通過するとき

●赤信号告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ システムが信号機や路面ペイントを認
識しているとき

･ 車速が約 20～ 70km/h のとき
･ 一定以上の減速がないとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 一定以上のハンドル操作をしていない
とき

･ 先行車がいないとき

■告知機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

●表示機能の項目に加えて、次のような
状況では告知対象があるのにシステム
が作動しないおそれがあります。

･ 右左折等により標識が検知できないと
き

･ 信号機が矢印信号のとき
･ 信号機が点滅信号のとき
･ 信号機の庇で発光部の一部が隠れてい
るとき

･ ルーバー信号機で発光部が見えづらい
とき

･ 停止線などの路面ペイントが先行車な
どで隠れているとき

･ 停止線などの路面ペイントがかすれて
いるとき

･ 停止線に対し信号機が遠くにあるとき

告知機能
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･ 交差点間の距離が近いとき

●表示機能の項目に加えて、次のような
状況では告知対象がないのにシステム
が作動するおそれがあります。

･ 標識が通常とは異なる大きさのとき
･ 標識や信号機が多数あるとき
･ 自車が走行するレーンではない側道や
分岐地点などの標識や信号機を認識し
たとき

･ 作動対象の標識、信号機や路面ペイン
トとは区別がつきにくい模様・光源・
ペイントがあるとき

･ 信号機の灯色が黄色のとき
･ 信号機が矢印信号のとき
･ 予告信号があるとき

● 次の種類の道路標識を表示しま
す。

ただし、規定外の道路標識、新しく導入
された道路標識は表示されない場合があ
ります。

RSAの設定は、カスタマイズ設定
から変更することができます。
（P.570）

ディスプレイ表示および告知さ
れる道路標識などの種類

最高速度

はみ出し通行禁止

車両進入禁止

転回禁止

一時停止

赤信号

RSAの設定を変更する
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レーダークルーズコント
ロール

車両前方の先行車の有無・先行
車との車間距離を判定して、先
行車との適切な車間距離を確保
する制御をします。また、車間
距離切りかえスイッチを操作し
て、希望の車間距離に設定する
こともできます。

高速道路や自動車専用道路で使
用してください。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●レーダークルーズコントロールは運
転者の操作の一部を支援し、操作負
担を軽減するためのシステムで、支
援の範囲には限りがあります。

次の項目をお読みいただき、システム
を過信せず安全運転に努めてください。

システムが正しく作動しないおそれの
ある状況：P.333

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

●システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離を
検知するのみであり、わき見やぼんや
り運転を許容するシステムでも、視界
不良を補助するシステムでもありませ
ん。

走行中に限らず、運転者自らが周囲の
状況に注意を払う必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離が
適正かどうかを判断しており、それ以
外の判断はしません。このため、危険
性があるかどうかなど運転者は自ら安
全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロールは、先
行車への追突を防止する機能はありま
せん。このため、危険性があれば運転
者自らが安全を確保する必要がありま
す。
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定速走行：
先行車がいないとき

運転者が設定した速度で定速走行します。
下り坂走行で設定車速を超えた時、設定車速が点滅し警報ブザーが吹鳴します。

減速走行ー追従走行：

警告
■レーダークルーズコントロールを使
用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロールを使用しないでください。適
切な制御が行われず、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●歩行者や自転車等が混在している道

●高速道路や自動車専用道路の出入り
口

●接近警報がひんぱんに鳴るとき

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.290

●システムをOFFにする必要があると
き：P.286

基本機能

A

B
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設定した速度より、遅い先行車が現れたとき
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします。

加速走行：
設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき

設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

発進：
先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発
進後、RESスイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にも
どります（発進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停
車を続けます。

■ メーター表示

マルチインフォメーションディ
スプレイ

設定速度

表示灯

■ 操作スイッチ

走行支援モード選択スイッチ

走行支援スイッチ

+スイッチ、RESスイッチ

－スイッチ

キャンセルスイッチ

車間距離切りかえスイッチ

C

D

システムの構成部品

A

B

C

B

C

FD
E

A

B

C

D

E

F
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■ 速度を設定する
1 走行支援モード選択スイッチを
押して、レーダークルーズモー
ドを選択する

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯します。

2 希望の車速（約 30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、走行支援スイッチを
押して速度を設定する

マルチインフォメーションディスプレイ
に設定した速度が表示されます。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

■ 設定速度をかえる
● スイッチで設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速
度が表示されるまで+スイッチま

たは－スイッチを押します。

1 速度を上げる
2 速度を下げる
短押し調整：スイッチを押す
長押し調整：スイッチを押し続けて速度
をかえ、希望の速度で手を離す

設定速度は、次のとおりに増減さ
れます：
短押し調整：スイッチを操作するごとに
1km/h

長押し調整：スイッチを押し続けている
あいだ、5km/hずつ

カスタマイズメニューから、設定速度の
変化量を変更することができます。

● アクセルペダルで設定速度を上
げる

1 設定したい車速になるまで、ア
クセルペダルを踏んで加速する

2 +スイッチを押す
■ 制御を解除する・復帰させる
1 制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチまたは走行支援ス
イッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。（制御停車中は、ブレーキペダルを

レーダークルーズコントロール
を使用する
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踏んでも解除されません）

2 制御を復帰させるには、RES
スイッチを押す

■ 車間距離を変更する
スイッチを押すごとに次のように
車間距離を切りかえます。

先行車がいる場合、先行車マーク も
表示されます。

車速に応じて実際の車間距離は増減しま
す。また、制御停車時は設定にかかわら
ず状況に応じた車間距離で停車します。

知識
■設定条件について

●シフトポジションがDのとき設定できま
す。

●車速が約 30km/h 以上のとき、希望の
設定速度に設定できます。

･ 車速が約 30km/h 未満のときに設定す
ると、約 30km/h に設定されます。

･ 車速がシステムの上限を超えていると
きに設定すると、設定速度の上限に設
定されます。

■車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

■追従走行中の停車制御について

●制御停車中に RESスイッチを押した場
合、約3秒以内に先行車が発進すれば
追従走行にもどります。

●先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行に
もどります。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

●運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

●パーキングブレーキが作動したとき

●走行中に運転席シートベルトを着用し
ていないとき

●プリクラッシュセーフティがOFFのと
き

●急坂路で制御停車したとき

●制御停車中に次を検出したとき

イラスト
番号

車間距
離

距離の目安（車速
100km/h の場合）

1 最長 約70m

2 長 約60m

3 中 約45m

4 短 約30m

A
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･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

自動でパーキングブレーキがかかること
があります。

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.292

■レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

安全にお使いいただくために：P.286

■センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、接
近警報（P.333）も作動しないおそれ
があります。

●割込み車両、離脱車両の車線変更が極
端に速い、または遅いとき

●自車が車線変更しているとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

■システムが正しく作動しないおそれの
ある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

●先行車が急ブレーキをかけたとき

●渋滞時等、低速で車線変更したとき

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行
車に接近したときは、表示の点滅
とブザーで運転者に注意をうなが
します。その場合は、ブレーキペ
ダルを踏むなど適切な車間距離を
確保してください。
■ 警報されないとき
車間距離が短くても、次のような
場合は警報されないことがありま
す。
● 先行車と自車の車速が同じか先
行車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をして
いるとき

● 速度を設定した直後
● アクセルペダルを踏んだとき

カーブを認識すると車速の抑制を
開始します。カーブが終了すると
車速の抑制が終了します。
状況に応じて設定速度まで復帰します。

先行車に割り込まれる等で、追従走行が
優先された場合も車速抑制は終了します。

接近警報

カーブ速度抑制機能
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知識
■カーブ速度抑制機能が作動しないおそ
れがある状況

次のような状況では、カーブ速度抑制機
能が作動しない場合があります。

●緩やかなカーブを走行しているとき

●アクセルペダルを操作しているとき

●極端に短いカーブを走行しているとき

約 80km/h 以上で走行中に追い越
し車線側へ車線変更する場合、方
向指示レバーの操作と連動して設
定速度まで加速することで、追い
越しを支援します。
約80km/h 以上で走行中に自車より遅
い車両の後方へ車線変更する場合、方向
指示レバーの操作と連動して緩減速する
ことで、車線変更を補助します。

先行車の加減速の情報を通信で取
得することにより、先行車の加減
速に素早く追従して車間距離や速
度の変動を抑制し、スムーズな追
従走行に寄与します。また、先行
車が認識できなくなった場合は自
動的に通常のレーダークルーズコ
ントロールに切りかわります。
先行車も通信利用型レーダーク
ルーズコントロールに対応してい
る場合に自動的に作動します。

先行車通信マーク

車間距離表示

知識
■通信利用型レーダークルーズコント
ロールについて

●本機能によって、車間制御モードの速
度や車間距離設定が変更されることは
ありません。

●先行車が通信利用型レーダークルーズ
コントロールに対応していないときは、
本機能は作動しません。

●先行車や周囲の車両の走行状態によっ
ては、スムーズな追従走行が行われな
い場合や、自車の速度や先行車との車
間距離に影響がおよぶ場合があります。
必要に応じてブレーキ・アクセルを操
作してください。

■通信利用型レーダークルーズコント
ロールが作動しないおそれがある状況

次のような状況では、通信利用型レー
ダークルーズコントロールが作動しない、
または通信利用型レーダークルーズコン
トロールから通常のレーダークルーズコ
ントロールに切りかわる場合があります。

●先行車との通信が途絶したとき

●センサーが先行車を誤って検知したと
き

●トンネルやビル街などで、自車または
先行車のGPS 受信状態や通信状態が

車線変更時の補助機能

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール（ITS Connect 装着
車）

A

B
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悪化しているとき

●追従していた先行車が車線変更などで
離脱したとき

●通信していた先行車とのあいだに、通
信利用型レーダークルーズコントロー
ルに対応していない車両が割りこんで
きたとき

レーダークルーズコントロールの
設定は、カスタマイズ設定から変
更することができます。
（P.570）

レーダークルーズコントロールの作動状態を示しています。

レーダークルーズコントロール
の設定を変更する

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色

設定車間距離：灰色
レーダークルーズコ
ントロールOFF

緑色

設定車間距離：青色

設定速度：緑色
定速走行

緑色

設定車間距離：青色

設定速度：緑色

先行車：白色

追従走行
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緑色

設定車間距離：橙色
点滅

設定速度：緑色

先行車：橙色点滅

接近警報

緑色

設定車間距離：灰色

設定速度：白色

先行車：灰色

アクセルペダルによ
る加速中

緑色

設定速度：緑色反転
表示

設定速度超過時

緑色

設定車間距離：灰色

設定速度：白色

先行車：灰色

制御停車

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態
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■ メーター表示

設定速度

クルーズコントロール表示灯

■ 操作スイッチ

走行支援モード選択スイッチ

走行支援スイッチ

+スイッチ、RESスイッチ

－スイッチ

キャンセルスイッチ

■ 速度を設定する
1 走行支援モード選択スイッチを
押してクルーズコントロール
モードを選択する

クルーズコントロール

アクセルペダルを踏まなくても、
一定の車速で走行できます。

高速道路や自動車専用道路で使
用してください。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

●設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

■クルーズコントロールを使用しては
いけない状況

次の状況では、クルーズコントロール
を使用しないでください。適切な制御
が行われず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

●システムをOFFにする必要があると
き：P.286

システムの構成部品

クルーズコントロールを使用す
る

A

B

A

B

C

D

E
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クルーズコントロール表示灯が点灯しま
す。

2 希望の車速（約 30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、走行支援スイッチを
押して速度を設定する

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

■ 設定速度をかえる
● スイッチで設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速
度が表示されるまで+スイッチま
たは－スイッチを押します。

1 速度を上げる
2 速度を下げる
設定速度は、次のとおりに増減さ
れます：
微調整：スイッチを押すごとに1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ連続して変化

● アクセルペダルで設定速度を上
げる

1 設定したい車速になるまで、ア
クセルペダルを踏んで加速する

2 +スイッチを押す
■ 制御を解除する・復帰させる
1 制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチまたは走行支援ス
イッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。

2 制御を復帰させるには、RES
スイッチを押す

知識
■クルーズコントロールの自動解除

次のとき、自動的にクルーズコントロー
ルが解除されます。

●設定速度より車速が約 16km/h 以上低
下したとき

●車速が約 30km/h 未満になったとき
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●運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

●パーキングブレーキが作動したとき

●運転席シートベルトを着用していない
とき

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.292

クルーズコントロールの作動状態を示しています。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色

なし
クルーズコント
ロールOFF

緑色

設定速度：緑色 定速走行

緑色

設定速度：緑色反転
表示

設定速度超過時
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本システムは4つの状態に分けら
れます。「警告 1フェーズ」、「警
告2フェーズ」で運転者への注意
喚起や速度抑制を実施しながら、
運転者の正常／異常判定を行いま
す。システムが、運転者が異常状
態であると判断した場合には「減
速停車フェーズ」、「停車保持
フェーズ」で自車を減速、停車さ
せます。

知識
■作動条件

次の条件をすべて満たすと作動します。

●システムが自動車専用道路と認識して
いるとき

システムが誤って一般道を自動車専用道
路と認識する場合があります。

ドライバー異常時対応シス
テム

ドライバー異常時対応システム
は、走行中の運転者が、急病な
どにより運転の継続が困難に
なった場合に、自動的に車線内
で自車を減速、停車させるシス
テムです。

LTA（レーントレーシングアシ
スト）制御中に、手放しなどの
無操作運転状態からシステムが
運転者が異常状態であると判断
すると、車線内で減速、停車し、
衝突事故の回避・衝突被害の低
減に寄与します。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。ドライ
バー異常時対応システムは、運転者
が急病などにより運転の継続が困難
になった場合を対象とするシステム
であり、居眠り運転や注意散漫な運
転、体調が悪い場合の運転を対象と
するものではありません。

●ドライバー異常時対応システムは、
システムが運転者による運転の継続
が困難と判断した場合に、自車線内
で減速、停車を行うことで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。また、作動には条件があり、作
動条件を満たさない場合は作動しま
せん。

●システム作動後、異常から復帰でき
た場合には、速やかに運転を再開す
るか、路肩へ避難し、三角表示板お
よび発炎筒を設置して後続車両に停
車していることをお知らせください。

●システム作動後、同乗者は運転者へ
の救護措置をはじめとした必要な危
険防止措置をとり、路側帯やガード
レールの外側などの安全な場所にす
みやかに退避してください。

●本システムは運転者の異常をハンド
ルの操作状態などで判断しています。
正常な運転者が意図的に無操作を続
けた場合には、システムが作動する
ことがあります。また、運転者が異
常状態であっても、ハンドルにもた
れかかるなどシステムが手放し運転
と判断できない場合は、システムが
作動しないことがあります。

システム概要
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●LTA を ONにしているとき

●自車速が約 50km/h 以上

■作動解除条件

次のいずれかの状況では作動解除されま
す。

●LTA 制御がキャンセルされたとき
（LTAスイッチを押した場合など）

●レーダークルーズコントロール制御が
キャンセルされたとき

●ドライバー操作が検出されたとき（ハ
ンドルを握る、ブレーキ操作、アクセ
ル操作、パーキングブレーキ操作、非
常点滅灯スイッチ操作、方向指示レ
バー操作）

●自車が一般道を走行しているとシステ
ムが判断したとき

●停止保持中、シフトポジションをPにし
た状態で走行支援スイッチを押したと
き

●パワースイッチをONからOFFにしたと
き

●システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき：P.292

■作動解除時の LTA制御

システムの作動が解除された場合、LTA
制御がキャンセルされる場合があります。

手放し運転警告がされてからも運
転操作がない場合、ブザー（断続
音）とディスプレイ表示により注
意喚起を行い、運転者の正常／異
常判定を行います。一定時間以内
にハンドル保持などの運転者によ
る操作がされなかった場合、警告
2フェーズに移行します。

ブザー（早い断続音）とディスプ
レイ表示により注意喚起を行い、
ゆるやかに車速を減速させます。
一定時間以内にハンドル保持など
の運転者による操作がされなかっ
た場合には、システムが運転者が
異常状態であると判断し、減速停
車フェーズに移行します。
車両の減速時に道路環境等の要因によっ
て、ストップランプが点灯する場合があ
ります。

ある程度減速すると、非常点滅灯（ハ
ザードランプ）が点滅します。システム
の作動が終了しても、非常点滅灯（ハ
ザードランプ）の点滅は継続します。

運転者が異常状態にあると判断し、
ブザー（連続音）とディスプレイ
表示で運転者に注意喚起を行うと
ともに、ゆるやかに減速して車両
を停車させます。減速と同時に、
ストップランプの点灯、非常点滅
灯（ハザードランプ）の点滅と
ホーン吹鳴によって周囲に緊急事
態であることをお知らせします。
車両が停車すると停車保持フェー
ズに移行します。

停車後、パーキングブレーキが自
動でかかります。引き続きブザー
（連続音）で注意喚起を行うととも
に、非常点滅灯（ハザードランプ）
の点滅とホーンによって周囲に緊
急事態を知らせます。また、ドア
解錠やヘルプネット自動接続によ

警告 1フェーズ

警告 2フェーズ

減速停車フェーズ

停車保持フェーズ
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る運転者の救命・救護要請（ヘル
プネット契約時のみ）を行います。

知識
■ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続後、ヘルプネット
のオペレーターからの声掛けに対して車
内からの応答がない場合、救命・救護の
ために救急や警察へ通報を行います。

■作動解除後の機能制限

減速停車フェーズに移行後は、ドライ
バー異常時対応システムの作動が解除さ
れていてもハイブリッドシステムを再始
動するまで次の機能が使用できなくなり
ます。

●LTA

●LCA★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 安全運転を支援する通知・案
内・注意喚起

ITS Connect は、道路に設置され
たDSSS※用路側装置や通信機を
搭載した車両と無線通信すること
で、見通しが悪い交差点の交通状
況などの情報を受信します。

路側装置

受信した情報は、状況に応じて通
知・案内や注意喚起としてマルチ
インフォメーションディスプレイ
などに表示され、運転者に注意を
うながすことにより安全運転を支
援します。

警告
■ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続は、T-Connect
通信エリア内、かつ T-Connect 契約
がされている場合にのみ行われます。
T-Connect 通信エリア外やT-
Connect 未契約、T-Connect 契約が
未更新の場合は接続が行われず、警
察・救急への通報が行われません。あ
らかじめ通信エリアとご自身の T-
Connect 契約をご確認の上、システム
をご利用ください。

ITS Connect★

ITS Connect は、交通情報や
周辺車両の情報を受信すること
により、安全運転や快適な運転
を支援するシステムです。

ITS Connect の概要

A
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※ DSSS（Driving Safety Support 
Systems）とは、運転者の認知・判
断の遅れや誤りによる交通事故を未然
に防止することを目的とするシステム
で、警察庁が推進しているプロジェク
トです。

■ 通信利用型レーダークルーズコ
ントロール

先行車との通信により受信した加
速／減速情報をレーダークルーズ
コントロールの制御に利用し、よ
りスムーズな追従走行に寄与する
ことで快適な運転を支援します。
詳細はP.334を参照してくださ
い。

知識
■ ITS Connect 機器に関する情報

●本製品は、トロンフォーラム
（www.tron.org）の T-License2.0 に
基づき T-Kernel ソースコードを利用し
ています。

●フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。
このようなフリー／オープンソースソフ
トウェアのライセンス情報やソースコー
ドの両方またはどちらか片方は以下の
URLで入手することができます。
https://www.denso.com/global/en/
opensource/v2x/toyota/

●本機は、ITS Connect 推進協議会が規
定する相互接続性確認試験に適合して
います。
機種名：DTU-1030
型式認定番号：10008

●本システムは、周波数760MHz の電波
を発信するため、お車を海外へ持ち込
んだ場合はその国の関連法規に違反す
る場合があります。

■ ITS Connect に関するお問い合わせに
ついて

ITS Connect に関するお問い合わせ（機
器の調子・機能・使用方法や道路上の通
信設備の整備計画など）はトヨタ販売店
にお問い合わせください。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
ITS Connect はあらゆる状況で安全
運転の支援をするものではありませ
ん。システムに頼ったり、安全を委
ねる運転をしたりすると思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

● ITS Connect は安全運転の支援を目
的として設計していますが、その効
果はさまざまな条件によりかわり、
常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。
「システムが正常に作動しないおそれ
があるとき」（P.347）をお読み
いただき、システムを過信せず安全
運転に努めてください。

■ ITS Connect について

●次のような状況では、ITS Connect
は作動しません。
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ITS Connect の機能が利用可能な
とき、メーターに次のアイコンを
表示して通信の接続状態をお知ら
せします。

状況に応じて、次の通知・案内・
注意喚起をマルチインフォメー
ションディスプレイに割り込み表
示します。
FCTA（フロントクロストラ

警告
･ 交差点に DSSS 用路側装置が設置さ
れていないとき

･ 先行車や接近してくる車両に通信機
が搭載されていないとき

●交差点に進入する方向によっては、
作動する通知・案内・注意喚起が異
なる場合があります。

■右折時注意喚起（DSSS用路側装置
との通信）について

DSSS 用路側装置が設置された交差点
であっても、DSSS 用路側装置の種類
や交差点に進入する方向によっては、
対向車のみを検知し、歩行者に対する
注意喚起をしない場合があります。
そのため、注意喚起の表示内容が実際
の交通状況と異なる場合があります。
「割り込み表示による通知・案内・注意
喚起」（P.344）をお読みいただき、
必ず自らの目視による安全確認を行っ
てください。

■右折時注意喚起（通信機を搭載した
車両との通信）・出会い頭注意喚起に
ついて

通信機を搭載した車両が接近してきて
も、地図データと実際の道路状況が異
なるときは、交差点付近であることが
判断できず、注意喚起をしなかったり、
注意喚起の表示内容が実際の交通状況
と異なる場合があります。

注意
■ ITS Connect 機器取り扱いの注意

･ ITS Connect 機器は電波法の基準に
適合しています。ITS Connect 機器
に貼り付けられているラベルはその
証明ですのではがさないでください。

･ ITS Connect 機器を分解・改造する
と、法律により罰せられることがあ
ります。

ITS Connect アイコンの見方

アイコン 接続状態

道路に設置されたDSSS
用路側装置から必要な情
報を取得できている

通信機を搭載した車両か
ら必要な情報を取得でき
ている

道路に設置されたDSSS
用路側装置、および通信
機を搭載した車両、両方
から必要な情報を取得で
きている

割り込み表示による通知・案内・
注意喚起
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フィックアラート）かつパノラ
ミックビューモニター装着車：出
会い頭注意喚起はパノラミック
ビューモニターにも表示します。
■ 右折時注意喚起（DSSS用路側
装置との通信）

交差点で右側方向指示灯を点滅さ
せて右折待ちをしているときに、
対向車や歩行者がいるにもかかわ
らず発進しようとしているなど、
対向車や右折先の歩行者を見落し
ている可能性があるとシステムが
判断したときに、ブザーと表示で
注意喚起を行います。
交差点に設置されているDSSS用
路側装置（感知器）の種類によっ
て、注意喚起の表示は次のように
異なります。
 対向車および歩行者を感知する
交差点

 対向車のみを感知する交差点

･ 注意喚起の表示内容は、実際の
交通状況と異なる場合がありま
す。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消
えますが、周囲に車や人がいな
いことを示すものではありませ
ん。

■ 右折時注意喚起（通信機を搭載
した車両との通信）

DSSS用路側装置が設置されてい
ない交差点で、地図データを用い
ることにより、右側方向指示灯を
点滅させて右折待ちをしていると
きに、通信機を搭載した対向車が
いるにもかかわらず発進しようと
しているなど、対向車を見落して
いる可能性があるとシステムが判
断したときに、ブザーと表示で注
意喚起を行います。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の
交通状況と異なる場合がありま
す。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消
えますが、周囲に車がいないこ
とを示すものではありません。

■ 出会い頭注意喚起
地図データを用いることにより、
交差点で停車しているときに、右
または左方向から交差点に進入し
てくる車両がいるにもかかわらず



346 5-5. 運転支援装置について

発進しようとしているなど、接近
する右または左方向の車両を見落
している可能性があるとシステム
が判断したときに、ブザーと表示
で注意喚起を行います。
FCTA（フロントクロストラ
フィックアラート）装着車は、低
速走行中にも表示による注意喚起
を行います。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の
交通状況と異なる場合がありま
す。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消
えますが、周囲に車がいないこ
とを示すものではありません。

■ 赤信号注意喚起
赤信号の交差点手前にさしかかっ
てもアクセルペダルを踏み続けて
いるなど、赤信号を見落している
可能性があるとシステムが判断し
たときに、ブザーと表示で注意喚
起を行います。

■ 信号待ち発進準備案内
赤信号で停車したとき、青信号に
かわるまでの待ち時間の目安を
バー表示で表します。
待ち時間が残り少なくなるとバー
表示が消え、まもなく信号がかわ
ることを表します。

■ 緊急車両存在通知
緊急車両（救急車）がサイレンを
鳴らして近辺を走行しているとき
に、ブザーと音声案内により、自
車に対する緊急車両のおおよその
方向・距離・進行方向を表示しま
す。
緊急車両の距離と進行方向が表示
されていないときは、自車のすぐ
近くに緊急車両がいることを表し
ます。
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■ 通信車両接近通知
交差点などで停車しているときに、
通信機を搭載した車両が接近して
くると、通信車両のおおよその方
向を表示します。
接近してくる方向が正面の場合は、右側
方向指示灯を点滅させているときのみ表
示します。

● 通信車両接近通知の使い方
･ 割込表示の通信車両接近通知をONに
しているときに、マルチインフォメー
ションディスプレイに割り込み表示で
お知らせします。

･ 割込表示の設定方法については、マル
チインフォメーションディスプレイの

表示設定（P.171）を参照し
てください。

知識
■交差点ごとの作動する通知・案内・注
意喚起について

道路に設置されているDSSS 用路側装置

の種類により発信している情報が異なる
ため、交差点によって作動する通知・案
内・注意喚起は異なります。

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況などでは、車両
の位置や向きを正しく特定できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 高いビルや高い街路樹に囲まれている
とき

･ トンネルや高架下を通過しているとき
･ ハイブリッドシステムを始動してから、
しばらく走行するまでのあいだ

●例えば次のような状況などでは、正し
く通信ができず、システムが正常に作
動しないおそれがあります。

･ 周囲に大型車が走行しているときなど、
通信がさえぎられたとき

･ 通信を妨害する電波が発せられている
とき

･ DSSS 用路側装置の向きがかわってし
まっているとき

･ DSSS 用路側装置がメンテナンス中や
故障しているとき

･ 他車両の通信機が故障しているとき

●右折時注意喚起（DSSS用路側装置と
の通信）は、次のような状況などでは
正常に作動しないおそれがあります。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 周囲の環境や天候、DSSS用路側装置
の劣化などの影響により、対向車や歩
行者の検知性能が低下しているとき

･ 対向車や歩行者が周囲の建物や別の車
両に隠れているとき

･ DSSS 用路側装置の検知範囲外に対向
車や歩行者がいるとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

●右折時注意喚起（通信機を搭載した車
両との通信）は、次のような状況など
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では正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

●出会い頭注意喚起は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 交差点手前で一旦停止せずに通過しよ
うとしたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

●赤信号注意喚起は、次のような状況な
どでは正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 遅い速度で走行しているとき
･ 停車しているとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
ど、DSSS 路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

●信号待ち発進準備案内は、次のような
状況などでは正常に作動しないおそれ
があります。

･ 前方の信号機が青信号・黄信号または
矢印信号のとき

･ 青信号にかわるまでの待ち時間が残り
少ないとき

･ 停車していないとき
･ 交差点付近の側道や駐車場など、
DSSS 路側装置が設置された道路と並
行する場所に停車しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

●緊急車両存在通知は、次のような状況

などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 緊急車両と自車の距離が一定以上離れ
ているとき

･ 緊急車両が自車から遠ざかる方向に走
行しているとき

･ 立体交差付近を走行しているとき
･ 緊急車両から受信した情報が誤ってい
るとき

●通信車両接近通知は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

■出会い頭注意喚起の通知感度について

FCTA（フロントクロストラフィックア
ラート）装着車の出会い頭注意喚起の通
知感度は、FCTA（フロントクロストラ
フィックアラート）の注意喚起タイミン
グと連動して変更されます。

マルチインフォメーションディス
プレイの車両設定から、次の機能
の設定を変更することができます。
（P.170）
● 信号情報
次の機能のON／ OFF を切りかえるこ
とができます。※1（初期設定：ON）

･ 赤信号注意喚起
･ 信号待ち発進準備案内

● 道路環境情報
次の機能のON／ OFF を切りかえるこ
とができます。※1（初期設定：ON）

･ 右折時注意喚起

･ 出会い頭注意喚起※2

● 緊急車両通知
緊急車両存在通知のON／ OFF を切り

各機能の設定変更
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かえることができます。（初期設定：
ON）

● 通知感度
次の機能の通知感度（高い／低い）を切
りかえることができます。※3, 4（初期設
定：高い）

･ 赤信号注意喚起
･ 右折時注意喚起

･ 出会い頭注意喚起※5

● クルーズ（ITS）
通信利用型レーダークルーズコントロー
ルのON／OFF を切りかえることがで
きます。（初期設定：ON）
※1「信号情報」または「道路環境情報」
に含まれる各機能を個別にON／
OFF することはできません。

※2FCTA（フロントクロストラフィック
アラート）装着車は、FCTA（フロン
トクロストラフィックアラート）の注
意喚起が非作動のときは作動しませ
ん。

※3各機能の通知感度を個別に変更するこ
とはできません。

※4「高い」に設定すると通知タイミング
が早くなり、「低い」に設定すると通
知タイミングが遅くなります。

※5FCTA（フロントクロストラフィック
アラート）非装着車

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運
転者による車線変更時の判断を
支援するシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

●ブラインドスポットモニターは、ド
アミラーの死角領域に入った車両の
存在とその死角領域に急速に接近し
てくる車両の存在を運転者に提供す
る、補助的なシステムです。本シス
テムだけで安全な車線変更の可否を
判断できるものではないため、シス
テムを過信すると思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自
らの目視とミラーによる安全確認をお
こなう必要があります。

システムの構成部品
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メーター操作スイッチ
ブラインドスポットモニターのON／
OFF を切りかえます。

ドアミラーインジケーター
ドアミラーの死角領域に車両を検知した
とき、または後方からその死角領域に急
速に接近してくる車両を検知したときは、
検知した側のドアミラーインジケーター
（P.153）が点灯します。検知した側
に方向指示レバーを操作している場合は、
ドアミラーインジケーターが点滅し、ブ
ザーが鳴ります。

運転支援情報表示灯
ブラインドスポットモニターがOFF の
ときに点灯し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示され

ます。

知識
■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。
（P.570）

■後側方レーダーセンサーの取り扱いについて

A

B

C

警告
■システムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。
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ブラインドスポットモニターの
ON／ OFF は、カスタマイズメ
ニューから切りかえることができ
ます。（P.570）
ブラインドスポットモニターが
OFF になると、運転支援情報表示
灯（P.153）が点灯し、マルチ
インフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。
パワースイッチがON になるたび、
ブラインドスポットモニターは
ONになります。

警告
●センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく
センサー周辺のリヤバンパーに汚れ
や着雪がある場合、警告表示ととも
にシステムが作動しなくなることが
あります。その場合、汚れや雪を落
としたあと、BSM機能の作動条件
（P.353）でしばらく走行してく
ださい（目安：約 10分）。それでも
警告表示が消えない場合はトヨタ販
売店にて点検を受けてください。

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）やア
ルミテープなどを貼ったりしない

●センサー周辺のリヤバンパーを塗装
しない

●センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。
次のような場合には、必ずトヨタ販
売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

●センサーやリヤバンパーの脱着や交
換が必要な場合は、トヨタ販売店に
ご相談ください。

●センサーはリヤバンパー表面の塗装
の影響を受けやすく、正しい修理を
しないと警告表示とともにシステム
が作動しなくなることがあります。
塗装修理の際はトヨタ販売店にご相
談ください。

ブラインドスポットモニターの
ON／OFF を切りかえるには
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■ 走行中に検知できる車両
ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を
走行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによってその車
両の存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してく
る車両

■ 走行中に検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約 0.5m離れた面から約3.5mの領
域※1

リヤバンパーから約1m前方の領域※2

リヤバンパーから約3m後方の領域

リヤバンパーから後方約3m～70mの領域※3

※1車両側面から外側に約 0.5mは検知しません。

ブラインドスポットモニターの作動

A

B

A

B

C

D
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※2自車が追いこされる場合には、リヤバンパーから約 3m 前方まで車両の検知を継続
します。

※3自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くに
いる状況で点灯・点滅します。

■ 関連機能
隣の車線を走行する車両の検知を用いた機能が LDA（レーンディパー
チャーアラート）にあります。本機能の作動条件などの詳細については
P.311 を参照してください。

知識
■作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●パワースイッチがONのとき

●ブラインドスポットモニターがONのと
き

●シフトポジションがR以外のとき

●車速が約 10km/h 以上のとき

■センサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

●小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

■システムが検知しない条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな車両や車両以外のものを検知対象と
しません。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●対向車

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2つ隣の車線を走行する他車※

●大きい速度差で自車が追いこす他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■ブザーが鳴らない条件

次のような状況では、方向指示レバーを
操作していてもドアミラーインジケー
ターは点滅しますが、ブザーは鳴りませ
ん。

●方向指示レバーを継続して操作したま
ま、2台目の車両を検知したとき

●大きい速度差で隣の車線を走行する他

車を追いこすとき※

※状況によってはブザーが鳴ることがあ
ります。

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両を正しく検知
しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき
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･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみなどを走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ ブラインドスポットモニターをONに
した直後

･ けん引しているとき

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみなどを走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
き

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ けん引しているとき
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マルチインフォメーションディ
スプレイ

後方車両の通行を妨げる可能性がある場
合、メッセージとブザーでお知らせしま
す。

メーター操作スイッチ
後方車両接近告知のON ／ OFF を切り
かえます。

後方車両接近告知のON ／ OFF 
は、カスタマイズメニューから切
りかえることができます。
（P.570）

知識
■ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.570）

後方車両接近告知は後側方レー
ダーセンサーにより自車の後方か
ら接近してくる車両を検知し、マ
ルチインフォメーションディスプ
レイの表示とブザーによってその
車両の存在を運転者に知らせます。

後方車両接近告知

後方車両接近告知は、リヤバン
パー内側にある後側方レーダー
センサーを使用し、運転者に後
方車両の接近をお知らせするこ
とで、回避要否の判断を支援す
るシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

後方車両接近告知は自車の後方から接
近してくる車両の存在を運転者に提供
する補助的なシステムです。

後方車両接近告知を使用していても状
況によっては本システムが有効に機能
しないことがあるため、運転者は自ら
の目視による安全確認をおこなう必要
があります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.350

システムの構成部品

後方車両接近告知のON ／ OFF 
を切りかえるには

後方車両接近告知の作動

A

B
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知識
■後方車両接近告知の作動条件

後方車両接近告知は、次の条件をすべて
満たしているときに作動します。

●パワースイッチがON のとき

●後方車両接近告知がON のとき

●シフトポジションがR 以外のとき

●車速が約 60km/h 以上のとき

●方向指示レバーを操作していないとき

●ブレーキペダルを踏んでいないとき

●前回作動から約5分以上経過しているこ
と

■センサーが車両を検知する条件

後方車両接近告知は、同じ車線を走行す
る後方車両が近づいた状況のとき、検知
範囲に入った車両を検知します。

■システムが検知しない条件

後方車両接近告知は、次のような車両や
車両以外のものを検知対象としません。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●対向車

●隣の車線を走行する他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■後方車両接近告知が正しく作動しない
おそれがある状況

●次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみなどを走行しているとき

･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 他車の前方に割り込んだとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 後続車が自車に接近した後、一度離れ
て再度接近してきたとき

･ 後続車が自車から離れていくとき
･ 後続車が自車を追い越そうとしている
とき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

●特に次のような状況では、後続車の接
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近の可能性がなくてもシステムが作動
するおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 自車が右左折するときに後続車が自車
の真後ろを通過したとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線を走行する車
両が検知範囲に入ったとき

･ 後方車両の周辺に複数の車両が存在す
るとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ カーブ中に隣接車両がいるとき
･ 他車の前方に割り込んだとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

周辺車両接近時サポート
（録画機能★、通報提案機
能）

周辺車両接近時サポートは、リ
ヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用して至
近距離の後方車両を検知し、運
転者へ対処方法を提案するシス
テムです。
ドライブレコーダー（前後
方）※★が装着されている車両
は、ドライブレコーダー（前後
方）の録画機能を使用して、状
況を自動で記録します。
※標準装備、メーカーオプションまた
はメーカーパッケージオプションの
ドライブレコーダー（前後方）装着
の場合に限ります。用品（販売店オ
プション）のドライブレコーダーで
はご利用になれません。
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マルチインフォメーションディ
スプレイ

警察への通報またはヘルプネットへの接
続を提案します。

メーター操作スイッチ
周辺車両接近時サポートのON ／ OFF
を切りかえます。

周辺車両接近時サポートのON ／
OFF は、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。
（P.570）

知識
■音声の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、音声が聞こえづらく
なる場合があります。

後方車両が至近距離まで接近した
ときに、マルチインフォメーショ
ンディスプレイと音声で下記の対
処方法を提案します。
ドライブレコーダー装着車は、後
方車両の映像を記録します。
■ 通報提案
携帯電話をマルチメディアとハン
ズフリー接続しているときは、ハ
ンズフリー電話での警察への通報
を提案します。
通報する場合は、マルチインフォ
メーションディスプレイで“はい
（YES）”を選択してください。
ハンズフリー電話の詳細について
は、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

周辺車両接近時サポートは後方車両が
至近距離まで接近したときの対処方法
を運転者に提案する補助的なシステム
です。

周辺車両接近時サポートを使用してい
ても状況によっては本システムが有効
に機能しないことがあるため、運転者
は自らの目視による安全確認をおこな
う必要があります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.350

システムの構成部品

A

B

周辺車両接近時サポートのON
／OFF を切りかえるには

周辺車両接近時サポートの作動
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■ ヘルプネット接続提案
ヘルプネットを契約しているとき
は、ヘルプネットセンターへの通
報を提案します。
通報する場合は、ヘルプネットボ
タンを押してください。
ヘルプネットの詳細については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

■ イベント録画（ドライブレコー
ダー［前後方］装着車）

車両後方の映像をイベント録画し
ます。
ドライブレコーダー（前後方）の
詳細については、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

知識
■イベント録画の通知（ドライブレコー
ダー［前後方］装着車）

通報提案もヘルプネット接続提案もしな
い場合は、イベント録画が記録されたこ
とを通知します。

■周辺車両接近時サポートの作動条件

周辺車両接近時サポートは、次の条件を
すべて満たしているときに作動します。

●パワースイッチがON のとき

●周辺車両接近時サポートがON のとき

●シフトポジションが R 以外のとき

●車速が約 60km/h 以上のとき

●方向指示レバーを操作していないとき

●ブレーキペダルを踏んでいないとき

●前回作動から約10 分以上経過している
とき

■通報提案の作動条件

通報提案は、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

●携帯電話がマルチメディアと

Bluetooth® でハンズフリー接続され
ているとき

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは
登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が
所有権を有します。トヨタ自動車株式会
社は使用許諾の下でこれらのマークおよ
びロゴを使用しています。その他の商標
および登録商標は、それぞれの所有者の
商標および登録商標です。

●携帯電話の電波が圏外でないとき

●携帯電話が着信中、発信中、通話中で
ないとき

■ヘルプネット接続提案の作動条件

●通報提案がされていないとき

●ヘルプネットの契約がされている
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■センサーが車両を検知する条件

周辺車両接近時サポートは、同じ車線を
走行する後方車両が至近距離にいる状態
が続いた状況のとき、検知範囲に入った
車両を検知します。

■システムが検知しない条件

周辺車両接近時サポートは、次のような
車両や車両以外のものを検知対象としま
せん。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●対向車

●隣の車線を走行する他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■周辺車両接近時サポートが正しく作動
しないおそれがある状況

●次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみなどを走行しているとき

･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 他車の前方に割り込んだとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な

どの静止物があるとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

●特に次のような状況では、後続車の接
近がなくてもシステムが作動するおそ
れがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 自車が右左折するときに後続車が自車
の真後ろを通過したとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線を走行する車
両が検知範囲に入ったとき

･ 後方車両の周辺に複数の車両が存在す
るとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ カーブ中に隣接車両がいるとき
･ 他車の前方に割り込んだとき
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同じ車線を走行する後方車両を後
側方レーダーセンサーで検出し、
追突の可能性が高いと判断したと
きに、非常点滅灯を高速点滅させ
て後方車両に注意をうながします。
このときマルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージを表

示し、後方車両の接近を運転者に
知らせます。

知識
■後方車両への接近警報の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

●パワースイッチがONのとき

●シフトポジションが R以外のとき

●方向指示レバーを操作していないとき

●自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

●自車の車速が約10km/h 以下、または
前進時でブレーキを踏んでいる

■センサーが車両を検知する条件

後方車両への接近警報は、同じ車線を走
行する後方車両が追突の可能性が高い状
況のとき、検知範囲に入った車両を検知
します。

■システムが検知しない条件

後方車両への接近警報は、次のような車

後方車両への接近警報

後方車両への接近警報は、リヤ
バンパー内側にある後側方レー
ダーセンサーを使用し、後方車
両からの追突の可能性が高いと
判断したときに、非常点滅灯を
高速点滅させて後方車両に注意
をうながすシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
後方車両への接近警報は自車の後方か
ら接近してくる車両に追突される可能
性が高いと判断したときに、非常点滅
灯を高速点滅させて後方車両に注意を
うながす補助的なシステムです。
後方車両への接近警報を使用していて
も状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、運転者は
自らの目視による安全確認をおこなう
必要があります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.350

後方車両への接近警報の作動
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両や車両以外のものを検知対象としませ
ん。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど ※

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物 ※

●対向車

●隣の車線を走行する他車 ※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■後方車両への接近警報が正しく作動し
ないおそれがある状況

●次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車、または走
行しているとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみなどを走行しているとき

･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

●特に次のような状況では、衝突の可能
性がなくてもシステムが作動するおそ

れがあります。
･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき

･ 道路脇に停車したときなどに、車両が
真横を通過するとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 後方車両が近距離まで急接近したとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき
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セカンダリーコリジョンブレーキ

（停車中後突対応）は、停車中に同
じ車線を走行する後方車両を後側
方レーダーセンサーで検出し、追
突の可能性が非常に高いと判断し
たときに、自動的にブレーキと制
動灯を制御することで、追突後の
自車速度を減速させ二次衝突によ
る被害の軽減に寄与します。

知識
■セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

●パワースイッチがONのとき

●シフトポジションが R以外のとき※

●方向指示レバーを操作していないとき

●前回作動から約7分以上経過しているこ
と

●自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

●自車の車速が約0km/h のとき

セカンダリーコリジョンブ
レーキ（停車中後突対応）

セカンダリーコリジョンブレー
キ（停車中後突対応）は、リヤ
バンパー内側にある後側方レー
ダーセンサーを使用し、停車中
に後方車両からの追突の可能性
が非常に高いと判断したときに、
自動的にブレーキを制御するこ
とで、二次衝突による被害の軽
減に寄与するシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。
セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）は停車中に同じ車線を
走行する後方車両からの追突の可能性
が非常に高いと判断したときに、自動
的にブレーキを制御する補助的なシス
テムです。
セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）を使用していても状況
によっては本システムが有効に機能し
ないことがあるため、運転者は自らの
目視による安全確認をおこなう必要が
あります。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.350

セカンダリーコリジョンブレー
キ（停車中後突対応）の作動
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※シフトポジションがNのときはブレー
キペダル・パーキングブレーキ・ブ
レーキホールドをいずれも操作してい
ないときは作動しません。

■センサーが車両を検知する条件

セカンダリーコリジョンブレーキ（停車
中後突対応）は、同じ車線を走行する後
方車両が追突の可能性が非常に高い状況
のとき、検知範囲に入った車両を検知し
ます。

■システムが検知しない条件

セカンダリーコリジョンブレーキ（停車
中後突対応）は、次のような車両や車両
以外のものを検知対象としません。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど ※

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物 ※

●対向車

●隣の車線を走行する他車 ※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■セカンダリーコリジョンブレーキ（停
車中後突対応）が正しく作動しないお
それがある状況

●次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみなどを走行しているとき

･ けん引しているとき

･ 停車した直後に後方車両が接近したと
き

･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎ
るとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

●特に次のような状況では、追突される
可能性がなくてもシステムが作動する
おそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ けん引しているとき
･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき

･ 道路脇に停車したときなどに、他車が
真横を通過するとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 後方車両が近距離まで自車に急接近し
たとき

･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 後方車両の周辺にガードレールや壁な
どの静止物があるとき

･ 停車間際・発進直後に後方車両が接近
したとき

･ 走行中にすべりやすい路面などでのブ
レーキ操作により、自車のタイヤが
ロックしたときに後方車両が接近した
とき

･ 洗車機で洗車しているとき
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マルチインフォメーションディ
スプレイ

安心降車アシストのON／ OFF を切り
かえます。
衝突の可能性がある状態でドアの開放を
した場合に対象のドアをメーターに表示
します。また、ドアミラーインジケー
ターが点灯した状態でドアが開けられた
場合などは、上記に加えてブザーで警報
を行います。

ドアミラーインジケーター
開いたドア（バックドアを除く）と衝突
する可能性がある車両・自転車を検知し
たときは、検知した側のドアミラーイン
ジケーター（P.153）が点灯します。
検知している側のドアを開いた場合は、
ドアミラーインジケーターが点滅します。

運転支援情報表示灯
安心降車アシストがOFF のときに点灯
し、マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。

スピーカー
ドアミラーインジケーターが点滅した場
合に音声にてシステムが作動したことを
通知します。音声による通知が行われた
後は、そのドアが全閉されるまで音声に
よる再通知は実施されません。

知識
■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

安心降車アシスト

安心降車アシストは、リヤバン
パー内側にある後側方レーダー
センサーを使用し、各席乗員に
よる降車時のドアと車両・自転
車の衝突可能性の判断の支援を
することで、事故被害低減に貢
献するシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

●安心降車アシストは、停車中に接近
してくる車両や自転車の存在を乗員
に提供する補助的なシステムです。
本システムだけで安全を判断できる
ものではないため、システムを過信
すると思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、乗員は
自らの目視やミラーなどによる安全
確認を行う必要があります。

安心降車アシストのシステム構
成部品

A

B

C

D
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■音声の通知について

以下のとき、音声による通知は実施され
ません。

●車内に乗員がいないと推定されるとき※

●ドアを開いて乗車後、ハイブリッドシ
ステムを始動するまで

●ハイブリッドシステム停止後3分以上経
過したとき

●マルチメディアディスプレイの言語設
定で音声発話に対応していない言語が
設定されているとき

●外部より全ドアが施錠されているとき

●ハイブリッドシステム停止後、同一の
ドアが開いている状態が 1 分以上継続
しているとき

●マルチメディアディスプレイの ACC カ
スタマイズ（P.571）が ON の状態
で、ハイブリッドシステムが停止して
いるとき

●マルチメディアディスプレイの駐車支
援音量設定がOFF となっているとき

※各席毎に、走行前のドア開閉で乗車、
走行後のドア開閉で降車と判断します。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで

きます。（P.570）

安心降車アシストのON／ OFF 
は、カスタマイズメニューから切
りかえることができます。
（P.570）
安心降車アシストがOFF になる
と、運転支援情報表示灯が点灯し、
マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されま
す。
パワースイッチがONになるたび、
安心降車アシストはONになりま
す。※
※パワースイッチOFF 後、すぐにパワー
スイッチをONにした場合は、安心降
車アシストがONにならない場合があ
ります。

■ 安心降車アシストが検知できる対象
安心降車アシストは後側方レーダーセンサーにより自車の後方を走行する
次の車両・自転車を検知し、ドアミラーインジケーター、ブザー、メー
ターの表示、および音声通知によってその車両の存在を乗員に知らせま
す。

警告
■システムを正しく作動させるために

P.350

安心降車アシストのON／ OFF 
を切りかえる

安心降車アシストの作動
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ドア（バックドアを除く）を開けたときにドアと衝突する可能性が高
いと判断された車両・自転車

■ 安心降車アシストが検知できる範囲
次の範囲に入った車両・自転車を検知します。

フロントドアから後方約45mの領域※

※接近する車両・自転車の速度が速いほど、ドアミラーインジケーターは車両・自転車
がより遠くにいる状況で点灯・点滅します。

知識
■安心降車アシストの作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●パワースイッチがON のとき、ハイブ
リッドシステムOFF 後 3分以内、およ
びドアを開けて車内に乗り込んでから
3分以内（ドア開閉が行われた場合は、
作動継続時間がさらに延長される場合
があります）

●安心降車アシストがONのとき

●停車中

●シフトポジションが R 以外のとき

■センサーが車両を検知する条件

安心降車アシストは、次のような状況で
検知範囲に入った車両を検知します。

●停車している自車と並行に走行する車
両や自転車がドア（バックドアを除く）
を開けた範囲付近を通過するとき

■システムが車両を検知しない条件

●安心降車アシストは、次のような車両・
自転車や車両・自転車以外のものを検
知対象としません。

･ 接近する車両・自転車の速度が遅いと
き※

A

A
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･ ドア（バックドアを除く）を開いたと
きに、衝突する可能性が低いと判断さ
れた車両・自転車※

･ 真うしろから接近する車両・自転車※

･ 前方から接近する車両・自転車※

･ ガードレール・壁・標識・駐車車両な
どの静止物※

･ 歩行者・動物など※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

●安心降車アシストは、次のような状況
では作動しません。

･ ハイブリッドシステムOFF 後に 3 分
以上経過した場合（ドア開閉が行われ
た場合は、作動継続時間が延長される
場合があります）

･ 自車が完全に停車していないとき

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両や自転車を有
効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き

･ 隣の駐車車両に後続する車両や自転車
･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車

･ 発進した直後の車両や自転車
･ バックドアが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 接近する車両や自転車の周囲に走行す

る車両があるとき
･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 自車の後方からずれた状態で車両や自
転車が接近するとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 斜めに駐車している後方を車両や自転
車が接近するとき

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車

･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ バックドアが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

･ 隣接車線に停止している車両の後ろか
ら車両や自転車が接近するとき
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■ センサーの種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

フロントサイドセンサー（アド
バンストパーク装着車）

リヤサイドセンサー（アドバン
ストパーク装着車）

■ クリアランスソナーの表示のし
かた

壁などの静止物を検知すると、マ
ルチメディアディスプレイに表示
されます。
イラストは説明のための例であり、

仕様により異なります。
 マルチメディアディスプレイの
表示

■ クリアランスソナー検知表示灯
★

静止物を検知するとクリアランス
ソナー検知表示灯が点灯します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■クリアランスソナー検知表示灯の有無
について

クリアランスソナーがOFF の状態でシフ
トポジションを Rにしたとき、クリアラ
ンスソナーOFF 表示灯（P.369）が
消灯する車両はクリアランスソナー検知
表示灯があります。

クリアランスソナーのON／OFF
は、カスタマイズメニューから切
りかえることができます。
（P.570）
クリアランスソナー機能がOFF のとき
は、クリアランスソナーOFF 表示灯
（P.153）が点灯します。

OFF（非作動）に切りかえて、クリアラ

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と
壁などの静止物とのおおよその
距離を超音波センサーによって
検知して、マルチメディアディ
スプレイの距離表示とブザー音、
音声案内で運転者にお知らせし
ます。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F

クリアランスソナーのON／
OFF を切りかえるには
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ンスソナーを停止させた場合、再度、カ
スタマイズメニュー（P.570）から
ON（作動）に切りかえないとシステム
は復帰しません。（パワースイッチを
OFF にしたあとで再度ONにしても、復
帰しません）

クリアランスソナー検知表示灯が
ある車両は、シフトポジションを
Rにすると自動的にON（作動）
になり、クリアランスソナーOFF
表示灯が消灯します。
このとき、クリアランスソナー機
能のON／ OFFを切りかえること
ができません。
クリアランスソナー機能の設定自
体は変更されません。

知識
■作動条件

●パワースイッチがONのとき

●クリアランスソナー機能がONのとき

●車両の速度が約10km/h 以下のとき

●フロントコーナーセンサー：
･ シフトポジションが P以外にあるとき

●フロントセンターセンサー：
･ シフトポジションが P・R以外にある
とき

●リヤコーナ―、リヤセンターセンサー：
･ シフトポジションが Rにあるとき

警告
■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能／制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■システムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。正常
に作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。守
れないときはシステムをOFF してくだ
さい。

●センサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。

●センサー付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート・フォグランプ・
フェンダーポール・無線アンテナな
ど）を取り付けないでください。

●センサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はトヨタ販
売店で点検を受けてください。前後
のバンパーやグリルの脱着や交換が
必要な場合はトヨタ販売店にご相談
ください。

●改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

●ライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

●トヨタ純正品以外のサスペンション
を取り付けないでください。

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。強い水圧により衝撃が
加わり、正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

●スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。スチームにより、正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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●サイドセンサー：（アドバンストパーク
装着車）

･ ハイブリッドシステム始動後、車両が
約 7m 移動するあいだ

･ シフトポジションをRからDにしたあ
と、車両が約 7m 移動するあいだ

･ シフトポジションがRのとき

･ が押され、マルチメディアディスプ
レイが表示されているとき

･ フロントまたはリヤセンサーが静止物
を検知しているとき

●クリアランスソナー検知表示灯がある
車両は、シフトポジションを Rにする
と、クリアランスソナー機能をOFF
（非作動）に設定している場合でも、自
動的にON（作動）になり、クリアラ
ンスソナーOFF 表示灯が消灯します。
クリアランスソナー機能の設定自体は
変更されません。

■センサーの検知について

●センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

●静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

●センサーが静止物に近付きすぎると検
知できないことがあります。

●静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約30cm以内に接近するおそれが
あります。

●オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

●他システムのブザー音などにより本シ
ステムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

●メーター故障時はブザーの音が鳴らな

いことがあります。

■システムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

●綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知でき
ない場合がありますので、常に目視で確
認してください。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●センサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など
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●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●大雨や水しぶきがかかったとき

●センサーに静止物が近付きすぎたとき

●超音波を反射しにくい歩行者（例：
ギャザーやフリルの多いスカートなど）

●地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき

●風が強いとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●作動対象物と車両のあいだに検知でき
ない対象物があるとき

●車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●センサー付近にけん引フック・輸送用
フック・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア・除雪
装置（スノープラウ）などを取り付け
たとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●けん引しているとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま

す。

●狭い道路を走行するとき

●垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

●地面にわだちや穴があるとき

●排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

●急な登坂路や降坂路を走行するとき

●冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●大雨や水しぶきがかかったとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●風が強いとき

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）
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●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

●立体駐車場や工事現場などで柱（H 形
鋼など）の付近を走行するとき

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●けん引しているとき

■ 静止物を検知できる範囲
 アドバンストパーク非装着車

約100cm

約 150cm

約 60cm
検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。
静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな
いことがあります。

 アドバンストパーク装着車

約200cm
検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。
静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな
いことがあります。

距離表示の見方

A

B

C

A
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■ 検知距離とブザー音
 アドバンストパーク非装着車

※自動ミュート機能あり（P.375）

 アドバンストパーク装着車

※自動ミュート機能あり（P.375）

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンターセンサー：

約100cm～ 60cm※

リヤセンターセンサー：

約150cm～ 60cm※

断続音

約60cm ～ 45cm※ 速い断続音

約45cm～ 30cm※ 非常に速い断続音

約30cm以下 連続音

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンターセンサー：

約200cm～ 100cm

リヤセンターセンサー：

約200cm～ 150cm

コーナーセンサー：

約200cm～ 60cm

なし（表示のみ）

フロントセンターセンサー：

約100cm～ 60cm※

リヤセンターセンサー：

約150cm～ 60cm※

断続音

フロント／リヤセンターセンサー、コーナーセンサー：

約60cm～ 45cm※
速い断続音

フロント／リヤセンターセンサー、コーナーセンサー：

約45cm～ 30cm※
非常に速い断続音

約30cm以下 連続音
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静止物を検知すると、ブザーが鳴
ります。
ブザー音と同時に音声案内を行い
ます。
● 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約 30cm以下
のとき、ブザーは断続音「ピピ」
から連続音「ピー」になります。

● 複数のセンサーが同時に静止物
を検知しているときは、もっと
も近い静止物との距離に合わせ
たブザー音が鳴ります。

● 断続音ブザー吹鳴後、静止物と
の距離が近付かない場合は、自
動でブザーが消音されます。（自
動ミュート機能）

※仕様によって音声案内の有無は変わり
ます。

知識
■ブザー音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA 、RCDの音量を一括
で切りかえることができます。
（P.570）

■ブザー音の一時ミュート（消音）につ
いて

マルチメディアディスプレイに一時
ミュート（消音）スイッチが表示されて
いるときにこのスイッチを押すと、一時
的にブザー音を消すことができます。

クリアランスソナー、RCTA、RCDのブ
ザー音が一括でミュート（消音）されま
す。

●次のとき、自動でミュート（消音）が

解除されます。
･ シフトポジションを切りかえたとき
･ 車速が一定値以上になったとき
･ センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

･ 使用中の機能をOFF にしたとき
･ パワースイッチをOFF にしたとき

サイドエリアの静止物が車両の経
路内にある場合に、表示とブザー
で運転者に知らせます。

静止物

計算した車両経路

走行中にサイドセンサーまたはサ
イドカメラで静止物を検知します。
車両が移動して静止物がサイドセ
ンサーまたはサイドカメラで検知
できない位置にあった場合も、車
両の位置を計算することで静止物
の位置を算出し、車両の経路内に
静止物がある場合に、巻き込み警
報機能が作動します。

音声案内※とブザー音

巻き込み警報機能（アドバンス
トパーク装着車）

A

B
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サイドセンサーまたはサイドカメラで検知した静止物
1 停車時はサイドエリアの静止物の検知は行いません。
2 車両移動中に静止物を検知
3 サイドセンサーまたはサイドカメラで静止物を直接検知していない状
態でも、表示とブザーで知らせます。

知識
■巻き込み警報機能の作動条件

●ハイブリッドシステム始動後、車両が
約 7m 移動するあいだ

●シフトポジションをR から D にしたあ
と、車両が約 7m 移動するあいだ

●シフトポジションがR のとき

● が押され、マルチメディアディスプ
レイが表示されているとき

●フロントまたはリヤセンサーが静止物
を検知しているとき

■サイドエリアの静止物の検知について

●サイドエリアの静止物は、センサーま
たはカメラで直接検知するのではなく、
車両前後のサイドセンサーまたはサイ
ドカメラで検知したあと車両の位置を
計算することで静止物の位置を算出し
ます。そのためパワースイッチをON
にしたあと、しばらく走行してセン
サーまたはカメラでサイドエリアのス
キャンが完了するまでは、サイドエリ
アに静止物があっても検知できない場
合があります。

●サイドセンサーまたはサイドカメラで
車・人・動物などがサイドセンサーま
たはサイドカメラの検知範囲から出て
も検知している状態が継続します。

A

警告
■サイドセンサーまたはサイドカメラ
について

次のとき、クリアランスソナーが正常
に作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。注
意して運転してください。

●パワースイッチをONにした直後の発
進時、フロントサイドセンサーで検
知できないような小さい車両や静止
物が隣にあるとき。
下図の場合、前進しても左側にある
車両を検知できないため、巻き込み
防止警報機能は作動しません。
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警告
●サイドセンサーまたはサイドカメラ
で検知できない位置に静止物がある
場合や、人がいるとき

●サイドエリアのスキャン完了後に、
車・人・動物などが車両の横からサ
イドエリアに侵入してきたとき

●ドアミラーが閉じられているとき

●補機バッテリーを脱着したときやあ
がったときはドアミラーの開閉を実
施してください。

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）

RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）機能はリヤバン
パー内側にあるブラインドス
ポットモニターの後側方レー
ダーセンサーを使用し、運転者
の目視だけでは感知しづらい領
域の確認を補助する機能です。
後退時に運転者を支援します。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

RCTA機能は自車の右後方または左後
方から接近してくる車両の存在を運転
者に提供する補助的なシステムです。

RCTA機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能しな
いことがあるため、運転者は自らの目
視による安全確認をおこなう必要があ
ります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.350
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メーター操作スイッチ
メーター操作スイッチを操作して、マル
チインフォメーションディスプレイ上で
RCTA 機能のON／ OFF を切りかえま
す。

ドアミラーインジケーター
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のドア
ミラーインジケーター（P.153）が点
滅し、ブザーが鳴ります。

マルチメディアディスプレイ
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、マルチメ
ディアディスプレイに検知した側の
RCTA アイコン（P.379）が点灯しま
す。

イラスト※は両後方から車両が接近して
いる例です。
※表示画面は、グレード、オプションな
どにより異なる場合があります。

運転支援情報表示灯
RCTA が OFF のときに点灯し、マルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

RCTA の ON ／ OFF は、カスタ

マイズメニューから切りかえるこ
とができます。（P.570）
RCTA 機能がOFFのとき、運転
支援情報表示灯（P.153）が点
灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示
されます。
パワースイッチがONになるたび、
RCTA 機能はONになります。

知識
■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

■RCTAブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

■後側方レーダーセンサーについて

P.350

■ RCTA機能の作動
RCTA 機能は後側方レーダーセン
サーにより自車の右後方または左
後方から接近している車両を検知
し、ドアミラーのインジケーター
とブザーによってその車両の存在
を運転者に知らせます。

システムの構成部品

設定のしかた

A

B

C

D

RCTA機能
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接近車両

接近車両を検知できる範囲

■ RCTAアイコンの表示
自車の右後方または左後方から接
近している車両を検知したときは、
マルチメディアディスプレイ上に
次の表示をします。
例：両方向から車両が接近してい
るとき

■ RCTA機能で検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知しま
す。

速度が速い車両に対しては、より
離れた位置で警報ブザーを鳴らし
ます。
例：

知識
■RCTA機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

●パワースイッチがONのとき

●RCTA 機能が ONのとき

●シフトポジションが Rのとき

●自車の車速が約15km/h 以下のとき

●接近する他車の車速が約 8km/h ～
56km/h のあいだのとき

■ブザーの音量調整について

カスタマイズメニューから、RCTA 、ク
リアランスソナー、RCD の音量を一括で
切りかえることができます。（P.570）

■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチメディ
アディスプレイ上に一時ミュート（消音）
スイッチが表示されます。
これを押すとクリアランスソナー、
RCTA、RCD のブザー音が一括でミュー
ト（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

●センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

●使用中の機能をOFF にしたとき

A

B

接近車両の速度 警報距離（概
算）

56km/h（速い） 30m

8km/h（遅い） 4m

A
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●パワースイッチをOFFにしたとき

■システムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

●センサーと接近車両との距離が近すぎ
る場合

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■システムが正常に作動しないおそれが
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

●センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

●泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

●大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

●複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

●車両が高速で接近するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●勾配の変化が激しい坂で後退している
とき

●斜めの駐車場から出庫するとき

●RCTA 機能を ONにした直後

●RCTA 機能を ONにした状態で、ハイ
ブリッドシステムを始動した直後

●障害物のためにセンサーが車両を検知
できないとき

●けん引しているとき

●検知範囲に入る他車と自車の高さに差
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がありすぎるとき

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●自車が旋回しているとき

●旋回しながら車両が近付いてきたとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

●駐車場に面した道を車両が走行してい
るとき

●車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●車両が自車の横を通過するとき

●自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

●自車近くに室外機などの回転体がある
とき

●センサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

●動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

●ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

●グレーチングや側溝

●炎天下や寒冷時
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●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●けん引しているとき

RCD（リヤカメラディテ
クション）

車両後退時、リヤカメラが後方
の歩行者を検知すると、ブザー
とマルチメディアディスプレイ
上の表示により注意喚起を行い
ます。

警告
■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。

システムを過信せず、運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけてください。

■システムを正しく作動させるために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●カメラに傷を付けたりせずに、常に
きれいにしておいてください。

●カメラ付近に市販の部品（字光式ナ
ンバープレート、フォグランプなど）
を取り付けないでください。

●カメラ周辺へ衝撃を与えないでくだ
さい。衝撃を受けた際はトヨタ販売
店で点検を受けてください。

●カメラを分解・改造・塗装しないで
ください。

●カメラにアクセサリー・ステッカー
を付けないでください。

●リヤバンパーに市販の保護パーツ
（バンパートリムなど）を取り付けな
いでください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

●バックドアを完全に閉めてください。
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■ リヤカメラの位置

歩行者検知表示
車両後方の歩行者を検知すると、自動的
に表示されます。

RCDのON／OFF は、カスタマ
イズメニューから切りかえること
ができます。（P.570）
RCDが OFFのとき、運転支援情報表示
灯（P.153）が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッセー
ジが表示されます。

パワースイッチがON になるたび、
RCDは ON になります。

車両後方エリアに歩行者がいる場
合や、車両後方に向かって歩行者
が接近してくるのをリヤカメラが
検知した場合、下記のようにブ
ザーとマルチメディアディスプレ
イの歩行者検知表示で運転者に注
意を促します。

歩行者が エリアにいるとき
ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

歩行者が エリアにいるとき
ブザー（自車静止時）：3回吹
鳴

警告
■RCD の機能をOFF にするとき

次のときはシステムをOFF にしてくだ
さい。RCD 機能が正常に作動しないこ
とがあり思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

●上記の内容が守られないとき

●純正品以外のサスペンションを取り
付けたとき

システムの構成部品

RCDの表示

A

システムを作動させるには

歩行者を検知した場合

A A

B B
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ブザー（自車移動時および歩行
者接近時）：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

エリアにいる歩行者と自車
が、接触する可能があるとシス
テムが判断したとき
ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

知識
■作動条件

●パワースイッチがONのとき

●RCD 機能がONのとき

●シフトポジションがRにあるとき

●アドバンストパーク★が作動中でないと
き

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ブザーの音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA、RCDの音量を一括で
切りかえることができます。（P.570）

■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチメディ
アディスプレイ上に一時ミュート（消音）
スイッチが表示されます。スイッチを押
すとクリアランスソナー、RCTA、RCD
のブザー音が一括でミュート（消音）さ
れます。

次のいずれかの操作をすると、自動的に
ミュート（消音）を解除します：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

●センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

●使用中の機能をOFF にしたとき

●パワースイッチをOFFにしたとき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば、次のような歩行者はカメラが
正しく検知できず、システムが正常に
作動しないおそれがあります。

･ 前かがみになっている、またはしゃが
んでいる人

･ 寝転んでいる人
･ 走っている人
･ 自車や建物の影から突然現れる歩行者
･ 自転車やスケートボードなどに乗って
いる人

･ 合羽やロングスカートなどを着ていて、
全身の輪郭があいまいな歩行者

･ カートや荷物、傘などにより体の一部
が隠れている歩行者

･ 夜間の歩行者や周囲の色とよく似た色
の服装の歩行者

●例えば、次のような状況ではカメラが
対象となる歩行者を検知できず、シス
テムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 悪天候（雨、雪、霧など）
･ レンズに汚れ（泥、融雪剤など）や傷
があるとき

･ 強い光がカメラに直接あたっていると
き

･ 明暗差があるとき（ガレージや地下駐
車場の開いたシャッター付近など）

･ 夜間（日没後）や薄暗い駐車場
･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

･ ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

･ リヤカメラ付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート、フォグランプなど）

C C
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を取り付けているとき
･ リヤバンパーに市販の保護パーツ（バ
ンパートリムなど）を取り付けている
とき

･ けん引しているとき

■システムが作動するおそれがあるとき

●例えば、次のようなものに対しては、
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動するおそれがあります。

･ 立体物（柱、パイロン、フェンス、駐
車車両など）

･ 移動物（通行車両、バイクなど）
･ 動いている物（旗、排気ガス、大粒の
雨や雪、路面の雨水など）

･ 路面に模様があるとき（白線、横断歩
道、石畳、路面電車のレール、補修痕、
落ち葉、砂利など）

･ 金属のフタ（グレーチング）や側溝
･ 水たまりやぬれた路面への物体の映り
込み

･ 影

●例えば、次のような状況では、衝突の
可能性がなくてもシステムが作動する
おそれがあります。

･ 路肩や段差があるとき
･ 勾配変化があるとき
･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

･ リヤカメラ付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート、フォグランプなど）
を取り付けているとき

･ リヤバンパーに市販の保護パーツ（バ
ンパートリムなど）を取り付けている
とき

･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ カメラが汚れているとき（泥、融雪剤
など）

･ 点滅する光源があるとき（ハザードラ
ンプなど）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修

理キットを使用しているとき
･ けん引しているとき

●検知を妨げる状況
･ オーディオの音量が大きい場合や周囲
が騒がしい場合、ブザーの警報音が聞
こえない場合があります

･ 高温／低温環境では、ディスプレイの
表示が見にくい場合があります
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システムは次のものを作動対象と
して検出しています。（機能によっ
て、作動対象が異なります。）
● パーキングサポートブレーキ
（前後方静止物）

P.390

● パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）

P.393

● パーキングサポートブレーキ
（後方歩行者）

P.395

● パーキングサポートブレーキ
（周囲静止物）（アドバンスト
パーク装着車）

P.390

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速
走行時に作動対象を検知した場
合、警報と自動ブレーキ抑制で
作動対象との衝突被害の低減に
寄与するシステムです。

駐車支援機能

警告
■安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。

センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
低減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

●PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約2秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

●故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

■パーキングサポートブレーキをOFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）をOFF にしてくださ
い。衝突の可能性がなくてもシステム
が作動する場合があります。
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パーキングサポートブレーキの
ON／OFF は、カスタマイズメ
ニューから切りかえることができ
ます。（P.570）
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
がOFFのとき、運転支援情報表示灯
（P.153）が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にした場合、再度、カ
スタマイズメニュー（P.570）から
ON（作動）にしないとシステムは復帰
しません。
（パワースイッチをOFF にしたあとで再
度ONにしても、復帰しません）

ハイブリッドシステム出力抑制制
御・ブレーキ制御が作動したとき
は、ブザーでお知らせするととも
に、マルチメディアディスプレイ
★およびマルチインフォメーショ
ンディスプレイに、システムによ
る加速制限を示すメッセージや、
ブレーキ操作を促すメッセージが
表示されます。
出力抑制制御は状況により、加速制限制
御か出力最大抑制制御のいずれかが作動
します。

● ハイブリッドシステム出力抑制
制御作動中（加速制限制御）

一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

マルチメディアディスプレイ表示：表示

警告
●点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用するとき

●船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

●ローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
たとき

●積載状況などにより車高が著しく変
化したとき（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）

●センサー付近にけん引フック・輸送
用フック・バンパープロテクター・
バンパートリム・サイクルキャリ
ア・除雪装置（スノープラウ）など
を取り付けたとき

●自走式洗車機を利用するとき

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

●けん引しているとき

■サスペンションの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知できな
くなり、システムが正しく作動しなく
なるおそれがあり危険です。サスペン
ションの改造はしないでください。

システムを作動させるには

ハイブリッドシステム出力抑制
制御・ブレーキ制御の表示・ブ
ザーについて
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なし

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“加速抑制中です”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

● ハイブリッドシステム出力抑制
制御作動中（出力最大抑制制御）

通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

マルチメディアディスプレイ表示例（パ
ノラミックビューモニター装着車、RCD
機能付きバックガイドモニター装着
車）：“ブレーキ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

● ブレーキ制御作動中
急ブレーキが必要だとシステムが判断し
たとき：

マルチメディアディスプレイ表示例（パ
ノラミックビューモニター装着車、RCD
機能付きバックガイドモニター装着
車）：“ブレーキ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

● システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

マルチメディアディスプレイ表示例（パ
ノラミックビューモニター装着車、RCD
機能付きバックガイドモニター装着
車）：“ブレーキを踏んでください”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“アクセルが踏まれています 

ブレーキを踏んでください”、“ブレー
キを踏んでください”

運転支援情報表示灯：点灯

ブザー：ピピピピ（連続音）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、衝突の可能性がある
作動対象（壁などの静止物、後方
接近車両や後方歩行者）を検知し
たとき、ハイブリッドシステムの
出力を抑制することにより車速の
上昇を抑えます（ハイブリッドシ
ステム出力抑制制御：図 2）。ま
た、そのままアクセルペダルを踏
み続けた場合は、ブレーキをかけ
減速させます（ブレーキ制御：図
3）。
● 図1（PKSB[ パーキングサポー
トブレーキ ] 非作動時）

ハイブリッドシステム出力

制動力

時間

● 図2（ハイブリッドシステム出
力抑制制御時）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）の作動について

A

B

C
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ハイブリッドシステム出力

制動力

時間

ハイブリッドシステム出力抑制
制御開始（作動対象と衝突の可
能性があるとシステムが判断し
たとき）

● 図3（ハイブリッドシステム出
力抑制制御かつブレーキ制御時）

ハイブリッドシステム出力

制動力

時間

ハイブリッドシステム出力抑制
制御開始（作動対象と衝突の可
能性があるとシステムが判断し
たとき）

ブレーキ制御開始（作動対象と
衝突の可能性が非常に高いとシ

ステムが判断したとき）

知識
■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したときは

システム作動により車両が停止した場合、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が停止して、運転支援情報表示灯が点灯
します。また、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）が作動した場合でもブ
レーキ制御は約 2秒で解除されるため、
そのまま発進できます。また、ブレーキ
ペダルを踏んでも解除されるため、再度
アクセルペダルを踏むと発進できます。

■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
作動後の復帰について

システム作動によりPKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止したときに、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を復帰させたい場合は、再度 PKSB
（パーキングサポートブレーキ）をON に
するか、パワースイッチ をいったんOFF 
にしてから、再度ONにしてください。

また、次の状況でも自動的にPKSB
（パーキングサポートブレーキ）が復帰
し、運転支援情報表示灯が消灯します。
（P.153）

●シフトポジションを Pにする

●進行方向の作動対象がなくなった状態
で走行する

●車両の進行方向を切りかえる

■クリアランスソナーのブザーについて

クリアランスソナーのON／ OFF に関係
なく（P.369）、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）を停止させていなけれ
ば（P.387）、ブレーキ制御とハイブ
リッドシステム出力抑制制御が作動する
と、クリアランスソナーのブザーも鳴り、
作動対象とのおよその距離をお知らせし
ます。

A

B

C

D

A

B

C

D

E
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の静止
物を検知してシステムが作動しま
す。
■ 低速走行時にブレーキペダルを
踏み損なってしまった、または
踏み遅れてしまったとき

■ アクセルペダルを踏みすぎてし
まったとき

■ 誤ってシフトポジションをD に
して前進してしまったとき

次のようなときに周囲の静止物を
検知してシステムが作動します。

パーキングサポートブレー
キ（前後方静止物／周囲静
止物★）

駐車時や低速走行時において、
壁などの静止物への衝突のおそ
れがあるときや、アクセルペダ
ルの踏み間違いや踏みすぎによ
る急発進、および、シフトポジ
ション選択を誤っての発進時に、
センサーが前後進行方向の静止
物を検知するとシステムが作動
し、衝突を緩和し衝突被害低減
に寄与します。

システム作動例（前後方静止物）

システム作動例（周囲静止物）
（アドバンストパーク装着車）
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■ 前進中に内輪差で巻き込みによ
る衝突

■ 後退中に外輪差で巻き込みによ
る衝突

P.369

センサーの種類

警告
■システムを正しく作動させるために

P.370

■万一、踏切内などで PKSB（パーキ
ングサポートブレーキ）が誤って作
動したときは

P.389

■洗車時の注意

P.370

■サイドセンサーまたはサイドカメラ
について（アドバンストパーク装着
車）

次のとき、パーキングサポートブレー
キ（周囲静止物）が正常に作動しない
ことがあり、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。注意して運転し
てください。

●パワースイッチをONにした直後の発
進時、フロントサイドセンサーで検
知できないような小さい車両や静止
物が隣にあるとき。

下図の場合、前進しても左側にある車
両を検知できないため、パーキングサ
ポートブレーキ（周囲静止物）は作動
しません。

●サイドセンサーまたはサイドカメラ
で検知できない位置に静止物がある
場合や、人がいるとき

●サイドエリアのスキャン完了後に、
車・人・動物などが車両の横からサ
イドエリアに侵入してきたとき

●ドアミラーが閉じられているとき



392 5-5. 運転支援装置について

知識
■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.152）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

●ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約 2 ～ 4m 先まで）

･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

●ブレーキ制御
･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作
動中

･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要
とシステムが判断したとき

■パーキングサポートブレーキ（周囲静
止物）の作動開始条件（アドバンスト
パーク装着車）

前後方静止物の作動条件に加えて、次の
条件のいずれかを満たすと作動します。

●ハイブリッドシステム始動後、車両が
約 7m前進するあいだ

●シフトポジションがR のとき

●シフトポジションをR から D にしたあ
と、車両が約 7m前進するあいだ

■パーキングサポートブレーキ（前後方

静止物／周囲静止物※）の作動終了条
件

※アドバンストパーク装着車

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとシステムが判断したとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

■パーキングサポートブレーキ（前後方

静止物／周囲静止物※）の検知範囲に
ついて

※アドバンストパーク装着車

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物／周囲静止物）の検知範囲は、クリ
アランスソナーの検知範囲（P.373）
とは異なります。そのため、クリアラン
スソナーが静止物との接近をお知らせし
ても、パーキングサポートブレーキ（前
後方静止物／周囲静止物）は作動を開始
していない場合があります。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.371

警告
●補機バッテリーを脱着したときやあ
がったときはドアミラーの格納・復
帰を実施してください。
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■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.372

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況（周囲静止物）（アドバンス
トパーク装着車）

前後方静止物の作動条件（P.392）に
加えて、次のような状況では、センサー
が検知しないおそれがあります。

●縦列駐車時など側方の幅寄せするとき
（P.416）

■サイドエリアの静止物の検知について
（アドバンストパーク装着車）

●サイドエリアの静止物は、センサーま
たはカメラで直接検知するのではなく、
車両前後のサイドセンサーまたはサイ
ドカメラで検知したあと車両の位置を
計算することで静止物の位置を算出し
ます。そのためパワースイッチをON
にしたあと、しばらく走行してセン
サーまたはカメラでサイドエリアのス
キャンが完了するまでは、サイドエリ
アに静止物があっても検知できない場
合があります。

●サイドセンサーまたはサイドカメラで
車・人・動物などがサイドセンサーま
たはサイドカメラの検知範囲から出て
も検知している状態が継続します。

次のようなときに進行方向の車両
を検知してシステムが作動します。
■ 後退時、車両接近中にブレーキ
ペダルを踏み損なってしまった、
または踏み遅れてしまったとき

P.350

パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）

後側方レーダーセンサーで自車
の右後方または左後方から接近
している車両を検知し、システ
ムが衝突の危険性があると判断
した場合にブレーキ制御をする
ことで、接近車両への衝突を緩
和し衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告
■システムを正しく作動させるために

P.350
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知識
■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.152）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

●ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
8km/h 以上

･ シフトポジションがRのとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、通常よりやや強めのブレーキ操作
が必要とシステムが判断したとき

●ブレーキ制御
･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作
動中

･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、急ブレーキ操作が必要とシステム
が判断したとき

■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.380

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.381
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後退時、歩行者が車両後方に接近
中、ブレーキペダルを踏み損なっ
てしまった、または踏み遅れてし
まったときにシステムが作動しま
す。

車両後方の歩行者を検知すると自
動的にマルチメディアディスプレ
イ上に表示され、ブレーキ操作を
促します。

歩行者検知表示

例：“ブレーキ！”

知識
■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.152）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

●ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が 15km/h 以下
･ シフトポジションが Rのとき
･ 自車後方に歩行者がいるとき
･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

パーキングサポートブレー
キ（後方歩行者）

車両後退時、リヤカメラが検知
した車両後方にいる歩行者と接
触する可能性が高いとシステム
が判断した場合は、警報やブ
レーキ制御により、後方歩行者
との衝突を緩和し、衝突被害軽
減に寄与します。

システム作動例

後方歩行者の画面表示

警告
■万一、パーキングサポートブレーキ
（後方歩行者）が誤って作動したとき
は

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）作動後はすぐにブレーキを踏ん
でください。（ブレーキを踏むとシステ
ムは解除されます。）

■パーキングサポートブレーキ（後方
歩行者）を正しくお使いいただくた
めに

P.382

A

B
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●ブレーキ制御
･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作
動中

･ 後方歩行者との衝突回避には、急ブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 後方歩行者がいなくなった、または検
知できなくなったとき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の復帰について

P.389

■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方歩行
者）の検知範囲は、RCDの検知範囲
（P.383）とは異なります。そのため、
RCDが後方歩行者との接近をお知らせし
ても、パーキングサポートブレーキ（後
方歩行者）は作動を開始していない場合
があります。

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

P.384

■システムが作動するおそれがあるとき

P.385
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プラスサポートを使用すると、機
能の追加や、音声案内シーンの追
加でより安心なドライブを支援し
ます。また、通常の電子キーとは
異なるカスタマイズ設定が可能で
す。
■ 機能の追加
● 急アクセル時加速抑制
● 交差点対向車注意喚起
■ 音声案内シーンの追加（進入禁
止区間に進入した場合など）

対象機能：
● PCS（プリクラッシュセーフ
ティシステム）

● RSA（ロードサインアシスト）
● 急アクセル時加速抑制
● PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）

■ 通常の電子キーとは異なるカス
タマイズ設定

対象機能：

● PCS（プリクラッシュセーフ
ティシステム）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

● RSA（ロードサインアシスト）
● BSM（ブラインドスポットモニ
ター）

● PDA（プロアクティブドライビ
ングアシスト）

● RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）

● PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）

● 安心降車アシスト
● クリアランスソナー

知識
■カスタマイズ初期値の変更

カスタマイズ設定から、各システムの設
定を変更することができます。

サポキーで起動した場合、通常の電子
キーとは異なる設定でシステムが作動し
ます。

サポキーで起動後に変更した設定はサポ
キーにのみ記憶されます。通常キーには
記憶されません。

より安全に運転いただくため、通常の電
子キーでは設定の変更ができた音声案内
など、一部の項目が作動状態に固定され
ます。

■ プラスサポートを始動するには
1 サポキーを携帯していることを
確認して、ドアを解錠する
（P.180, 186）

プラスサポート（販売店装
着オプション）

プラスサポートは、お客様の運
転を補助し、より安全なドライ
ブを支援します。
プラスサポートを使用するため
には、プラスサポート用スマー
トキー（以下、サポキー）が必
要です。プラスサポートおよび
サポキーは販売店装着オプショ
ンです。

プラスサポートでできること

プラスサポートを使用するには
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パワースイッチがOFF以外の状態でド
アが施錠されているときは、サポキーで
ドアを解錠しても、プラスサポートは作
動可能になりません。

2 通常の手順でハイブリッドシス
テムを始動する（P.250）

3 “プラスサポートで起動中 急
加速を制限します”という
メッセージが表示され、プラス
サポート表示灯が点灯したこと
を確認する

パワースイッチをOFFにするまで、プ
ラスサポートが作動可能な状態になりま
す。

ハイブリッドシステムの始動後は、プラ
スサポート表示灯が点灯していることを
必ず確認してください。プラスサポート
表示灯が点灯していないときは、プラス
サポートが作動しません。また、プラス
サポートが不要なときは、プラスサポー
ト表示灯が消灯していることを必ず確認
してください。

4 メーター操作スイッチの を
押してメッセージを非表示にす
る

メッセージ表示後約30秒経過するま
で、またはスイッチ操作によりメッセー
ジを非表示とするまで、“プラスサポー
トで起動中 急加速を制限します”の
メッセージは表示されたままになります。

■ プラスサポートが不要なときは
標準装備の電子キーを携帯してド
アを解錠し、ハイブリッドシステ
ムを始動してください。プラスサ
ポートが非作動になり、標準車と
同様の制御になります。

低速走行（約30km/h 以下）中
に、ペダルの踏み間違いなどでア

警告
■プラスサポートを正しく使用するた
めに

●必ずサポキーを携帯していることを
確認してください。標準装備の電子
キーを携帯しているときは、プラス
サポートが始動しません。

●サポキーと標準装備の電子キーを同
時に携帯しないでください。プラス
サポートが始動しない場合がありま
す。

●ハイブリッドシステムの始動後は、
プラスサポート表示灯が点灯してい
ることを必ず確認してください
（P.153）。プラスサポート表示灯
が点灯していないときは、プラスサ
ポートが作動しません。また、プラ
スサポートが不要なときは、プラス
サポート表示灯が消灯していること
を必ず確認してください。

急アクセル時加速抑制について
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クセルペダルが速く強く踏み込ま
れたとシステムが判断したとき、
ハイブリッドシステムの出力を抑
制することで、車両が急加速しな
いように制御します。

急アクセル時加速抑制が作動した
ときは、ブザーや音声発話でお知
らせするとともに、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
メッセージが表示されたときは、すみや
かにアクセルペダルから足を離し、ブ

警告
■安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。急アクセ
ル時加速抑制は、状況によっては作
動しない場合もあります。

●急アクセル時加速抑制は衝突を防止
するシステムではありません。車両
を自動で停止させる機能はないため、
加速抑制後も車両は惰性で動きます。
周囲の交通状況を確認の上、必ずご
自身でブレーキペダルを踏んでくだ
さい。

●急アクセル時加速抑制は意図せぬ急
加速の防止を補助する機能ですが、
走行状況によっては、加速が必要な
ときにもハイブリッドシステムの出
力が抑制される場合があります。安
全、かつ環境に優しい運転をするた
めにも、日頃からアクセルペダルは
ゆっくり操作するように心がけてく
ださい。

●お客様ご自身で急アクセル時加速抑
制の作動テストを行わないでくださ
い。状況によってはシステムが正常
に作動せず、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■急アクセル時加速抑制が作動したと
き

急アクセル時加速抑制が作動すると、
ハイブリッドシステムの出力を抑制し
ます。すみやかにアクセルペダルから
足を離して、ブレーキペダルを踏んで
ください。アクセルペダルを踏み込ん
だままでいると、しばらくしたあとに
車両が加速し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■右左折・車線変更するとき

必ず方向指示灯を点滅させてください。
方向指示灯が点滅していないと、急ア
クセル時加速抑制によりハイブリッド
システムの出力が抑制され、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

急アクセル時加速抑制が作動し
たとき
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レーキペダルを踏んでください。

知識
■急アクセル時加速抑制の作動条件

プラスサポートが始動したあと、次の条
件をすべて満たした場合、急アクセル時
加速抑制が作動します。

●シフトポジションがP・N以外のとき

●車速が約 30km/h 以下のとき

●アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
とき（アクセルペダルを踏み込む速度
と踏み込み量が一定以上のとき）

次の条件のいずれかを満たした場合、ハ
イブリッドシステムの出力抑制量を少な
くし、前進時は約 30km/h、後退時は約
12km/h※までゆるやかに加速します。

●加速抑制作動中にアクセルペダルを約5
秒間踏み続けたとき

●加速抑制作動後すぐにアクセルペダル
を速く強く踏み直したとき

※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります

■急アクセル時加速抑制が作動しないと
き

次の場合は、加速が必要な場合を考慮し、
急アクセル時加速抑制が作動しません。
アクセルペダルをゆっくり操作し、安全
運転を心がけてください。

●方向指示灯の点滅中、または消灯した
あと約2秒間（前進時）

●ブレーキペダルを踏んでいるとき、ま
たはブレーキペダルを離したあと約 2
秒間（前進時）

●急な上り坂に自車がいるとき

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況ではシステムが正常に作
動しない場合があります。

●車両姿勢の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）

･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

●周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき

･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき

･ 坂道の出口など車両姿勢が急激に変化
したとき

･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

■加速したい場面でシステムが作動する
おそれのある状況

次のような状況では踏み間違いでなくて
もシステムが作動する場合があります。
アクセルを離してゆっくり踏み直してく
ださい。

●車両姿勢の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）

･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

●周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき

･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき

･ 坂道の入り口など車両姿勢が急激に変
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化したとき
･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

●運転操作の影響
･ 車線変更や右折などで方向指示灯を点
滅させずに急いで加速しようとしたと
き

･ 惰性走行から急いで加速しようとした
とき

･ ETC ゲート通過後に急加速したとき
･ ブレーキホールドによるブレーキ保持
中に急発進しようとしたとき

交差点で接近してくる対向車がい
るときに右折しようとする場合、
ブザーと表示で注意喚起を行いま
す。

交差点対向車注意喚起が作動した
ときは、ブザーでお知らせすると
ともに、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表
示されます。

知識
■交差点対向車注意喚起の作動条件

方向指示灯が点滅していないときは、交

差点対向車注意喚起が作動しません。

交差点対向車注意喚起について

交差点対向車注意喚起が作動し
たとき

作動対象 自車速度 対向車速度

対向車両
約 15～
30km/h

約 10km/h
以上

対向自動二
輪車

約 15～
30km/h

約 25km/h
以上
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

アドバンストパークは、画面表示
や音声／ブザー音による操作案内
および、ハンドル操作、アクセル、
ブレーキ、シフトチェンジの全操
作を車両が支援するとともに、俯
瞰映像に車両周辺の死角や目標駐
車位置などを常に表示し、安全／
安心でスムーズな駐車や出庫を実
現するシステムです。
また、パノラミックビューモニ
ター※で、障害物の位置をディス
プレイのカメラ映像上に表示する
ことで、運転者に周辺状況をわか
りやすく伝えます。
アシストが開始してから目標駐車
位置到達まで方向指示灯を自動的
に点滅させることにより、周囲へ
駐車中であることをお知らせしま
す。
駐車時の路面や自車の状況／目標
駐車位置までの距離などにより、
設定した目標駐車位置に到達でき
ない場合があります。
アドバンストパークは、その地域
の道路交通法および規則に従って
ご使用ください。
※パノラミックビューモニターの詳細は、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

■ リモート機能
アドバンストパークのリモート機
能は、車外からスマートフォンを
操作することで、ハンドル、シフ
トポジション、アクセルとブレー
キ操作を遠隔でアシストし、画面
上で確認した目標駐車位置付近へ
の駐車や出庫を補助するシステム
です。
前後移動機能を除き、アシストが
開始してから目標駐車位置到達ま
で方向指示灯を自動的に点滅させ
ることにより、周囲へ駐車中であ
ることをお知らせします。
使用前のご準備：P.429

■ 並列前向き／バック駐車機能
目標駐車位置の横に停車した状態
から、目標駐車位置までアシスト
を行います。（P.412）
■ 並列前向き／バック出庫機能
並列駐車状態からアシストを開始
し、駐車スペースから出られる位
置までアシストを行います。
（P.414）
■ 縦列駐車機能
目標駐車位置の横に停車した状態
から、目標駐車位置までアシスト
を行います。（P.416）
■ 縦列出庫機能
縦列駐車状態からアシストを開始
し、駐車スペースから出られる位
置までアシストを行います。
（P.419）

トヨタチームメイト アドバ
ンストパーク★

機能概要

機能一覧
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■ メモリ機能
事前に登録した駐車スペースまで
アシストを行います。（P.421）
■ リモート機能
車外からスマートフォンを操作す
ることで、画面上で確認した目標
駐車位置付近への駐車や出庫を補
助します。（P.425）

知識
■商標について

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは
登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が
所有権を有します。トヨタ自動車株式会
社は使用許諾の下でこれらのマークおよ
びロゴを使用しています。その他の商標
および登録商標は、それぞれの所有者の
商標および登録商標です。

警告
■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能／制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

●一般の車と同様、必ず車両周辺の安
全を直接確認しながら慎重に前進ま
たは後退してください。

●システムを使用するときは、必ず車
両周辺の安全を直接確認してくださ
い。必要であれば、減速、停車のた
めにブレーキを踏んでください。
リモート機能を使用している場合は、
リモート機能用のスマートフォン専
用アプリ（以降、専用アプリ）の操
作をやめて車両を停車させてくださ
い。

●駐車するときは、必ず目標駐車位置
に車を駐車できるかを確認してから
操作を行ってください。

●駐車時の路面や自車の状況、駐車ス
ペースまでの距離などにより、駐車
スペースを認識できなかったり、最
後までアシストできないことがあり
ます。

●本システムは適切な経路で切り返し
位置の案内を出しますが、隣接車両
への接近など、運転者が不安に感じ
た場合は、任意のタイミングでブ
レーキを踏んでからシフトポジショ
ンを切りかえてください。ただし、
切り返し回数が多くなったり、駐車
精度が悪化することがあります。

●次のようなもの／場合は検知できな
いことがあるため、周辺の安全を直
接確認し、接触のおそれがある場合
はブレーキを踏んで停車してくださ
い。
リモート機能を使用している場合は、
専用アプリの操作をやめて車両を停
車させてください。

･ 細いもの（針金／フェンス／ロープ
／ポールなど）や接近する角度に
よって細く見えるもの（看板／自転
車など）

･ 音波を吸収しやすいもの（綿／雪な
ど）

･ 鋭角的な形のもの（ブロック塀や柱、
壁の角など）

･ 背の低いもの（縁石やブロック、階
段、車止めなど）

･ 背が高く上部が張り出しているもの
（梁など）

･ 地面に対し垂直でないもの

･ 障害物に対して斜めに接近するとき
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警告
●駐車スペース内に障害物が存在して
も、検出できずにアシストすること
があります。

●周辺の車両や障害物、人などに接触
しそうなときや、車止めを乗り越え
そうなときは、ブレーキペダルを踏
んで停車し、アドバンストパークメ
インスイッチを押してシステムを中
止してください。
リモート機能を使用している場合は、
専用アプリの操作をやめて車両を停
車させてください。

●マルチメディアディスプレイだけを
見ながら走行することは絶対にしな
いでください。画面に映っている映
像と実際の状況は異なることがあり、
画面だけを見て走行すると車をぶつ
けたり、思わぬ事故を引き起こすお
それがあります。走行するときは、
必ず目視やミラーなどで周辺の安全
を直接確認してください。

●外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像が薄れることがあります。
特に動いているものの映像が歪む、
または画面から見えなくなることが
あるため、必ず周囲の安全を直接目
で確認しながら運転してください。

●次のとき、アドバンストパークによ
る停車保持が解除され、車両が動き
出すおそれがあります。思わぬ事故
につながるおそれがあるため、ただ
ちにブレーキペダルを踏んでくださ
い。
リモート機能を使用している場合は、
専用アプリの操作をやめて車両を停
車させてください。

･ 作動中に運転席のドアが開けられた
とき

･ 作動中に一定時間システムの指示に
従わなかったとき

･ 作動中に一定時間ブレーキペダルを
踏んで停車しているとき

･ 作動中に故障が発生したとき

●使用中はハンドルが回転するため、
次の点に注意してください。

･ ネクタイ／スカーフ／腕などを巻き
込むおそれがあります。上体をハン
ドルに近付けないでください。また、
お子さまがハンドルに近付かないよ
う注意してください。

･ 爪が長いとハンドルが回転する際に
けがをするおそれがあります。

･ 万一のときは、ブレーキペダルを踏
んで停車し、アドバンストパークメ
インスイッチを押してシステムを中
止してください。
リモート機能を使用している場合は、
専用アプリの操作をやめて車両を停
車させてください。

●使用中は窓から手を出さないでくだ
さい。

■アドバンストパークを正しく作動さ
せるために

必ず次のことをお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●次のような状況では使用しないでく
ださい。

･ 駐車場以外の場所

･ 砂地／砂利地のような駐車スペース
のない整備されていない駐車場

･ 傾斜／段差／穴／側溝のある平坦で
ない駐車場

･ 機械式駐車場

･ 車両下部に接触して固定する装置が
ある駐車場

･ 凍結したり、すべりやすい路面、ま
たは雪道
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警告
･ 真夏の炎天下でアスファルトが溶け
ているようなとき

･ 車両周辺に障害物があるとき

･ 目標駐車位置（青色の枠の中）や自
車と目標駐車位置とのあいだに障害
物があるとき

･ 人や車両などの通行量が多いとき

･ 駐車スペースの確保が困難な場所
（車両が入らないほど狭いなど）

･ カメラのレンズの汚れ／西日／影／
雪などで画面が見にくいとき

･ タイヤチェーン／応急用タイヤを使
用しているとき

･ ドアまたはバックドアが完全に閉
まっていないとき

･ 窓から手を出しているとき

･ 降雪や豪雨のとき

●メーカー出荷時装着タイヤ以外のタ
イヤは使用しないでください。アド
バンストパークが正常に作動しない
おそれがあります。また、タイヤを
交換すると、画面に表示される線や
枠の表示位置に誤差が生じることが
あります。タイヤを交換するときは
トヨタ販売店にご相談ください。

●次のような状況では、設定した位置
にアシストできなかったり、システ
ムが正常に作動しない場合がありま
す。

･ タイヤが極端に摩耗していたり、空
気圧が低いとき

･ 極端に重いものを積んでいるとき

･ 車両の片側にだけ荷物などを積んで
車両が傾いているとき

･ 駐車場にロードヒーター（路面凍結
防止用のヒーター）が設置されてい
るとき

･ タイヤを縁石などに強くあてて、ホ
イールアライメントが正常でないと
き

･ アシスト中に歩行者や通行車両を検
知したとき

･ けん引フック・バンパープロテク
ター・バンパートリム・サイクル
キャリア・除雪装置（スノープラウ）
などを取り付けたとき

･ 区画線と認識してしまうようなもの
（光／建物の映り込み／段差／側溝／
路面ペイント／引き直し線など）が
あるとき

上記以外で設定位置と車両の位置が大
きくずれる場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

■リモート機能を使用するとき

●リモート機能はアドバンストパーク
の関連機能です。リモート機能を公
道で使用する場合は、その地域の道
路交通法および規則に従ってくださ
い。

●専用アプリの注意事項に同意いただ
いた方のみリモート機能がご利用い
ただけます。

●リモート機能は運転操作の一部です。
必ず運転免許証を保有している運転
者が操作してください。専用アプリ
使用時は電子キーを必ず携帯してく
ださい。操作中は専用アプリ画面を
注視せず、車両周辺を直接ご確認く
ださい。緊急時には操作を中断し、
車両を停止させてください。

●一般の車と同様、必ず車両周辺の安
全を直接確認しながら慎重に前進ま
たは後退してください。
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警告
●システムを使用するときは、必ず車
両周辺の安全を直接確認してくださ
い。

●ボンネットが閉じていることをご確
認の上、ご使用ください。

●リモート機能は、駐車や出庫の操作
をスマートフォンによる遠隔操作で
アシストするシステムです。リモー
ト機能を使用するときは、運転者が
電子キーとスマートフォンを保持し
た上で、車両周辺の安全確認を行っ
てください。

●リモート機能使用中はスマートフォ
ンの操作をやめることで車両を停止
することができます。また、専用ア
プリで停止操作を行うことや電子
キーを使った解錠やドアを開けるこ
とでも車両を停止することができま
す。

●障害物などに接触しそうなときは、
スマートフォンの操作をやめて、必
要に応じてリモート機能を中止して
ください。

●スマートフォンの操作方法によらず
システムで一定の速度となるように
制御されます。

●スマートフォンの画面を注視して、
車両を走行させることは絶対にしな
いでください。

●走行時は必ず目視で周辺の安全を直
接確認してください。

●車内に人やペットが残っている状態
でリモート機能を使用しないでくだ
さい。

●万一の時は電子キーのスイッチを操
作するか、ドアを開けて車両を停止
させてください。

●リモート機能を使用する際は、ス
マートフォンと最新の専用アプリが
必要です。

アプリストアから、専用アプリをダウ
ンロードしてください。

●専用アプリへの車両登録時は車両と
接続している他のアプリをOFF にし
てください。

●リモート機能を使用する場合は、
Apple CarPlay ／ Android Auto ™
の接続をOFFにしてください。

･ Apple CarPlay は、米国および他の
国々で登録されたApple Inc. の商標
です。

･ Android Auto ™は、Google LLC
の商標です。

●駐車するときは、必ず目標駐車位置
に車を駐車できるかを確認してから
操作を行ってください。

●リモート機能作動中は平坦ですべり
にくい路面でのみ使用してください。
駐車スペースが下り坂または上り坂
にあるような場合では使わないでく
ださい。

●リモート機能使用中に故障またはシ
ステムの限界が検知された場合は、
以下の処理が自動的に行われます。

･ アシストを中止する

･ 車両を停止する

･ シフトポジションをP にし、パーキ
ングブレーキをかける

･ パワースイッチをOFF にする（一部
の故障ではパワースイッチをOFF に
しない、またはできないことがあり
ます。スマートフォン上のメッセー
ジに従って乗車し、処置を実施して
ください。）

･ 車両が施錠されたままになる
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警告
●リモート機能開始時は電子キーのワ
イヤレス機能で解錠操作をしてくだ
さい。

●リモート機能使用中は、運転者は車
両から約 3m 以上離れて立たないで
ください。それ以上離れると、リ
モート機能が中断され、メッセージ
がスマートフォン上に表示されます。
車両に近付くとリモート機能を再開
できます。

●周囲が暗い場合はヘッドライトを自
動で点灯します。

●異常終了時は非常点滅灯（ハザード
ランプ）が点滅します。非常点滅灯
の消灯条件は以下項目です。

･ ドアを開く

･ 非常点滅灯（ハザードランプ）の点
滅開始から 3 分が経過

●以下の車両状態からのみリモート機
能を開始できます。

･ ハイブリッドシステム始動中に、ア
シストモードを選択後

･ パワースイッチがOFF の時

注意
■アドバンストパークをお使いいただ
くために

補機バッテリーを脱着したときやあ
がったときはドアミラーの開閉を実施
してください。

■リモート機能を使用するとき

●使用前にスマートフォンの電池残量
をご確認ください。リモート機能作
動中にスマートフォンの電池が切れ
てしまうとアシストを中断します。
また、開始時にスマートフォンの電
池残量が20％以上ない場合、リ
モート機能をご利用いただけません。

●使用前にスマートフォンの

Bluetooth® を ONにしてください。
Bluetooth® 接続機能 OFF の状態で
はリモート機能をご利用いただけま
せん。

●使用中にスマートフォンの

Bluetooth® を OFF にしたり、マル
チメディアシステムとの接続をOFF
にしないでください。車両と
Bluetooth® 接続できていない状態
ではリモート機能を使用できません。

●リモート機能使用中に電話がかかっ
てきた場合など、他のアプリが起動
した場合は、リモート機能は中断し
ます。3 分未満で専用アプリの利用
を再開すれば、アシストを再開でき
ます。3 分以上経過した場合は、ア
シストを中止します。

●リモート機能使用中にスマートフォ
ンのホームボタンや電源ボタンを押
して、画面ロック状態になった場合
はリモート機能を中断します。3 分
未満で専用アプリの利用を再開すれ
ば、アシストを再開できます。3 分
以上経過した場合は、アシストを中
止します。

●リモート機能使用中に専用アプリを
強制終了しないでください。強制終
了した場合は、アシストを中止しま
す。
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カメラとセンサーにより駐車車両
を検出して、駐車位置を特定しや

すくします。
 フロントカメラ

 サイドカメラ

 リヤカメラ

 センサー
P.369

知識
■カメラの映像について

特殊なカメラを使用しているため、実際
と異なる色味で表示されることがありま
す。

注意
●低温環境下では、補機バッテリー充
電のため、システム開始までに時間
がかかる場合があります。

●補機バッテリーの電圧が低下した場
合、アシストを中止します。

●下り勾配では、平坦な道路にくらべ、
走行車速が遅くなり、障害物までの
接近距離が遠くなります。

●システム異常時には、シフトポジ
ションが P または、パーキングブ
レーキで車両を停車後、パワース
イッチを OFF して、システムを中止
することがあります。その場合は、
トヨタ販売店で点検を実施してくだ
さい。

●システム不調時には、一時的にアシ
ストを中断する場合があります。シ
ステムが復帰すれば、再開できます
ので、スマートフォン画面の内容に
従い、再開操作をしてください。

●リモートスタートが作動している場
合はリモート機能が正常に作動しな
い場合があります。

●リモート機能終了時は、法規により
パーキングブレーキをロックします。
凍結により、パーキングブレーキを
解除できない場合がありますので、
寒冷地でのご使用はお控えください。
また、凍結した場合、パーキングブ
レーキ解除時に音がする場合があり
ますが、性能に問題はありません。

●電池切れの電子キーではリモート機
能を使用しないでください。

アドバンストパークで使用する
カメラとセンサーの種類
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■使用上の注意点について

次の内容は、別冊「マルチメディア取扱
説明書」のパノラミックビューモニター
を参照してください。

●画面の映る範囲について

●カメラについて

●画面と実際の路面との誤差について

●画面と実際の立体物との誤差について

■カメラとセンサーの検知範囲について

●駐車車両が目標駐車位置の奥にある場
合は、距離が遠くなるため検出できな
いことがあります。駐車車両の形状や
条件によっては検出距離が短くなった
り、検出できないことがあります。

●柱や壁など駐車車両以外は検出できな
いことがあります。また、検出できて
も目標駐車位置がずれることがありま
す。

■区画線認識が正常に作動しないおそれ
のある状況

●次のような状況では、路面の区画線を
検出することができない場合がありま
す。

･ 区画線のない駐車場（駐車スペースが
ロープ、ブロックなどでつくられてい
る場合）

･ 区画線がかすれや汚れなどによって
はっきり見えないとき

･ 路面が白っぽく白線とのコントラスト
差が小さいとき（コンクリート路面に
白線など）

･ 路面の区画線が黄色と白以外の色のと
き

･ 夜間や地下、立体駐車場など周囲が暗
いとき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面がぬれて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラに
入るとき

･ 積雪や融雪剤があるとき

･ 路面補修痕、路面表示などやポールな
どの障害物があるとき

･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズが曇っているとき

･ 自車の影や木陰などの影響を受けてし
まったとき

･ カメラのレンズが汚れたり、水滴が付
着しているとき

●次のような状況では、目標駐車位置を
誤認識する場合があります。

･ 路面補修痕、路面標示などや車止め、
ポールなどの障害物があるとき

･ 降雨時や雨上がりなど、路面がぬれて
光っていたり、水たまりがあるとき

･ 車両周辺が暗いときや逆光のとき
･ 路面の色や明るさが一様でないとき
･ 勾配がついている駐車場
･ ゼブラゾーンのある駐車スペース
･ 駐車車両の影響を受けてしまったとき
（駐車車両の影、駐車車両のグリルやサ
イドステップなど）

･ カメラの視界をさまたげるようなアク
セサリーを取り付けたとき

･ 区画線のかすれや汚れなどによって
はっきり見えないとき

･ 自車の影や木陰などの影響を受けてし
まったとき

■センサーの検知について

P.371

■センサーが正しく検知できないことが
ある静止物

P.371

■センサーが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.371

■衝突の可能性がなくてもアシストが作
動しない状況

P.372
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アドバンストパークメインスイッ
チを押す
アシスト中にスイッチを押すと、アシス
トを中止します。

知識
■アドバンストパークの作動条件

次の条件をすべて満たしているときにア
シストを開始できます。

●ブレーキペダルを踏んでいる

●停車している

●運転席シートベルトを着用している

●ハンドルを操作していない

●アクセルペダルを踏んでいない

●ドアおよびバックドアが閉まっている

●ドアミラーが格納されていない

●パーキングブレーキがかかっていない

●レーダークルーズコントロールが作動
していない

●ABS／VSC／TRC／PCS／PKSB が
作動していない

●けん引していない

●急勾配でない

●TRC またはVSC をOFF にしていない

アシストを開始できないときは、マルチ
メディアディスプレイのメッセージを確
認してください。（P.433）

マルチメディアディスプレイに表
示されます。

警告
■カメラとセンサーの取り扱いについ
て

●カメラのレンズの特性により、画面
に映る人や障害物は、実際の位置や
距離と異なります。詳しくは、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照
してください。

●センサーが正常に作動しなくなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ますので、クリアランスソナー使用
時の注意を参照してください。
（P.370）

●次のとき、センサーが正常に作動し
ないことがあり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。注意し
て運転してください。

･ 目標駐車位置の隣に駐車車両がある
にもかかわらず、駐車枠が目標駐車
位置から大きくずれた位置に表示さ
れるときは、センサーの角度がずれ
ているおそれがあります。トヨタ販
売店で点検を受けてください。

･ センサーが検知する範囲には、アク
セサリー用品などを取り付けないで
ください。

アドバンストパークのON／
OFF を変更する

アドバンストパークのガイド画
面を使う
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 ガイド画面（開始時）

目標駐車枠（青色）

アドバイス表示

駐車形態切りかえスイッチ
複数表示された場合は、スイッチの表示
状態により次のことができます。

または ：他の駐車可能な位置に変
更

または ：選択されている駐車位置

：縦列駐車機能への切りかえ

：並列前向き／バック駐車機能への切
りかえ

“MODE”スイッチ
メモリ機能と、並列前向き／バック駐車
機能、縦列駐車機能を切りかえます。
（P.423）

“開始”スイッチ
駐車アシストを開始します。

並列駐車向き切りかえスイッチ
並列前向き駐車機能と並列バック駐車機
能を切りかえます。

：並列前向き駐車への切りかえ

：並列バック駐車への切りかえ

カスタマイズ設定スイッチ
アドバンストパークの設定画面に切りか

わります。（P.432）

登録開始スイッチ
駐車スペースの登録を開始します。

リモート機能開始スイッチ★

スマートフォン画面上で駐車をアシスト
操作します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 ガイド画面（後退時）

作動中アイコン
アドバンストパークが作動中に表示され
ます。

ガイド線（黄色と赤色）
車両の前端部または後端部から目標停車
位置までの距離（黄色）※と約 0.3m 先
（赤色）を示しています。

移動物警報アイコン

緊急ブレーキ制御の作動表示
“ブレーキ！”と表示されます。

クリアランスソナー表示
P.369
※2.5m 以上の位置に目標停車位置があ
る場合は、横線（黄色）が非表示にな
ります。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

A

B

C

D

E
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知識
■クリアランスソナーの割り込み表示に
ついて

アドバンストパーク作動中は、クリアラ
ンスソナーのON／ OFF（P.369）に
関係なく、クリアランスソナーが障害物
を検知すると、ガイド画面に自動的にク
リアランスソナー表示が割り込み表示さ
れます。

■アドバンストパーク作動中の緊急ブ
レーキ制御の作動について

アドバンストパーク作動中は、衝突の可
能性がある移動物または静止物を検知し
たとき、ハイブリッドシステム出力抑制
制御／ブレーキ制御が作動します。

ブレーキ作動後はアドバンストパークの
作動を中断し、ブレーキの作動がマルチ
インフォメーションディスプレイに表示
されます。

■音声案内について

システムの作動状態、運転者への操作案
内を音声でお知らせします。

音量はマルチメディアシステムの設定に
連動します。

■ブザー音について

他システムや周囲の音により、本システ
ムのブザー音が聞き取りづらくなること
があります。

■アドバンストパーク作動中にマルチメ
ディアディスプレイが黒くなったとき
は

無線の電波による影響を受けているか、
システムに何らかの異常が発生している
おそれがあります。無線のアンテナをカ
メラ近くに設置している場合は、できる
だけ離して設置してください。無線のア
ンテナがカメラの近くになく、パワース
イッチを一度OFF にしてから再度ハイブ
リッドシステムを始動しても画面が正常

に表示されない場合は、トヨタ販売店で
点検を受けてください。

目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で停車し、駐車スペー
スが検出できれば、並列前向き／
バック駐車機能を使用することが
できます。また、駐車スペースな
どの状況により、切り返しが必要
な場合は、切り返し操作もアシス
トします。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横
に見える位置で車両を停車する

 区画線がある場合

約1m ※

約 2.5m ※

約 6m 以上 ※

約 5.5m 以上 ※

片側しか区画線がない場合でも作動しま
す。
※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

アドバンストパークの並列前向
き／バック駐車機能を使う

並列前向き／バック駐車機能
を使用して駐車する

A

B

C

D
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 隣接車両がある場合

約 1m ※

約 3m以上 ※

約 6m 以上 ※

約 5.5m 以上 ※

片側しか隣接車両がいない場合でも作動
します。
※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

2 アドバンストパークメインス
イッチを押し、マルチメディア
ディスプレイに駐車可能なス
ペースが表示されたことを確認
する

● 自車が駐車できるスペースがあ

る場合に目標駐車枠が表示され
ます。

● 縦列駐車が可能な場合、駐車ス
ペースを選択して、 にタッチ
すると縦列駐車機能に切りかわ
ります。

● 駐車向きの変更が可能な場合、
駐車スペースを選択して、 も
しくは にタッチすると、駐車
向きが変更できます。

● 環境によっては使用できない場
合があります。マルチメディア
ディスプレイの表示内容を参考
に別の駐車スペースで使用して
ください。

3 “開始”スイッチにタッチす
る

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始
されます。

● ブレーキペダルを離すと、“前
進します”または“後退しま
す”の音声案内と表示が出たあ
と、前進／後退が始まります。

● アシストを中止するには、アド
バンストパークメインスイッチ
を押します。

アシストが中止されると“Advanced 

A

B

C

D
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Park を中止しました”の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物／人／溝などに近い
と感じたときは：P.414

4 車両が目標駐車位置に停車する
まで、音声案内とアドバイス表
示の指示に従って操作する

車両が停車したら、“Advanced Park 
を終了しました”の音声案内と表示が出
たあと、駐車アシストを終了します。

マルチメディアディスプレイの に
タッチすると、駐車アシスト完了画面の
車両が回転します。

知識
■周辺の車両や障害物／人／溝などに近
いと感じたときは

ブレーキペダルを踏んで停車し、進行方
向とは逆のシフトポジションに切りかえ
てください。このときアシストは中断さ
れますが、マルチメディアディスプレイ
の“再開”スイッチにタッチするとシ
フトポジションの方向へアシストを再開
します。

■ブレーキが作動したとき

ブレーキが作動したときにブレーキの作
動音が聞こえることがありますが、異常
ではありません。

並列駐車スペースから出庫する際、
システムが出庫可能と判断すれば、
並列前向き／バック出庫機能を使
用することができます。また、周
辺の環境により、切り返しが必要
な場合は、切り返し操作もアシス
トします。

注意
■並列前向き／バック駐車機能を使用
するときは

●黄色のガイド線の中や自車と目標駐
車位置とのあいだに障害物がないこ
とを必ず確認してください。黄色の
ガイド線の中や自車と目標駐車位置
のあいだに障害物がある場合は中止
してください。

●路面に段差や勾配があると正しい位
置に目標駐車位置を設定できないた
め、駐車位置がずれたり、車両が傾
くことがあります。このような場所
では使用しないでください。

●狭いスペースに駐車するときは隣接
車両に接近します。接触しそうなと
きは、ブレーキペダルを踏んで停車
してください。

●駐車車両の車幅が狭いときや駐車車
両が路肩側に極端に近いときは、駐
車をアシストする位置も路肩に接近
します。接触、脱輪しそうなときは
ブレーキペダルを踏んで停車し、ア
ドバンストパークメインスイッチを
押してシステムを解除してください。

アドバンストパークの並列前向
き／バック出庫機能を使う
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運
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1 ブレーキを踏み、シフトポジ
ションが Pの状態でアドバンス
トパークメインスイッチを押
し、マルチメディアディスプレ
イが出庫方向を選択する画面に
切りかわったことを確認する

2 マルチメディアディスプレイ上
の矢印で、出庫したい方向を選
択する

方向指示レバーを使って操作する場合は、
左右方向のみ選択することができます。

3 ブレーキペダルを踏んで“開
始”スイッチにタッチする

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始

されます。

アシストを中止するにはアドバンスト
パークメインスイッチを押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました” の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物／人／溝などに近い
と感じたときは：P.414

4 車両が出庫可能位置に到達する
まで、音声案内とアドバイス表
示の指示に従って操作する

車両が出庫可能な位置に到達すると“ハ
ンドルを操作すると終了できます”の
メッセージが表示され、ハンドル操作す
ると、“Advanced Park を終了しまし
た”の音声案内と表示が出たあと、アシ
ストが終了します。走行中にアシストを
終了するので、そのままハンドルを持ち、
前進してください。ハンドル操作がない
場合は、出庫完了位置に停車するため、
ブレーキペダルまたはアクセルを踏むと
終了できます。

並列前向き／バック出庫機能
を使用して出庫する
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知識
■周辺の車両や障害物／人／溝などに近
いと感じたときは

P.414

■並列前向き／バック出庫機能について

並列駐車から出庫する以外の目的では、
並列前向き／バック出庫機能を使用しな
いでください。万が一、誤ってアシスト
を開始してしまった場合は、ブレーキペ
ダルを踏んで停車し、アドバンストパー
クメインスイッチを操作してアシストを
中止してください。

■並列前向き／バック出庫機能が作動し
ない状況

次のような状況では並列前向き／バック
出庫は作動しません。

●出庫方向に駐車待ちの車両があるとき

●フロントまたはリヤのセンター／コー
ナーセンサー付近に壁／柱などの障害
物がある場合や、人がいるとき

■ブレーキが作動したとき

P.414

目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で停車し、駐車スペー
スが検出できれば、縦列駐車機能
を使用することができます。また、
駐車スペースなどの状況により、
切り返しが必要な場合は、切り返
し操作もアシストします。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横
に見える位置で停車する

 区画線がある場合

約1m ※

約 6m ※

約 4.5m 以上 ※

約 8m 以上 ※

アドバンストパークの縦列駐車
機能を使う

縦列駐車機能を使用して駐車
する

A

B

C

D
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運
転

※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

 駐車車両がある場合

約 1m ※

約 7m以上 ※

約 4.5m 以上 ※

約 8m 以上 ※

※駐車スペースとして検出させるための
目安です。周囲の環境によっては検出
できないことがあります。

2 アドバンストパークメインス
イッチを押し、マルチメディア
ディスプレイに駐車可能なス

ペースが表示されたことを確認
する

● 自車が駐車できるスペースがあ
る場合に目標駐車枠が表示され
ます。

● 並列前向き／バック駐車が可能
な場合、駐車スペースを選択し
て、 にタッチすると並列前向
き／バック駐車機能に切りかわ
ります。

● 周囲の環境によっては使用でき
ないことがあります。マルチメ
ディアディスプレイの表示内容
を参考に別の駐車スペースで使
用してください。

3 “開始”スイッチにタッチす
る

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始

A

B

C

D
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されます。

● ブレーキペダルを離すと、“前
進します”の音声案内と表示が
出たあと、前進が始まります。

● アシストを中止するには、アド
バンストパークメインスイッチ
を押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました”の音声案内

と表示が出ます。

周辺の車両や障害物／人／溝などに近い
と感じたときは：P.414

4 車両が目標駐車位置に停車する
まで、音声案内とアドバイス表
示の指示に従って操作する

車両が停車したら、“Advanced Park
を終了しました”の音声案内と表示が出
たあと、駐車アシストを終了します。

マルチメディアディスプレイの に
タッチすると、駐車アシスト完了画面の
車両が回転します。

知識
■周辺の車両や障害物／人／溝などに近
いと感じたときは

P.414

■“駐車できる場所が見つかりません”
が表示されたときは

駐車位置の横に停車しても駐車車両を検
知できていない場合があります。駐車車
両を検知できる位置まで進むと開始でき
る場合があります。

■ブレーキが作動したとき

P.414

注意
■縦列駐車機能を使用するときは

●黄色のガイド線の中や自車と目標駐
車位置とのあいだに障害物がないこ
とを必ず確認してください。黄色の
ガイド線の中や自車と目標駐車位置
のあいだに障害物がある場合は、縦
列駐車機能は中断／中止されます。

●路面に段差や勾配があると正しい位
置に目標駐車位置を設定できないた
め、駐車位置がずれたり、車両が傾
くことがあります。このような場所
では、縦列駐車機能は使用しないで
ください。
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運
転

縦列駐車スペースから出庫する際、
システムが出庫可能と判断すれば、
縦列出庫機能を使用することがで
きます。また、周辺の環境により、
切り返しが必要な場合は、切り返
し操作もアシストします。

1 ブレーキを踏み、シフトポジ
ションがPの状態でアドバンス
トパークメインスイッチを押
し、マルチメディアディスプレ
イが出庫方向を選択する画面に
切りかわったことを確認する

2 マルチメディアディスプレイ上
の矢印で、出庫したい方向を選
択する

方向指示レバーを使って操作する場合は、
左右方向のみ選択することができます。

3 ブレーキペダルを踏んで“開
始”スイッチにタッチする

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始
されます。

アシストを中止するにはアドバンスト
パークメインスイッチを押します。

アシストが中止されると“Advanced 
Park を中止しました”の音声案内と表
示が出ます。

周辺の車両や障害物／人／溝などに近い
と感じたときは：P.414

注意
●隣接車両の車幅が狭いときや駐車車
両が路肩側に極端に近いときは、駐
車をアシストする位置も路肩に接近
します。接触、脱輪しそうなときは
ブレーキペダルを踏んで停車し、メ
インスイッチを押してシステムを解
除してください。

●駐車スペースの奥側に壁などがある
場合は、通路に少しはみ出した位置
に目標駐車位置が設定されることが
あります。

アドバンストパークの縦列出庫
機能を使う

縦列出庫機能を使用して出庫
する
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4 車両が出庫可能位置に停車する
まで、音声案内とアドバイス表
示の指示に従って操作する

車両が出庫可能な位置に到達すると“ハ
ンドルを操作すると終了できます”の
メッセージが表示され、ハンドル操作す
ると、“Advanced Park を終了しまし
た”の音声案内と表示が出たあと、アシ
ストが終了します。走行中にアシストを
終了するので、そのままハンドルを持ち、
前進してください。

ハンドル操作がない場合は、出庫完了位
置に停車するため、ブレーキペダルまた
はアクセルを踏むと終了できます。

知識
■周辺の車両や障害物／人／溝などに近
いと感じたときは

P.414

■縦列出庫機能について

縦列駐車から出庫する以外の目的では、
縦列出庫機能を使用しないでください。
万が一、誤ってアシストを開始してし

まった場合は、ブレーキペダルを踏んで
停車し、アドバンストパークメインス
イッチを操作してアシストを中止してく
ださい。

■縦列出庫機能が作動しない状況

次のような状況では縦列出庫機能は作動
しません。

●出庫方向に信号待ちの車両があるとき

●出庫方向の後方に車両が待っていると
き

●フロントまたはリヤのサイドセンサー
付近に壁／柱などの障害物がある場合
や、人がいるとき

●縁石に乗り上げて駐車し、サイドセン
サーが路面を検知しているとき
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運
転

●車両の前方に駐車車両がないとき

●車両の前端と駐車車両との間隔があき
すぎているとき

■ブレーキが作動したとき

P.414

事前に駐車スペースを登録するこ
とで、区画線や隣接車両のいない
駐車スペースでも使用することが
できます。登録できる駐車スペー
スは 3つです。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横
に見える位置で停車する

約 1m
2 アドバンストパークメインス
イッチを押し、 にタッチする

区画線や隣接車両のいない駐車スペース

でアドバンストパークメインスイッチを
押した場合、“駐車できる場所が見つか
りません”と表示されることがあります

が、続けて にタッチしてください。

3 並列（前向き／バック）駐車ま
たは縦列駐車を選択する

アシスト可能な駐車スペースのみが表示
されます。

4 駐車の向きを選択し、“次へ
”スイッチにタッチする

手順 3で並列（前向き／バック）駐車を

アドバンストパークのメモリ機
能を使う

駐車スペースの登録

A
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選択した場合：

手順 3で縦列駐車を選択した場合：

5 登録する駐車スペースの位置を
方向キーで調整し、“設定完了
”スイッチにタッチする

6 “開始”スイッチにタッチす
る

“ピッ”という音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに作動中の
メッセージを表示して、アシストが開始
されます。ブレーキペダルを離すと、“
前進します”の音声案内と表示が出たあ
と、前進が始まります。

周辺の車両や障害物／人／溝などに近い
と感じたときは：P.414

7 車両が目標駐車位置に停車する
まで、音声案内とアドバイス表
示の指示に従って操作する

8 車両が停車したら登録する位置
を確認して、必要に応じて方向
キーで調整したら、“登録”
スイッチにタッチする

マルチメディアディスプレイに“登録を
完了しました”と表示されます。

● 太枠内に障害物がない位置で登
録してください。

● 調整できる範囲には限りがあり
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ます。

1 目標駐車位置の中央がほぼ真横
に見える位置で停車する

約 1m
2 アドバンストパークメインス
イッチを押し、マルチメディア
ディスプレイに駐車可能なス
ペースが表示されたことを確認
する

“MODE”スイッチが表示されたとき
は、スイッチをタッチすることで、メモ
リ機能と、並列前向き／バック駐車機能、
縦列駐車機能を切りかえることができま
す。

3 駐車したいスペースを選択
し、“開始”スイッチにタッ
チする

このあとの手順は、並列前向き／バック
駐車機能の手順 3 以降と同じです。
（P.412）

知識
■周辺の車両や障害物／人／溝などに近
いと感じたときは

P.414

■登録した駐車スペースを上書きすると
きは

登録した駐車スペースのメモリが上限に

なっている状態で にタッチすると、上
書きするメモリを選択して、新しいメモ
リを登録することができます。

■登録した駐車スペースが複数あるとき
は

駐車スペースを選択してから、“開始”
にタッチします。

■ブレーキが作動したとき

P.414

メモリ機能を使用して登録し
た駐車スペースに駐車する

A
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注意
■メモリ機能を使用するときは
（P.414, 418）

●メモリ機能は、事前に登録した駐車
スペースへアシストするシステムで
す。路面や自車の状況、周囲の環境
が登録時と異なる場合、正しく駐車
位置を認識できなかったり、最後ま
でアシストできなかったりする場合
があります。

●次のような状況では、駐車スペース
の登録を実施しないでください。設
定した位置に登録できない、または
次回以降のアシストができなくなる
場合があります。

･ カメラのレンズが汚れたり、水滴が
付着しているとき

･ 雨雪が降っているとき

･ 夜間（周囲が暗いとき）

●次のような環境では、駐車スペース
の登録を実施できない場合がありま
す。

･ 道幅と駐車位置に十分なスペースが
ない駐車場

･ 駐車スペース周辺にシステムが認識
できる路面模様がない駐車場

●次のような環境で駐車スペースの登
録をした場合、次回以降のアシスト
が開始できない、または設定した位
置にアシストできない場合がありま
す。

･ 駐車スペースに影が出ているとき
（カーポートがある駐車場など）

･ 駐車スペースに落ち葉／ゴミ（次回
以降なくなる、または移動する可能
性があるもの）が落ちているとき

･ 駐車スペース周辺の路面が同一の模
様で構成されているとき（レンガな
ど）

●次のような状況では、設定した位置
にアシストできない場合があります。

･ 自車の影や木陰などの影響を受けて
しまったとき

･ 設定した駐車スペースに障害物があ
るとき

･ システム作動中に歩行者や通行車両
を検知したとき

･ アシスト開始時の車両停車位置が登
録したときと異なるとき
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スマートフォン操作で駐車機能／
出庫機能を遠隔操作することがで
きます。またガレージなどへの前
後移動も遠隔操作でアシストでき
ます。

目標駐車位置の中央がほぼ真横に
見える位置で停車し、駐車スペー
スが検出できれば、スマートフォ
ン操作で駐車機能を遠隔操作する
ことができます。また、駐車ス
ペースなどの状況により、切り返
しが必要な場合は、切り返し操作
もアシストします。
1 目標駐車位置の中央がほぼ真横
に見える位置で車両を停車する
（P.412, 416）
2 アドバンストパークメインス
イッチを押し、マルチメディア
ディスプレイに駐車可能なス
ペースが表示されたことを確認
する（P.412, 416）

3 スイッチにタッチし、“並
列駐車／縦列駐車”にタッチ
する

注意
･ 輪止めなどにより、設定した駐車ス
ペースに到達できないとき

･ 駐車スペース周辺の路面模様が変化
したとき（路面の経年劣化、リ
フォームなど）

･ 日照条件が登録したときと異なると
き（天気／時間帯）

･ 朝日や夕日など、太陽の光がカメラ
に入るとき

･ 路面の色や明るさが一様でないとき

･ 駐車スペースに一時的な光（他車の
ライトや防犯用ライトなど）が差し
込んでいるとき

･ 駐車スペース周辺の路面が同一の模
様で構成されているとき

･ 駐車スペース周辺の路面に低い突起
物のようなものがあるとき

･ 勾配がある駐車場

･ カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズが曇っているとき

･ カメラのレンズが汚れたり、水滴が
付着しているとき

･ カメラの視界をさまたげるようなア
クセサリーを取り付けたとき

登録中に制御終了した場合は、再度登
録し直してください。

●メモリ機能を登録するとき、路面か
ら模様を検出できない場所では、“
登録に必要な駐車目標が見つかりま
せん”と表示されることがありま
す。

●メモリ機能を使用するときは、停め
たい駐車スペースの真横に停車して
ください。正しく駐車位置を認識で
きなかったり、最後までアシストで
きなかったりする場合があります。

●カメラ部をぶつけたときや、パノラ
ミックビューモニター映像のつなが
りが著しくずれている場合、メモリ
機能を使用しないでください。

●カメラ故障時／交換時は、カメラの
取り付け角度が変わるため、メモリ
機能の登録をやり直す必要がありま
す。

アドバンストパークのリモート
機能を使う

リモート機能を使用して駐車
する
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4 “設定完了”にタッチする
5 車内から電子キーとスマート
フォンを持って降車し、スマー
トフォンの専用アプリを起動す
る

電子キーが検知できる範囲は、車両周囲
約 3m です。

障害物が進行方向に存在する場合は、先
に障害物を移動させてください。障害物
は降車後に移動させることもできます。

6 車外でスマートフォン画面の駐
車スペースを確認し、スマート
フォン画面で開始操作をする

車両から約 50cm以上離れて、進行方
向に立たないように開始してください。

7 車両周辺の安全を確認し、車外
でスマートフォン画面を操作す
る

操作を継続することで車両が動き、駐車
をアシストします。

スマートフォン画面の操作を中止するこ
とで、アシストを中断し、車両を停止さ
せることができます。

再びスマートフォン画面の操作を行い車
両を動かす場合、車両が動く前に自動で
ドアが施錠されます。

8 駐車位置に到着するとシフトポ
ジションがPになり、パーキン
グブレーキで車両停止後、パ
ワースイッチが OFF になり、
自動でドアが施錠される

スマートフォンに完了画面が表示されま
す。

知識
■障害物があっても駐車機能を使用でき
る場合

●白線で構成される駐車スペースへの駐
車機能を使用する場合、駐車スペース

内に障害物があってもそのスペースを
目標枠として設定できます。これは車
いす用の駐車スペース内にパイロンが
置かれているときであっても、車内で
駐車スペース設定をし、降車後に障害
物を移動することで支援を継続するた
めの機能です。

●アドバンストパークでの並列駐車では
片側3 枠ずつの最大6 枠の駐車枠を検
出可能ですが、リモート機能では片側
1 枠ずつの検出となります。

■ブレーキが作動したとき

P.414

停車後に前後移動機能を使用して、
ガレージなどへの移動をアシスト
します。
1 アシストを開始したい場所に車
両を停車する

2 アドバンストパークメインス
イッチを押す

3 スイッチにタッチし、“前
後に移動”にタッチする

4 必要に応じて方向キーで調整
し、“設定完了”にタッチす
る

5 車内から電子キーとスマート
フォンを持って降車し、スマー

リモート機能を使用して前後
移動する
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トフォンの専用アプリを起動す
る

電子キーが検知できる範囲は、車両周囲
約 3mです。

6 車外でスマートフォン画面の進
行方向を確認し、スマートフォ
ン画面で開始操作をする

車両から約 50cm以上離れて、進行方
向に立たないように開始してください。
電子キーが検知できる範囲は、車両周囲
約 3m です。

7 車両周辺の安全を確認し、車外
でスマートフォン画面を操作す
る

操作を継続することで車両が動き、前後
移動をアシストします。

スマートフォン画面の操作を中止するこ
とで、アシストを中断し、車両を停止さ
せることができます。

アシスト中であっても、途中終了や方向
転換ができます。

8 スマートフォン画面で車両の電
源をオフにする操作を行う

パワースイッチがOFF になり、自動で
ドアが施錠されます。

知識
■進行方向の変更

前後移動機能では、アシスト中に進行方
向を切りかえることができます。

後方に壁があるときなどに、スマート
フォン画面で進行方向の切りかえ操作を
行って車両を少し前進させて荷物を入れ
たあと、もとの場所にもどすといった使
い方ができます。

■ブレーキが作動したとき

P.414

パワースイッチがOFF の車両に対
して、並列／縦列駐車した状態か
らの出庫をアシストできます。前
後移動選択の際の移動距離は開始
位置から進行方向に対して最大
7m で、スマートフォン操作で進
行方向を切りかえることができま
す。
1 駐車中の車両に近付き、電子
キーで解錠してから専用アプリ
を起動する

専用アプリが接続できない場合は、電子
キーで再度解錠操作を行ってください。

2 スマートフォン画面で開始操作
をする

車両のパワースイッチがON になりま
す。

3 出庫可能な方向が表示されたこ
とを確認し、出庫したい方向を
選択し、決定する

4 車両周辺の安全を確認し、ス
マートフォン画面を操作する

操作を継続することで車両が動き、出庫
をアシストします。

スマートフォン画面の操作を中止するこ
とで、アシストを中断し、車両を停止さ
せることができます。

リモート機能を使用して出庫
する
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アシスト中であっても、途中終了や方向
転換ができます。

5 アシスト完了位置まで移動し、
電子キーを持って車両に乗り込
む

途中でアシストを完了したい場合は、ス
マートフォンで途中終了操作をするか、
車両に乗り込むことでアシストを終了で
きます。

知識
■ブレーキが作動したとき

P.414

メモリ機能で事前に登録した駐車
スペースの真横で停車し、駐車ス
ペースが検出できれば、スマート
フォン操作でメモリ機能を遠隔操
作することができます。また、駐
車スペースなどの状況により、切
り返しが必要な場合は、切り返し
操作もアシストします。
1 目標駐車位置の中央がほぼ真横
に見える位置で停車する
（P.423）
2 アドバンストパークメインス
イッチを押し、マルチメディア
ディスプレイに駐車可能なス
ペースが表示されたことを確認
する（P.423）

3 スイッチにタッチし、“並
列駐車／縦列駐車”にタッチ
する

4 “設定完了”にタッチする
“MODE”スイッチが表示されたとき
は、スイッチを押すことでメモリ機能と、

並列前向き／バック駐車機能、縦列駐車
機能を切りかえることができます。

5 車内から電子キーとスマート
フォンを持って降車し、スマー
トフォンの専用アプリを起動す
る

電子キーが検知できる範囲は、車両周囲
約 3mです。パイロンなどの障害物が進
行方向に存在する場合は、降車後に障害
物を移動させてください。

6 車外でスマートフォン画面の駐
車スペースを確認し、スマート
フォン画面で開始操作をする

車両から約 50cm以上離れて、進行方
向に立たないように開始してください。

7 車両周辺の安全を確認し、車外
でスマートフォン画面を操作す
る

操作を継続することで車両が動き、駐車
をアシストします。

スマートフォン画面の操作を中止するこ
とで、アシストを中断し、車両を停止さ
せることができます。

再びスマートフォン画面の操作を行い車
両を動かす場合、車両が動く前に自動で
ドアが施錠されます。

8 駐車位置に到着するとシフトポ
ジションが Pになり、パーキン
グブレーキで車両停止後、パ
ワースイッチがOFFになり、
自動でドアが施錠される

スマートフォンに完了画面が表示されま
す。

知識
■ブレーキが作動したとき

P.414

リモート機能とメモリ機能を
使用して駐車する
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■ 使用前のご準備
リモート機能を使用する際は、事
前に以下の手順を行ってください。
1 アプリストアから専用アプリを
ダウンロードする

2 車両のパワースイッチをON に
し、マルチメディアシステムと
スマートフォンのペアリング登
録を実施する

ペアリング登録については、別冊「マル
チメディア取扱説明書」を参照ください。

3 専用アプリを立ち上げ、車両登
録を実施する

4 ペアリング登録された車両がス
マートフォン画面に表示される
ため、車両を選択する

新規車両登録画面では、車両の名前や画
像の変更が可能です。

メニュー画面から車両を追加することも
可能です。

■ リモート機能のON／OFF
1 マルチメディアディスプレイの

にタッチし
て、“Advanced Park”に
タッチする

2 “Remote Park” のON／
OFF を選択する（初期設定は
ON）

3 アドバンストパークメインス
イッチを押す

アシスト中にスイッチを押すと、アシス

トを中止します。

4 マルチメディアディスプレイに
表示される スイッチにタッ
チする

リモート機能の使用前のご準
備

注意
■リモート機能について

●電子キーをポケットなどに携帯した
状態で、リモート機能を使用してく
ださい。

●電子キーとスマートフォンなどを重
ねて持つと、電子キーが検知できな
い場合があります。

●デジタルキー設定車：デジタルキー
のみの携帯ではリモート機能は使用
できません。必ず運転者が電子キー
を携帯してください。

●車に乗り込んでリモート機能を終了
する際は、キーが車内にあり全ての
ドアが閉まっていることを確認して
ください。
パワーイージーアクセスシステム設
定車：車に乗り込んでリモート機能
を終了した後は、シートベルトを着
用するかブレーキを踏むとシートリ
ターン制御が実施されます。
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■ アシストが中止されるとき
次のような状況のとき、アドバン
ストパークのアシストを中止しま
す。ハンドルをしっかり持ち、ブ
レーキペダルをしっかり踏んで車
両を停止してください。
システムが解除されているため、
最初からやり直すか、通常通りハ
ンドルを操作して駐車してくださ
い。
● アドバンストパークメインス
イッチを押した

● シフトポジションをPに変更し
た

● パーキングブレーキをかけた
● ドアまたはバックドアを開けた
● 運転席シートベルトをはずした
● ドアミラーを格納した
● TRC／ VSCをOFFにした
● TRC／VSC／ABSが作動した
● けん引している
● パワースイッチを押した
● システムがアシスト継続できな
い駐車環境と判断した

● システム異常
● 停止中にマルチメディアディス
プレイ上で“中止”にタッチ
した

注意
●リモート機能終了または中止により
パワースイッチをOFF した場合、自
動でドアが施錠しますが、ドアが開
いている場合など施錠できないこと
があります。リモート機能終了後は
車両の状態を確認してください。

●リモート機能終了または中止により
自動でドアが施錠した際、車内に人
がいた場合は警報が鳴る場合があり
ます。

■機能が正常に働かないおそれのある
状況

●スマートエントリー＆スタートシス
テムの機能が正常に働かないおそれ
のあるとき（P.206）

●近くにインバータ式蛍光灯があると
き

■電波が及ぼす影響について

P.209

■電子キーの電池の消耗について

●リモート機能使用中は、電子キーと
電波の送受信を行うため、電池を消
耗します。

●電池が切れたとき：P.509

■センサーが正常に作動しないおそれ
のある状況（P.371）

●リモート機能使用中は車両周辺の視
界が制限されることがあります。リ
モート機能使用時は以下の確認を
行ってください。

･ 車両と車両の周囲が最もよく見える
こと

･ 車両の進路に人／動物、または物体
がないこと

･ 車両との適切な距離を維持し、運転
者も他の道路使用者も危険にさらさ
れるおそれがないこと

･ 車両の周囲には常に注意をして、危
険の可能性がないこと

･ 必要に応じて、リモート機能を中止
すること

アドバンストパークを中止／中
断する
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■ アシストが中断されるとき
次のような状況のとき、アドバン
ストパークのアシストを中断しま
す。
マルチメディアディスプレイの指
示に従うことでアシストを再開で
きます。
また、アシストが中断されている
時にブレーキを踏みながらシフト
ポジションを2 回変更した場合
は、そのシフトポジションのまま
でアシストを中止します。ただし、
シフトポジションを変更してアシ
ストが中断した場合は、1 回のシ
フトポジション変更によりアシス
トを中止します。
● ハンドルを操作した
● アクセルペダルを踏んだ
● シフトポジションを変更した
● 衝突の可能性がある移動物また
は静止物を検知し、ハイブリッ
ドシステム出力抑制制御・ブ
レーキ制御が作動した

● カメラスイッチを押した
■ リモート機能のアシストが中止
されるとき

次のような状況のとき、リモート
機能のアシストを中止します。
システムが解除されているため、
キーを持って車両に乗り込み、通
常通りハンドルを操作して駐車し
てください。
● アドバンストパークのアシスト
中止条件を満たした場合、一部
例外としてドアを開いた場合や
運転席シートベルトをはずした
場合は中断します。

● リモート機能を起動してから5
分以上が経過したとき

● 何も操作をせずに3分が経過し
たとき

● スマートフォン画面で車両の走
行操作をしても走行できずに、
30秒が経過したとき

● スマートフォン画面で車両の電
源をオフにする操作を行ったと
き

● 専用アプリが強制終了されたと
き

● 急勾配のとき
● リモート機能中断中に車内で電
子キーを検知したとき

● 外気温がマイナス10℃以下のと
き

■ リモート機能のアシストが中断
されるとき

次のとき、アシストを中断します。
● スマートフォンとマルチメディ
アシステムとのBluetooth® 通
信が切断されたとき

● スマートフォンの操作が中断さ
れたとき

● 専用アプリのバックグラウンド
移行（電話ボタンやホームボタ
ン押下など）

● 電子キーが検知できないとき
● 前後の移動先に障害物があると
き

● アシスト走行中に車両が操作さ
れたとき

● 走行中に電子キーの操作があっ
たとき
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● 走行中にドアの解錠操作があっ
たとき

● 走行中にドアを開いたとき

アドバンストパークメインスイッ
チを押し、マルチメディアディス
プレイの にタッチし
て、“Advanced Park”にタッ
チします。
■ Remote Park
リモート機能のON／OFF を設
定できます。
■ 音声案内
音声案内のON／ OFF を設定で
きます。
■ 速度モード
アシスト中の自車の速度を設定で
きます。
メモリ機能で登録時は設定できま
せん。
■ 障害物回避距離
アシスト中に回避する障害物との
距離を設定できます。
■ 優先駐車方法
並列前向き／バック駐車と縦列駐
車のどちらでも駐車可能なとき、
優先的に表示する駐車方法を設定
できます。
■ 優先駐車向き
並列前向き駐車と並列バック駐車
がどちらも可能なときに、優先的
に表示する駐車向きを選択できま
す。

■ 優先出庫方向（並列）
並列前向き出庫と並列バック出庫
で左右どちらへも出庫可能なとき
に、優先的に表示する方向を選択
できます。
■ 優先出庫方向（縦列）
縦列出庫で左右どちらへも出庫可
能なときに、優先的に表示する方
向を選択できます。
■ 駐車時の映像
並列前向き／バック駐車中、縦列
駐車中に表示するカメラ映像の画
角の設定ができます。
■ 出庫時の映像
並列前向き／バック出庫中、縦列
出庫中に表示するカメラ映像の画
角の設定ができます。
■ 駐車進路調整
駐車アシスト中の進路が外側にふ
くらんでしまうとき、内側に寄っ
てしまうときに進路を調整できま
す。
タイヤがすり減ったりしたとき、
駐車進路が駐車する場所の中心か
らずれてしまいます。その場合、
駐車進路を調整してください。
■ 道幅調整
駐車アシスト開始時、前進すると
きの横方向の移動量を調整できま
す。
■ 駐車位置調整（前向き）
並列前向き駐車の駐車完了位置を
調整できます。（メモリ機能は除
く）
■ 駐車位置調整（バック）
並列バック駐車の駐車完了位置を

アドバンストパークの設定を変
更する
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調整できます。（メモリ機能は除
く）
■ 後部取付部品設定
車両後部にトレーラーヒッチなど
を取り付けたとき、後方障害物と
の接触を防ぐために、車両後部の
長さを調整できます。
■ 登録した駐車場所の消去
メモリ機能で登録した駐車スペー
スを消去できます。アシスト中と
メモリ機能の登録中は消去できま
せん。

■ クリアランスソナー警告音の
ON／ OFF（スマートフォンで
の設定）

専用アプリからクリアランスソ
ナー警告音のON／OFF を設定
できます。
■ クリアランスソナー警告音の音
量調整（スマートフォンでの設
定）

専用アプリからクリアランスソ
ナー警告音の音量を設定できます。

アドバンストパークの作動状態や
操作のアドバイスなどをマルチメ
ディアディスプレイに表示します。
メッセージが表示されたときは、
内容に従って対処してください。

知識
■“駐車できる場所が見つかりません”
が表示されたときは

駐車スペース、または認識できる駐車枠
がある場所に移動して使用してください。

■“この環境では使用できません”が表
示されたときは

別の場所に移動して使用してください。

■“出庫可能なスペースがありません”
が表示されたときは

自車前後と駐車車両との間隔が狭い、ま
たは出庫方向に障害物があるなどの状況
により、縦列出庫機能を使用できません。

周囲の状況を確認した上で、運転者自身
の操作で出庫してください。

■“速度が調整できません”が表示され
たときは

傾斜や段差のある場所で使用したときに、
速度が調整できないとシステムが判断す
ると、アシストを中止します。

平坦な場所で使用してください。

■“障害物を検知しました”が表示され
たときは

衝突の可能性がある移動物または静止物
を検知したため、ハイブリッドシステム
出力抑制制御／ブレーキ制御が作動し、
アシストを中断します。

周囲の状況を確認してください。アシス
トを再開するときは、マルチメディア

注意
●「駐車位置調整（前向き）」、 「駐車位
置調整（バック）」による調整によ
り、車止めや縁石など低いものへ接
触するおそれがあるため、注意して
使用してください。

●周辺の車両や障害物／車止め／縁石
などに接触しそうなときは、ブレー
キペダルを踏んで停車し、アドバン
ストパークメインスイッチを押して
システムを中止してください。

専用アプリの設定を変更する

マルチメディアディスプレイに
表示されるアドバンストパーク
のメッセージ
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ディスプレイの“再開”スイッチに
タッチしてください。

■“登録に必要な駐車目標が見つかりま
せん”が表示されたときは

駐車スペースを認識できない駐車場で

にタッチしたときに表示されます。

システムが認識できる路面模様がある駐
車場で操作してください。（P.421）

ドライブモードセレクトスイッチ
を前後に操作し、ドライブモード
を選択します。

表示灯

ドライブモードセレクトスイッ
チ

1 ノーマルモード
燃費性能・静粛性・運動性能のバランス
がよく、通常の走行に適しています。

2 エコドライブモード
アクセル操作に対する駆動力を穏やかに
すると同時に、エアコン（暖房／冷房）
の作動を抑えます。燃費の向上を意識し
た走行に適しています。
エコドライブモード表示灯が点灯します。

3 スポーツモード
ハイブリッドシステムの制御により、ア

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて走行
モードを選択できます。

走行モードを選択するには

A

B
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クセル操作に対する反応を早め、力強い
加速が可能です。また、アクセル操作で
実現可能な減速度を拡大し、ドライバー
の意図に沿った加減速コントロールが可
能です。ステアリングのフィーリングも
変化し、コーナーの多い道などで、きび
きびした走りを楽しみたいときに適して
います。
スポーツモード表示灯が点灯します。

4 カスタムモード
パワートレーン制御・ステアリング制
御・エアコン作動の機能をお好みで設定
し、走行することができます。カスタム
モードは、マルチメディアディスプレイ
で設定します。（P.570）
カスタムモード表示灯が点灯します。

知識
■エコドライブモード時のエアコン作動
について

走行モードをエコドライブモードにする
と、自動でエコ空調モードに切りかわり
ます。（P.448）

エコ空調モードは、暖房／冷房の作動や
風量を抑制して、燃費向上を図っていま
す。空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

●風量を調整する（P.446）

●エコドライブモードを解除する

●エコ空調モードをOFFにする
（P.451）

■走行モードの自動解除

●スポーツモード・カスタムモードは、
パワースイッチを OFF にすると自動的
に解除され、ノーマルモードにもどり
ます。

●ノーマルモード、およびエコドライブ
モードは、 ほかの走行モードに切りかえ
るまで解除されません。（パワースイッ
チをOFF にしても自動では解除されま

せん）

■カスタマイズ機能

カスタムモードの設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧：P.570）
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■ ECB（電子制御ブレーキシステ
ム）

電子制御により、ブレーキ操作に
応じたブレーキ力を発生させます。
■ ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面
でのブレーキ時にタイヤのロック
を防ぎ、スリップを抑制します。
■ ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
■ VSC（ビークルスタビリティコ
ントロール）

急なハンドル操作や、すべりやす
い路面で旋回するときに横すべり
を抑え、車両の姿勢維持に寄与し
ます。
■ S-VSC（ステアリングアシス
テッドビークルスタビリティコ
ントロール）

ABS ・TRC ・VSC ・EPS を協
調して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急
なハンドル操作をした際に、ハン
ドル操作力を制御することで、車

両の方向安定性確保に貢献します。
■ TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。
■ アクティブコーナリングアシス
ト（ACA）

旋回中に加速しようとするとき、
内輪にブレーキ制御を行うことで、
車両が外側にふくらむことを抑制
します。
■ ヒルスタートアシストコント
ロール

上り坂で発進するときに、車が後
退するのを緩和します。
■ EPS（エレクトリックパワース
テアリング）

モーターを利用して、ハンドル操
作を補助します。
■ 緊急ブレーキシグナル
急ブレーキ時に非常点滅灯を自動
的に点滅させることにより、後続
車に注意をうながし、追突される
可能性を低減させます。
■ セカンダリーコリジョンブレー
キ

SRS エアバッグのセンサーが衝突
を検知して作動したとき、自動的
にブレーキと制動灯を制御するこ
とで、車両を減速させ二次衝突に
よる被害の軽減に寄与します。
■ 衝突時の急加速抑制
SRS エアバッグのセンサーが軽度
の衝突を検知したときに、急アク
セルによるパワー出力を自動的に

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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抑制することで、二次衝突による
被害の軽減に寄与します。
システム作動時はブザー、音声案
内とマルチインフォメーション
ディスプレイのメッセージでお知
らせします。

知識
■TRC・VSC・ABS が作動していると
き

TRC・VSC・ABSが作動しているとき
は、スリップ表示灯が点滅します。

■TRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRC が作動していると、アクセ
ルペダルを踏み込んでもハイブリッドシ
ステムの出力が上がらず、脱出が困難な
場合があります。

このようなときに を押すことにより、
脱出しやすくなる場合があります。

TRC を停止するには を押す

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC OFF しました”と表示されま
す。

もう一度 を押すと、システム作動可能
状態にもどります。

■TRC と VSC を停止するには

TRC と VSC を停止するには停車時に

を押し3 秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC 
OFF しました”と表示されます。※

もう一度 を押すと、システム作動可能
状態にもどります。
※プリクラッシュブレーキアシスト・プ
リクラッシュブレーキの作動も停止し
ます（衝突警報のみ作動可能状態にな
ります）。PCS 警告灯が点灯し、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
（P.296）

■ を押さなくてもマルチインフォメー
ションディスプレイに“TRC OFF し
ました”が表示されたとき

TRC が一時的に作動できない状態になっ
ています。表示が継続する場合はトヨタ
販売店にご相談ください。

■ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

●シフトポジションが P またはN 以外
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（前進または後退での上り坂発進時）

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていない

●パワースイッチがON

■ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●シフトポジションをP または Nにした

●アクセルペダルを踏んだ

●ブレーキペダルを踏んで、かつパーキ
ングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して最大2秒
経過した

●パワースイッチをOFFにした

■ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

●ハイブリッドシステム始動時や発進直
後、ブレーキペダルをくり返し踏んだ
ときなどに、エンジンルームから作動
音が聞こえることがありますが、異常
ではありません。

●上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■ECB の作動音

次のような場合に ECB の作動音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

●ブレーキペダルを操作したときに、エ
ンジンルームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

●ハイブリッドシステム停止後 1 ～ 2 分

経過時に、エンジンルームから聞こえ
る作動音（“カチ”、“
シュー”、“ジー”という音）

■アクティブコーナリングアシストの作
動音と振動

アクティブコーナリングアシストが作動
したときに、ブレーキシステムから作動
音や振動が発生することがありますが、
異常ではありません。

■TRC や VSC の自動復帰について

TRC や VSC を作動停止にしたあと、次
のときはシステム作動可能状態にもどり
ます。

●パワースイッチをOFF にしたとき

●（TRC のみを作動停止にしている場合）
車速が高くなったとき

ただし、TRC と VSC の作動を停止して
いる場合は、車速による自動復帰はあり
ません。

■アクティブコーナリングアシストの作
動条件

次のときシステムが作動します。

●TRC・VSC が作動可能状態

●旋回中に加速しようとするとき

●車両が外側にふくらんでいるとシステ
ムにより判断された

●ブレーキを踏んでいない

■EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドルが重く感じられるように
なります。

その場合は、ハンドル操作を控えるか、
停車し、ハイブリッドシステムを停止し
てください。
10分程度でもとの状態にもどります。
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■緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

●非常点滅灯が点滅していないこと

●車速55km/h 以上

●車両の減速度から急ブレーキであると
システムにより判断された

■緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●非常点滅灯を点滅させた

●車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

■セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中にSRS エアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。
ただし構成部品が破損した場合システム
は作動しません。

■セカンダリーコリジョンブレーキの解
除条件

次のいずれかのとき自動的にシステムが
解除されます。

●車速が約 0km/h になったとき

●作動して一定時間経過したとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

■衝突時の急加速抑制について

●次の条件をすべて満たすと、システム
が作動します。

･ 車速が約 60km/h 以下のとき
･ SRS エアバッグのセンサーが車両前方
に軽度の衝突を検知したとき

･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていな
いとき

･ アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
※あとに衝突した、または衝突後にア
クセルペダルを速く強く踏み込んだ※

とき

※アクセルペダルを踏み込む速度と踏み
込み量が一定以上のとき

●次のような状況では衝突していなくて
も、システムが作動する場合がありま
す。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

･ ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

●アクセルペダルを離すとシステムの作
動が解除されます。

警告
■ABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

■ABSが作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

●タイヤチェーンを装着しているとき
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警告
●道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

■TRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRC や VSC
が作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。
車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、特に慎重に運転してくだ
さい。

■アクティブコーナリングアシストの
効果を発揮できないとき

●アクティブコーナリングアシストを
過信しないでください。下り坂での
加速中やすべりやすい路面などでは、
アクティブコーナリングアシストが
効かないことがあります。

●アクティブコーナリングアシストが
頻繁に作動したときは、ブレーキ・
TRC・VSC を正常に機能させるた
めに、アクティブコーナリングアシ
ストが一時的に作動しないことがあ
ります。

■ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

●ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

■スリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC・ABS・VSC が作動中であるこ
とを知らせています。常に安全運転を
心がけてください。無謀な運転は思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。表示灯が点滅したら特に慎重に運
転してください。

■TRCや VSC をOFF にするときは

TRCや VSC は駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSC を作動停止状態にしないでくださ
い。TRCや VSCを作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

■タイヤまたはホイールを交換すると
きは

4 輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
（P.569）
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSCなど、運転を補助するシ
ステムが正常に作動しません。タイヤ、
またはホイールを交換するときは、
トヨタ販売店に相談してください。

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。
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警告
■セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。
システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■衝突時の急加速抑制

●衝突時の急加速抑制を過信しないで
ください。本システムは、二次衝突
による被害軽減に寄与することを目
的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。シス
テムを過信すると重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●本システムは急加速を抑制するもの
であり、ブレーキを作動させるもの
ではありません。必要に応じてブ
レーキペダルを操作してください。
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● 次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

● 補機バッテリーの点検を受けて
ください。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（前 2輪）※を使用し
てください。
タイヤは4輪とも指定サイズで
同一銘柄のものを、タイヤ
チェーンはタイヤサイズに合っ
たものを使用してください。（タ
イヤについて：P.499）

※195/50R19タイヤは、周辺部品と
十分なすき間が確保できないため、タ
イヤチェーンを取り付けないでくださ
い。

知識
■タイヤチェーンについて（195/
50R19 タイヤ非装着車）

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

●安全に作業できる場所で行う

●前 2輪に取り付ける

●タイヤチェーンに付属の取り扱い説明
書に従う

●取り付け後0.5 ～ 1.0km走行したら締
め直しを行う寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告
■冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

●冬用タイヤを装着する際は、必ず 4
輪とも装着する

■タイヤチェーンを装着するとき
（195/50R19タイヤ非装着車）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

●LTA（レーントレーシングアシスト）
を使用しない

●LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）を使用しない
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運
転

状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
● ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を溶かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。

● フロントウインドウガラス前の
外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。

● 外装ランプ・ドアミラー・ドア
ガラス・車両の屋根・タイヤの
周辺やブレーキ装置に雪や氷が
付いているときは、取り除いて
ください。

● 乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

知識
■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
トヨタ販売店で各車指定のブレードを
お求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

● パーキングブレーキのオート
モードをOFFにしてください。
パーキングブレーキが自動的に
作動し、ブレーキ装置が凍結し
て解除できなくなるおそれがあ
ります。

また、次のシステムの使用は控えてくだ
さい。オートモードをOFF にしていて
も、パーキングブレーキが自動的に作動
します。

･ ブレーキホールドシステム
･ アドバンストパーク（リモート機能付）
★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

注意
■タイヤチェーンの使用について
（195/50R19タイヤ非装着車）

この車両に適合したトヨタ純正タイヤ
チェーンのご使用をおすすめします。
なお、トヨタ純正品以外のタイヤ
チェーンの中には、使用すると車体に
あたり、走行のさまたげになるおそれ
があるものもあります。市販のタイヤ
チェーンを使用する場合は、車体に干
渉しないことをあらかじめご確認くだ
さい。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くださ
い。

運転する前に

注意
■ガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。ガ
ラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき

駐車するとき
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● パーキングブレーキをかけると、
ブレーキ装置が凍結して解除で
きなくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、
シフトポジションを Pにして駐
車し、必ず輪止め※をしてくだ
さい。
輪止めをしないと、車が動き思
わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

● パーキングブレーキをかけずに
駐車するときは、シフトポジ
ションをPにした状態でシフト
ポジションが動かないことを確
認してください。

● 寒冷時にブレーキ部品がぬれた
状態で車を駐車したままにする
と、凍結のおそれがあります。

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。
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6-1. エアコンの使い方

AUTO スイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ

フロントデフロスタースイッチ

OFF スイッチ

温度調整スイッチ

風量切りかえスイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

外気導入スイッチ

内気循環スイッチ

冷房・除湿スイッチ

■ 温度を調整する
設定温度を上げるときは温度調整
スイッチを上に、下げるときは下
に操作する
冷房・除湿スイッチが押されていない場
合は、送風または暖房で使用できます。

■ 風量を切りかえる
風量を増やすときは風量切りかえ
スイッチを上に、減らすときは下

に操作する
風量は7段階に調整できます。

OFF スイッチを押すと、ファンが止まり
ます。

■ 吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを上
下に操作する
操作するたびに、次のように吹き出し口
が切りかわります。

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J
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1 上半身に送風
2 上半身と足元に送風
3 足元に送風
4 足元に送風・フロントウインド
ウガラスの曇りを取る

■ 内気循環／外気導入を切りかえ
る

● 内気循環に切りかえるときは内
気循環スイッチを押す

内気循環スイッチの表示灯が点灯します。

● 外気導入に切りかえるときは、
外気導入スイッチを押す

外気導入スイッチの作動表示灯が点灯し
ます。

■ 冷房・除湿機能を使用する
冷房・除湿スイッチを押す
冷房・除湿機能がONのときは、スイッ
チの作動表示灯が点灯します。

■ フロントウインドウガラスの曇
りを取る

フロントデフロスタースイッチを
押す
除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし

てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。

フロントデフロスターがON のときは、
スイッチの作動表示灯が点灯します。

■ リヤウインドウデフォッガー＆
ミラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取
るときや、ドアミラーから雨滴や
霜を取るときに使用してください。
リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す
リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒーターがONのときは、スイッチの作
動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、約 15分後に自動的にOFF 
になります。

知識
■暖房について

●HV モード時は、エンジン冷却水の排
熱による暖房を行うため、ガソリンエ
ンジンが作動することがあります。

●EV モード・AUTO EV ／ HV モード時
は、ヒートポンプによる暖房を行いま
す。

･ ヒートポンプの特性上、外気温が低い
ときや雪が降っているときなどには、
従来の車両にくらべて暖房が効きにく
い場合や、充分な暖房感が得られない
場合があります。その場合は、シート
ヒーター（P.454）を併用してくだ
さい。

･ ヒートポンプの暖房運転中に室外熱交
換器に着霜すると、風量が低下して暖
房が効きにくくなる場合がありますが、
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異常ではありません。この場合、設定
温度を上げても吹き出し口から出る風
の温度が上がらないことがあります。

･ AUTO スイッチがON のときに最適な
暖房を行うように設定されているため、
風量設定を上げても所定の暖房能力が
出ない場合があります。

室外熱交換器

●次のときは、EV モードであってもエン
ジン冷却水の排熱による暖房を行うた
め、ガソリンエンジンが作動すること
があります。

･ 外気温が約 -10 ℃以下のとき
･ フロントデフロスターがON のとき

■エアコン作動時の水滴について

エアコンの作動中に室外熱交換器・ア
キュムレーター・エアコン配管が結露・
着霜する場合があります。

エアコンの作動中や作動後に、車の下に
水滴が落ちることがありますが、異常で
はありません。

アキュムレーター

室外熱交換器

■ガラスの曇りについて

●車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、冷房・
除湿機能をONにすると、吹き出し口
から除湿された風が出るため、効果的
に曇りを取ることができます。

●冷房・除湿機能をONから OFF にする
と、ガラスが曇りやすくなります。

●内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

■マイルームモード・AC外部給電システ
ムの使用中は

●フロントデフロスタースイッチを押し
ても、所定の曇り取り性能を発揮でき
ない場合があります。走行前にガラス
の曇りを取りたい場合は、充電・外部
給電を中止してからフロントデフロス
タースイッチを押してください。

●低外気温時には、エアコン機器の作動
制限により充分な暖房感が得られない
ことがあります。また、ガソリンエン
ジンが作動可能な状態でないため、約 -
10℃以下では暖房することができませ
ん。暖房したい場合は、充電・外部給
電を中止し、車両から普通充電ケーブ
ルを取りはずしてください。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

●設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

■外気温度が 0 ℃近くまで下がったとき

冷房・除湿スイッチを押しても除湿機能
が働かない場合があります。

■エコ空調モードのエアコン作動につい
て

●エコ空調モードは燃費性能を優先させ

A

A

B
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るため、空調システムが次のように制
御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

●エアコン操作画面のオプション画面か
らエコ空調モードのON／OFF を切り
かえることができます。（P.451）

●走行モードをエコドライブモードにす
ると、自動でエコ空調モードに切りか
わります。（P.434）

●空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ 風量を調整する
･ エコドライブモードを解除する
（P.434）
･ エコ空調モードをOFFにする
（P.451）

■ナノイー X※1, 2 について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

エアコンにはナノイーX発生装置が搭載
されています。この装置は運転席外側の
吹き出し口からナノイー Xを放出し、車
室内を快適な空気環境に導きます※3。

●ナノイー XがON のとき、ファンが作
動すると、自動的にナノイー X発生装
置が作動します。

●ナノイー X発生装置が作動中、次の条
件で効果を発揮します。

･ 吹き出し口が上半身に送風、上半身と
足元に送風、足元に送風のとき

･ 運転席外側の吹き出し口が開いている
とき

●ナノイー X発生装置作動時は、微量の
オゾンが発生し、かすかに臭うことが
ありますが、森林など、自然界に存在
する程度の量なので、人体に影響はあ

りません。

●ナノイー X発生装置作動中、かすかに
作動音が聞こえることがありますが、
故障ではありません。

･ ナノイー X発生装置が作動するまでに
多少時間がかかることがあります。

･ 作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

※1nanoe、ナノイーおよび nanoe マー
クは、パナソニック ホールディングス
株式会社の商標です。

※2ナノイーXは、ナノイーにくらべて、
効果のもとであるOHラジカルをより
多く含む微粒子イオンです。

※3温湿度環境、風量・風向きによっては
ナノイーの効果が十分に得られない場
合があります。

■換気とエアコンの臭いについて

●車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく足元から
の送風に切りかわったり、送風が停止
したりする場合があります。

●駐車時に自動で外気導入に切りかえる
ことにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生する臭いを緩和します。

■音声対話サービスについて★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、エアコン
を操作することができます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
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ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

■エアコンフィルターについて

P.507

■イニシャライズ作動について

パワースイッチをOFFにしてから約 90
秒後に、エアコンシステムのイニシャラ
イズ作動音がする場合がありますが、異
常ではありません。

■カスタマイズ機能

AUTO スイッチを押したとき、除湿機能
を連動させるかどうかなどを設定できま
す。（カスタマイズ一覧：P.570）

1 AUTOスイッチを押す
2 温度を設定する
3 ファンを止めたいときは、OFF
スイッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外の
オート設定は継続します。

知識
■オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTO スイッチを押

警告
■マイルームモード・AC外部給電シス
テムの使用上の警告

お子さまや介護を必要とする方、ペッ
トを車内に残さないでください。シス
テムの自動停止等により車室内が高温
または低温になり、熱中症・脱水症
状・低体温症になるおそれがあり、重
大な健康障害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。

■リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの表面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

■ナノイーX発生装置について★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

高電圧の部品を含むため、分解・修理
はしないでください。修理が必要な場
合は、トヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。

注意
■補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステム停止中は、エア
コンを必要以上に使用しないでくださ
い。

■ナノイーX発生装置の損傷を防ぐた
めに★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転席外側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にもの
をはめ込んだり貼ったりしないでくだ
さい。正常に働かなくなるおそれがあ
ります。

オート設定で使用する
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した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

日射の影響により、暖房時でも上半身付
近に冷風が出る場合があります。

フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために
使用してください。
ウインドシールドデアイサース
イッチを押す
ウインドシールドデアイサーがONのと
き、スイッチの作動表示灯が点灯します。

ウインドシールドデアイサーは、約15
分後に自動的にOFF になります。

マルチメディアディスプレイの操
作方法については、別冊「マルチ
メディア取扱説明書」を参照して
ください。

■ 表示のしかた
1 マルチメディアディスプレイの
メインメニューから にタッ
チする

2 サブメニューの“エアコン”
にタッチする

3 各画面を選択する

エアコン操作画面を表示する

オプション画面を表示する

■ エアコン操作画面

吹き出し口を切りかえる
タッチするたびに、吹き出し口が切りか
わります。

： 上半身に送風

： 上半身と足元に送風

： 足元に送風

ウインドシールドデアイサー

警告
■ウインドシールドデアイサーが作動
しているとき

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。

エアコン操作画面について

A

B

A
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： 足元に送風・ガラスの曇りを取る

状況によっては、選択した吹き出し口以
外からも送風する場合があります。

冷房・除湿機能のON／OFF
を切りかえる

タッチするたびに、機能のON／ OFF
が切りかわります。
機能がONのとき、表示灯が点灯しま
す。

風量表示
現在の風量が表示されます。

■ オプション画面

各機能の （作動）／ （非作
動）を切りかえることができます。

エコ空調モード（P.448）

ウインドシールドデアイサー
（P.451）

ナノイー X★（P.449）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

■ 風向きの調整
ノブを上下左右に動かす

■ 吹き出し口の開閉
 助手席外側／運転席外側

1 開ける
2 閉める

吹き出し口の配置・操作

B

C

A

B

C
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 中央

1 開ける
2 閉める

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
■フロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

吹き出し口をさえぎるようなものを置
かないでください。送風がさえぎられ、
曇りが取れにくくなることがあります。

ステアリングヒーター★／
シートヒーター／シートベ
ンチレーター★

● ステアリングヒーター
ハンドルのグリップ部を暖める
ことができます。
● シートヒーター
フロントシートの表面を暖める
ことができます。
● シートベンチレーター
シート内部に装備されたファン
で換気することにより、フロン
トシート表面の通気をよくする
ことができます。

警告
■低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターにふれないようにご注意く
ださい。

●乳幼児・お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

●皮膚の弱い方

●疲労の激しい方

●深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風
邪薬など）を服用された方

注意
■シートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。



454 6-1. エアコンの使い方

スイッチを押してシステムのON
／OFFを切りかえる
作動中はスイッチの作動表示灯が点灯し
ます。

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

スイッチを押してシートヒーター
の作動を切りかえる

作動中は、レベルインジケーター が
黄色に点灯します。

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

強（3個点灯） 中（2個点灯）弱
（1個点灯） OFF

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

スイッチを押してシートベンチ
レーターの作動を切りかえる

作動中は、レベルインジケーター が
緑色に点灯します。

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

強（3個点灯） 中（2個点灯）弱
（1個点灯） OFF

注意
■補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で使用しないでください。

ステアリングヒーターを使うに
は

シートヒーターを使うには

A

警告
■異常過熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

●長時間連続使用しない

●毛布・クッションなどを使用しない

シートベンチレーターを使うに
は

A
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知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■エアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターを強で使用してい
るとき、エアコンの風量に応じてシート
ベンチレーターの作動が強くなります。
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6-2. 室内灯のつけ方

インストルメントパネルオーナメント照明（P.458）

インテリアランプ（P.457）／フロントパーソナルランプ
（P.457）

シフトレバー照明※

リヤパーソナルランプ（P.457）

足元照明
※車幅灯に連動して点灯します。

知識
■イルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・パワースイッチのモードによ
り、各部の照明が自動的に点灯・消灯し
ます。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

パワースイッチをOFFにしたときに、室

内灯が点灯したままの場合、約20分後
に自動消灯します。

■室内灯の自動点灯について

SRS エアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約 20 
分間自動で点灯します。
手動操作で消灯することもできますが、
二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E
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（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります）

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧：P.570）

■ インテリアランプを点灯・消灯
する

スイッチにタッチする
タッチするたびに点灯・消灯が切りかわ
ります。

リヤパーソナルランプも連動して点灯・
消灯します。

ドアポジション（ドア連動）がONのと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

■ ドアポジション（ドア連動）の
ON／ OFFを切りかえる

ドア連動スイッチにタッチする
ドアの開閉に連動してランプの点灯・消
灯が切りかわります。

タッチするたびにドアポジションのON
／ OFFが切りかわります。

ドアポジションがONのとき、スイッチ

上の表示灯 が点灯します。

知識
■インテリアランプのスイッチ・ドア連
動スイッチが正常に反応しない状況に
ついて

●スイッチに水や汚れなどが付着してい
るとき

●ぬれた手で操作したとき

●手袋などを装着しているとき

■ フロントパーソナルランプを点
灯・消灯する

スイッチにタッチする
タッチするたびに点灯・消灯が切りかわ
ります。

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、長時間ランプを点灯しないでくだ
さい。

インテリアランプを操作するに
は

パーソナルランプを操作するに
は

A
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■ リヤパーソナルランプを点灯・
消灯する

スイッチを押す
押すたびに点灯・消灯が切りかわります。

インテリアランプに連動してランプが点
灯・消灯します。インテリアランプに連
動して点灯している場合、スイッチを押
しても消灯しません。

知識
■フロントパーソナルランプのスイッチ
が正常に反応しない状況について

●スイッチに水や汚れなどが付着してい
るとき

●ぬれた手で操作したとき

●手袋などを装着しているとき

次のような場合、インストルメン
トパネルオーナメント照明が2回
点滅してお知らせします。

■ 先行車発進通知
前の車に続いて停車しているとき、
先行車の発進や加速をお知らせし
ます。
停車直前の極低速走行時にも作動するこ
とがあります。

■ PDA（プロアクティブドライビ
ングアシスト）連動通知

PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）が作動対象を検出し
た場合にお知らせします。
（P.316）

知識
■イルミネーション通知の作動について

●先行車発進通知は、カスタマイズ設定
から発進遅れ告知機能の先行車発進告
知機能を非作動に設定しても作動しま
す。（P.323）

●PDA（プロアクティブドライビングア
シスト）連動通知は、カスタマイズ設
定から PDA（プロアクティブドライビ
ングアシスト）を非作動に設定すると
作動しません。（P.316）

●停車時に先行車との距離が近いときは、
先行車発進通知でお知らせするタイミ
ングが遅れる場合があります。

●悪天候などにより前方カメラ・前方
レーダーが正しく作動しないときは、
作動しません。

●停車後、約3秒以内に先行車が発進した
とき、イルミネーション通知は作動し
ません。ただし、レーダークルーズコ
ントロール使用中の場合はイルミネー
ション通知が作動し、追従走行にもど
ります。

■カスタマイズ機能

イルミネーション通知の作動／非作動を
変更できます。（カスタマイズ一
覧：P.570）

イルミネーション通知
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6-3. 収納装備

ボトルホルダー（P.461）

グローブボックス（P.460）

チケットホルダー（P.461）

オープントレイ（P.461）

カップホルダー（P.460）

サイドトレイ（P.462）

コンソールボックス（P.460）

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

D

E

F

G

警告
■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

●室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる
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レバーを引き上げて開ける

知識
■グローブボックスランプ

車幅灯点灯時は、グローブボックス内の
ランプが点灯します。

ボタンを押してロックを解除し開
ける

■ フロント

■ リヤ
リヤアームレストを手前に倒す

グローブボックスを使うには

警告
■グローブボックスを使用しないとき

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

コンソールボックスを使うには

警告
■コンソールボックスを使用しないと
き

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

カップホルダーを使うには
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■ フロント

■ リヤ

知識
■ボトルホルダーについて

●ペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

●ペットボトルの大きさ・形によっては

収納できないことがあります。

サンバイザーを下ろして使用する

■ 上段トレイを使用する

■ 下段トレイを使用する
ノブを押して上段トレイを取りは
ずす

警告
■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップ・缶・ペッ
トボトル※以外のものを置かないでく
ださい。

急ブレーキや事故により落ちてけがを
するおそれがあります。やけどを防ぐ
ために温かい飲み物にはフタを閉めて
おいてください。
※フロントカップホルダーのみ

ボトルホルダーを使うには

注意
■収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが
入っている紙コップ・ガラス製のコッ
プなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス製
品が割れたりするおそれがあります。

チケットホルダーを使うには

オープントレイを使うには
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スマートフォンなどを収納するこ
とができます。

知識
■コンソールボックス内の充電用USB 
Type-C 端子を使用するとき

コンソールボックスを閉じた状態で配線
を外に引き出すことができます。警告

■収納してはいけないもの

オープントレイにものを置くときは、
次の注意事項を守ってください。急ブ
レーキや急ハンドル時などに収納して
いたものが飛びだし、ペダル操作のさ
またげとなるおそれがあるほか、運転
者の注意力がにぶり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●転がりやすいものや凹面より高さが
あるものを置かないでください。

●トレイの端よりも高くものを積み重
ねないでください。

●トレイの端からはみ出してものを置
かないでください。

サイドトレイを使うには

警告
■収納してはいけないもの

サイドトレイには、転がりやすいもの
やトレイから飛び出すおそれがあるも
のを置かないでください。急ブレーキ
や急ハンドル時などに収納していたも
のが飛びだし、ペダル操作のさまたげ
となるおそれがあるほか、運転者の注
意力がにぶり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。
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フックを使って荷物を固定するこ
とができます。
1 手前のフックを使用するとき
は、デッキボードを持ち上げる

2 フックを起こし、デッキボード
をもとどおりに閉じる

3 奥側のフックを使用するとき
は、デッキボードを持ち上げず
そのままフックを手前に倒す

知識
■停止表示板について

●停止表示板は、トヨタ販売店で購入す

ラゲージルーム内装備

デッキフックを使うには

警告
■フックを使用しないとき

けがをしないように、必ずもとの位置
にもどしておいてください。

デッキアンダートレイを使うに
は

警告
■走行中の警告

デッキボードを必ず閉じてください。

急ブレーキや急旋回時などに、デッキ
アンダートレイに収納していたものが
飛び出し、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

停止表示板収納スペース
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ることができます。

●ケースの大きさや形状によっては、収
納できない場合があります。

警告
■走行中の警告

デッキボードを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、収納し
ていたものが飛び出し、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

■停止表示板を収納するとき

確実に収納されていることを確認して
ください。
確実に収納されていないと、急ブレー
キをかけたときなどに停止表示板が飛
び出し、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。
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6-4. その他の室内装備の使い方

1 前方をさえぎるには、バイザー
を下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザー
を下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす

カバーをスライドして開ける
カバーを開けるとバニティミラーランプ
が点灯します。

知識
■自動消灯について

パワースイッチがOFFの場合、バニティ
ミラーランプが点灯したままのときは、
約 20分後に自動消灯します。

DC12 V/10 A（消費電力
120W）未満の電気製品を使用す
るときの電源としてお使いくださ
い。
フタを開ける

知識
■作動条件

パワースイッチがACC 、ON またはマル
チメディアシステムの電源がONのとき

■ハイブリッドシステムを停止するとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。
接続したままにしておくと、ハイブリッ
ドシステムが正常に停止しなくなる場合
があります。

その他の室内装備

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには

注意
■補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、長時間ランプを点灯しないでくだ
さい。

アクセサリーソケットを使うに
は
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DC5V/3.0A（消費電力15W）
の電源としてお使いください。
このUSB Type-C 端子は充電専用
でありデータ転送などは行えませ
ん。
また、使用する機器によっては、
正常に充電できない場合がありま
す。ご使用になる機器に付属の取
り扱い説明書もお読みください。
■ フロントコンソール

■ コンソールボックス内
コンソールボックスを開ける

知識
■作動条件

パワースイッチがACC 、ON またはマル
チメディアシステムの電源がONのとき

■正常に働かないおそれのある状況

●DC5V/3.0A（消費電力 15W）をこえ
る電力を要求する機器を接続したとき

●パソコンと通信を行う機器を接続した
とき

●接続機器の電源がOFF のとき（機器に
より異なります）

●炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

■使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

注意
■アクセサリーソケットを使用しない
とき

ショートや故障を防ぐために、アクセ
サリーソケットに異物が入ったり、飲
料水などがかかったりしないように、
使用しないときは、フタを閉めておい
てください。

■ヒューズが切れるのを防ぐために

DC12 V で最大電流 10A（最大消費
電力120W）以上の電気製品を使用し
ないでください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、アクセサリーソケットを長時間使
用しないでください。

充電用USB Type-C 端子を使う
には

注意
■充電用USB Type-C端子の損傷を防
ぐために

●端子部に異物を入れないでください。

●水や液体をかけないでください。

●強い力や衝撃を加えないでください。

●分解や改造、取りはずしをしないで
ください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）によるワイヤレス充電規
格Qi に適合したスマートフォンを
充電エリアに置くだけで、充電す
ることができます。
ワイヤレス充電器より大きいス
マートフォンには本機能を使用で
きません。また、スマートフォン
によっては、正常に作動しない場
合があります。
ご使用になるスマートフォンに付
属の取扱説明書もお読みください。
■「Qi」マークについて
「Qi」、Qi マークは、ワイヤレスパ
ワーコンソーシアム（WPC）の商
標です。

■ 各部の名称

充電エリア※

作動表示灯

電源スイッチ
※スマートフォンおよびワイヤレス充電
器には充電用コイルが入っています。
充電エリア上でスマートフォン内の充
電用コイルが検出されると、充電を開
始します。スマートフォン内の充電用
コイルが充電エリアからはずれた場合、
充電は自動的に停止します。スマート
フォン内の充電コイルの搭載位置につ
いては、スマートフォンの製造業者に
お問い合わせください。

2つ以上のスマートフォンを同時に充
電エリアに置くと、正しく充電用コイ
ルを検出できず、充電できないことが
あります。

注意
■外部機器の損傷を防ぐために

●機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

●機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、充電用USB Type-C 端子を長時
間使用しないでください。

ワイヤレス充電器を使うには★

A

B

C
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■ 充電する
1 電源スイッチを押す
押すごとにONと OFF に切りかわりま
す。

ONにすると作動表示灯が緑色に点灯し
ます。

ワイヤレス充電器の電源の状態（ON／
OFF）はパワースイッチをOFF にして
も記憶されます。

2 スマートフォンを置く
スマートフォンの充電面（裏面）がワイ
ヤレス充電器の充電エリアに接するよう
に置いてください。

充電中は作動表示灯が橙色に点灯します。

作動表示灯が橙色に点滅したときは、充
電が行われません。その場合、スマート
フォンをいったん取り出し、作動表示灯
が緑色に変わったことを確認し、置き直
してください。

充電が完了すると作動表示灯が緑色に点
灯します。

■ スマートフォンを置くときの留
意事項

次の点にご留意ください。
● スマートフォンの側面がトレイ
の底面に接するように置く

● スマートフォンの充電面（裏面）
が充電エリアのある面に接する
ように置く

● スマートフォンの充電コイルが
ワイヤレス充電器の充電エリア
に合うように置く

● スマートフォンを置いたときに、
作動表示灯が橙色に点灯してい
ることを確認する

作動表示灯が橙色に3回の点滅を繰り返
す場合は、スマートフォンをいったん取
り出し、作動表示灯が緑色に変わったこ
とを確認し、置き直してください。

以上の点に留意しても充電が開始
しない場合は、次の項目を確認し
てください。
● スマートフォンにケースやカ
バーを装着している場合、ケー
スやカバーの厚みや材質が影響
している場合があります。ス
マートフォンのケースやカバー
をはずして、充電が開始するか
確認してください。

● スキミング防止カードなど、ワ
イヤレス充電器とスマートフォ
ンとの通信を妨げるものがあい
だにないか、確認してください。

● スマートフォンを再起動すると、
充電できるようになる場合があ
ります。

● スマートフォンが高温になり、
スマートフォン側の保護機能が
作動していることがあります。
スマートフォンを確認し、保護
機能が作動している場合は、ス
マートフォンの温度が十分に下
がってから、再度置いてくださ
い。

● スマートエントリー＆スタート
システムが電子キーの検出を
行っていると、一時的に充電が
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停止します。この場合、電子
キーの検出が完了すると自動的
に充電を再開します。車両の全
ドアを閉じた状態で走行し、充
電が開始することを確認してく
ださい。

● スマートフォンが充電エリア外
まで動くと、充電が停止します。
このとき、作動表示灯が橙色に
点滅します。スマートフォンを
いったん取り出し、作動表示灯
が緑色に変わったことを確認し、
置き直してください。

■ 再充電機能
充電が完了し、充電停止状態が一
定時間経過すると充電を再開しま
す。
■ 急速充電機能
● 次のスマートフォンに対しては
急速充電が行えます。

･ WPC の Ver1.2.4 に準拠した、急速
充電に対応したスマートフォン

･ 7.5W 充電に対応した iOS を搭載して
いる iPhone（iPhone 8 以降の機種）

● 急速充電に対応したスマート
フォンを充電すると、自動的に
急速充電機能に切りかわります。

■ 作動表示灯の点灯状況

※1待機中は充電用の電力は出力していません。この状態で金属製のものを充電エリア
に置いても、加熱されることはありません。

※2充電中にスマートエントリー＆スタートシステムが電子キーの検出を行っていると、
作動表示灯が緑色に点灯することがあります。特に停車中やドアが開いているとき
は、作動表示灯が緑色に点灯することが多くなります。

※3スマートフォンが高温になると、スマートフォン側の保護機能により充電が停止し、
作動表示灯が緑色に点灯することがあります。

※4スマートフォンによっては、充電完了後も表示灯が橙色に点灯し続ける場合があり
ます。

■ ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況
ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況と、想定される原因の対処方法
は次のとおりです。

作動表示灯 状況

消灯 ワイヤレス充電器の電源がOFF のとき

緑（点灯）
待機中※1, 2, 3

充電完了時※4

橙（点灯）

充電エリアにスマートフォンを置いたとき（スマートフォ
ンを検出中）

充電中※2, 3



470 6-4. その他の室内装備の使い方

知識
■使用条件

パワースイッチが ACC 、ON またはマル
チメディアシステムの電源がONのとき

■使用できるスマートフォンについて

●ワイヤレス充電規格Qi 準拠機器を使用

できます。ただし、すべてのQi 準拠機
器と互換性を保証しているものではあ
りません。

●スマートフォンを対象とした5W以下の
低電力給電を対象としています。

●ただし、次のスマートフォンに対して
は、5W をこえる充電に対応していま
す。

作動表示灯 想定される原因・対処方法

橙（1 秒間に 1 回の点滅
をくり返す）

車両とワイヤレス充電器の通信不良
→ ハイブリッドシステムが始動しているときは、一度ハ
イブリッドシステムを停止し、再始動してください。

パワースイッチのモードが ACC のときは、一度ハイブ
リッドシステムを始動してください。（P.250）

緑（点灯）

スマートエントリー＆スタートシステムが電子キーの検出
を行っている
→ 電子キーの検出が完了するのをお待ちください。

スマートフォンが高温になったため、スマートフォン側の
保護機能により充電を停止している
→ スマートフォンの温度が十分に下がってから、再度充
電を行ってください。

橙（3 回連続の点滅をくり
返す）

異物検知：
充電エリア内に金属製の異物があり、異物の異常過熱防止
機能が働いた
→ 充電エリア内にある異物を取り除いてください。

スマートフォンのずれ：
スマートフォンの充電用コイルが充電エリアからはずれた
ことで、異物の異常過熱防止機能が働いた
→ スマートフォンをいったん取り出し、作動表示灯が緑
色に変わったことを確認し、置き直してください。ま
た、ケースやカバーをスマートフォンに装着している
場合は、はずしてください。「機能が正常に働かないお
それのある状況」も併せて参照してください。
（P.471）

橙（4 回連続の点滅をくり
返す）

ワイヤレス充電器内の温度が一定値をこえたことによる安
全停止
→ スマートフォンを充電エリアから取り出して、作動表
示灯が緑にもどるまで待ってから充電を開始してくだ
さい。
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･ 7.5W の充電に対応した iPhone に対
しては、7.5W 以下の充電に対応して
います。

･ WPC規格のVer1.2.4 に規定されてい
る EPP出力に準拠したスマートフォン
に対しては、10W以下の充電に対応し
ています。

●スマートフォンの縦のサイズが約
132mm～ 170mmで、厚さが約
21mm以下のものを対象としていま
す。

このワイヤレス充電器は、スマートフォ
ンを横向きに挿し込み、サポーターで固
定する構造のため、縦のサイズが約
132mm以下のスマートフォンはサポー
ターで固定することができません。

●スマートフォン側の充電コイルが、ス
マートフォンの中心付近に搭載されて
いるものを対象としています。充電コ
イルの搭載位置については、スマート
フォンの製造業者にお問い合わせくだ
さい。

●カメラ部分の突起など、充電面に大き
な突起があるスマートフォンは、ワイ
ヤレス充電器が検知しにくくなる場合
があります。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムの使用について

電子キーが車外に持ち出されたときなど、
充電動作中にスマートエントリー＆ス
タートシステムが電子キーの検出を行う
ために、充電を停止します。電子キーが
検出されると、充電は自動的に再開しま
す。

■スマートフォンにカバーやアクセサ
リーを付けるときは

スマートフォンに、「Qi」非対応のカバー
やアクセサリーを付けた状態で充電しな
いでください。カバー（一部メーカー純
正品を含む）やアクセサリーの種類に
よっては充電できない場合があります。

充電エリアにスマートフォンを置いても
充電が行われないときは、カバーやアク
セサリーをはずしてください。

■スマートフォンを充電エリアに置いた
とき

スマートフォン側面のスイッチが押され
るなどして、意図せずアプリが起動する
場合があります。必要に応じて、スマー
トフォンの設定を変更するなど対処して
ください。

■充電中にAMラジオにノイズが入るとき

●ワイヤレス充電器の電源をOFFにして、
ノイズが低減するか確認してください。
ノイズが低減する場合は、充電中にワ
イヤレス充電器の電源スイッチを約 2
秒間押し続けることで、充電の周波数
を切りかえてノイズを低減することが
できます。
また、その際、作動表示灯が橙色に 2
回点滅します。

● iPhone の急速充電は、特定の周波数で
行っています。周波数の切りかえ中は、
iOSのバージョンによっては、急速充
電動作を行わない場合があります。

■充電中についての留意事項

充電中は、ワイヤレス充電器とスマート
フォンが温かくなりますが、異常ではあ
りません。充電中にスマートフォンが温
かくなったときは、スマートフォン側の
保護機能により、充電が停止することが
あります。この場合、スマートフォンの
温度が十分に下がってから、再度、充電
を行ってください。

■清掃について

P.493

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

次のような場合は正常に充電しない場合
があります。

●スマートフォンが満充電のとき
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●有線接続でスマートフォンを充電中の
とき

●充電エリアとスマートフォンのあいだ
に異物があるとき

●充電により、スマートフォンの温度が
高温になっているとき

●炎天下などにより、充電エリア付近の
温度が35 ℃以上になっているとき

●スマートフォンの充電面を充電エリア
に接しないように置いたとき

●スマートフォンの置き場所が充電エリ
アからずれているとき

●折りたたみ式のスマートフォンを充電
エリアの外に置いたとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●電子キーが車内にないとき

●スマートフォンの充電面と充電エリア
のあいだに次のようなものを挟んだり、
装着したりして、あいだが 2mm 以上
となるとき

･ 厚みがあるケースやカバー
･ 充電面が平面状ではなく、段差や傾斜
があるケースやカバー

･ 厚みがあるデコレーション
･ 指リングやストラップなどのアクセサ
リー

●スマートフォンの充電面にカメラなど
の突起があり、スマートフォンの充電
面と充電エリアとのあいだにすき間が
できるとき

●スマートフォンが、次のような金属製
のものに接していたり、覆われたりし
ているとき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭

･ カイロ
･ CD や DVD などのメディア
･ 金属製のデコレーション
･ 金属製のケースやカバー
･ スマートフォンの充電面側に磁石が
入った手帳型ケース

●近くで電波式ワイヤレスリモコンを使
用しているとき

●2つ以上のスマートフォンを同時に充電
エリアに置いたとき

●スマートフォン内の充電コイルがス
マートフォン中央付近にない機種のと
き

また、上記以外で、充電が正常に行われ
ない、または、作動表示灯が点滅したま
まのときは、ワイヤレス充電器の異常が
考えられます。トヨタ販売店へお問い合
わせください。

■スマートフォンのOS を更新したとき

スマートフォンのOS バージョンを更新
したとき、充電の仕様が大きく変更され
ることがあります。WPC の対応バージョ
ンが変更された場合、急速充電機能が使
えなくなる場合があります。詳しくは各
メーカーのホームページ情報等でご確認
ください。

■商標について

iPhone は、米国および他の国々で登録さ
れたApple Inc. の商標です。なお、
iPhone の商標はアイホン株式会社のライ
センスにもとづき使用されています。

警告
■運転中の注意

スマートフォンを充電する場合、安全
のため、運転者は運転中にスマート
フォン本体の操作をしないでください。
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手前に倒して使用する

警告
■電波がおよぼす影響について

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器などの医療
用電気機器を装着されている方は、ワ
イヤレス充電器のご使用にあたっては
医師とよくご相談ください。ワイヤレ
ス充電器の動作が医療用電気機器に影
響を与えるおそれがあります。

■故障ややけどを防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと装置の故障や損
傷、車両火災、発熱によるやけど、ま
たは感電につながるおそれがあります。

●本製品はスマートフォン専用の充電
器のため、スマートフォン以外のも
のを充電しない

●充電中に、充電エリアとスマート
フォンのあいだに金属物を挟まない

●充電エリアにアルミなどのシールや
金属製のものを貼り付けない

●スマートフォン本体および外付けの
ケースやカバーなどに対して、充電
エリアと接触する側に、アルミなど
のシールや金属製のものを貼り付け
たまま充電しない

●強い力や衝撃をかけない

●分解や改造、取りはずしをしない

●指定されたスマートフォン以外は充
電しない

●磁気を帯びたものを近付けない

●布などをかぶせて充電しない

注意
■故障やデータ破損を防止するために

●スマートフォン収納部に飲料水など
の液体をこぼさないよう注意してく
ださい。誤ってこぼしてしまったり、
液体が付着したりしているときは、
乾いた布などでふいて乾燥させてか
ら使用してください。

●充電中に、充電エリアにクレジット
カード・ETC カードなどの磁気カー
ドや磁気記録メディアなどを近付け
ると、磁気の影響によりデータが消
えるおそれがあります。また、腕時
計などの精密機器を近付けると、こ
われたりするおそれがありますので、
近付けないでください。

●スマートフォンの充電面と充電エリ
アのあいだに、交通系 IC カードなど
非接触型 ICカードを挟んだまま充電
しないでください。IC チップが非常
に高温になり、スマートフォンや IC 
カードが破損するおそれがあります。
特に、非接触型 IC カードを取り付け
られるケースやカバーをスマート
フォンに装着したまま充電しないよ
うにご注意ください。

●スマートフォンは車室内に放置しな
いでください。炎天下など車室内が
高温となり、故障の原因になります。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
で、ワイヤレス充電器を長時間使用し
ないでください。

アームレストを使うには
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天井に取り付けられているアシス
トグリップは、走行中にシートに
座っている状態で体を支えるとき
にお使いください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ フロント

1 開ける
2 閉める
■ リヤ

1 開ける
2 閉める

注意
■アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

アシストグリップを使うには

警告
■アシストグリップについて

乗降時やシートから立ち上がるときな
どに使用しないでください。

注意
■アシストグリップの破損を防ぐため
に

破損を防ぐために、アシストグリップ
に過度の負荷をかけないでください。

サンシェード★を使うには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
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必ず、給電作業前に次の点をご確
認ください。
● システム作動中はエンジンが作
動するおそれがあるので、車庫
内等、換気の悪い場所を避け、
換気のよい場所に駐車すること

● 地面が固く平らな場所に駐車す
ること

輪止めの使用をおすすめします。輪止め
はトヨタ販売店で購入することができま

警告
■サンシェードを開閉するとき

●サンシェードを開閉するときは、乗
員の手・腕・頭・首を挟んだり巻き
込んだりしないように注意してくだ
さい。

●お子さまには、サンシェードの操作
をさせないでください。
サンシェードに挟まれたり巻き込ま
れたりするおそれがあります。

■やけどやけがを防ぐために

ルーフの下側とサンシェードのすき間
にはふれないでください。手を挟んで
けがをするおそれがあります。また、
車を直射日光のあたる場所に長時間駐
車するとルーフの下側が熱くなるため、
やけどをするおそれもあります。

注意
■正常に機能させるために

次のことをお守りください。

●開閉のさまたげになる部分にものを
置かない

●サンシェードにものを貼らない

■サンシェードの破損を防ぐために

破損を防ぐために、サンシェードに過
度の負荷をかけないでください。

アクセサリーコンセント
（AC100V 1500W）・
非常時給電システム

● アクセサリーコンセント
車内において、AC100Vで消
費電力の合計が1500W の電気
製品を使用することができるシ
ステムです。（P.476）
災害などによる非常時に電力が
必要なときは非常時給電システ
ムのご使用をおすすめします。
（P.477）

● 非常時給電システム
災害などによる非常時に電力が
必要なとき、車両の走行機能を
停止した状態で、AC100V で
消費電力の合計が1500W 以下
の電気製品を使用することがで
きるシステムです。（P.477）

燃料残量警告灯が点灯するまで
給電機能が使用できるシステム
です。

駐車中に使用するときの重要確
認事項
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す。

● ボンネットが閉まっていること
● パーキングブレーキがかかって
いること

● シフトポジションが P になって
いること

● パワースイッチがOFF になって
いること

● 給電中はオートアラームを設定
することができません。盗難を
防ぐために、車内やラゲージ
ルーム内に貴重品などを放置し
ないこと

● 普通充電を行っていないこと
● AC外部給電を行っていないこと

パワースイッチ（P.250）

AC100V スイッチ

室内コンセント

ラゲージルーム内コンセント

■ コンセントを ON するとき
1 パーキングブレーキがかかって

いることを確認し、ブレーキペ
ダルをしっかり踏みながらパ
ワースイッチを押す
（P.250）

各部の名称

A

B

C

D

アクセサリーコンセントを使用
するには
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2 READYインジケーターが点灯
したことを確認
し、“AC100V”スイッチを
押す

“AC100V”スイッチ上の作動表示灯
が点灯し、使用可能な状態になります。

“AC100V”スイッチを押すたびにコ
ンセントのON／ OFF が切りかわりま
す。

3 フタを開けて電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっ
かり挿し込む（P.478）

■ コンセントをOFFするとき
以下の手順をお守りください。
1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 “AC100V”スイッチを押し
てOFFにする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める

■ 非常時給電システムを起動する
とき

1 ブレーキペダルを踏まずに、パ
ワースイッチをONにする（パ

ワースイッチを1回もしくは2
回押す※）（P.253）

マルチインフォメーションディスプレイ
に“パワーON”と表示されているこ
とを確認してください。

ブレーキペダルを踏んだまま、パワース
イッチを押し、READY インジケーター
が点灯した場合、非常時給電システムは
使用できません。
※ACCカスタマイズ機能の設定状態によ
り異なります。

2 READY インジケーターが点灯
していないことを確認
し、“AC100V”スイッチを
3回連続で押す

“AC100V”スイッチ上の作動表示灯
が点灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイに非常時給電モードの表示
がされ起動が完了します。

“AC100V”スイッチを押す間隔が 1
秒以上あいた場合、マルチインフォメー
ションディスプレイの表示がされないと
きがあります。この場合は、はじめから
操作をやり直してください。

“AC100V”スイッチを 4回以上連続
で押した場合、非常時給電システム起動
直後、停止することがあります。この場
合は、はじめから操作をやり直してくだ

非常時給電システムを使用する
には
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さい。

3 フタを開けて電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっ
かり挿し込む（P.478）

■ 非常時給電システムを停止する
とき

次の手順をお守りください。
1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 “AC100V”スイッチを押し
てOFFにする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める
5 パワースイッチをOFF にする

■ 電源プラグを接続するとき
各電気製品の取扱説明書に記載さ
れている注意事項に従ってくださ
い。
電源プラグをコンセントに接続す
る前に、電気製品の電源がOFF に
なっていることを確認してくださ
い。

1 フタを開けて電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっ
かり挿し込む

電源プラグが半挿しの状態にならないよ
うにしてください。

次の場合は、延長ケーブルなどを
使用し、電源プラグを確実に接続
してご使用ください。
● 電源プラグが大きくコンセント
の奥までしっかり挿し込めない

● 電源プラグが重くコンセントか
ら抜けるおそれがある

アース線のある電気製品を使用す
るときは、市販の変換アダプター
を使用してアース線を変換アダプ
ターのアース端子に接続してくだ
さい。

■ 車外にコードを引いて使用する
とき

付属の外部給電アタッチメントを
後席ドアガラスに取り付けてくだ
さい。外部給電アタッチメントを
使用するときは、外部給電アタッ
チメント付属の取扱説明書に従っ
て、安全に作業してください。
外部給電アタッチメントは、ラ
ゲージルームに搭載されています。

電気製品の電源プラグを接続す
るには
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知識
■アクセサリーコンセント、非常時給電
システムについて

●AC100Vで消費電力の合計が1500W
以下の電気製品を使用してください。
規定容量をこえる電気製品を使用する
と、保護機能が働き、給電機能が停止
することがあります。

●消費電力が大きな電気製品（ホットプ
レートなど）の中には、コンセントを
単独で使うことを必須としているもの
があります。その場合は、他の電気製
品と併用しないでください。

●複数の電気製品に給電する場合、電気
製品によっては正常に作動しない可能
性があります。その場合は、単独で電
気製品を使用してください。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、大きな電流が流れ、瞬
間電力が 1500W をこえるときがあり
ます。この場合は、保護機能が働き、
給電機能が停止することがあります。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。

●コンセントの使用中、ラゲージルーム
付近から冷却用ファンの音がすること
がありますが、異常ではありません。

●非常時給電システムの使用中は、燃料
残量警告灯が点灯すると給電機能が停
止します。

■正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような電気製品は、消費電力の合計
が 1500W 以下でも正常に作動しないお
それがあります。

●起動時の電力が大きい電気製品

●取扱説明書などに記載されている消費
電力よりも大きな供給電力を必要とす
る電気製品

●精密なデータ処理をする計測機器

●きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

●タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

■アイドリングストップ条例について

駆動用電池の残量減少などにより、自動
でエンジンが始動し、充電を行います。
一部の自治体では、駐車または停車中に
エンジンが始動した場合、条例にふれる
可能性があります。アクセサリーコンセ
ント、非常時給電システムの使用につい
ては関係する自治体に確認した上で、適
切に使用してください。

■駐車中または停車中に使用するとき

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを施錠・解錠することはでき
ません。

●非常時給電システム起動後はメカニカ
ルキー（P.553）で施錠・解錠する
ことができます。

●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません
キーの所在を確認してください”と表
示されたりすることがあります。電子
キーを携帯していることを確認してく
ださい。

●給電中に周囲が暗くなると、自動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラン
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プについては、P.266 を参照してく
ださい。

●普通充電はできません。

●AC外部給電はできません。車内のコン
セントに接続してください。

警告
■安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故の原因
となり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●非常時給電システムの使用中は、お
子さまや介護を必要とする方、ペッ
トを車内に残さないでください。エ
アコンを使用していても、システム
の自動停止等により室内が高温、ま
たは低温になる場合があり、熱中
症・脱水症状・低体温症になるおそ
れがあります。

●お子さまなど、不慣れな方だけで給
電作業を行わないでください。

●ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

●コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はトヨタ販売店にご相談ください。

●コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

●コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをし、プラグの刃に
ふれないようにしてください。コー
ドを引っ張って電源プラグを抜くと、
電源プラグやコードが損傷するおそ
れがあります。

●コードやコンセントに異常な発熱を
感じたらただちに使用を中止してく
ださい。また、コードやコンセント
の発熱を防ぐために、次のことをお
守りください。

･ コンセントに、分岐用コンセントを
複数接続しない

･ コードリールを使用する場合、コー
ドはリールからすべて引き出す

●アース線のある電気製品を使用する
ときは、市販の変換アダプターを使
用してアース線を変換アダプターの
アース端子に接続してください。

●電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。



481

6

6-4. その他の室内装備の使い方
室
内
装
備
・
機
能

警告
■接続する電気製品について

●使用する電気製品に付属の取扱説明
書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

●電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

●特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

●水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

●防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

●水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

●車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあります。

■電源周波数について

●工場出荷時、車両側の電源周波数は、
50Hz に設定されています。
コンセントと電源周波数が異なる電
気製品を使用しないでください。誤
作動や故障などの原因になるおそれ
があります。電気製品によっては、
電源周波数の切りかえ（50/60Hz）
機能があるので、車両と電気製品の
電源周波数を同じにしてください。
車両側の電源周波数切りかえが必要
な場合は、トヨタ販売店にご相談く
ださい。

●特に電子レンジは使用中に発熱する
おそれがあるため、必ずコンセント
と電源周波数が合っていることを確
認してください。

■駐車中または停車中に使用するとき

●コンセントは、照明器具などの電気
製品と直接接続して使用するもので
す。家屋などへ電気を供給する発電
機として使用しないでください。ま
た、家屋などに設置されている非常
時の給電システム（外部電源と接続
ができる専用設備、外部電源からの
供給回路が電力会社からの電気配線
と分離されている設備など）に接続
する場合は、当該システムの製造業
者または販売業者にご相談ください。

●コンセントの使用中はパーキングブ
レーキをしっかりとかけて、シフト
ポジションをP から切りかえないで
ください。車両が動いて思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

●落雷の可能性がある天候のときは給
電を行わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

●暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。給電システムの自動停止な
どにより、電気製品が意図せず停止
するおそれがあります。

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。使用中に車両を
移動させたり、傾けたりしないでく
ださい。

●車外にコードを引いて使用する場合
は、次のことに注意してください。

･ 雨水の侵入などに注意する

コンセントに雨水が付着した場合は、
乾燥させてから使用してください。
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警告
･ コードを窓やドアで挟まない

･ たるみをもたせ、異常な張りが発生
しないようにする

･ 誤って車両を発進させない

●給油や洗車は行わないでください。

●ボンネットが閉まっていることを確
認してください。

状況によっては、エンジンが自動で始
動するため排気管付近に近付いたり、
荷物を置いたりしないでください。

また、エンジンルーム内に顔や手を近
付けないでください。ラジエーター冷
却用のファンが急にまわりだすことが
あります。ファンの回転部分にふれた
り、近付いたりすると、手や着衣（特
にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）
が巻き込まれるおそれがあります。

●燃えやすいものの近くに停めて使用
しないでください。

過熱した排気管で発火するおそれがあ
ります。

●腐食性のガスまたは溶液の発散する
場所では使用しないでください。

●駆動用電池の残量減少により、自動
的にガソリンエンジンが作動します。
車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所（雪が積もった場所）などで
は、酸素欠乏や排気ガスの充満、滞
留を防ぐため、給排気を可能とする
関連装置などを適切に設置して、使
用してください。設置できない場合
は使用しないでください。

■走行中に使用するとき

●走行中、次のような場合は、電気製
品を使用しないでください。また、
電気製品を確実に固定できない状態
で使用しないでください。

･ わき見運転など、安全運転のさまた
げになる場合（テレビ・ビデオ・
DVD など）

･ 急ブレーキをかけたときや衝突した
ときなどに、固定が不完全で転倒の
おそれがある場合

･ 落下による事故や、発熱により火災
が発生するおそれがある場合

･ やけどなどのおそれがある場合
（トースター・電子レンジ・電熱器・
ポット・コーヒーメーカーなど）

･ ペダルの下に電気製品が入り込み、
ブレーキペダルが踏めなくなるおそ
れがある場合（ドライヤー・AC ア
ダプター・マウスなど）

●窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製
品を使用しないでください。ガラス
が曇って視界が悪化し、運転に支障
が出るなどのおそれがあります。ま
た、他の電装品に悪影響をおよぼす
おそれがあります。やむを得ず使用
するときは、車両を停車した状態で
窓を開けて使用してください。
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正しい手順に従って作業しても給
電が開始されない場合は、それぞ
れ次の事項をご確認ください。
■ アクセサリーコンセントが使用
できない

注意
■ショートや故障を防ぐために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、正常に作動しな
かったり、車両や電気製品が損傷した
りするおそれがあります。

●車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や焼損のおそれがあり
ます。

●振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。車両の振
動や、炎天下での駐車時の熱などに
より、電気製品が故障するおそれが
あります。

●コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。コンセントに
異物が入ったり、飲料水などがか
かったりすると、故障したり、
ショートしたりするおそれがありま
す。

■駐車中または停車中に使用するとき

●長時間給電をするときは、エンジン
始動中に排気管から水が出ることが
ありますが、異常ではありません。

●特に外気温が低いときは、排気管の
中にある水が凍り、エンジンが始動
しにくくなったり、排気管からにお
いが発生したりする場合があります。
その場合は、いったん給電作業を中
断して 15 分から 30 分ほど走行し
てください。

■非常時給電システムを使用したあと、
走行させるとき

非常時給電システムを停止してからハ
イブリッドシステムを始動してくださ
い。

正常にアクセサリーコンセ
ント（AC100V 
1500W）または非常時給
電システムが使用できない
ときは

正しい手順に従って作業しても
アクセサリーコンセントまたは
非常時給電システムが使用でき
ない場合は、それぞれ次の事項
をご確認ください。

正常にアクセサリーコンセント
が使用できないとき

考えられる原因 対処法

普通充電または AC
外部給電を実施し
ている

普通充電または AC
外部給電を終了し、
充電コネクターま
たはヴィークルパ
ワーコネクタを取
り外し、はじめか
ら操作をやり直し
てください。

燃料が少なくなり、
駆動用電池の残量
が不足している

燃料を給油後、し
ばらく走行するな
どして駆動用電池
の残量を回復させ
てから、再度
AC100V スイッチ
を押してください。



484 6-4. その他の室内装備の使い方

以上の処置を行ってもアクセサ
リーコンセントが使用できない場
合は、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

正しい手順に従って作業しても給
電が開始されない場合は、それぞ
れ次の事項をご確認ください。

特に外気温が高い
ときなど、駆動用
電池が高温になっ
ている

車両を日陰などへ
移動したり、エア
コンを使用するな
どして車内温度を
下げ、しばらくし
てから、再度
AC100V スイッチ
を押してください。

特に外気温が低い
ときなど、駆動用
電池が低温になっ
ている

しばらく走行した
り、エアコンを使
用するなどして車
内温度を上げ、し
ばらくしてから、
再度 AC100V ス
イッチを押してく
ださい。

電気製品が故障な
どで作動しない

電気製品の電源プ
ラグを抜き、電気
製品自体が故障し
ていないか確認後、
再度 AC100V ス
イッチを押してく
ださい。AC100V
スイッチの作動表
示灯が点灯しない
場合は、一度パ
ワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。
それでも作動しな
い場合は電気製品
の取扱説明書を確
認してください。

考えられる原因 対処法

消費電力の合計が
1500W を超えて
いる

電気製品の電源プ
ラグを抜き、消費
電力の合計が
1500W 以下に
なっているか確認
後、再度AC100V 
スイッチを押して
ください。

コンセントが
ショートしている

電気製品の電源プ
ラグを抜き、下記
項目を確認後、再
度 AC100V ス
イッチを押してく
ださい。

･ ピンなどの異物
が挿さっていな
いか

･ 飲料水、雨水、
雪などが付着し
ていないか

･ ほこりやゴミが
付着していない
か

正常に非常時給電システムが使
用できないとき

考えられる原因 対処法
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■ 非常時給電システムが使用でき
ない

考えられる原因 対処法

ブレーキペダルを
踏みながらパワー
スイッチを操作し
ている

ブレーキペダルか
ら足を離してパ
ワースイッチを操
作してください。

パワースイッチが
ACC になっている

パワースイッチが
OFF の状態から、
ブレーキペダルを
踏まずに、パワー
スイッチをON に
してください。
（P.253）
マルチインフォ
メーションディス
プレイに“パワー
ON”と表示されて
いることを確認し
てください。

AC100V スイッチ
を押す間隔が長す
ぎる、または
AC100V スイッチ
を 3 回よりも多く
押している

AC100V スイッチ
は 1 秒以上間隔を
あけずに3 回連続
で押してください。

特に外気温が高い
ときなど、駆動用
電池が高温になっ
ている

車両を日陰などへ
移動したり、エア
コンを使用するな
どして車内温度を
下げ、しばらくし
てから、パワース
イッチをOFF に
し、はじめから操
作をやり直してく
ださい。

特に外気温が低い
ときなど、駆動用
電池が低温になっ
ている

しばらく走行した
り、エアコンを使
用するなどして車
内温度を上げ、し
ばらくしてから、
パワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。

電気製品が故障な
どで作動しない

電気製品の電源プ
ラグを抜き、製品
自体が故障してい
ないかを確認後、
パワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。そ
れでも作動しない
場合は電気製品の
取扱説明書を確認
してください。

消費電力の合計が
1500W を超えて
いる

電気製品の電源プ
ラグを抜き、消費
電力の合計が
1500W 以下に
なっているかを確
認後、パワース
イッチをOFF に
し、はじめから操
作をやり直してく
ださい。

考えられる原因 対処法
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メッセージの指示に従って、それ
ぞれ必要な処理を行ってください。

■ “燃料の残量低下により給電停
止しました”と表示されたとき

以上の処置を行っても非常時給電
システムが使用できない場合は、
トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

コンセントが
ショートしている

電気製品の電源プ
ラグを抜き、下記
項目を確認後、パ
ワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。

･ ピンなどの異物
が挿さっていな
いか

･ 飲料水、雨水、
雪などが付着し
ていないか

･ ほこりやゴミが
付着していない
か

普通充電を実施し
ている

普通充電を終了し、
パワースイッチを
OFF にし、はじめ
から操作をやり直
してください。

AC外部給電を実施
している

AC外部給電を終了
し、パワースイッ
チをOFF にし、は
じめから操作をや
り直してください。

非常時給電に関するメッセージ
が表示されたとき

考えられる原因 対処法

考えられる原因 対処法

燃料が少なくなっ
た

燃料を給油後、再
度非常時給電シス
テムを起動するこ
とが可能になりま
す。
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7-1. お手入れのしかた

● 水を十分かけながら、車体・足
まわり・下まわりの順番に上か
ら下へ汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す

● 水をふき取る
● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける。（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイール
コート・ガラスコートなど、
トヨタケミカル商品を施工された
場合は、お手入れ方法が異なりま
す。詳しくはトヨタ販売店にお問
い合わせください。

知識
■洗車をする前に

車両の充電リッド、および給油扉が確実
に閉まっていることを確認してください。

■自動洗車機を使うとき

●お車を洗う前に：
･ ドアミラーを格納する
･ パワーバックドア★を停止する

走行前は必ずドアミラーを復帰状態にも
どしてください。

●ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

●洗車機によっては、リヤスポイラーが
引っかかり洗車できない場合や傷付い
たり、破損したりするおそれがありま
す。

●Nポジションに保持したままにする必要
があるときは、P.258 を参照してくだ
さい。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムについて

●電子キーを携帯して洗車などで水をド
アハンドルにかけた場合、施錠／解錠
動作をくり返すことがあります。その
場合は次のような処置をして、洗車な
どをしてください。

･ 電子キーを車両から 2m 以上離れた場
所に保管する（電子キーの盗難に注意
してください）

･ 電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（P.205）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
ドアを施錠すると警報は止まります。

■ホイール・ホイールキャップについて
（マット塗装ホイール非装着車）

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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してください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ホイール・ホイールキャップについて
（マット塗装ホイール装着車）

マット塗装のホイール・ホイールキャッ
プの場合はお手入れ方法が異なります。

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。

●水洗いで早めに汚れを落としてくださ
い。
汚れがひどい場合は、中性洗剤を薄め
て使用してください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流し、柔らかい布で水滴をふ
き取ってください。

●スポンジまたは柔らかい布を用いて手
洗いで汚れを落としてください。

●マット塗装の損傷や艶が出ることを防
ぐために、次のことをお守りください。

･ コーティング剤やワックスは使用しな
い

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ タイヤクリーナやタイヤワックスを付
着させない

･ 乾いた布やブラシ等で磨いたり、こ
すったりしない

･ 自動洗車機を使用する際は、ホイール
専用ブラシでの洗浄は行わない

･ 高圧式スプレーガンやスチームクリー
ナは使用しない

･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

■フロントドアガラスの撥水コーティン
グについて

撥水効果を長持ちさせるため、次のこと
に注意してください。

●フロントドアガラス表面の泥などの汚
れを落とす

●汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

●コンパウンド（磨き粉）が入ったガラ
スクリーナーやワックスを使用しない

●金属製の道具で霜取りをしない

■メッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

●中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

●乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

●油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告
■洗車をするときは

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。
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警告
■フロントウインドウガラスを清掃す
るときは（雨滴感知式ワイパー装着
車）

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。

AUTO モードになっていると、次のよ
うなときにワイパーが不意に作動し、
指などを挟み重大な傷害を受けたり、
ワイパーブレードなどを損傷するおそ
れがあります。

OFF

AUTO

●雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

●水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

●車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

■排気管について

排気管は排気ガスにより高温になりま
す。洗車などでふれる場合は、十分に
排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

A

B

■リヤバンパー・フロントバンパーに
ついて

リヤバンパーまたはフロントバンパー
の塗装に傷がつくと、次のシステムが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。トヨタ販売店にご相談ください。

･ BSM

･ 後方車両への接近警報

･ RCTA

･ 安心降車アシスト

･ 後方車両接近告知

･ 周辺車両接近時サポート

･ セカンダリーコリジョンブレーキ
（停車中後突対応）

･ クリアランスソナー

･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）

･ Toyota Safety Sense

注意
■塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき
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注意
●塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

■ワイパーアームの損傷を防ぐために

ワイパーアームを立てるときは、必ず
運転席側を先に立ててから助手席側を
立ててください。また、もとにもどす
ときは、必ず助手席側から先にもどし
てください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

●ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■自動洗車機を使用するとき（雨滴感
知式ワイパー装着車）

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。
AUTO モードになっていると、不意に
ワイパーが作動してワイパーブレード
などを損傷するおそれがあります。

■フロントグリルの清掃

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、フロントグリルの表面
を損傷するおそれがあります。

●硬いブラシは使用せず、やわらかい
もので洗ってください。

●汚れを落とすときは中性洗剤を使用
し、ワックスなどの油脂類・ガラス
クリーナーなどのアルコール類は使
用しないでください。

●洗車後は、洗剤が残らないように水
をかけて洗い流してください。

■高圧洗浄機を使用するときは

●洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。

高い水圧により衝撃が加わり、装置が
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

●レーダー専用カバー裏に搭載されて
いるレーダーに直接水をかけないで
ください。部品故障の原因になるお
それがあります。

●ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近づけすぎない
でください。

高い水圧がかかることにより、部品が
損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

●モール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm 以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

●フロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

●高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。
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● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1 % にうすめてや
わらかい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識
■カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。

スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

■スーパーUV カットガラス★について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

●ドアガラスが汚れているときは、早め
に水またはぬるま湯を含ませた布で軽
くふいて清掃してください。

注意
●充電リッド付近に使用しないでくだ
さい。普通充電インレットに水が入
り、車両故障につながるおそれがあ
ります。

■アルミ部品の清掃について

ボンネットを清掃するときは、強く押
したり、体重をかけたりしないでくだ
さい。アルミ部分がへこむおそれがあ
ります。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

車内の手入れをするには
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●ドアガラスの汚れがひどいときは、ド
アガラスの開閉をくり返さないでくだ
さい。

■デジタルインナーミラー★のお手入れに
ついて

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

P.222

警告
■車両への水の浸入

●床・ラゲージルーム内など、車内に
水をかけたり液体をこぼしたりしな
いでください。電気部品などに水が
かかると、故障や車両火災につなが
るおそれがあり危険です。

●SRS エアバッグの構成部品や配線を
ぬらさないでください。（P.32）
電気の不具合により、エアバッグが
作動したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●ワイヤレス充電器★（P.467）を
ぬらさないでください。
発熱によるやけど、または感電によ
り重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意
■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソ
リンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール・その他のアルカリ性や
酸性の溶剤

●艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因になったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

■フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（P.287）

■リヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線やアンテナにそって水
またはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

●熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。
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● 水で湿らせたやわらかい布また
は合成セーム皮で汚れをふき取
る

● 乾いたやわらかい布で表面に
残った水分を完全にふき取る

知識
■サテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れた
まま長い間放置すると、汚れが落ちにく
くなります。

● 掃除機などでほこりや砂を取り
除く

● うすめた洗剤をやわらかい布に
含ませ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5 % にう
すめて使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水

分をふき取り、風通しのよい日
陰で乾燥させる

知識
■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

● 掃除機などでほこりを取り除く
● 中性洗剤を水で約1%にうすめ
てやわらかい布に含ませふき取
る

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

注意
■スーパーUV カットガラス★を清掃
するときは

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ドアガラスを清掃するときは、コンパ
ウンドまたは研磨剤入り用品（ガラス
クリーナー・洗剤・ワックスなど）を
使用しないでください。コーティング
を損傷させるおそれがあります。

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには

本革部分の手入れをするには

注意
■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

●直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れをするに
は
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7-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引いてボンネットを開
ける

3 ボンネットステーをステー穴に
挿し込む

知識
■補機バッテリーについて

●この車両の補機バッテリーはラゲージ
ルーム（運転席側）のラゲージサイド
トレイ内にあり、エンジンルームには
搭載されていません。

●補機バッテリーがあがってしまったと
きは、エンジンルーム内にある救援用
端子を使用して、処置を行います。
（P.555）

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告
■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■修理・車検・整備点検をする場合は

整備モードに切りかえる必要がありま
すので、必ずトヨタ販売店にご相談く
ださい。高電圧システムを使用してい
るため、取り扱いを誤ると、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
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警告
■ボンネットを開けるとき

ボンネットを開ける前にパワースイッ
チをOFF にしてください。作動中の部
品に巻き込まれて重大な傷害を受ける
おそれがあります。特に電動ファンは、
パワースイッチをOFF にしたあとも最
大3 分間作動しますので注意してくだ
さい。

■けがを防ぐために

●走行後のエンジンルーム内は高温に
なっています。熱くなった部品にさ
わるとやけどなどの重大な傷害を受
けるおそれがあります。

●走行後のボンネットステーは高温に
なっています。熱くなったボンネッ
トステーにさわるとやけどなどの重
大な傷害を受けるおそれがあります。

■やけどを防ぐために

エアコンのコンプレッサーの作動中、
または作動後は、エアコンの配管が高
温になるため、手をふれないでくださ
い。配管が冷える前にふれると、やけ
どをするおそれがあります。

■エンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。

■ボンネットを閉めるときは

ボンネットを閉めるときは、手などを
挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

■ボンネットステーをステー穴に挿し
込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこな
いように、正しく挿し込まれているか
確認してください。

■補機バッテリーの取り扱いについて

P.495

注意
■ボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重をか
けるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

■ボンネットを閉めるときは

ボンネットステーをステー穴から取り
はずし、クリップに正しくもどしてく
ださい。
ステーを正しくもどさない状態でボン
ネットを閉めると、ボンネットやス
テーが損傷するおそれがあります。
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■ フロント側

■ リヤ側ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用すると
きは、ガレージジャッキに付属
の取り扱い説明書に従って、安
全に作業してください。
ガレージジャッキを使用して車
両を持ち上げるときは、正しい
位置にガレージジャッキをセッ
トしてください。
正しい位置にセットしないと、
車両が損傷したり、けがをした
りするおそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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ウォッシャー液が減っているとき
は、ウォッシャー液を補充してく
ださい。

知識
■ウォッシャー液量の確認

キャップの中央部を指で押さえたまま、
まっすく引き上げると、ウォッシャー液
量を確認することができます。

ウォッシャー液がチューブ下端につかな
いときは、ウォッシャー液を補充してく
ださい。

現在の液量

ウォッシャー液の補充

補充するには

A

警告
■ウォッシャー液を補充するとき

ハイブリッドシステムが熱いときやハ
イブリッドシステムが作動していると
きは、ウォッシャー液を補充しないで
ください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、ハイブリッドシス
テムなどにかかると出火するおそれが
あり危険です。

注意
■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。
● タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無
● タイヤの溝の深さ
● タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識
■タイヤ空気圧について

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。

195/60R17 90H

前輪：250kPa（2.5kg/cm2）※

後輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

195/50R19 88H

前輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

後輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

※タイヤが冷えているときの空気圧

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

■低偏平タイヤについて（195/50R19 
タイヤ装着車）

低偏平タイヤは、走行性能を優先したタ
イヤです。特に空気圧は定期的に点検し
てください。2 週間に 1 回（最低でも
1ヶ月に 1 回）、または長距離ドライブの
前には、必ず空気圧を点検してください。
また、雪道や凍結路では、普通のタイヤ
とくらべてグリップ力が低下します。冬
用タイヤを使用し、道路状態に応じた速
度で注意深く運転するようにしてくださ
い。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付
けられています。日常点検とし
て必ずタイヤを点検してくださ
い。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を
のばすために、タイヤローテー
ション（タイヤ位置交換）を
5,000kmごとに行ってくださ
い。

タイヤの点検項目

警告
■点検・交換時について

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する
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警告
●メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ（マッド＆スノータイヤ）・冬用タ
イヤ（スタッドレスタイヤ）を混在
使用しない

●他の車両で使用していたタイヤを使
用しない
以前どのように使用されていたか不
明のタイヤは使用しない

■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●破裂などの修理できない損傷を与え
る

●車両が横すべりする

●車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

■異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。走行中にタイヤの
空気が抜けて、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■タイヤ交換時の注意

●必ずナットのテーパー部を内側にし
て取り付けてください。（P.506）
テーパー部を外側にして取り付ける
と、ホイールが破損しはずれてしま
い、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

●ねじ部にオイルやグリースを塗らな
いでください。ナット部を締めると
きに必要以上に締め付けられ、ボル
トが破損したり、ディスクホイール
が損傷するおそれがあります。また
ナットがゆるみホイールが落下して、
重大な事故につながるおそれがあり
ます。オイルやグリースがねじ部に
付いている場合はふき取ってくださ
い。

注意
■低偏平タイヤについて（195/
50R19 タイヤ装着車）

低偏平タイヤのホイールは、路面から
衝撃を受けたとき、ホイールに通常よ
り大きなダメージを与えることがあり
ます。そのため次のことにご注意くだ
さい。

●適切なタイヤ空気圧で使用する
空気圧が低すぎると簡単に損傷する
ことがあります。

●段差や凹凸のある路面、路上にあい
た穴、平らでない舗道・縁石や他の
障害物を避ける
タイヤおよびホイールがひどく損傷
することがあります。

■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。
タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命をの
ばすために、トヨタは定期点検ごとのタ
イヤローテーションをおすすめします。

前側

知識
■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

●燃費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

●タイヤが冷えているときに点検する

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

●荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

注意
■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

A

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持す
るために、タイヤの空気圧点検
を月に 1回以上実施してくださ
い。
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● 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

● パーキングブレーキをかける
● シフトポジションをPにする
● ハイブリッドシステムを停止す
る

● パワーバックドア装着車はパ
ワーバックドアの設定をOFF に
する（P.202）

知識
■工具について

お客様の車にはタイヤパンク応急修理
キットが標準装着のため、タイヤ交換に
使用する以下の工具は搭載されていませ
ん。工具はトヨタ販売店で購入すること
ができます。

●輪止め

●ホイールナットレンチ

●ジャッキ

●ジャッキハンドル

警告
■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。

タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）

注意
■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。

タイヤの交換

ご自身でタイヤを交換するとき
は、工具とジャッキをご準備く
ださい。
ご自身でのタイヤの交換に不安
がある場合は、トヨタ販売店に
ご相談ください。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に
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けん引フック

タイヤパンク応急修理キット（ボトル）

ツールバッグ（ホイールナットレンチ、ジャッキハンドル）※

ジャッキ※

タイヤパンク応急修理キット（コンプレッサー）
※ツールバッグ（ホイールナットレンチ、ジャッキハンドル）、ジャッキは工場出荷時
には搭載されていませんが、トヨタ販売店で購入することができます。詳しくは販売
店におたずねください。

工具の位置

A

B

C

D

E

警告
■ジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

●他の車のジャッキをお客様の車に使
用しない

●ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

●ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

●車がジャッキで支えられている状態
で、ハイブリッドシステムを始動し
たり車を走らせない
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1 輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

2 ホイールキャップ装着車：ホ
イールキャップを取りはずす

傷が付くのを防ぐため、ホイールナット
レンチの先に布などを巻いて保護してく

ださい。

3 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

4 ジャッキの 部を手でまわし
て、ジャッキの溝をジャッキ
セット位置にしっかりかける

警告
●車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

●車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

●車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

●車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる

タイヤの取りはずし

交換するタ
イヤ

輪止めの位置

左前輪 右側後輪うしろ

右前輪 左側後輪うしろ

左後輪 右側前輪前

右後輪 左側前輪前

A
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5 ジャッキハンドルにホイール
ナットレンチを取り付ける

6 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

7 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの表面に傷が付かないよう表面を上に
します。

警告
■タイヤ交換について

●走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい
走行直後のディスクホイールやブ
レーキまわりは高温になっているた
め、タイヤ交換などで手や足などが
ふれると、やけどをするおそれがあ
ります。

●次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らな
い
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。ナットを取り付けると
きに、オイルやグリースがねじ部に
付いている場合はふき取ってくださ
い。

･ ホイールの交換後はすぐに103N・
m（1050kgf・cm）の力でナット
を締める

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
お客様ご自身で締め付けトルクの確
認ができない場合は、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、トヨタ販売店で
点検を受ける
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1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお
それがあります。

2 タイヤを取り付け、タイヤがが
たつかない程度まで手でナット
を仮締めする

スチールホイールからスチールホイール
にかえるとき：ナットのテーパー部

( ) がホイールのシート部 ( ) に軽

くあたるまでまわす

テーパー部

シート部
アルミホイールからアルミホイールにか

えるとき：ナットの座金 ( ) がホイー

ル ( ) にあたるまでまわす

座金

ホイール
3 車体を下げる

警告
■パワーバックドア装着車のタイヤ交
換について

●タイヤ交換などをする際は、パワー
バックドアの作動（P.202）を停
止してください。停止しないと、
誤ってパワーバックドアを作動させ
たときにバックドアが動き、指や手
を挟んでけがをするおそれがありま
す。

タイヤの取りつけ

A B

A

B

A

B

A

B
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4 ホイールナットレンチを使用
し、図の番号順でナットを2、
3度しっかり締め付ける

締め付けトルク：
103N・m（1050kgf・cm）

5 ホイールキャップ装着車：車両
に装着されていたホイールにも
どしたときは、ホイールキャッ
プを取り付ける

タイヤのバルブ（空気口）に切り欠きを
合わせてホイールキャップを確実に取り
付けます。

6 すべての工具を収納する

1 パワースイッチをOFFにする
充電コネクターが接続されていないこと
を確認してください。

2 グローブボックスを開き、ダン
パーステーのピンをはずす

3 グローブボックス側面を内側に
押して上部のツメを片側ずつは
ずし、グローブボックスを支え
ながらゆっくりと全開させる

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには
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4 グローブボックスがいっぱいま
で開いた状態から、少しだけ持
ち上げた位置で手前に引き、グ
ローブボックス下部の結合部を
はずす

軽く引いても結合部がはずれない場合は、
無理に引っ張らず、持ち上げる量を微調
整しながら手前に引いてください。

5 フィルターカバーのロックをは
ずし（ ）、ツメからフィル
ターカバーを抜き（ ）、フィ
ルターカバーを取りはずす

6 フィルターケースを取りはずす

7 フィルターケースからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する

「 UP」マークの矢印が上を向くよう
に取り付けます。

8 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

知識
■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは次の時期を目安に
交換してください。
15000km[7500km※1] ごと、ただし
12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

A

B
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知識
■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

交換をするには、次のものを準備
してください。
● マイナスドライバー
● 小さいマイナスドライバー
● リチウム電池：CR2450

知識
■リチウム電池CR2450 の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

警告
■エアコンフィルターを交換するとき

充電コネクターが接続されていないこ
とを確認してください。お守りいただ
かないと、作業中に駆動用電池冷却
（P.95）などにより、エアコンが作
動する場合があり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

注意
■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

■グローブボックスを取りはずすとき

必ず指定の手順（P.507）に従って
取りはずしてください。正しい方法で
取りはずさないと、グローブボックス
下部の結合部が破損するおそれがあり
ます。

■フィルターカバーの損傷を防ぐため
に

フィルターカバーを取りはずす際に
フィルターカバーのツメに無理な力が
加わらないように注意してください。
ツメが損傷するおそれがあります。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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2 カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカバー
に電子キーのモジュールが貼り付き、電
池面が隠れている場合があります。この
場合、電子キーのモジュールをひっくり
返し、図のように電池が見える状態で作
業してください。

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

4 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

警告
■電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

●電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

●カバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

●誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

■電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

●同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

●極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

●電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。
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1 パワースイッチをOFFにする
普通充電コネクターが接続されていない
ことを確認してください。

2 ヒューズボックスを開ける
 エンジンルーム

ツメ と を押してロックを完全には
ずしてから、カバーを持ち上げます。

 助手席足元
足元のカバーを取りはずします。

注意
■電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

●電極を曲げない

ヒューズの点検 •交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は

A B



512 7-2. 簡単な点検・部品交換

1 ツメを押してアンダーカバーを
取りはずします。

2 ツメを押してコネクターを取り
はずします。

3 ツメを押してロックをはずし、
カバーを取りはずします。

 ラゲージルーム
デッキボードを引き上げます。

3ヵ所のクリップを引いてはずし、補機
バッテリーカバーを取りはずします。

3 ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

4 ヒューズが切れていないか点検
する

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

正常

ヒューズ切れ

A

B
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知識
■ヒューズを交換したあと

●カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

●交換してもランプ類が点灯しないとき
は、ランプを交換してください。
（P.514）

●交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■補機バッテリーからの回路に過剰な負
荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

■ランプなどの電装部品を交換するとき

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。一部の電装
部品は過電流を防止する専用回路に接続
されているため、この車両指定のトヨタ
純正品以外は使用できない場合がありま
す。

警告
■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意
■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

■エンジンルームのヒューズボックス
の損傷を防ぐために

ヒューズボックスを開けるときは、ツ
メのロックを完全にはずしてからカ
バーを持ち上げてください。ツメが損
傷するおそれがあります。
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知識
■LED ランプについて

すべてのランプは、数個の LED で構成さ
れています。もし LED がひとつでも点灯
しないときは、トヨタ販売店で交換して
ください。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
トヨタ販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

■ランプなどの電装部品を交換するとき

P.513

外装のランプの交換

外装のランプが点灯しないとき
は、トヨタ販売店で交換してく
ださい。
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8-1. まず初めに

● 非常点滅灯（P.517）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車します。

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方（ ）
に発炎筒（P.517）と停止表
示板を置くか、停止表示灯を使
用する

･ 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ

い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識
■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

●停止表示板のご購入については、
トヨタ販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた

A
A

B
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識
■非常点滅灯について

●ハイブリッドシステム停止中（READY 
インジケーターが点灯していないとき）
に、非常点滅灯を長時間使用すると、
補機バッテリーがあがるおそれがあり
ます

●SRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを 2 回押すか、約
20 分経過すると消灯します。（衝撃の
度合いや事故の状況によっては点滅し
ないことがあります）

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬
で発炎筒の先端をこすり、

着火させる
必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。（トンネル内や可燃物の
近くでは使用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A
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いでください。

知識
■発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトポジションをNに入れる
 シフトポジションがNに入った
場合

3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 ハイブリッドシステムを停止す
る

 シフトポジションがNに入らな
い場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 パワースイッチを 2 秒以上押し
続けるか、素早く3 回以上連続
で押してハイブリッドシステム
を停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車を停止させてください。

車を停止するには
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知識
■緊急停止したときは

補機バッテリーの消費電力を抑えるため
にエアコンなどの一部機能の作動を制限
することがあります。

● ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

● ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチ
でドアガラスを開けて避難経路
を確保してください。

● ドアガラスが開けられる場合、
窓から車外に出てください。

● 水没によりドアおよびドアガラ
スを開けることができない場合、
落ち着いて車内外の水圧差がな
くなるまで車内が浸水するのを
待ってからドアを開けて車外に
出てください。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
■水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンやモー
ターが停止し、車が移動できなくなるお
それがあります。

警告
■走行中にやむを得ずハイブリッドシ
ステムを停止するとき

走行中にハイブリッドシステムを停止
してもハンドルやブレーキの操作は可
能ですが、補機バッテリーの残量や使
用状況によっては、車両が停止する前
にハンドルの操作力補助がなくなり、
ハンドル操作が困難になるおそれがあ
るため、車のコントロールがしにくく
なり危険です。ハイブリッドシステム
を停止する前に、十分に減速するよう
にしてください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走
行できるように設計されていま
せん。冠水路または冠水のおそ
れがある道路は、走行しないで
ください。車両が水没や漂流す
ることが予想される場合は、車
内に留まると危険です。落ち着
いて次のように対処してくださ
い。
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■緊急脱出用ハンマー※の使用について

この車両のフロントウインドウガラスと
ドアガラスには合わせガラス★が使用され
ております。合わせガラスは、緊急脱出
用ハンマー※ で割ることができません。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせ
ください。

■合わせガラスの見分け方

ガラスの断面を上から見たとき、2 枚の
板ガラスを貼り合わせてあるのが合わせ
ガラスです。

合わせガラス

強化ガラス

警告
■走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。

A

B

車中泊が必要なときは

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

●詳しい注意事項などを以下のURL で
確認することができます。

https://www.toyota.co.jp/jpn/
sustainability/social_contribution/
tdrs/emergency
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8-2. 緊急時の対処法

次の場合は、パーキングロックに
より前輪が固定されている可能性
があるため、他車にロープでけん
引してもらうことはできません。
トヨタ販売店または専門業者にご
依頼ください。
● シフト制御システムに異常があ
るとき（P.252）

● イモビライザーシステムに異常
があるとき（P.54）

● スマートエントリー＆スタート
システムに異常があるとき
（P.553）

● 補機バッテリーがあがったとき
（P.555）

次の場合は、駆動系の故障が考え

られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
● ハイブリッドシステムの異常を
示す警告メッセージが表示され、
車が動かない

● 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

パーキングブレーキを解除する

オートモードをOFFにしてください。
（P.261）

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。
その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。

注意
■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車または、車両運搬車でけん
引してください。他車にけん引しても
らうと、ブレーキが過熱し効きが悪く
なるおそれがあります。

他車によるけん引が不可能な状
況

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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車両運搬車で輸送するときは、タ
イヤ固縛ベルトを使用します。タ
イヤの固縛方法は、車両運搬車の
取扱説明書を確認してください。
運搬中の車両の揺れを抑えるため、
パーキングブレーキをかけ、パ
ワースイッチをOFFにしてくださ

い。

他車にけん引してもらうときは、
けん引フックを取り付ける必要が
あります。手順に従って取り付け
てください。
1 ラゲージルーム内のけん引フッ
クを取り出す（P.542）

2 マイナスドライバーを使ってフ
タをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んで
まわし、軽く締める

警告
■レッカー車でけん引するとき

必ず前輪を持ち上げるか、4輪とも持
ち上げた状態で運搬してください。前
輪が地面に着いた状態でけん引すると、
駆動系部品が破損したり、モーターが
回転することにより発電され、故障や
破損の状態によっては火災が発生する
おそれがあります。

注意
■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

他車にけん引してもらうとき
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4 ホイールナットレンチや金属の
固い棒などを使い確実に取り付
ける

5 車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

6 ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3m平方（30cm30cm）以上

25m 以内

5m 以内

白い布

けん引方向
7 運転者はけん引される車両に乗
り、ハイブリッドシステムを始
動する

ハイブリッドシステムが始動しないとき
は、パワースイッチをONにしてくださ

い。

パーキングサポートブレーキをOFF に
してください。（P.387）

8 けん引される車両のシフトポジ
ションをNにしてから、パーキ
ングブレーキを解除する

オートモードをOFFにしてください。
（P.261）

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。

知識
■けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

■他車にけん引してもらうときに

ハイブリッドシステムが停止していると
ブレーキの効きが悪くなったり、ハンド
ル操作が通常より重くなったりします。

■ホイールナットレンチについて

トヨタ販売店で購入することができます。

■リヤ側フックについて

このフックは、自車より軽い車をやむを
得ず一般路上でロープによりけん引する
ときに使用することができます。

■リヤ側けん引フックを取り付けるには

リヤ側けん引フックを取り付けるときは、
手順に従って取り付けてください。

A

B

C

D
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警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■他車にけん引してもらうときの運転
について

●けん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

●パーキングロックにより前輪が固定
され、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。次のことをしない
でください。

･ 運転席シートベルトを外し、運転席
のドアを開ける

･ パワースイッチをOFF にする

■けん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。

注意
■車両の損傷を防ぐために

●他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 車速 5km/h 以下、距離 10m以下
で車両積載車までの移動など、でき
るだけ短距離にとどめる。

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

●この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

■リヤ側フックについて

やむを得ない場合以外は使用しないで
ください。装置の変形や車両の損傷な
どにつながるおそれがあります。
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■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ 充電警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ 高水温警告灯（警告ブザー）

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

●パーキングブレーキシステムの異常
●電子制御ブレーキシステムの異常
●回生ブレーキシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.560）に
従ってください。
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■ 油圧警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ ハイブリッドシステム過熱警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ エンジン警告灯

■ SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）

■ ABS ＆ブレーキアシスト警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

ハイブリッドシステムの過熱
→ 安全な場所に停車し、対処方法（P.561）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

●ハイブリッドシステムの異常
●エンジン電子制御システムの異常
●電子制御スロットルの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●SRS エアバッグシステムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

●ABS の異常
●ブレーキアシストの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ PCS警告灯（警告ブザー）

■ LTA表示灯（警告ブザー）

■ LDA表示灯（警告ブザー）

■ PDA表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

PCS（プリクラッシュセーフティ）の異常が考えられます。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークル
スタビリティコントロール）システムが停止しているときも
点灯します。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常が考えられま
す。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LDA（レーンディパーチャーアラート）の異常が考えられま
す。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

PDA（プロアクティブドライビングアシスト）の異常が考え
られます。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。
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■ レーダークルーズコントロール表示灯（警告ブザー）

■ クルーズコントロール表示灯（警告ブザー）

■ 運転支援情報表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

レーダークルーズコントロールの異常が考えられます。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

クルーズコントロールの異常が考えられます。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

次のシステムに異常が考えられます。
●PCS（プリクラッシュセーフティ）
●LDA（レーンディパーチャーアラート）
●後方車両への接近警報
●後方車両接近告知
●セカンダリーコリジョンブレーキ（停車中後突対応）
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

次のシステムのいずれかが異常、停止、または設定がOFF
になっています。
●PKSB（パーキングサポートブレーキ）
●RCD（リヤカメラディテクション）
●BSM（ブラインドスポットモニター）
●RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
●安心降車アシスト
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。
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■ クリアランスソナーOFF 表示灯（警告ブザー）

■ スリップ表示灯

■ ペダル誤操作警告灯※（警告ブザー）

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

クリアランスソナーの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できな
い
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（P.536）

警告灯 警告内容・対処方法

●VSC システムの異常
●TRC システムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
●ブレーキオーバーライドシステムの異常
●ドライブスタートコントロールの異常
●ドライブスタートコントロール作動時
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時
→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。



530 8-2. 緊急時の対処法

■ パーキングブレーキ表示灯（警告ブザー）

■ 燃料残量警告灯

■ 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一
定時間断続的に鳴ります。

■ リヤ席シートベルト非着用警告灯※1（警告ブザー※2）

※1リヤ席の乗員の有無に関わらず、リヤ席ドアが開閉された場合にも一定時間点灯し
ます。

※2リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベ
ルト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると、警告ブ
ザーが一定時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除さ
れていない可能性がある
→ パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。
解除後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約 6.0L 以下になった
→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する
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知識
■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

■シートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

●助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅することがあり
ます。

●助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

■パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、
または一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることが
あります。

このとき、補機バッテリーの消費電力を
抑えるためにエアコンのなど一部機能の
作動を制限することがあります。

警告
■警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたとき※

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
※警告灯は赤色と黄色が、警告ブザー
は単発音と断続音があります。

■パワーステアリング警告灯が点灯し
たとき

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。
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メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が次のように切りか
わります。販売店で点検をするように表示されたときは、ただちにトヨタ
販売店で点検を受けてください。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。

処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。

メッセージと警告作動

警告灯 警告ブザー※ 警告内容

ー あり

･ 走行にかかわるシステムの故障や、そのまま
放置すると思わぬ危険を招くおそれがあるな
どの重要なメッセージを意味します。

･ 車両への損傷や、思わぬ危険を招くおそれが
あるなどのメッセージを意味します。
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※ メッセージを最初に表示したときに作動します。

知識
■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

■各部の操作に関するメッセージが表示
されたときは

●アクセルペダル・ブレーキペダルの操
作に関するメッセージが表示されたと
き

･ PCS（プリクラッシュセーフティ）や
レーダークルーズコントロールなどの
運転支援システムの作動中、ブレーキ
操作に関する警告メッセージが表示さ
れる場合があります。
メッセージが表示されたときは、必ず
減速、または画面で指示された操作を
行ってください。

･ ブレーキオーバーライドシステムが作
動したときに、警告メッセージが表示
されます。（P.242）

･ ドライブスタートコントロール・パー
キングサポートブレーキが作動したと
きに、警告メッセージが表示されます
（P.247, 386）。
画面の指示に従って対処してください。

●パワースイッチの操作に関するメッ
セージが表示されたとき

正しい手順で始動操作をしていないとき
や、誤操作の可能性があるときなどに、
パワースイッチの操作に関するアドバイ

スが表示されます。
画面の指示に従って操作し直してくださ
い。

●シフト操作に関するメッセージが表示
されたときは

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、自動的にシフトポジションが
切りかわったり、シフトレバーの操作が
指示されたりすることがあります。
その場合は、画面の指示に従ってシフト
ポジションを変更してください。

●各部の開閉状態や、消耗品の補充など
に関するメッセージ・画像が表示され
たとき

画面の表示、または警告灯で指示された
部位を確認し、開いているドアを閉めた
り、消耗品を補充したりするなどの対処
を行ってください。

■販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

■取扱説明書の確認をうながすメッセー
ジが表示されたときは

●“エンジン冷却水高温”が表示された
ときは、対処方法に従ってください。

点灯または点滅 あり
表示されたシステムに故障のおそれがあるなど
のメッセージを意味します。

ー なし

･ 電装品の故障や状態、メンテナンスのお知ら
せなどのメッセージを意味します。

･ 車両を正しく操作していない場合や、操作方
法のアドバイスなどを意味します。

警告灯 警告ブザー※ 警告内容
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（P.560）

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

･ “プラグイン充電システム故障”
･ “ハイブリッドシステム故障”
･ “エンジン系故障”
･ “バッテリー系故障”
･ “アクセル系故障”
･ “スマートエントリー＆スタートシス
テム故障”

･ “シフトシステム故障 駐車時は パー
キングブレーキをかけ 取扱書確認”

･ “Pスイッチ故障 駐車時は パーキング
ブレーキをかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム不作動 駐車時 パー
キングブレーキをかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム故障 取扱書確認”
･ “シフトシステム故障 安全な場所に停
車して 取扱書確認”

･ “バッテリ充電不足 シフト切りかえで
きません 取扱書確認”

●次のメッセージが表示されたときは、
ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を続
けると危険です。

･ “エンジン油圧不足”
･ “故障のためブレーキ力が低下”

●次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されたとき
は、ガス欠の可能性があります。安全
な場所に停車し、燃料残量を確認して
ください。燃料残量が少ない場合は、
すみやかに給油してください。

･ “ハイブリッドシステム停止”
･ “燃料残量不足 エンジン停止”

●“補機バッテリー（始動用）充電不足 
取扱書確認ください”が表示されたと
きは、次の対処方法に従ってください。

･ 数秒後※に表示が消えたときは：
約 15 分以上、ハイブリッドシステム

が作動した状態を保持し、補機バッテ
リーを充電してください。

･ 表示が消えないときは：
「補機バッテリーがあがったときは」
（P.555）の手順でハイブリッドシス
テムを始動してください。

※約 6 秒間表示されます。

●“補機バッテリー充電システム異常 安
全な場所に停車し取扱書を確認”が表
示されたときは

充電系統が故障している可能性がありま
す。安全を確認した上で、すみやかに道
路脇に停車してください。メッセージが
表示されているときは、補機バッテリー
の消費電力を抑えるためにエアコンなど
の一部機能の作動を制限することがあり
ます。

■“駆動用電池保護が必要 N レンジの使
用を控えてください”が表示されたと
きは

シフトポジションがN のときにメッセー
ジが表示されることがあります。

シフトポジションがN では充電できない
ため、停車するときはシフトポジション
を P にしてください。

■“ハイブリッドシステム高温 出力制限
中です”が表示されたときは

負荷の高い走行状況（例えば、長い上り
坂の走行中や、後退方向での登坂中など）
のときにメッセージが表示される場合が
あります。

対処方法：P.560

■“駆動用電池保護が必要 P レンジにし
て再始動してください”が表示された
ときは

一定時間シフトポジションがN になって
いるため、駆動用電池の残量が低下した
ときにメッセージが表示されます。

車両を動かす場合は、シフトポジション
を Pにして、ハイブリッドシステムを再
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始動してください。

■“N レンジです アクセルを緩めて 希望
レンジに切りかえてください”が表示
されたときは

シフトポジションがNで、アクセルペダ
ルを踏んだときにメッセージが表示され
ます。

アクセルペダルから足を離し、シフトポ
ジションをD または R にしてください。

■“ハイブリッドシステムが高温になる
ため停車時はブレーキを踏んでくださ
い”が表示されたときは

上り坂などでの停車時にアクセルペダル
を踏んで車両を保持するとメッセージが
表示される場合があります。

そのままの状態を続けるとハイブリッド
システムが過熱するおそれがあります。

アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

■“シフトシステム故障 シフト切りかえ
不可 安全な場所まで走行し停車”また
は“シフトシステム故障 走行を継続で
きません”が表示されたときは

シフト制御システムが故障しています。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■“バッテリー保護のため自動で電源を
OFF しました”が表示されたときは

自動電源OFF 機能が作動したときに表示
されます。
この場合、次回のハイブリッドシステム
始動時に、約 5 分間ハイブリッドシステ
ムが作動した状態を保持し、補機バッテ
リーを充電してください。

■“ソナーに水滴、雪等が付着していま
す”が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに水滴、
氷・雪・泥などが付着していることが考
えられます。この場合はセンサーの水滴、

氷・雪・泥などを取り除けば、正常に復
帰します。

また、低温時にはセンサーの凍結などに
より異常表示が出たり、静止物があって
も検知しないことがあります。氷が解け
れば、正常に復帰します。

汚れているセンサーの位置はディスプレ
イ上に表示されます。

水滴・氷・雪・泥がないのに異常表示が
出ている場合は、センサーの異常が考え
られますので、トヨタ販売店で点検を受
けてください。

■“機能停止 周辺監視用カメラ視界不良 
取扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● RCD（リヤカメラディテクション）

● PKSB（パーキングサポートブレー
キ）

後方カメラの汚れや付着物を取り除いて
ください。

■“機能停止 ドアミラー状態確認 ドアミ
ラーを開け直してください” が表示さ
れたときは

ドアミラーが閉じているため PKSBが一
時的に使用できません。ドアミラーを開
け直してください。また、補機バッテ
リーを脱着したときやあがったときはド
アミラーを開閉してください

■“機能故障 販売店で点検”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）
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● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★

● AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）★

● AHB（オートマチックハイビーム）

● レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

● BSM（ブラインドスポットモニ
ター）

● RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）

● 後方車両接近告知

● セカンダリーコリジョンブレーキ
（停車中後突対応）

● 後方車両への接近警報

● 周辺車両接近時サポート

● 安心降車アシスト

● クリアランスソナー

● PKSB（パーキングサポートブレー
キ）

● RCD（リアカメラディテクション）

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 取扱書を確認”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★

● AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）★

● AHB（オートマチックハイビーム）

● レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

● BSM（ブラインドスポットモニ
ター）

● RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）

● 後方車両接近告知

● セカンダリーコリジョンブレーキ
（停車中後突対応）

● 後方車両への接近警報

● 周辺車両接近時サポート

● 安心降車アシスト

● クリアランスソナー
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● PKSB（パーキングサポートブレー
キ）

● RCD（リアカメラディテクション）

次の対処法に従ってください。
･ 補機バッテリー電圧を確認する
･ Toyota Safety Senseで使用するセ
ンサーに付着物がないか確認し、あっ
た場合には取り除いてください。
（P.287）
･ RCD 装着車：バックドアが開いていな
いか確認してください。

･ センサーが正しく作動しなくなる状況
を確認し、該当する場合は改善してく
ださい。（P.290, 353, 356, 360, 
362, 364, 368, 380）

･ センサー周辺のリヤバンパーに付着物
がないか確認し、ある場合は取り除い
てください。（P.350）

･ センサーとカメラに付着物がないか確
認し、ある場合には取り除いてくださ
い。（P.369, 408）

･ 地図情報取得の妨げとなる製品を取り
付けている場合は取り除いてください。
( 例：TV キャンセラーなど )

･ センサーが正しく作動しなくなる状況
が解決すると、表示が消える場合があ
ります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方カメラ視界不良 取扱書
を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★

● AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）★

● AHB（オートマチックハイビーム）

● レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ ワイパー機能を使って、フロントウイ
ンドウガラスの汚れや付着物を取り除
く。

･ エアコン機能を使って、フロントウィ
ンドウガラスの曇りを取り除く。

･ ボンネットを閉じる、またはステッ
カーを剥がすなど、カメラの視界を遮
らないようにする。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方カメラ作動温度範囲外 
常温までお待ちください”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★

● AHS（アダプティブハイビームシ

ステム）★
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● AHB（オートマチックハイビーム）

● レーダークルーズコントロール

● RSA（ロードサインアシスト）

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ 炎天下での駐車時など、前方カメラが
高温のときは、エアコンでカメラ周辺
の温度を下げる

･ 特に駐車時に太陽光を反射するサン
シェードなどをフロントウインドウガ
ラスに使用すると前方カメラが高温に
なりやすくなります

･ 極寒での駐車時など、前方カメラが低
温の時は、エアコンで前方カメラ周辺
の温度を上げる

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方レーダー汚れ 汚れを除
去してください”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★

● レーダークルーズコントロール

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に

は取り除いてください。（P.288）
･ 砂漠・草原・郊外などの、周辺車両や
構造物が少ない広々とした地域を走行
すると表示される場合があります。
車両周辺に構造物や車両などが存在す
る場所まで走行すると、表示が消える
場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方レーダー作動温度範囲
外 常温までお待ちください”が表示さ
れたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★

● レーダークルーズコントロール

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

レーダー周辺の温度が作動条件外です。
適切な温度になるまでお待ちください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方レーダー向き調整中 取
扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LTA（レーントレーシングアシス
ト）

● LCA（レーンチェンジアシスト）★
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● レーダークルーズコントロール

● 発進遅れ告知

● PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.288）

･ レーダの向きがずれている可能性があ
り、レーダーが走行中に自動で再調整
しています。しばらく走行を続けてく
ださい。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“条件を満たしていないため 開始でき
ません 取扱書を確認”が表示されたと
きは

LCA★の作動条件を満たしていない
ため使用できません。（P.307）

すべての作動条件を満たしているときに、
再度方向指示レバーを操作してください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“クルーズコントロール 使用できませ
ん 取扱書を確認してください”が表示
されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

●レーダークルーズコントロール

●クルーズコントロール

走行支援スイッチを短時間に繰り返し操
作したときにメッセージが表示されるこ
とがあります。走行支援スイッチを短く
確実に押してください。

■“エンジンオイル量不足 補充するか、
交換してください”が表示されたとき
は

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示
される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し
てください。

■“アクセルを戻してください”が表示
されたときは

次の機能が作動したときに表示されます。
アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

･ ドライブスタートコントロール
（P.247）

･ プラスサポート（販売店装着オプショ
ン）（P.397）

■警告ブザーについて

P.531

警告
■警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたときは

P.531

注意
■“補機バッテリー（始動用）充電不
足 取扱書確認ください”がひんぱ
んに表示されるときは

補機バッテリーが劣化している可能性
があります。その状態で放置しておく
と、補機バッテリーあがりを起こすお
それがあるため、トヨタ販売店で補機
バッテリーの点検を受けてください。
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● 地面が固く平らで安全な場所に
移動する

● パーキングブレーキをかける
● シフトポジションをPにする
● ハイブリッドシステムを停止す
る

● 非常点滅灯を点滅させる
（P.517）

● パワーバックドア装着車はパ

注意
■“駆動用電池の点検を販売店で受け
てください”が表示されたときは

駆動用電池の点検・交換時期になった
ことをお知らせしています。すみやか
にトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

●駆動用電池の点検を受けないまま車
を使用し続けると、ハイブリッドシ
ステムを始動することができなくな
ります。

●万一、ハイブリッドシステムが始動
できなくなったときは、ただちに
トヨタ販売店へご連絡ください。

パンクしたときは

この車両には、スペアタイヤが
搭載されていません。
タイヤがパンクしたときは、タ
イヤパンク応急修理キットで応
急修理することができます。釘
やネジなどが刺さった程度の軽
度なパンクを応急修理できます
（パンク補修液1本につき、応急
修理できるタイヤは 1本です）。
パンクしたタイヤの損傷状況に
より、応急修理キットでは応急
修理できない場合があります。
（P.541）
タイヤパンク応急修理キットに
よる応急修理は、一時的な処置
です。できるだけ早くタイヤを
修理・交換してください。

警告
■タイヤがパンクしたとき

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

応急修理する前に
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ワーバックドアの設定をOFF に
する（P.202）

● タイヤの損傷程度を確認する
釘やネジなどが刺さっている場合のみ、
タイヤを応急修理してください。

･ タイヤに刺さっている釘やネジなどは
抜かないでください。抜いてしまうと
穴が大きくなりすぎ、応急修理ができ
なくなることがあります。

･ パンク補修液がもれないようにするた
め、パンク箇所がわかっている場合は、
パンク箇所が上になるように車両を移
動してください。

知識
■応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修
理できません。トヨタ販売店にご連絡く
ださい。

●タイヤ空気圧が不十分な状態で走行し
てタイヤが損傷しているとき

●タイヤ側面など、接地面以外に穴や損
傷があるとき

●タイヤがホイールから明らかにはずれ
ているとき

●タイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷が
あるとき

●ホイールが破損しているとき

●2本以上のタイヤがパンクしているとき

●1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺
し傷があるとき

●補修液の有効期限が切れているとき
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けん引フック

タイヤパンク応急修理キット（ボトル）

ツールバッグ（ホイールナットレンチ、ジャッキハンドル）※

ジャッキ※

タイヤパンク応急修理キット（コンプレッサー）
※ツールバッグ（ホイールナットレンチ、ジャッキハンドル）、ジャッキは工場出荷時
には搭載されていませんが、トヨタ販売店で購入することができます。詳しくは販売
店におたずねください。

タイヤパンク応急修理キット・工具の搭載位置

A

B

C

D

E
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■ ボトル

速度制限ラベル

■ コンプレッサー

空気圧計

電源スイッチ

電源プラグ

ホース

空気逃がしキャップ

知識
■応急修理キットについて

●パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を
1回応急修理できます。使用したパン
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご
相談ください。コンプレッサーは、く
り返し使用できます。

●外気温度が-30℃～60℃のときに使用
できます。

●応急修理キット搭載車両の装着タイヤ
専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや、他の用途には使用しないでく
ださい。

●パンク補修液が衣服に付着すると、シ
ミになる場合があります。

●パンク補修液がホイールやボデーに付
着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などです
みやかにふき取ってください。

●応急修理キット作動中は、大きな音が
しますが故障ではありません。

●タイヤ空気圧の点検や調整には使用し
ないでください。

■応急修理キットの点検について

●パンク補修液の有効期限の確認は定期
的に行ってください。有効期限はボト
ルに表示されています。

●有効期限が切れたパンク補修液は使用
しないでください。応急修理キットに
よる修理が正常にできない場合があり
ます。

●有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、トヨタ販売店に
ご相談ください。

■補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれて
います。補修液のボトル、および補修液
の廃棄が必要な際は、トヨタ販売店、ま

タイヤパンク応急修理キットの
内容／各部の名称

A

A

B

C

D

E



544 8-2. 緊急時の対処法

たは都道府県知事の許可を受けた、専門
の廃棄物処理業者に処理をご依頼くださ
い。

1 デッキボードを開く
（P.463）
2 応急修理キットを取り出す

1 応急修理キットをビニール袋か
ら取り出す

ボトルに同封されているラベルは指定の
位置へ貼り付けます。（手順 10へ）

2 コンプレッサーからホースを取
りはずし、電源プラグを取り出
す

3 ボトルをコンプレッサーに接続
する

図のように、ボトルをまっすぐコンプ
レッサーに挿入・接続し、ボトルのツメ
が穴に隠れていることを確認してくださ

警告
■タイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。
短い距離でもパンクしたタイヤで走行
すると、タイヤおよびホイールが損傷
し修理できなくなります。パンクした
状態で走行を続けると、タイヤ側面に
円周状の溝ができる場合があります。
この状態で応急修理キットを使用する
と、タイヤが破裂する危険があります。

■応急修理キットについて

●応急修理キットは指定の位置に収納
してください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出して破損し、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●応急修理キットはお客様の車専用で
す。他の車には使わないでください。
他の車に使うと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

●指定タイヤサイズ以外のタイヤや他
の用途には使用しないでください。
パンク修理が完全に行われず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

■パンク補修液について

●誤って飲み込むと健康に害がありま
す。その場合はできるだけたくさん
の水を飲み、ただちに医師の診察を
受けてください。

●もし目に入ったり、皮膚に付着した
りした場合には、水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じた
ときは、医師の診察を受けてくださ
い。

タイヤパンク応急修理キットを
取り出すには

応急修理するときは
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い。

4 ホースをボトルに取り付ける
図のように、ボトルにホースがしっかり
接続しているか確認してください。

5 パンクしたタイヤのバルブから
バルブキャップを取りはずす

6 ホースをのばし空気逃がし
キャップを取りはずす

空気逃がしキャップは再度使用するため、
なくさないように保管してください。

7 ホースをパンクしたタイヤのバ
ルブに接続する

ホース先端を時計まわりにまわしてしっ
かりと最後までねじ込みます。
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8 コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認する

9 コンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに挿し込
む（P.465）

10運転席から見やすい位置に、付
属のラベルを貼り付ける

11タイヤの指定空気圧を確認する
運転席側の空気圧ラベルで確認すること

ができます。（P.499）

12ハイブリッドシステムを始動す
る（P.250）

13コンプレッサーのスイッチを
ONにし、パンク補修液と空気
を充填する
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14空気圧が指定空気圧になるまで
空気を充填する

一時的に空気圧計が300～
400kPa（3.0 ～ 4.0kg/
cm2）まで上昇し、徐々に減少
します。

スイッチをONにしてから約1
～ 5分程度で実際の空気圧にな
ります。

空気圧を確認するときは、コンプレッ
サーのスイッチをOFFにしてください。
空気の入れすぎに注意して、指定空気圧
になるまで充填・確認をくり返してくだ
さい。

充填までに必要な時間は、約 5～ 20分
です（外気温により異なります）。25分
以上充填しても指定空気圧にならない場
合は、応急修理できません。コンプレッ
サーのスイッチをOFFにして、トヨタ
販売店にご連絡ください。

空気を入れすぎたときは、指定空気圧に
なるまで空気を抜いてください。

（P.499, 548）

15コンプレッサーのスイッチが
OFF であることを確認した上
で、アクセサリーソケットから
電源プラグを抜き、タイヤのバ
ルブからホースを取りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修液
がもれる可能性があります。

16バルブキャップを応急修理した
タイヤのバルブに取り付ける

17ホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

18いったん、ボトルとコンプレッ
サーを接続したままラゲージ
ルームに収納する

19タイヤ内のパンク補修液を均等
に広げるために、ただちに約
5km、速度80km/h 以下で安
全に走行する

20走行後、平坦な場所に停車して
再度、応急修理キットを接続す
る

ホースを接続する前に、空気逃がし

A

B
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キャップを取りはずしてください。

21コンプレッサーのスイッチを数
秒間ONにしてから再度OFF
し、空気圧を確認する

空気圧が 130kPa（1.3kg/
cm2）未満の場合：応急修理で
きません。トヨタ販売店にご連
絡ください。

空気圧が 130kPa（1.3kg/
cm2）以上、指定空気圧未満の
場合：手順 22へ

空気圧が指定空気圧
（P.499）の場合：手順 23
へ

22コンプレッサーのスイッチを
ONにして指定空気圧まで空気
を充填し、再度約5km走行後
にあらためて手順 20から実施
する

23ホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

24ボトルとコンプレッサーを接続
したままラゲージルームに収納
する

25急ブレーキ・急加速・急ハンド
ルを避け、走行距離が約
100km以内、80km/h 以下
の速度で、トヨタ販売店まで慎
重に運転する

タイヤの修理・交換、応急修理キットの
処理についてはトヨタ販売店にご相談く
ださい。
トヨタ販売店でタイヤを修理・交換する
ときに、パンク補修液注入済みであるこ
とを必ずお伝えください。

知識
■空気を入れすぎてしまったとき
1 タイヤからホースを取りはずす
2 ホース先端に空気逃がしキャップを取
り付け、キャップの突起部をタイヤの
バルブに押しあて、空気を抜く

A

B

C



549

8

8-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

3 ホースから空気逃がしキャップを取り
はずし、ホースを再接続する

4 コンプレッサーのスイッチを数秒間
ONにし、OFF にしてから空気圧計
を確認する

指定空気圧より低いときは、再度、コン
プレッサーのスイッチをONにし、指定
空気圧になるまで空気を充填してくださ
い。

■応急修理後のタイヤのバルブについて

応急修理キットを使用したときは、タイ
ヤのバルブを新品に交換してください。

警告
■パンクしたタイヤを応急修理すると
き

●車両を安全で平坦な場所に停止させ
てください。

●走行直後、ホイールやブレーキまわ
りなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわ
りは高温になっている可能性がある
ため手や足などがふれると、やけど
をするおそれがあります。

●タイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続し
てください。ホースの接続が不十分
な場合、空気がもれたり、パンク補
修液が飛散したりするおそれがあり
ます。

●空気充填中にホースがはずれると、
圧力でホースが暴れ大変危険です。

●空気充填後は、ホースを取りはずす
ときや空気を抜くときにパンク補修
液が飛散する場合があります。

●作業手順に従って応急修理を行って
ください。手順どおりに行わないと
パンク補修液が噴出する場合があり
ます。

●破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤか
ら離れてください。タイヤに亀裂や
変形が発生している場合、ただちに
コンプレッサーのスイッチをOFF に
し、修理を中止してください。

●応急修理キットは、長時間作動させ
るとオーバーヒートする可能性があ
ります。40分以上連続で作動させ
ないでください。

●応急修理キットが作動すると部分的
に熱くなります。使用中または使用
後の取り扱いには注意してください。
ボトルとコンプレッサー接続箇所付
近の金属部分は特に熱くなるのでふ
れないでください。

●速度制限ラベルは指定位置以外に貼
らないでください。ハンドルのパッ
ド部分などのSRSエアバッグ展開
部に貼ると、SRS エアバッグが正常
に作動しなくなるおそれがあります。

■補修液を均等に広げるための運転に
ついて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害を受
けたり、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

●低速で慎重に運転してください。特
にカーブや旋回時には注意してくだ
さい。
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警告
●車がまっすぐ走行しなかったり、ハ
ンドルをとられたりする場合は、運
転を中止し、次のことを確認してく
ださい。

･ タイヤを確認してください。タイヤ
がホイールからはずれている可能性
があります。

･ 空気圧を確認してください。
130kPa（1.3kg/cm2）未満の場
合は、タイヤが大きなダメージを受
けている可能性があります。

注意
■応急修理をするとき

●タイヤに刺さった釘やネジを取り除
かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キッ
トでは応急修理ができなくなる場合
があります。

●応急修理キットに防水機能はありま
せん。降雨時などは、水がかからな
いようにして使用してください。

●砂地などの砂ぼこりの多い場所に直
接置いて使用しないでください。砂
ぼこりなどを吸い込むと、故障の原
因になります。

●応急修理キットは倒れた状態では正
常に作動しません。必ず立ててご使
用ください。

■応急修理キットについて

●応急修理キットはDC12V専用です。
他の電源での使用はできません。

●応急修理キットにガソリンがかかる
と、劣化するおそれがあります。ガ
ソリンがかからないようにしてくだ
さい。

●応急修理キットはビニール袋に入れ
て砂ぼこりや水を避けて収納してく
ださい。

●応急修理キットは指定の位置に収納
し、お子さまが誤って手をふれない
ようご注意ください。

●分解・改造などは絶対にしないでく
ださい。また、空気圧計などに衝撃
を与えないでください。故障の原因
になります。
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次の原因が考えられます。
● 充電ケーブル、またはヴィーク
ルパワーコネクタが車両に接続
されていないか確認してくださ
い。（P.101, 132）

● 電子キーが正常に働いていない
可能性があります。（P.553）

● 燃料が入っていない可能性があ
ります。
給油してください。

● イモビライザーシステムに異常
がある可能性があります。
（P.54）

● シフト制御システムに異常があ
る可能性があります。※
（P.252）

● 電子キーの電池切れやヒューズ
切れなど、電気系統異常の可能
性があります。異常の種類に
よっては、ハイブリッドシステ
ムを一時的な処置で始動するこ
とができます。（P.551）

● 駆動用電池の温度が著しく低い
（およそ－ 30 ℃以下）可能性

があります。（P.69, 251）
※シフトポジションを P から切りかえる
ことができない可能性があります。

次の原因が考えられます。
● 補機バッテリーあがりの可能性
があります。（P.555）

● 補機バッテリーのターミナルが
ゆるんでいる可能性があります。
（P.495）

次の原因が考えられます。
● 補機バッテリーあがりの可能性
があります。（P.555）

● 補機バッテリーのターミナルが
はずれている可能性があります。
（P.495）
対処の方法がわからないとき、あ
るいは対処をしてもハイブリッド
システムが始動できないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

通常のハイブリッドシステム始動
操作でハイブリッドシステムが始
動しないときは、次の手順でハイ
ブリッドシステムが始動する場合
があります。
緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。

ハイブリッドシステムが始
動できないときは

ハイブリッドシステムが始動で
きない原因は状況によって異な
ります。次の状況の中であては
まるものを確認し、適切に対処
してください。

正しいハイブリッドシステムの
始動方法（P.250）に従って
も始動できない

室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯し
ない／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（P.260）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトポジションがPの位置に
あることを確認する

3 パワースイッチをACC※1にす
る※2

4 ブレーキペダルをしっかり踏ん
でパワースイッチを約 15秒以
上押し続ける

上記の方法でハイブリッドシステ
ムが始動しても、システムの故障
が考えられます。ただちにトヨタ
販売店で点検を受けてください。
※1カスタマイズメニューでON／OFF
を切りかえることができます。
（P.571）

※2ACC がない場合は、パワースイッチ
をON にしたあとにパワースイッチ
をOFF にして、5 秒以内に次の手順
を実施してください。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのキー
から、トヨタ販売店でトヨタ純
正品の新しいキーを作ることが
できます。
キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーを
すべてお持ちの上、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。
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知識
■電子キーが正常に働かないとき

●車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。
（P.574）

●電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（P.205）

●電子キーの機能が停止している可能性
があります。（P.205）

メカニカルキー（P.182）を
使って次の操作ができます。（運転
席ドアのみ）

1 全ドア施錠
2 全ドア解錠
ドアを解錠・施錠すると、充電リッド・
普通充電コネクターも解錠・施錠されま
す。（P.87）

知識
■キー連動機能

1 ドアガラスが閉まる（まわし続け

る）※

2 ドアガラスが開く（まわし続ける）※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり（P.206）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムとワイヤレスリモコンが
使用できなくなります。このよ
うな場合、次の手順でドアを開
けたり、ハイブリッドシステム
を始動したりすることができま
す。

注意
■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
をお持ちください。

ドアを施錠・解錠するには

警告
■メカニカルキーを使ってドアガラス
を操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、メカニカル
キーによる操作をさせないでください。
お子さまや他の人がドアガラスに挟ま
れたり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。
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1 シフトポジションがPの状態で
ブレーキペダルを踏む

2 スイッチが付いている側を表に
して、電子キーでパワースイッ
チにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっている、かつACCカスタマイズ
がONのときは、ACC へ切りかわりま
す。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏
み込んで、マルチインフォメー
ションディスプレイに と
メッセージが表示されているこ
とを確認する

4 パワースイッチを短く確実に押
す

処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

知識
■ハイブリッドシステムの停止方法

通常のハイブリッドシステムの停止方法
と同様に、パーキングブレーキをかけ、
シフトポジションをPにしてパワース

イッチを押します。

■電子キーの電池交換

ここで説明しているハイブリッドシステ
ムの始動方法は一時的な処置です。電池
が切れたときは、ただちに電池の交換を
おすすめします。（P.509）

■オートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（P.55）

■パワースイッチのモードの切りかえ

ハイブリッドシステム始動方法の手順 3
で、ブレーキペダルから足を離してパ
ワースイッチを押すと、ハイブリッドシ
ステムが始動せず、スイッチを押すごと
にモードが切りかわります。（P.253）

ハイブリッドシステムを始動す
るには
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ブースターケーブルと12 V の
バッテリー付き救援車があれば、
次の手順に従って、ハイブリッド
システムを始動させることができ
ます。
1 電子キーを携帯していることを
確認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。（P.56）

2 ボンネットを開ける
（P.495）

ヒューズボックスのツメ と を押し
てロックを完全にはずしてから、カバー
を持ち上げます。

3 救援用端子のカバーを開ける

4 赤色のブースターケーブルを自車の救援用端子 につなぎ、もう一方
の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブー
スターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一方
の端を金属部 につなぐ

補機バッテリーがあがった
ときは

補機バッテリーがあがった場合、
次の手順でハイブリッドシステ
ムを始動することができます。

ハイブリッドシステムを再始動
するには

A B

A

B

C

D
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ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

救援用端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部
5 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約 5分間自
車の補機バッテリーを充電する

6 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、パワースイッチをいっ
たんONにしてからハイブリッ
ドシステムを始動する

7 READYインジケーターが点灯
することを確認する

点灯しない場合はトヨタ販売店にご連絡
ください。

8 ハイブリッドシステムが始動し
たら、ブースターケーブルをつ
ないだときと逆の順ではずす

9 救援用端子カバーを閉じ、
ヒューズボックスのカバーをも
とどおりに取り付ける

ハイブリッドシステムが始動して
も、早めにトヨタ販売店で点検を

受けてください。

知識
■補機バッテリーあがり時の始動につい
て

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

●ハイブリッドシステムが停止している
ときは、ランプやエアコンの電源を
切ってください。

●渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

●ACC カスタマイズがOFF のときは、パ
ワースイッチがOFF の状態でもマルチ
メディアシステムに電源が供給されま
す。マルチメディアシステムの電源を
OFF にしてください。詳しくは、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照し

A

B

C

D
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■補機バッテリーがあがってしまったと
き

●コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはトヨタ販売店で点検を受
けてください。

●初期設定が必要な機能があります。
（P.589）

■補機バッテリー端子をはずすとき

補機バッテリー端子をはずすと、コン
ピューターに記憶されている情報が消去
されます。補機バッテリー端子をはずす
ときは、トヨタ販売店にご相談ください。

■補機バッテリーについて

P.495

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用し
ていないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消費
されています。そのため、車両を長時間
放置すると、補機バッテリーがあがって
ハイブリッドシステムが始動できなくな
るおそれがあります。（補機バッテリーは
ハイブリッドシステムの作動中に自動で
充電されます）

■補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは

●補機バッテリー脱着直後はスマートエ
ントリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。
解錠できなかった場合は、ワイヤレス
リモコン、またはメカニカルキーで解
錠・施錠を実施してください。

●補機バッテリー脱着後、最初の始動操
作でハイブリッドシステムを始動でき
なかった場合は、電子キーが正常に働
かないときの手順（P.554）で、始
動操作を行ってください。2 回目以降
のハイブリッドシステム始動は正常に

動作しますので、問題ではありません。

●車両は常にパワースイッチの状態を記
憶しています。補機バッテリーあがり
時、補機バッテリー脱着後は、補機
バッテリーをはずす前の状態に車両は
復帰します。補機バッテリーを脱着す
る際は、パワースイッチをOFF にして
から行ってください。補機バッテリー
あがり前のパワースイッチの状態が不
明の場合、補機バッテリー接続時は特
に注意してください。

●補機バッテリーがあがった場合は、Pか
ら他のポジションに切りかえることが
できない可能性があります。その場合
は、前輪が固定されているため、前輪
を持ち上げないと車両の移動ができま
せん。

■補機バッテリーを交換するとき

●欧州規格バッテリーを使用してくださ
い。

●交換前と同一のケースサイズ（LN1）、
20時間率容量（20HR）が同等
（45Ah）以上、かつ性能基準値
（CCA）が同等（285A）以上の補機
バッテリーを使用してください。

･ ケースサイズが異なると、補機バッテ
リーが正しく固定されません。

･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用
していない期間が短い期間であっても
補機バッテリーがあがって、ハイブ
リッドシステムの始動ができなくなる
おそれがあります。

●一括排気タイプのカルシウムバッテ
リーを使用してください。

●取っ手の付いている補機バッテリーを
使用してください。
取っ手が付いていない補機バッテリー
を使用すると、補機バッテリーを取り
出しにくくなります。

●交換後は、補機バッテリーの排気穴に
次のものを確実に取り付けてください。
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･ 排気ホースは、交換前の補機バッテ
リーに取り付けられているものを使用
し、車両穴部と確実に接続されている
ことを確認してください。

･ 排気穴栓は、交換した補機バッテリー
に付属のもの、または交換前の補機
バッテリーに取り付けられているもの
を使用してください。（交換する補機
バッテリーによっては、排気穴がふさ
がれたものもあります）

詳しくは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

排気穴

排気ホース

車両穴部

警告
■補機バッテリー端子をはずすとき

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

■補機バッテリーの引火または爆発を
防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しないよ
う、次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

A

B

C

●＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

●補機バッテリー付近では、喫煙した
りマッチやライターなどで火を起こ
さない

■補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性の
ある酸性の電解液が入っており、また
関連部品には鉛または鉛の混合物を含
んでいるので、取り扱いに関し、次の
ことを必ずお守りください。

●補機バッテリーを取り扱うときは保
護メガネを着用し、液（酸）が皮
膚・衣服・車体に付着しないように
する

●必要以上、顔や頭などを補機バッテ
リーに近付けない

●誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

●誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける

●補機バッテリーの支柱・ターミナ
ル・その他の関連部品の取り扱い後
は手を洗う

●お子さまを補機バッテリーに近付け
ない
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警告
■補機バッテリーあがりの処置をした
あと

早めにトヨタ販売店で補機バッテリー
の点検を受けてください。
補機バッテリーが劣化している場合、
そのまま使い続けると補機バッテリー
から異臭ガスが発生し、乗員に健康障
害をおよぼすおそれがあり危険です。

■補機バッテリーを交換するときは

●補機バッテリーの交換については、
トヨタ販売店にご相談ください。

●交換後は、交換した補機バッテリー
の排気穴に排気ホースと排気穴栓を
確実に取り付けてください。正しく
取り付けられていないと、可燃性ガ
スが車内に侵入したり、引火して爆
発するおそれがあり危険です。

注意
■ブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンなどに巻
き込まれないように十分注意してくだ
さい。

■ブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。

■救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応
急的に補機バッテリーを充電するため
のものです。この救援用端子を使用し
て、他の車のバッテリーあがりを救援
することはできません。
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■ 高水温警告灯が点滅または点灯
したり、マルチインフォメー
ションディスプレイに「エンジ
ン冷却水高温」が表示されたと
き

1 安全な場所に停車し、エアコン
をOFF にしてから、ハイブ
リッドシステムを停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認
してから、注意してボンネット
を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 ハイブリッドシステムが十分に
冷えてから、ラジエーターコア

部（放熱部）やホースなどから
の冷却水もれを点検する

ラジエーター

ファン
多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンク
の“MAX”（上限）と
“MIN”（下限）のあいだにあ
るかを点検する

リザーバータンク

“MAX”（上限）

“MIN”（下限）
5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

応急措置として水を補給した場合は、で
きるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバー
ヒートの可能性があります。
● 高水温警告灯（P.525）が
点滅または点灯したり、ハイ
ブリッドシステムの出力が低
下する（スピードが出ないな
ど）

● マルチインフォメーション
ディスプレイに「エンジン冷
却水高温　安全な場所に停車
して取扱書を確認してくださ
い」または「ハイブリッドシ
ステム高温出力制限中です」
が表示される

● エンジンルームから蒸気が出
る

対処するには

A

B

A

B

C
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6 ハイブリッドシステムを始動
し、エアコンを作動させてラジ
エーター冷却用のファンが作動
しているか、およびラジエー
ターコアやホースなどから冷却
水もれがないことを再度確認す
る

ハイブリッドシステムが冷えた状態での
始動直後は、エアコンをONにすること
でファンが作動します。ファンの音や風
で確認してください。わかりにくいとき
は、エアコンのON・OFF をくり返して
ください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにハイブリッドシステムを
停止し、トヨタ販売店に連絡す
る
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を
受ける

8 マルチインフォメーションディ
スプレイの「エンジン冷却水高
温」表示を確認する

表示が消えていない場合：
すぐにハイブリッドシステムを停止し、
トヨタ販売店に連絡してください。
表示が消えている場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■ マルチインフォメーションディ
スプレイに「ハイブリッドシス
テム高温出力制限中です」が表
示されたとき

1 安全な場所に停車する
2 ハイブリッドシステムを停止
し、注意してボンネットを開け
る

3 ハイブリッドシステムが十分に
冷えてから、ラジエーターコア
部（放熱部）やホースなどから
の冷却水もれを点検する

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

ラジエーター

ファン
4 冷却水の量がリザーバータンク
の“MAX”（上限）と
“MIN”（下限）のあいだにあ
るかを点検する

A

B
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リザーバータンク

“MAX”（上限）

“MIN”（下限）
5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

応急措置として水を補給した場合は、で
きるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け
てください。

6 ハイブリッドシステムを停止し
てから5 分以上経過したあと
で、ハイブリッドシステムを始
動し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイを確認する

表示が消えない場合：
ハイブリッドシステムを停止してトヨタ
販売店に連絡してください。

表示が消えている場合：
ハイブリッドシステムの温度が低下した
ため、通常走行が可能です。ただし、そ
のあともひんぱんに表示される場合は、
トヨタ販売店に連絡してください。

A

B

C

警告
■エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

●エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

●ハイブリッドシステムの停止後は、
READYインジケーターが消灯して
いることを確認してください。ハイ
ブリッドシステムが作動していると、
ガソリンエンジンが自動的に動き出
したり、ガソリンエンジンが停止し
ていても、冷却ファンが急にまわり
出すことがあります。ファンなどの
回転部分にふれたり、近付いたりす
ると、手や着衣（特にネクタイ・ス
カーフ・マフラーなど）が巻き込ま
れたりして、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

●ハイブリッドシステムおよびラジ
エーターが熱い場合は、冷却水リ
ザーバータンクのキャップや、ラジ
エーターのキャップを開けないでく
ださい。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意
■冷却水を入れるとき

ハイブリッドシステムが十分に冷えて
からゆっくり入れてください。
ハイブリッドシステムが熱いときに急
に冷たい冷却水を入れると、ハイブ
リッドシステムが損傷するおそれがあ
ります。
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トポジションをPにして、ハイ
ブリッドシステムを停止する

2 前輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 前輪の下に木や石などをあてが
う

4 ハイブリッドシステムを再始動
する

5 シフトポジションをDまたは
Rに入れ、パーキングブレーキ
を解除して注意しながらアクセ
ルペダルを踏む

知識
■脱出しにくいとき

を押して TRC を OFFにしてくださ
い。

注意
■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

●市販の冷却水添加剤を使用しない

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには
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警告
■脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意
■トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

●タイヤが空転するのを避け、必要以
上にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

●上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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9-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率10% 以下または、ETBE の混合率22% 以下のガソリン（酸
素含有率 3.7% 以下）を使用することができます。

※エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンの暖機
後にハイブリッドシステムを停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってく
ださい。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されま
す。
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」
といいます）のご使用をおすすめします。
指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

燃料

指定燃料 容量 [L]（参考値）

･ 無鉛レギュラーガソリン

･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※
40

エンジンオイル

指定銘柄

容量［L］（参考値※）

オイルのみ交
換

オイルとオイ
ルフィルター

交換

推奨：
トヨタ純正モーターオイルGLV-1 0W-8
 JASO GLV-1, SAE 0W-8

適合：
トヨタ純正モーターオイル SP 0W-16
 API SP/RC, ILSAC GF-6B, SAE 0W-16

トヨタ純正モーターオイル SP 0W-20
 API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 0W-20

トヨタ純正モーターオイル SP 5W-30
 API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30

3.5 3.9
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■ 指定エンジンオイル
JASO GLV-1 規格に合致したオ
イルをご使用ください。
JASO GLV-1 0W-8 は、新車時
に工場充填されている推奨オイル
であり、優れた省燃費性を発揮で
きます。
JASO GLV-1 SAE 0W-8 が入手
困難な場合は、以下のオイルもご
使用いただけます。
0W-16：API 規格 SP/RC 、SN 
PLUS/RC、SN/RC、ILSAC 規
格 GF-6B
0W-20、5W-30：API 規格 SP/
RC、SN PLUS/RC、SN/RC、
ILSAC 規格 GF-6A
なお、JASO 規格合格油の缶には
JASO GLV-1 マークがついてい
ます。

JASO GLV-1 マーク

API マーク

ILSAC CERTIFICATIONマー

ク
■ エンジンオイル推奨粘度
下記図に基づき、外気温に適した
粘度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として
0W-8で説明します）：
･ 0W-8の 0Wは、低温時のエン
ジン始動特性を示しています。
Wの前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-8の 8は、高温時の粘度特
性を示しています。

A

B

C



568 9-1. 仕様一覧

※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

■ ブレーキフルード

■ ブレーキペダル※1

※1ブレーキペダルの点検に併せて、ハイブリッドシステムが作動している状態のとき、
ブレーキ警告灯（赤色）が点灯していないことも必ず確認してください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.525を参照してください）

※2ハイブリッドシステムが作動している状態で、300N（30.6kgf）の踏力をかけた
ときの床板とのすき間の最小値

ラジエーター

指定銘柄
容量 [L]（参考値）

エンジン
パワーコント
ロールユニット

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント

凍結保証温度

濃度 30％　　－12℃
濃度 50％　　－35℃

6.1 1.6

トランスミッション

指定銘柄 容量 [L]（参考値※）

トヨタ純正 e- トランスアクスルフルード TE 3.7

注意
■トランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A

項目 基準値 [mm]

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※2 129
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■ パーキングブレーキ

このとき、ブレーキ警告灯（黄色）が点灯していないことを確認してください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.525を参照してください）

■ サイズ・空気圧

■ ホイールナット締め付けトルク

項目 パーキングブレーキ表示灯の状態

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上
2秒以内で押したとき

消灯

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上
2秒以内で引いたとき

点灯

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）

4.8

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧
kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

195/60R17 90H 176 1/2J 250（2.5） 240（2.4）

195/50R19 88H 196 1/2J 240（2.4） 230（2.3）

トルク［N・m（kgf・cm）］

103 (1050）

車両仕様

名称 型式 エンジン
電動機型
式

駆動方式

PRIUS MXWH61
M20A-FXS

（2.0L ガソリン）
1VM FF（前輪駆動）
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9-2. カスタマイズ機能

■ マルチメディアディスプレイで
設定するには

 アドバンストパーク以外
1 マルチメディアディスプレイの

にタッチする
2 “車両カスタマイズ”にタッ
チする

3 設定を変更したいカテゴリーを
選択する

4 一覧表示された中から設定を変
更する項目を選択する

5 機能の作動内容を選択する
作動・非作動を変更できる機能では、

（作動）・ （非作動）を選択しま
す。

音量やセンサーの感度などを変更できる

機能では、バー上のアイコンをスライド
してレベルを調整します。

 アドバンストパーク★

1 アドバンストパークメインス
イッチを押す

2 マルチメディアディスプレイの
にタッチし、“Advanced 

Park”にタッチする
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには

メーター操作スイッチを使ってカ
スタマイズ設定を変更します。
（P.163）
1 メーター操作スイッチを操作し
て を選択する（P.167）

2 スイッチを操作して設定変更し
たい項目を選択する

3 画面の表示に従って機能の作動
内容を選択する

前の画面にもどったり設定を終了したり
する場合は、メーター操作スイッチの

を押します。

知識
■カスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトポジションをPにして
ください。また、補機バッテリーあがり
を防ぐため、ハイブリッドシステムが作
動している状態で操作を行ってください。

ユーザーカスタマイズ機能
一覧

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチイ
ンフォメーションディスプレイ・
マルチメディアディスプレイの
操作により、設定を変更するこ
とができる機能もあります。

一部の車両カスタマイズ設定は、
マイセッティングと連動して設
定が変更されます。（P.236）

機能によっては、他の機能と連
動して設定がかわるものもあり
ます。詳しくはトヨタ販売店へ
お問い合わせください。

設定を変更するには



571

9

9-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。
マルチメディアディスプレイで設定変更可能
マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能
トヨタ販売店で設定変更可能

■ オートアラーム（P.55）

■ 先読みエコドライブ★（P.66）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ 充電システム（P.94, 104）

警告
■カスタマイズ設定を行うとき

ハイブリッドシステムが作動している
状態で操作を行うため、車庫内など囲
まれた場所では、十分に換気をしてく
ださい。換気をしないと、排気ガスが
充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭
素（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意
■カスタマイズ設定を行うとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが作動している状態で実施し
てください。

車両カスタマイズ設定一覧

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーを使って解錠した
ときのアラーム解除

●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

先読みエコドライブ
●あり

●なし
○  

機能の内容 カスタマイズ設定

充電電流※
●8A

●MAX
○ ○ 

A

B

C

A B C

A B C

A B C
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※100V での充電時には、この設定は反映されません。（P.104）

■ メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（P.156, 162）

電池冷却
●あり

●なし
 ○ 

電池昇温
●あり

●なし
 ○ 

機能の内容※1 カスタマイズ設定

時計※3
●12 時間表示

●24 時間表示

○
※2  

言語※3
●日本語

●英語
 ○ 

単位
●km (km/L, km/kWh)

●km (L/100km, kWh/100km)

○
※2 ○ 

ハイブリッドシステムインジケー
ター

●表示

●非表示
 ○ 

EV インジケーター※3
●あり（自動点灯）

●なし
 ○ 

EV ドライブインフォ
●EV エネルギー残量表示

●EV 走行可能距離表示
 ○ 

アクセルガイド（エコアクセルガ
イド）※3

●表示

●非表示
 ○ 

燃費グラフ

●リセット間平均燃費

●始動後平均燃費

●給油後平均燃費

 ○ 

電費グラフ※3
●通算平均電費

●始動後平均電費
 ○ 

オーディオ表示※3
●表示

●非表示
 ○ 

ドライブインフォタイプ※3
●始動後

●リセット後
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定 A B C

A B C
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※1機能についての詳しい説明はP.167を参照してください。

※2設定は の“共通設定”で変更できます。詳しくは、別冊「マルチメディア取扱
説明書」を参照してください。

※3マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※4“通信車両接近通知”★の初期設定は“なし”になり、マイセッティングとは連
動しません。

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ドアロック（P.553）

ドライブインフォ項目選択（上
段）※3

●走行距離

●平均車速

●走行時間

 ○ 

ドライブインフォ項目選択（下
段）※3

●走行距離

●平均車速

●走行時間

 ○ 

今回の走行※3
●ドライブインフォ

●タイマー充電
 ○ 

割込表示※3, 4
●あり

●なし
 ○ 

提案サービス※3
●あり

●あり（停車中のみ）

●なし

○  ○

制動灯表示灯※3
●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーによる解錠
●1回で全ドア解錠

●1回で運転席ドア解錠、連続2回
で全ドア解錠

  ○

機能の内容※1 カスタマイズ設定 A B C

A B C
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■ リヤシートリマインダー（P.190）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（P.186, 192, 204）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ スマートエントリー＆スタートシステム（P.186, 192, 204）

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤシートリマインダー※
●あり

●なし
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー音量調整）※ ●レベル 0（なし）～レベル 7 ○  ○

作動の合図（非常点滅灯）※
●あり

●なし
○  ○

解錠後、ドアを開けなかったとき
の自動施錠までの時間※

●30 秒

●60 秒

●120 秒

  ○

半ドア警告ブザー
●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

スマートエントリー＆スタートシ
ステム

●あり

●なし
○  ○

解錠されるドアの選択※1
●全席解錠

●運転席のみ解錠
○  ○

全席解錠までのドアハンドル保持
時間※2

●1.5 秒

●2.0 秒

●2.5 秒

●非作動

  ○

連続ロック操作の有効回数
●2回

●無制限
  ○

A B C

A B C

A B C
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※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2解錠されるドアの選択を「運転席のみ解錠」にしたときに設定できます。

■ ワイヤレスドアロック（P.180, 186, 192）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ パワーバックドア★（P.195）

降車オートロック機能
●あり

●なし
  ○

パワーバックドア閉作動中降車
オートロック機能（パワーバック
ドア装着車）

●あり

●なし
  ○

接近時オートアンロック機能
●あり

●なし
  ○

パワースイッチ文字照明
●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

解錠時の操作※
●1回で全ドア解錠

●1回で運転席ドア解錠、連続2回
で全ドア解錠

○  ○

ドアが施錠されている状態で

を操作したときのドアロッ
ク解錠作動（パワーバックドア装
着車）（P.195）

●あり（全ドア解錠）

●あり（バックドアのみ解錠）

●なし

  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

パワーバックドア機能
●あり

●なし
 ○ 

ブザー音量

●小

●中

●大

 ○ 

パワーバックドア全開時の開度 ●1～ 5※1  ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定 A B C

A B C

A B C
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1バックドア下部のスイッチ操作でお好みの開度に設定することもできます。
（P.202）

※2作動開始時のブザーを非吹鳴にすることはできません。

■ パワーイージーアクセスシステム★（P.232）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

車内のスイッチを押してパワー
バックドアを開くときの操作

●1回押し

●1回押し続ける
  ○

ワイヤレスリモコンの を押
してパワーバックドアを開くとき
の操作

●1回押し

●2回押し

●1回押し続ける

●非作動

  〇

パワーバックドア作動中のブザー
吹鳴※2

●あり

●なし
  ○

全閉時にバックドアオープンス
イッチを押したときのバックドア
開作動

●あり

●なし
  ○

バックドアクローズアシスト
●あり

●なし
  ○

クローズ＆ロック（ウォークア
ウェイ）機能

●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

降車時の運転席シート前後移動量
※

●少ない

●標準

●OFF

○  ○

機能の内容 カスタマイズ設定 A B C

A B C
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■ ドアミラー（P.227）

■ パワーウインドウ（P.229）

■ ドライブスタートコントロール（P.247）

※“なし”に変更しても、パワースイッチをONにするたびに“あり”に戻ります。

■ パワースイッチ（P.253）

機能の内容 カスタマイズ設定

オート電動格納作動

●ドアの施錠・解錠と連動

●パワースイッチと連動

●OFF

  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキー連動開機能
●あり

●なし
  ○

メカニカルキー連動閉機能
●あり

●なし
  ○

ワイヤレスリモコン連動開機能
●あり

●なし
  ○

ワイヤレスリモコン連動閉機能
●あり

●なし
  ○

ワイヤレスリモコン連動開閉作動
の合図（ブザー）

●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

後退速度の抑制制御
●あり

●なし※
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

ACC カスタマイズ

ACC の ON／ OFF を切りかえ
る

●ON

●OFF
○  ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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■ 回生ブースト（P.258）

■ ランプ自動点灯・消灯システム（P.266）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ランプ（P.266）

機能の内容 カスタマイズ設定

減速度（回生ブレーキ力）

●弱

●中

●強

 ○ 

減速度メモリ
●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整（コン
ライト点灯照度）※

●より暗い

●暗い

●標準

●明るい

●より明るい

○  ○

ランプ消し忘れ防止機能
●パワースイッチをOFF にする

●運転席ドアを開ける
  ○

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機
能

●あり

●なし
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

LEDデイライト
●あり

●なし
  ○

A B C

A B C

A B C
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■ アダプティブハイビームシステム★（P.269）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※オートマティックハイビームとして作動します。（P.272）

■ プリクラッシュセーフティ（P.293）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

機能の内容 カスタマイズ設定

アダプティブハイビームシステム
●ON

●OFF※
  ○

車速に応じた、ハイビームの明る
さと照らす範囲の調整

●15km/h

●30km/h

●80km/h

  ○

カーブを走行しているとき、進行
方向側のハイビームを明るく照ら
す

●ON

●OFF
  ○

先行車との距離に応じた、ロー
ビームの照らす範囲の調整

●ON

●OFF
  ○

雨天時用のハイビーム配光制御
●ON

●OFF
  ○

上段配光の制御
●ON

●OFF
  ○

市街地用の配光制御
●ON

●OFF
  ○

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフティ
●ON

●OFF
 ○ 

警報タイミング※
●遅い

●標準

●早い

 ○ 

A B C

A B C
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■ レーンチェンジアシスト★（P.307）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ レーンディパーチャーアラート（LDA）（P.311）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ 休憩提案（P.311）

■ プロアクティブドライビングアシスト（P.316）

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンチェンジアシスト※
●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンディパーチャーアラート
（LDA）※

●ON

●OFF
 ○ 

警報タイミング※
●標準

●早い
 ○ 

警報手段※
●ハンドル振動

●ブザー
 ○ 

低車速支援※
●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

休憩提案
●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

プロアクティブドライビングアシ
スト（PDA）※

●ON

●OFF
 ○ 

支援感度※
●低い

●中間

●高い

 ○ 

A B C

A B C

A B C

A B C
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※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ フロントクロストラフィックアラート★（P.321）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ 発進遅れ告知（P.323）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

操舵アシスト（SA）※
●ON

●OFF
 ○ 

減速アシスト（DA）※
●ON

●OFF
 ○ 

障害物先読みアシスト（OAA）※
●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

フロントクロストラフィックア
ラート

●ON

●OFF
 ○ 

注意喚起タイミング※
●遅い

●標準

●早い

 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車※
●ON

●OFF
 ○ 

信号※
●ON

●OFF
 ○ 

告知タイミング※
●早い

●標準

●遅い

 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定 A B C

A B C

A B C
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■ ロードサインアシスト（P.325）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ レーダークルーズコントロール（DRCC）（P.328）

機能の内容 カスタマイズ設定

ロードサインアシスト※
●ON

●OFF
 ○ 

速度標識超過告知方法※
●表示

●表示とブザー

●無

 ○ 

その他の告知方法※
●表示

●表示とブザー

●無

 ○ 

速度超過告知車速※
●2km/h

●5km/h

●10km/h

 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

加速度設定※
●弱

●中

●強

 ○ 

速度設定（短押し）※
●1km/h

●5km/h

●10km/h

 ○ 

速度設定（長押し）※
●1km/h

●5km/h

●10km/h

 ○ 

ガイド文言表示※
●ON

●OFF
 ○ 

カーブ速度抑制※

●OFF

●弱

●中

●強

 ○ 

A B C

A B C
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両
情
報

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ITS Connect ★（P.342）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※機能についての詳しい説明は P.348 を参照してください。

■ BSM（ブラインドスポットモニター）（P.349）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

機能の内容※ カスタマイズ設定

支援タイミング
●遅い

●早い
 ○ 

信号情報
●ON

●OFF
 ○ 

道路環境情報
●ON

●OFF
 ○ 

緊急車両通知
●ON

●OFF
 ○ 

クルーズ（ITS）
●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニター機能
●あり

●なし
 ○ 

ドアミラーインジケーターの明る
さ※

●暗い

●明るい
 ○ 

接近車両を知らせるタイミング
（感度）※

●遅い

●標準

●早い

 ○ 

ブザー警報※
●あり

●なし
 ○ 

A B C

A B C
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■ 後方車両接近告知（P.355）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ 周辺車両接近時サポート（P.357）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ 安心降車アシスト（P.365）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

機能の内容 カスタマイズ設定

後方車両接近告知機能※
●あり

●なし
 ○ 

接近車両を知らせるタイミング
（感度）※

●遅い

●標準

●早い

 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

周辺車両接近時サポート機能※
●あり

●なし
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

安心降車アシスト機能
●On

●Off
 ○ 

ドアミラーインジケーター表示※
●あり

●なし
 ○ 

接近車両検知の感度※
●低い

●中間

●高い

 ○ 

A B C

A B C

A B C
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情
報

■ クリアランスソナー（P.369）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラート、リヤカメラディテクショ
ンの音量調整は連動しています。

※3パノラミックビューモニター装着車のみ、パノラミックビューモニターの設定画面
で設定を変更できます。詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照して
ください。

■ RCTA（リヤクロストラフィックアラート）（P.377）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラート、リヤカメラディテクショ
ンの音量調整は連動しています。

■ RCD（リヤカメラディテクション）（P.382）

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能※1
●あり

●なし
 ○ 

クリアランスソナー作動時のブ
ザー音量※1, 2

●小

●中

●大

 ○ ○

フロントセンターセンサーの検知
開始距離

●標準

●近い

○
※3  

リヤセンターセンサーの検知開始
距離

●標準

●近い

○
※3  

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤクロストラフィックアラート
機能

●On

●Off
 ○ 

リヤクロストラフィックアラート
作動時のブザー音量※1, 2

●小

●中

●大

 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

RCD機能
●ON

●OFF
 ○ 

A B C

A B C

A B C
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■ PKSB（パーキングサポートブレーキ）（P.386）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ トヨタチームメイト アドバンストパーク★（P.402）

機能の内容 カスタマイズ設定

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）機能※

●ON

●OFF
 ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

Remote Park
●あり

●なし
○  

音声案内
●あり

●なし
○  

速度モード

●遅め

●標準

●速め

○  

障害物回避距離
●標準

●遠い
○  

優先駐車方法
●並列

●縦列
○  

優先駐車向き
●前向き

●バック
○  

優先出庫方向（並列）
●左

●右
○  

優先出庫方向（縦列）
●左

●右
○  

駐車時の映像
●ノーマル

●ワイド
○  

出庫時の映像
●ノーマル

●ワイド
○  

駐車進路調整 ●-3（内側）～ +3（外側） ○  

A B C

A B C
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ドライブモードセレクトスイッチ（P.434）

■ エアコン（P.446）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

道幅調整

●標準

●やや狭い

●狭い

○  

駐車位置調整（前向き） ●-3（後）～ +3（前） ○  

駐車位置調整（バック） ●-3（後）～ +3（前） ○  

後部取付部品設定

●10cm

●20cm

●30cm

●40cm

●取付なし

○  

登録した場所の消去 ● ○  

機能の内容 カスタマイズ設定

カスタムモード時のパワートレー
ン制御

●NORMAL

●SPORT

●ECO

○  

カスタムモード時のステアリング
制御

●NORMAL

●SPORT
○  

カスタムモード時のエアコン作動
●NORMAL

●ECO
○  

機能の内容 カスタマイズ設定

AUTO スイッチが ON のとき、
連動して外気導入と内気循環を自
動的に切りかえる※

●する

●しない
○  ○

AUTO スイッチを ON にしたと
き、A/C スイッチが連動してON
になる※

●する

●しない
○  ○

機能の内容 カスタマイズ設定 A B C

A B C

A B C
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■ イルミネーション（P.456）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2インストルメントパネルオーナメント照明が「なし」の場合、「なし」に設定されま
す。

知識
■車両カスタマイズについて

●“スマートエントリー＆スタートシス
テム”の設定が“なし”の場合、“
解錠されるドアの選択”の設定はでき
ません。

●解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、“作
動の合図（非常点滅灯）”・“作動の
合図音量（ブザー音量調整）”の設定
に依存します。

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯の消灯までの時間※1

●7.5 秒

●15 秒

●30 秒

●OFF

○  ○

パワースイッチOFF 後の室内灯
自動点灯機能

●あり

●なし
  ○

解錠時の照明の点灯
●あり

●なし
  ○

接近時の照明の点灯
●あり

●なし
  ○

足元照明
●あり

●なし
  ○

インストルメントパネルオーナメ
ント照明

●あり

●なし
  ○

イルミネーション通知※2
●あり

●なし
  ○

A B C
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9-3. 初期設定

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目は補機バッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあと
などに、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

パワーバックドア★
･ 補機バッテリーの充電・
交換後の再接続時

･ ヒューズ交換時
P.199

パワーウインドウ 正常に働かないとき P.229

クリアランスソナー
補機バッテリーを脱着した
時やあがったとき

P.369

パーキングサポートブレー
キ ( 周囲静止物 )★

補機バッテリーを脱着した
時やあがったとき

P.390
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592 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● メカニカルキーをなくした場合、
トヨタ販売店でトヨタ純正の新
しいメカニカルキーを作ること
ができます。（P.552）

● 電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。（P.552）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
（P.509）

● パワースイッチがONになって
いませんか？
施錠するときは、パワースイッ
チをOFF にしてください。
（P.253）

● 電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？
施錠するときは、電子キーを携
帯していることを確認してくだ
さい。

● 電波状況により、機能が正常に

働いていない可能性があります。
（P.206）

● チャイルドプロテクターがか
かっていませんか？
チャイルドプロテクターがか
かっていると車内からは開きま
せん。いったん車外から開けて、
チャイルドプロテクターを解除
してください。（P.191）

● ブレーキペダルをしっかりと踏
みながらパワースイッチを押し
ていますか？（P.250）

● シフトポジションはPになって
いますか？（P.254）

● キーが車内の検知される場所に
ありますか？（P.204）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
このときは、一時的な方法でハ
イブリッドシステムを始動する
ことができます。（P.554）

● 補機バッテリーがあがっていま
せんか？（P.555）

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

ハイブリッドシステムが始動で
きない



593こんなときは（症状別さくいん）

● ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？
ウインドウロックスイッチが押
されていると、運転席以外のパ
ワーウインドウは操作できなく
なります。（P.231）

● 一定時間ACCまたはON（ハイ
ブリッドシステムが作動してい
ない状態）にしておくと、自動
電源OFF 機能が作動します。
（P.253）

● 警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さく
いん）」（P.594）をご確認く
ださい。

● 警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、P.525、532
をご確認ください。

● 車を安全な場所に停め、タイヤ
パンク応急修理キットでパンク
したタイヤを応急修理してくだ
さい。（P.540）

● ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（P.563）

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

パワースイッチが自動的に OFF
になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴り
だした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した



594 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

1-3. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※ドアを解錠する、またはパワースイッ
チをACCまたは ONにするか、ハイ
ブリッドシステムを始動すると、警報
を解除することができます。

次の状況のとき、車の状態や誤
操作などをお知らせするために
警告音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したとき

盗難防止装置
（オートアラー
ム）が作動した
※

P.55

ドアを開閉した
とき

シフトポジショ
ンが P以外に
なっている

P.532

盗難防止装置
（オートアラー
ム）が作動した
※

P.55

ハイブリッドシ
ステムを停止し
たとき

電子キーの電池
残量が少なく
なっている

P.509

施錠しようとし
たとき（施錠で
きないとき）

いずれかのドア
が確実に閉まっ
ていない

P.204

電子キーを車内
に置き忘れてい
る

P.532

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したとき

いずれかのド
ア・ボンネット
が確実に閉まっ
ていない

P.191

パーキングブ
レーキが解除さ
れていない

P.262

シートベルトを
着用していない
※

P.530

ブレーキペダル
を踏んだとき
（きしみやひっ
かき音）

ブレーキパッド
が摩耗している
おそれがある

P.244

先行車に接近し
たとき

レーダークルー
ズコントロール
を使用している

P.333

前方の障害物と
衝突しそうに
なったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動し
た

P.293

車線から逸脱し
そうになったと
き

LTA（レーン
トレーシングア
シスト）を使用
している

P.304

制限速度より一
定の速度を超過
したとき RSA（ロード

サインアシス
ト）が作動した

P.326はみ出し通行禁
止の道路で追い
越しをかけたと
き



595車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

障害物との距離
が近付いたとき

クリアランスソ
ナーが作動した

P.369

後退時に左右か
らの車を検知し
たとき

RCTA（リヤク
ロストラフィッ
クアラート）が
作動した

P.378

対向車や右折先
の歩行者がいる
ときに右折しよ
うとしたとき

ITS Connect 
★が作動した

P.342

左右から交差点
に進入する車が
いるときに発進
しようとしたと
き

赤信号の交差点
に進入しそうに
なったとき

緊急車両（救急
車）がサイレン
を鳴らして近辺
を走行している
とき

一時停止の交差
点に停止せず進
入しそうになっ
たとき

見通しの悪い
カーブの先など
で先行車両が停
止または低速で
走行していると
き

見通しが悪い交
差点のわき道に
車両がいるとき

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）.................................446
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................436

ACA
（アクティブコーナリングアシスト）
....................................................436

AHB
（オートマチックハイビーム）..272
AHS
（アダプティブハイビームシステム）
....................................................269

BSM
（ブラインドスポットモニター）
....................................................349

EDR
（イベントデータレコーダー）........8
EV
（エレクトリックビークル）.........59
EVモード.....................................59
EV走行可能距離 .........................75
EV走行比率..............................166

FCTA
（フロントクロストラフィックア
ラート）.......................................321

FF
（フロントエンジンフロントドライ
ブ）..............................................569

ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）..............................................567

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）.................................................40

ITS Connect ........................342
通信利用型レーダークルーズコント
ロール.........................................334

LCA

（レーンチェンジアシスト）......307
LDA
（レーンディパーチャーアラート）
....................................................311

LED
（ライトエミッティングダイオード）
....................................................514

LTA
（レーントレーシングアシスト）
....................................................302

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..293
PDA
（プロアクティブドライビングアシ
スト）..........................................316

PHEV
（プラグインハイブリッドビークル）
.......................................................58

PKSB
（パーキングサポートブレーキ）
....................................................386

RCD
（リヤカメラディテクション）..382
RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
....................................................377

RSA
（ロードサインアシスト）.........325
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）.........................................32

S-VSC
（ステアリングアシステッドビーク
ルスタビリティコントロール）436

Toyota Safety Sense
AHB（オートマチックハイビーム）
....................................................272
AHS（アダプティブハイビームシ
ステム）......................................269
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FCTA（フロントクロストラフィッ
クアラート）...............................321
LCA（レーンチェンジアシスト）
....................................................307
LDA（レーンディパーチャーア
ラート）.......................................311
PDA（プロアクティブドライビン
グアシスト）...............................316
クルーズコントロール..............337
ソフトウェアアップデートを確認す
る ................................................283
トヨタセーフティーセンス......286
ドライバー異常時対応システム
....................................................340
発進遅れ告知機能 .....................323

TRC
（トラクションコントロール）436, 
563

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................436
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（補機バッテリーあがり
の処置）.............................................555
アームレスト......................................473
アウターミラー（ドアミラー）.........227
BSM（ブラインドスポットモニター）349
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

..............................................................377
安心降車アシスト..................................365
格納のしかた..........................................228
操作.........................................................227

ミラーヒーター......................................447

アクセサリーコンセント...................475
アクセサリーソケット.......................465
アクセサリーモード ..........................253
アクティブコーナリングアシスト
（ACA）..............................................436
アシストグリップ ..............................474
足元照明..............................................456
アダプティブハイビームシステム
（AHS）..............................................269
アラーム
オートアラーム.........................................55
音さくいん .............................................594

警告ブザー ..................................525, 532

安心降車アシスト ..............................365
アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................436
ABS ＆ブレーキアシスト警告灯.........526

アンテナ
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................204

い

イージークローザー（バックドア）.198
イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）.....................................................250

自動電源OFF 機能................................253
車両を緊急停止するには ......................518
モード切りかえ......................................253

位置交換（タイヤローテーション）.501
イベントデータレコーダー（EDR）......8
イモビライザーシステム......................54
イルミネーション通知 ......................458
イルミネーテッドエントリーシステム
..........................................................456
インジケーター（表示灯）.................153
READY ..................................................250
エラーインジケーター .............................83
充電インジケーター（充電ポート）........80

充電インジケーター（普通充電ケーブル）
.................................................................83
電源インジケーター.................................83
ハイブリッドシステムインジケーター158

インストルメントパネルオーナメント照
明.......................................................456
インテリアランプ..............................457
インナーミラー..................................217
リヤカメラウォッシャー ......................276

う

ヴィークルパワーコネクタ...............133
ウインカー（方向指示灯）.................260
方向指示レバー......................................260

ランプの交換..........................................514

ウインドウ..........................................229
ウォッシャー..........................................276
パワーウインドウ..................................229

リヤウインドウデフォッガー...............447

ウインドウロックスイッチ...............231
ウインドシールドデアイサー...........451
ウォーニングランプ（警告灯）.......152, 
525
ウォッシャー......................................276
液の補充 .................................................498
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スイッチ .................................................276
タンク容量 .............................................569
冬の前の準備・点検..............................442

動けなくなったときは（スタック）.563
雨滴感知式ワイパー ..........................276
運転 .....................................................241
EV 走行可能距離......................................75

雨の日の運転..........................................242
運転を補助する装置..............................436
寒冷時の運転..........................................442

正しい運転姿勢.........................................27
手順.........................................................241
プラグインハイブリッド車運転のアドバイ

ス.............................................................73

運転支援機能情報表示画面...............166
運転席シートベルト非着用警告灯 ...530

え

エアコン..............................................446
エコ空調モード......................................448
オートエアコン......................................446

曇り取り（フロントガラス）................447
曇り取り（リヤウインドウ）................447
ナノイーX .............................................449

フィルターの清掃..................................507
マイルームモード..................................119

エアバッグ.............................................32
SRS エアバッグ警告灯........................526
改造・廃棄 ................................................37
作動条件 ....................................................33
正しい姿勢 ................................................27

配置............................................................32

AHB（オートマチックハイビーム）272
エネルギーモニター ..........................173
エレクトリックパワーステアリング
（EPS）..............................................436
機能.........................................................436

パワーステアリング警告灯 ..................527

エンジン
イモビライザーシステム .........................54
エンジン警告灯......................................526

オーバーヒート......................................560
緊急時の停止方法..................................518
ハイブリッドシステムが始動できない551
ハイブリッドシステムの始動方法.......250

パワースイッチ（イグニッションスイッチ
／エンジンスイッチ）.........................250
ボンネット..............................................495

エンジンオイル..................................566
冬の前の準備・点検..............................442
メンテナンスデータ..............................566

油圧警告灯..............................................526
容量.........................................................566

エンジンスイッチ（パワースイッチ）
..........................................................250
自動電源OFF 機能................................253
車両を緊急停止するには ......................518
モード切りかえ......................................253

エンジンフード（ボンネット）.........495
開け方 .....................................................495
警告音 .....................................................191

エンジンルーム..................................495
エンジンルームから蒸気が出ている...560

お

オイル（エンジンオイル）.................566
オーディオ連携画面 ..........................166
オートアラーム.....................................55
オートエアコン..................................446
エコ空調モード......................................448
曇り取り（フロントガラス）.................447
曇り取り（リヤウインドウ）.................447

フィルターの清掃..................................507
マイルームモード..................................119

オートマチックハイビーム（AHB）272
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オーバーヒート..................................560
オープナー
給油扉.....................................................281

バックドア .............................................194
ボンネット .............................................495
リヤドア .................................................190

オープントレイ..................................461
お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ ..................231
お子さまの安全のために .........................39

シートベルトの着用.................................30
充電に関する警告.....................................98
ステアリングヒーター／シートヒーターに

関する警告 ..........................................453
チャイルドシート.....................................40
チャイルドシートの取り付け .................40
チャイルドプロテクター ......................191

発炎筒の取り扱いに関する警告...........518
パワーウインドウに関する警告...........230
補機バッテリーに関する警告 ..............558

オドメーター......................................156
ODO TRIP スイッチ............................161

か

カーテンシールドエアバッグ..............32
カーペット
洗浄.........................................................492

フロアマットの取り付け方 .....................26

外気温度表示......................................156
回生ブースト......................................258
回生ブレーキ.........................................63
回生ブースト..........................................258

外装のランプ
交換.........................................................514

外部給電システム
AC外部給電システム...........................132

ガス欠になったとき .............................69

カスタマイズ機能..............................570
カスタムモード..................................434
型式 .....................................................569
カップホルダー..................................460
カメラ
カメラウォッシャー..............................276
サイドカメラ..........................................408

前方カメラ..............................................287
デジタルインナーミラー ......................222
フロントカメラ......................................408

リヤカメラ..............................................408

ガラスの曇り取り
前方カメラ取り付け部 ..........................290

フロントウインドウガラス...................447
リヤウインドウガラス ..........................447

ガレージジャッキ..............................497
間欠時間調整式ワイパー...................276
冠水路走行..........................................246
寒冷時の運転......................................442

き

キー .....................................................180
キーナンバープレート ..........................180
キーの構成..............................................180

キーレスエントリー...................182, 204
キーをなくした......................................552
正常に働かない......................................553

施錠・解錠ができない ..........................553
電子キー .................................................180
電池が切れた...............................509, 553
ハイブリッドシステムが始動できない551

メカニカルキー......................................182
ワイヤレスリモコン..............................182

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................204
ワイヤレスドアロック ..........................182
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きしみやひっかき音が聞こえる（ブレー
キパッドウェアインジケーター）...244
急発進の抑制制御（ドライブスタートコ
ントロール）.....................................247
給油 .....................................................280
給油のしかた..........................................280
燃料.........................................................566

緊急時シートベルト固定機構..............30
緊急始動機能（ハイブリッドシステム）
...........................................................551
緊急時の対処
オーバーヒートした..............................560
キーの電池が切れた...................509, 553

キーをなくした......................................552
警告灯がついた......................................525
警告メッセージが表示された ..............532
けん引.....................................................521

故障したときは......................................516
車中泊が必要なときは..........................520
車両を緊急停止する..............................518

水没・冠水したときは..........................519
スタックした..........................................563
電子キーが正常に働かない ..................553

ハイブリッドシステムが始動できない551
発炎筒.....................................................517
パンクした .............................................540
補機バッテリーがあがった ..................555

緊急停止システム .................................72
緊急ブレーキシグナル.......................436

く

空気圧（タイヤ）................................569
クーラー..............................................446
区間距離計（トリップメーター）.....156
ODO TRIP スイッチ............................161

駆動用電池.............................................68
警告メッセージ.........................................72

充電について.............................................78

搭載位置 ....................................................68

曇り取り
前方カメラ取り付け部 ..........................290

フロントデフロスター ..........................447
ミラーヒーター......................................447
リヤウインドウデフォッガー...............447

クラクション（ホーン）....................216
クリアランスソナー ..........................369
クリアランスランプ（車幅灯）.........266
ランプスイッチ......................................266

ランプの交換..........................................514

クリップ
フロアマット.............................................26

クルーズコントロール
クルーズコントロール ..........................337
レーダークルーズコントロール...........328

グローブボックス..............................460

け

警音器（ホーン）................................216
計器類（メーター）............................156
マルチインフォメーションディスプレイ
..............................................................162
メーター .................................................156

警告灯 .................................................152
ABS＆ブレーキアシスト ....................526
LDA表示灯............................................527

LTA表示灯 ............................................527
PCS ........................................................527
PDA表示灯 ...........................................527
SRSエアバッグ....................................526

運転支援情報表示灯..............................528
エンジン .................................................526
クリアランスソナーOFF 表示灯.........529

クルーズコントロール表示灯...............528
高水温 .....................................................525
シートベルト非着用..............................530

充電.........................................................525



602 五十音順さくいん

スリップ表示灯......................................529
燃料残量 .................................................530
パーキングブレーキ表示灯 ..................530

ハイブリッドシステム過熱 ..................526
パワーステアリング..............................527
プリテンショナー..................................526
ブレーキ .................................................525

ブレーキホールド作動表示灯 ..............529
ペダル誤操作..........................................529
油圧.........................................................526

レーダークルーズコントロール表示灯528

警告ブザー
LDA ........................................................527

LTA.........................................................527
PCS........................................................527
PDA........................................................527
PKSB.....................................................387

クルーズコントロール..........................528
高水温.....................................................525
シートベルト非着用..............................530

車線逸脱警報（LDA）...........................311
衝突警報（PCS）...................................293
接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）........................................................333
手放し運転警告（LDA）.......................313
手放し運転警告（PDA）.......................320

ドライブスタートコントロール...........529
パーキングブレーキ未解除走行時.......262
パワーステアリング..............................527
半ドア.....................................................188

半ドア走行時..........................................191
ブレーキ .................................................525
ブレーキオーバーライドシステム.......529

ブレーキホールド..................................529
ボンネット開..........................................191
油圧.........................................................526

リバース .................................................257
レーダークルーズコントロール...........528

警告メッセージ..................................532
警告メッセージ表示画面...................172
警告ラベル（ハイブリッドシステム）68
化粧ミラー（バニティミラー）.........465
けん引
けん引のしかた......................................521

こ

交換
キーの電池..............................................509
タイヤ .....................................................502

ヒューズ .................................................511
ランプ .....................................................514

工具（ツール）.........................503, 542
降車オートロック機能 ......................186
航続可能距離...........................159, 175
後退速度の抑制制御（ドライブスタート
コントロール）.................................247
後退灯（バックアップランプ）
ランプの交換..........................................514

高電圧部位.............................................68
後方車両接近通知..............................355
作動条件 .................................................356

後方車両への接近警報 ......................361
コーションラベル.................................68
コンセント
アクセサリーコンセント ......................475

ヴィークルパワーコネクタ...................133

コンソールボックス ..........................460
コンライト（自動点灯・消灯装置）.266

さ

サービスプラグ.....................................68
サイドエアバッグ.................................32
サイドドア..........................................186
サイドトレイ......................................462
サイド方向指示灯..............................260
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方向指示レバー......................................260
ランプの交換..........................................514

サイドミラー（ドアミラー）.............227
BSM（ブラインドスポットモニター）349
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................377
安心降車アシスト..................................365

格納のしかた..........................................228
操作.........................................................227
ミラーヒーター......................................447

三角表示板（停止表示板）
収納スペース..........................................463

サンシェード......................................474
サンバイザー......................................465

し

シート.......................................210, 211
シートヒーター......................................454
シートベンチレーター..........................454
正しい運転姿勢.........................................27
チャイルドシート.....................................40

調整.........................................................210
手入れ.....................................................492
パワーイージーアクセスシステム.......232

ヘッドレスト..........................................213
ポジションメモリー..............................233
メモリーコール機能..............................234

シートヒーター..................................454
シートベルト.........................................29
お子さまの着用.................................29, 30
緊急時シートベルト固定機構 .................30

高さ調節 ....................................................31
正しく着用するには.................................30
着け方・はずし方.....................................30

手入れ.....................................................492
妊娠中の方の着用.....................................29
非着用警告灯..........................................530

シートベルト非着用警告灯...............530
シートベルトプリテンショナー..........31
機能............................................................31

プリテンショナー警告灯 ......................526

シートベンチレーター ......................454
事故が発生したとき（ハイブリッドシス
テムの注意）........................................70
室内灯 .................................................456
始動のしかた......................................250
シフトポジション..............................254
シフトレバー......................................254
シフトポジションの切りかえ...............255
シフトレバー照明..................................456

操作.........................................................255
リバース警告ブザー..............................257

締め付けトルク（ホイール）.............569
車中泊が必要なときは ......................520
ジャッキ...................................503, 542
ガレージジャッキ..................................497

ジャッキハンドル...................503, 542
車幅灯 .................................................266
ランプスイッチ......................................266
ランプの交換..........................................514

車両型式..............................................569
車両仕様（スペック）........................566
車両情報表示画面..............................167
車両接近通報装置.................................66
車両を緊急停止するには...................518
充電 ........................................................78
充電装備 ....................................................78

充電に関するアドバイス .........................96
充電に関する警告.....................................98
正常に充電できない..............................124

ソーラー充電システム ..........................121
タイマー充電機能..................................109
電源に関する警告.....................................93
電源について.............................................90

普通充電ケーブル.....................................81
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普通充電のしかた..................................101
マイルームモード..................................119
メッセージ ................................................97

充電ポート.............................................78
外部電源供給システム..........................132
充電リッドの開閉.....................................78

充電用USB Type-C 端子................466
収納装備..............................................459
周辺車両接近時サポート...................357
作動条件 .................................................359

瞬間燃費...................................164, 175
仕様（車両仕様）................................569
初期設定..............................................589
パワーウインドウ..................................229
パワーバックドア..................................199

助手席シートベルト非着用警告灯 ...530
信号切替り告知機能 ..........................323

す

スイッチ
AC100V ...............................................476

AHS（アダプティブハイビームシステム）
..............................................................270
AUTO EV ／ HV .....................................60

EV ／ HVモード切りかえ ......................60
LTA.........................................................304
ODO TRIP.............................................161

TRC OFF...............................................437
VSC OFF...............................................437
アドバンストパークメインスイッチ...410
イグニッション......................................250

インテリアランプ..................................457
ウインドウロック..................................231
ウインドシールドデアイサー ..............451

ウォッシャー..........................................276
エアコン操作..........................................446
AHB（オートマチックハイビーム）....213

AHB（オートマチックハイビーム）....272

カメラウォッシャー..............................276
給油扉オープナー..................................281
クルーズコントロール ..........................337

シート調整..............................................210
シートヒーター......................................454
シートベンチレーター ..........................454
車間距離切りかえ（レーダークルーズコン

トロール）.............................................330
ステアリングヒーター ..........................454
デジタルインナーミラー ......................218

ドアミラー..............................................227
ドアロック..............................................189
ドライブモードセレクト ......................434

パーキングブレーキ..............................260
ハザードランプ......................................517
バックドアオープン...................194, 196
パワー .....................................................250

パワーウインドウ..................................229
パワーバックドア..................................196
非常点滅灯（ハザードランプ）.............517

ブレーキホールド..................................264
方向指示レバー......................................260
ホーン（警音器）....................................216

ポジションメモリー..............................233
メーター操作..........................................163
ランプ .....................................................266

リヤウインドウデフォッガー...............446
リヤドア開..............................................190
リヤフォグランプ..................................275
レーダークルーズコントロール328, 330

ワイパー .................................................276
ワイヤレス充電器..................................467

スタック..............................................563
ステアリングアシステッドビークルスタ
ビリティコントロール（S-VSC）.436
ステアリングヒーター ......................454
ステアリングホイール（ハンドル）.216
位置調整 .................................................216
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ステアリングヒーター..........................454
メーター操作スイッチ..........................163

ストップランプ（制動灯）
回生ブースト..........................................258
セカンダリーコリジョンブレーキ.......436
表示灯.....................................................153
ランプの交換..........................................514

レーダークルーズコントロール...........329

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............442
スペック（車両仕様）.........................566
スマートエントリー＆スタートシステム
...........................................................204
アンテナの位置......................................204

カスタマイズ設定..................................570
緊急始動機能..........................................551
警告メッセージ......................................532
作動範囲 .................................................204

正常に働かないとき..............................553
節電機能 .................................................205
電波がおよぼす影響について ..............209

ドアの解錠・施錠..................................186
ハイブリッドシステムの始動 ..............250
バックドアの解錠・施錠 ......................194

普通充電コネクターの解錠 .....................87

スモールランプ（車幅灯）.................266
ランプスイッチ......................................266
ランプの交換..........................................514

せ

清掃
アルミホイール......................................488

外装.........................................................488
シートベルト..........................................492
内装.........................................................492

フロントグリル......................................491
レーダーセンサー.......................288, 350

制動灯
回生ブースト..........................................258

セカンダリーコリジョンブレーキ.......436
表示灯 .....................................................153
ランプの交換..........................................514

レーダークルーズコントロール...........329

セカンダリーコリジョンブレーキ（停車
中後突対応）.....................................363
積算距離計（オドメーター）.............156
ODO TRIPスイッチ ............................161

セキュリティインジケーター......54, 55
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）.....................................................333
設定画面..............................................167
先行車発進告知機能 ..........................323
センサー
雨滴感知センサー..................................278
クリアランスソナー..............................369
後側方レーダー......................................287

後方車両接近通知..................................350
周辺車両接近時サポート ......................350
前側方レーダー......................................287

前方カメラ..............................................287
前方レーダー..........................................287
デジタルインナーミラー ......................222

ドアハンドル..........................................186
パワーバックドア..................................198
ライトセンサー......................................267

洗車 .....................................................488
前照灯（ヘッドランプ）....................266
手動光軸調整ダイヤル ..........................269
ライトセンサー......................................267

ランプ消し忘れ防止機能 ......................268
ランプスイッチ......................................266
ランプの交換..........................................514

そ

走行距離..............................................167
走行時間..............................................167
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走行情報表示画面 ..............................164
走行モード（ドライブモード）.........434
ソーラー充電システム.......................121

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
...........................................................260
方向指示レバー......................................260
ランプの交換..........................................514

タイマー充電機能 ..............................109
タイヤ..................................................499
空気圧.....................................................501
交換..............................................499, 502
チェーン .................................................442

点検.........................................................499
パンクしたときは.......................502, 540
パンク応急修理キット..........................540

冬用タイヤ .............................................442
ホイールサイズ......................................569
ローテーション（位置交換）................501

タイヤが空まわりする（スタックした）
...........................................................563
タイヤチェーン..................................442

ち

チェーン（タイヤチェーン）.............442
チケットホルダー ..............................461
チャイルドシート .................................40
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け51
シートベルトでの固定.............................49
選択方法 ....................................................40

チャイルドプロテクター...................191
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
...........................................................260
操作.........................................................260

冬季の注意 .............................................443
パーキングブレーキ表示灯 ..................530

ブレーキ警告灯......................................525
未解除走行時警告ブザー ......................262
メンテナンスデータ..............................569

つ

通信利用型レーダークルーズコントロー
ル.......................................................334
ツール（工具）.........................503, 542

て

提案サービス機能..............................172
停止表示板（三角表示板）
収納スペース..........................................463

ディスプレイ
マルチインフォメーションディスプレイ

..............................................................162

デイライト..........................................267
手入れ ......................................488, 492
アルミホイール......................................488
外装.........................................................488
シートベルト..........................................492

デジタルインナーミラー ......................222
内装.........................................................492
普通充電ケーブル.....................................86
フロントグリル......................................491

レーダーセンサー.......................288, 350

テールランプ（尾灯）........................266
ランプスイッチ......................................266

ランプの交換..........................................514

デジタルインナーミラー...................218
リヤカメラウォッシャー ......................276

デジタルキー......................................183
デッキアンダートレイ ......................463
デッキフック（荷物固定用フック）.463
デッキボード......................................463
デフォッガー（リヤウインドウデフォッ
ガー）.................................................447
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電気モーター.........................................58
点検基準値（メンテナンスデータ）.566
電子キー..............................................180
作動範囲 .................................................204
正常に働かないとき..............................553
節電機能 .................................................205
電池が切れた..........................................509

電池交換（キー）................................509
電動パーキングブレーキ...................260
操作.........................................................260

冬季の注意 .............................................443
パーキングブレーキ表示灯 ..................530
ブレーキ警告灯......................................525

未解除走行時警告ブザー ......................262

と

ドア ..........................................186, 192
降車オートロック機能..........................186
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................204
チャイルドプロテクター ......................191

ドアガラス .............................................229
ドアロックスイッチ..............................189
バックドア .............................................192

ロックレバー..........................................189
ワイヤレスリモコン..............................186

ドアミラー..........................................227
BSM（ブラインドスポットモニター）349
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................377
安心降車アシスト..................................365

格納のしかた..........................................228
操作.........................................................227
ミラーヒーター......................................447

盗難防止装置
イモビライザーシステム .........................54
オートアラーム.........................................55

時計 .....................................................156
トップテザーアンカレッジ..................52
トヨタチームメイト アドバンストパーク
..........................................................402
カスタマイズ設定..................................432
縦列出庫機能..........................................419
縦列駐車機能..........................................416

設定.........................................................410
中止／中断..............................................430
並列前向き／バック出庫機能...............414

並列前向き／バック駐車機能...............412
メモリ機能..............................................421
リモート機能..........................................425

ドライバー異常時対応システム.......340
ドライビングポジション
メモリーコール機能..............................234

ドライブスタートコントロール.......247
急発進の抑制制御..................................247
後退速度の抑制制御..............................247

ドライブモードセレクトスイッチ...434
トラクションコントロール（TRC）436
トランスミッション ..........................254
回生ブースト..........................................258

操作.........................................................255
メンテナンスデータ..............................568

トリップメーター..............................156
ODO TRIPスイッチ ............................161

な

内装
収納装備 .................................................459

手入れ .....................................................492

ナノイー X..........................................449

に

ニーエアバッグ.....................................32
荷物



608 五十音順さくいん

積むときの注意......................................248
デッキフック..........................................463
荷室内装備 .............................................463

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....563

ね

燃費
エネルギーモニター..............................173
瞬間燃費 ......................................164, 175

燃費グラフ .............................................164
燃費情報 ......................................164, 175
平均燃費 ......................................164, 175

燃料 .....................................................566
給油.........................................................280
種類.........................................................566
燃料残量警告灯......................................530

容量.........................................................566

燃料計..................................................156

の

ノーマルモード..................................434

は

パーキングサポートブレーキ（PKSB）
...........................................................386
後方接近車両..........................................393
後方歩行者 .............................................395

前後方静止物／周囲静止物 ..................390

パーキングブレーキ ..........................260
操作.........................................................260
冬季の注意 .............................................443

パーキングブレーキ表示灯 ..................530
ブレーキ警告灯......................................525
未解除走行時警告ブザー ......................262

メンテナンスデータ..............................569

パーソナルランプ..............................457
排気ガス.................................................38
ハイビーム（ヘッドランプ）.............268
AHS（アダプティブハイビームシステム）
..............................................................269
AHB（オートマチックハイビーム）....272

ランプスイッチ...........................266, 268
ランプの交換..........................................514

ハイブリッドシステム
AUTO EV／ HVモード.........................59
EVモード..................................................59
HVモード .................................................59

運転のアドバイス.....................................73
エネルギーモニター..............................173
オーバーヒート......................................560
回生ブレーキ.............................................63

ガス欠になったとき.................................69
緊急始動機能..........................................551
緊急時の停止方法..................................518

緊急停止システム.....................................72
高電圧部位.................................................68
サービスプラグ.........................................68

事故が発生したとき.................................70
始動できないときは..............................551
始動方法 .................................................250

車両接近通報装置.....................................66
充電............................................................78
注意............................................................68
特徴............................................................58

特有の音と振動.........................................64
バッテリーチャージモード......................60
パワー（イグニッション）スイッチ...250

補機バッテリーがあがった...................555
メンテナンス・修理・廃車するとき......65

ハイブリッドシステムインジケーター
..........................................................158
ハイマウントストップランプ
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ランプの交換..........................................514

ハザードランプ（非常点滅灯）.........517
緊急ブレーキシグナル..........................436

スイッチ .................................................517
ランプの交換..........................................514

挟み込み防止機能
パワーイージーアクセスシステム.......233

パワーウインドウ..................................229
パワーバックドア..................................198
ポジションメモリー..............................233

メモリーコール機能..............................235

発炎筒..................................................517
バックアップランプ（後退灯）
ランプの交換..........................................514

バックドア..........................................192
イージークローザー..............................198
オープンスイッチ.......................194, 196

バックドアが開かないとき .......189, 199
バックドアハンドル..............................197
パワーバックドア..................................195

ラゲージルームランプ..........................198

バッテリー（駆動用電池）
警告メッセージ.........................................72

充電について.............................................78
搭載位置 ....................................................68

バッテリー（補機バッテリー）
充電警告灯 .............................................525

補機バッテリーがあがった ..................555
補機バッテリーを交換する ..................557

バニティ（化粧用）ミラー...............465
バニティミラーランプ.......................465
パワーイージーアクセスシステム ...232
パワーウインドウ ..............................229
ウインドウロックスイッチ ..................231
閉めることができないときは ..............229
操作.........................................................229

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...230
挟み込み防止機能..................................229

巻き込み防止機能..................................229

パワーコントロールユニット..............68
パワースイッチ..................................250
自動電源OFF 機能................................253
車両を緊急停止するには ......................518
モード切りかえ......................................253

パワーステアリング ..........................436
EPS ........................................................436
パワーステアリング警告灯...................527

パワーバックドア..............................192
クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）機
能..........................................................196
パワーバックドアスイッチ...................196

番号灯（ライセンスプレートランプ）
..........................................................266
ランプスイッチ......................................266
ランプの交換..........................................514

ハンドル（ステアリングホイール）.216
位置調整 .................................................216
ステアリングヒーター ..........................454

メーター操作スイッチ ..........................163

ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................436
ヒーター
オートエアコン......................................446

駆動用電池.................................................94
シートヒーター......................................454
ステアリングヒーター ..........................454
前方カメラ..............................................290

ミラーヒーター......................................447

非常時給電システム ..........................475
非常点滅灯（ハザードランプ）.........517
スイッチ .................................................517
ランプの交換..........................................514

尾灯（テールランプ）........................266
表示灯 .....................................................153
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ランプスイッチ......................................266
ランプの交換..........................................514

ヒューズ..............................................511
表示灯..................................................153
日よけ（サンバイザー）.....................465
ヒルスタートアシストコントロール436

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方.......555
フォグランプ......................................275
スイッチ .................................................275

ランプの交換..........................................514

ブザー
FCTA（フロントクロストラフィックア

ラート）................................................321
PKSB.....................................................387
RCD（リヤカメラディテクション）....383

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................378
音さくいん .............................................594
休憩提案機能（LDA）...........................312

クリアランスソナー..............................374
高水温.....................................................525
シートベルト非着用警告 ......................530

車線逸脱警報機能（LDA）....................311
衝突警報（PCS）...................................293
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................204
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）........................................................333
手放し運転警告（LDA）.......................313

手放し運転警告（PDA）.......................320
ドライバー異常時対応システム...........340
ドライブスタートコントロール...........529

パーキングブレーキ未解除走行時警告262
発進遅れ告知機能..................................323
パワーステアリング..............................527

パワーバックドア..................................195

半ドア警告..............................................188
半ドア走行時警告..................................191
ブレーキ .................................................525

ブレーキオーバーライドシステム.......529
ブレーキホールド..................................529
油圧.........................................................526
リバース警告..........................................257

普通充電ケーブル.................................81
安全機能 ....................................................83
インジケーター.........................................83

お手入れ ....................................................86
コントロールユニット .............................82
電源プラグコードの交換 .........................84

普通充電ケーブルに関する警告..............81
普通充電コネクターの施錠・解錠..........87
普通充電コネクターを解錠できないとき
.................................................................88

フック
デッキフック..........................................463
フロアマット固定フック .........................26

フューエルリッド（給油口）.............280
給油のしかた..........................................280

冬の前の準備（寒冷時の運転）.........442
冬用タイヤ..........................................442
ブラインドスポットモニター（BSM）
..........................................................349
プラグインハイブリッドシステム......58
AUTO EV／ HVモード.........................59
EVモード..................................................59
HVモード .................................................59

運転のアドバイス.....................................73
外部給電システム..................................132
注意............................................................68

特徴............................................................58
バッテリーチャージモード......................60
普通充電のしかた..................................101

プラスサポート..................................397
プリクラッシュセーフティ（PCS）293
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PCS 警告灯 ...........................................527
機能.........................................................293

ブレーキ
回生ブレーキ.............................................63
緊急ブレーキシグナル..........................436
パーキングブレーキ..............................260
ブレーキ警告灯......................................525

ブレーキホールド..................................264
メンテナンスデータ..............................568

ブレーキアシスト ..............................436
ABS ＆ブレーキアシスト警告灯.........526
機能.........................................................436

ブレーキオーバーライドシステム ...242
ブレーキ付近からキーキー音が聞こえる
...........................................................244
ブレーキフルード ..............................568
ブレーキホールド ..............................264
プロアクティブドライビングアシスト
（PDA）..............................................316
フロアマット.........................................26
フロントクロストラフィックアラート
（FCTA）............................................321
フロントシート..................................210
シートヒーター......................................454
シートベンチレーター..........................454
正しい運転姿勢.........................................27
調整.........................................................210

手入れ.....................................................492
パワーイージーアクセスシステム.......232
ヘッドレスト..........................................213

ポジションメモリー..............................233
メモリーコール機能..............................234

フロント方向指示灯 ..........................260
方向指示レバー......................................260
ランプの交換..........................................514

へ

平均車速...................................167, 175
平均燃費...................................164, 175
ヘッドランプ......................................266
手動光軸調整ダイヤル ..........................269
ライトセンサー......................................267
ランプ消し忘れ防止機能 ......................268

ランプスイッチ......................................266
ランプの交換..........................................514

ヘッドレスト......................................213
ベンチレーター（シートベンチレーター）
..........................................................454

ほ

ホイール
交換（タイヤ）........................................502
メンテナンスデータ..............................569

ホイールナットレンチ ...........503, 542
方向指示灯..........................................260
方向指示レバー......................................260
ランプの交換..........................................514

ホーン（警音器）................................216
補機バッテリー
充電警告灯..............................................525
搭載位置 .................................................495

補機バッテリーがあがった...................555
補機バッテリーを交換する...................557

ポジションメモリー ..........................233
保証 ...........................................................9
ボトルホルダー..................................461
ボンネット（エンジンフード）.........495
開け方 .....................................................495
警告音 .....................................................191

ま

マイセッティング..............................236
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マイルームモード ..............................119
巻き込み防止機能
パワーウインドウ..................................229

マルチインフォメーションディスプレイ
...........................................................162
運転支援機能情報表示..........................166
エネルギーモニター..............................173

オーディオ連携......................................166
警告メッセージ......................................532
車両情報表示..........................................167

設定.........................................................167
走行情報表示..........................................164
提案サービス機能..................................172

ドライブインフォメーション ..............167
メーター操作スイッチ..........................163
メニューアイコン..................................163

み

ミラー
インナーミラー......................................217
デジタルインナーミラー ......................218

ドアミラー .............................................227
バニティミラー......................................465
ミラーヒーター......................................447

リヤカメラウォッシャー ......................276

め

メーター（計器類）............................156
ODO TRIP スイッチ............................161
警告灯..........................................152, 525
警告メッセージ......................................532

ハイブリッドシステムインジケーター158
表示灯.....................................................153
マルチインフォメーションディスプレイ

..............................................................162
メーター操作スイッチ..........................163

メーター表示の切りかえスイッチ ...161

メカニカルキー..................................182
メニューアイコン..............................163
メモリーコール機能 ..........................234
メンテナンスデータ ..........................566

も

モーター（電気モーター）....................58
モーターでの走行（EVモード）.........59

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能...............570
雪道ですべって動けない（スタックした）
..........................................................563
油脂類 .................................................566

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
..........................................................266
ランプスイッチ......................................266

ランプの交換..........................................514

ラゲージルーム..................................463
ラゲージルームランプ ...........194, 198
ラジエーター
オーバーヒート......................................560
メンテナンスデータ..............................568

ランプ
AHS（アダプティブハイビームシステム）
..............................................................269
インテリアランプ..................................456

AHB（オートマチックハイビーム）....272
交換.........................................................514
室内灯 .....................................................456

パーソナルランプ..................................457
非常点滅灯（ハザードランプ）.............517
ヘッドランプ（前照灯）........................266

方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ
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ンカー）................................................260
ライトセンサー......................................267
ラゲージルームランプ..........................198

ランプ消し忘れ防止機能 ......................268
ランプスイッチ......................................266
リヤフォグランプ..................................275

ランプ消し忘れ防止機能...................268

り

リヤアームレスト ..............................473
リヤウインドウデフォッガースイッチ
...........................................................447
リヤカメラデテクション（RCD）....382
リヤシート..........................................211
背もたれの前倒し..................................211
ヘッドレスト..........................................213
リヤシートリマインダー機能 ..............190

リヤ席シートベルト非着用警告灯 ...530
リヤドア..............................................186
チャイルドプロテクター ......................191
ドア開スイッチ......................................190

リヤシートリマインダー機能 ..............190

リヤフォグランプ ..............................275
スイッチ .................................................275

ランプの交換..........................................514

リヤ方向指示灯..................................260
方向指示レバー......................................260

ランプの交換..........................................514

る

ルームミラー（インナーミラー）.....217

れ

冷却水
冬の前の準備..........................................442

メンテナンスデータ..............................568

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート......................................560
メンテナンスデータ..............................568

レーダークルーズコントロール.......328
接近警報 .................................................333
レーダー .................................................287

レーンチェンジアシスト（LCA）....307
レーンディパーチャーアラート（LDA）
..........................................................311
レーントレーシングアシスト（LTA）
..........................................................302
レバー
シフト .....................................................254

ハンドル位置調整..................................216
方向指示 .................................................260
ボンネット解除......................................495
ロック（ドア）........................................189

ワイパー .................................................276

ろ

ロードサインアシスト（RSA）........325
ロック
ウインドウロック..................................231
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................204
チャイルドプロテクター ......................191
ドア.........................................................186

バックドア..............................................192
ワイヤレスリモコン..............................182

わ

ワイパー&ウォッシャー .................276
ウォッシャー液の補充 ..........................498

ワイパー＆ウォッシャー
カメラウォッシャー..............................276

ワイパー&ウォッシャー
フロント .................................................276
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ワイパーブレード（寒冷地用）.........443
ワイヤレス充電器 ..............................467
ワイヤレスリモコン ..........................182
作動の合図 .............................................188
操作.........................................................182
電池の交換 .............................................509
半ドア警告ブザー..................................188

ワックス..............................................488

次の装備は、「マルチメディア取扱説明
書」をお読みください。
･ナビゲーション
･オーディオ＆ビジュアル
･音声対話サービス
･バックガイドモニター
･パノラミックビューモニター
･ ETC2.0 システム
･ハンズフリー
･ T-Connect
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（P.495）
パワーバックドアスイッチ★（P.196）
給油口（P.281）
給油扉オープナースイッチ（P.281）
ボンネット解除レバー（P.495）
タイヤ空気圧（P.569）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

燃料の容量（参考値） 40L

燃料の種類

･ 無鉛レギュラーガソリン
･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※
※エタノールの混合率10%以下、または
ETBEの混合率22％以下のガソリン（酸素含
有率 3.7%以下）を使用することができます。

タイヤが冷えているときの空気圧 P.569

エンジンオイル容量（参考値）オイルのみ交換時：3.5Lオイルとオイルフィルター交換時：3.9L

エンジンオイルの種類

トヨタ純正モーターオイル
推奨：
･ GLV-1 0W-8 (JASO GLV-1, SAE 0W-8)
適合：
･ SP 0W-16 (API SP/RC, ILSAC GF-6B, SAE 0W-16)
･ SP 0W-20 (API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 0W-20)
･ SP 5W-30 (API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30)

A
B
C
D
E
F
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